
監督のつぶやき？ぼやき！ 
第２７３話/2017.09.19 

 

 いよいよ３年生は、９月２４日（日)のリーグ戦決勝大会で中学生としての対外試合は最後にな

ります。なかなか部員が集まらず、４月になってやっと７人入部した３年生。厳しい学年になると

思っていました。 

 ２年秋の新チーム結成からなかなか思い通りの試合が出来ずにいましたが、何度も切れかけた気

持ちを何とかつなげ、全日本少年軟式野球大会では県大会に出場することが出来ました。大会の優

勝は難しいものがありましたが、７人の努力で、段原クラブとして最低限のレベルにまで上がって

きました。７人しか入部しない学年でしたが、ひとりの退部者もなく、全員が入部の時にした私と

の約束を守ってくれました。ありがとうございました。 

 最後の試合ですが、緊張したり、気負ったりすることなく、身に付けた技術を全て出した気持ち

のよい試合をしてくれることを望みます。 

 新チームは、１０月１４日（土）文部科学大臣杯県大会１回戦で精華クラブと対戦します。コー

チが試合を見た所によると、現在の力は相手が上だそうです。残り４週間、各自が少しずつレベル

アップする必要があります。 

 ９月１８日（祝）の甲山ジャガーズ交歓軟式野球大会で２試合することができました。スイング

のスピードが足りず、まだ打球が段原クラブのレベルにきていません。しかし、これはすぐに何と

かなる問題ではありません。まずディフェンス。バッテリーの頭を含め、内外野のイージーミス（送

球ミス、内野安打など）をゼロにし、失点を防ぐ。ロースコアで試合が出来るための練習が必要だ

と思います。ということは、レギュラーは守備力からということです。 

 ２年生は入部からほとんどの選手の体格に大きな変化がありません。これは、素材だけの問題な

のでしょうか。私は、家庭の野球に対する覚悟の問題だと思っています。グランドで昼食をたくさ

ん食べさせるチームがあると聞きますが、私はしません。これはチームの問題ではなく、家庭の問

題だからです。そして強制することではないと思うからです。 

 やった方が良いと思われることは伝えます。やるかやらないかは各自の問題です。自分の野球人

生は自分で責任を持てばよいと思います。本気ではない野球もありです。ただ、私はなるべくそう

いう選手と同じチームでやりたくないとは思っています。 

 今からでも遅くありません。１,２年生の皆さん、速いボールを投げたければ、投げられる体が

要ります。打って遠くへ飛ばしたければ、遠くに飛ぶ体が要ります。体を作らずに、それを望めば

必ずどこかに無理をし、確率は下がり、ケガに繋がります。来年の春に向けて、今日から、速く、

強い体。本気になってみませんか。あなたのためです。 

 

 

第２７２話/2017.09.11 

 

 私は、何もせずベンチに座っているだけで広島県一になれるチームを目指している、と常々言っ

てきました。そのために練習で個の能力を伸ばし、野球というスポーツの本質を子ども達に説明し

てきました。これだけ同じ事を何度も言ってきたのだから、小学校から野球してきたのだから、こ

んな事ぐらいは分かるだろうと思ってきました。 

 しかし、これは常識だから言わなくてもいいだろうと思うことが、試合中に出来ないことが数多



くあります。今年やっと分かりました。『中学生は頭が悪い』覚えられません。 

 牽制球やピックオフプレーでアウトになってはいけない場面が分からない。相手バッターの特徴、

打球方向、足のスピード、分からない。引っ張って良い場面、悪い場面、分からない。甘いボール

で良い場面、四球でも良い場面、分からない。外野手がチャージしなければいけない時、安全にい

かなければいけない時、分からない。相手が走ってくる時、バントしてくる時、エンドランをして

くる時、全く分からない。とにかく何も分からない。 

 小学生の時から何年も野球をし、あきれる程試合をしてきたのに、野球というスポーツの事は何

も知りません。 

 なぜなのか、覚えようとしないからです。投げる、打つ、走る、捕る、野球はこれだけで出来る

と思っています。間違っています。ボールが動いていない時間の方が長いスポーツ、例えばアメリ

カンフットボールもそうですが、ボールが止まっている時間に何を考え、何を準備するのかが結果

を大きく変えます。 

 ９月１０日（日）の山本浩二旗１試合目は、いちいち言わなくてもこの程度の相手に負ける事は

無いと思っていると、全く何も出来ない。本当に何も考えず、ただ投げる、ただバットを振る、た

だボールが飛んできたら捕る、投げるだけ、ビックリしました。一から十までいちいち言わなけれ

ば何も出来ない子ども達だということが良く分かりました。それが分かったということが一番の収

穫です。３年生も同じです。これだけたくさんの試合を経験しても、技術はもちろん伸びています

が、考え方は小学生のまま。これでは良い結果に繋がるわけがありません。 

 監督が座っているだけで勝てるチーム、これは私の目標ですが、今は無理です。諦めました。 

 ９月１０日（日）２試合目、ネクストサークルの近くでいちいちやらなければいけないことを説

明し、試合をしました。試合になります。段原クラブは正しい練習をしているので、ある程度の技

術は身に付いています。試合の場面でその技術をどう出すのか、何を出すのか、何をしなければな

らなくて、何をしてはいけないのか。私はいちいち一から十まで言うことにします。 

 野球選手は体力、技術、もちろん必要に決まっています。ピッチャーはスピードがある方が良い

ですし、バッターは遠くに飛ばせた方が良いのはもちろんです。しかし、試合となればそれだけで

勝負するわけではありません。『状況判断』し、『相手を分析（相手のあるスポーツ）』し、『予測と

準備』をする。この能力が大事なのです。 

 ひとつの例を書きます。私がもし日本ハムの大谷投手と対戦することがあるとすれば、必ずスラ

イダーを狙います。なぜなら１６０km/h のストレートは狙っても当たらないでしょう。バットに

当たる可能性はスピードの無い変化球の方が高いと判断するからです。 

 相手の力と自分の力をしっかり頭に入れて計算すれば、ピッチャーなら投げるボールが、バッタ

ーなら振るボールが、野手なら守備位置が、走者なら行くか止まるかが決まるはずです。それが野

球というスポーツです。 

 

 

第２７１話/2017.09.04 

 

 ９月２日（土）文部科学大臣杯、９月３日（日）福山８０ホークス招待試合がありました。土曜

日は内容や相手がどうであれ、県大会の代表になることが第一の目的なので、その点では良かった

と思います。しかし、新チームになって時間が無く、致し方ないとはいえ、内容はひどいものでし

た。 

 県大会までの約４０日、チームを白紙に戻し、一から考え直す必要があります。最低限、ピッチ



ャーが打ち取った打球はアウトにする、ストレートはバットに当てる、バントは出来る、牽制でア

ウトにならないぐらいはレギュラーなら当たり前になって欲しいと思います。 

 段原クラブが基準として考えているチーム、広島スターズ、府中オーシャンズ、松永ヤンキース

相手に投げられる投手、打てる打者が試合に出る資格があります。あなたはありますか？なければ

練習、食事、睡眠でそのレベルまで上がるしかありません。今の新チームではそのレベルの選手は

見当たらないので、試合をすれば当然、敵わないという結果になります。 

 「数は力なり」練習はもちろん正しい理論が無ければ意味がありません。その中で、絶対的な量・

数が必要です。頭で理解したことを体で覚える、考える前に反応する感覚、そのためには中学生に

は試合より練習です。小学生ももちろん練習しなければいけません。一番練習をしっかりしなけれ

ばいけない小・中学生時代に試合ばかりしているので本当の力が付かないのだと思います。 

 小学生のチームの関係者に嫌われると思いますが、基本のない子に試合は無意味です。九九の出

来ない子に因数分解は分かりません。結局、いつも大事な試合で勝ち上がってくるチーム、子ども

の素材？グランド？何が違うのでしょうか？私は練習の数だと思っています。４０日間、チームを

上げて本気でやらないと、県大会で惨めな思いをすることになります。 

 ８０ホークスの招待試合にはＡ・Ｂ２チーム出ました。２つとも２試合勝ちました。ひとつ良か

った事は、２チームで４試合、失点０、Ａチームはエラーも無く。投手の調子はもうひとつのよう

に感じましたが、長打、エラーが無ければ、そうそう点は取られないということです。 

 しかし、３年生のバッティングはまだまだです。甘いストレートを打ち損ないますし、相変わら

ず配球は考えられず、変化球の対応は出来ません。ここのところ１か月程、３年生はたくさんのチ

ャンスをもらってきました。本来なら試合に出る力を持っていないのに、７人ということでいつも

の年より多く試合に出ています。それなのに、いつまで同じ失敗を繰り返しているのか。監督やチ

ームに甘えていませんか。不甲斐ない自分に腹は立ちませんか。これからあなた達が行く高校野球

は競争の世界です。負けてヘラヘラ、チームが勝ってもあなたは勝っていますか？ 

 ＡチームもＢチームも全ての選手の皆さん、あなたは相手チームに勝っていますか？広島県で、

広島市で、そしてチームで何番目ですか？ 

 私は良いボールを投げる方法も、ヒットを打つ方法も、ゴロやフライを取る方法も、試合で勝つ

方法も知っています。今年の選手は利用しません。今（中学生の時）だけですよ。もったいない時

間の使い方をしていませんか。 

 ３年生も１,２年生もこの１カ月、上手くなるチャンスだと思います。 

 

 

第２７０話/2017.08.28 

 

 私が１年で一番楽しみにしている大会、瀬戸内大会が終わりました。普段やることのないチーム

と、良いグランドで、２日間必ず４試合でき、夜はおいしい食事とお酒を頂きながら、楽しい話に

盛り上がる。 

 ３年生は段原クラブで身に付けた技術を思い切り発表する。私にとって大事な大事な大会です。

だから文部科学大臣杯をコーチに任せています。 

 しかし、今年は結果だけならＡクラス３位、まずまずですが、内容は本当に恥ずかしい４試合で

した。 

 『野球頭』私はいつも、野球は頭と足でするものだと言い続けています。ボールが動いている時

間より止まっている時間の長いスポーツは全て頭でします。止まっている時間に何が考えられるか



が勝負になります。『予測と準備』守備ではボールが飛んでくる場所が分かれば、点は取られませ

ん。本物のファインプレーとはそういうものだと思っています。 

 バッティングは相手投手の投げてくるボールが分かれば、打てる確率はぐっと高くなります。ほ

ぼ三振することは無くなります。 

 私は現役時代、配球を読んで打つのが面白くてたまりませんでした。ストレートだけ待っていて

全ての変化球に対応できる天才ではなかったので、打つために配球を読む技術がどうしても必要で

した。中学・高校時代も自分の打席はもちろんですが、人の打席も集中して見ました。 

 ストレートか変化球かの２つに分ければ、何も考えなくても１/２、２回に１回は当たります。

本気で観察し、考えれば８０％以上分かるはずです。現実に私は中学生の試合を見ながらほとんど

投げてくるボールは分かります。全て分からなくても、この打席はこのボールが必ず来る、この１

球を狙う。ほぼ１００％これは出来ます。 

 こういう話を何度もしたり、試合中ベンチで次は何などとヒントを与えたりしてきましたが、今

年の３年生は出来ないというか、やろうとしないというか、野球を頭でやるということが理解でき

ないようです。 

 投げてきたボールに対して体の反応だけで対応する、天才のやるバッティングです。今年のチー

ムにそのレベルの選手はいません。そのため、ほぼ平均的な力の投手でも打てません。何度も何度

も、ストレートは遅い、しかしカーブがストライクゾーンに投げられます程度の投手に抑えられま

す。１年間に何度もです。 

 ２日目の１試合目に、この程度の投手に同じように抑えられました。まずＡクラスに残ったとい

うことは、投手はストライクが入るだろうと誰でも想像できます。投球練習を見ると体は大きくな

い、ストレートは速くない。この時点で、何かストライクを取れる変化球を持っているに違いない

と普通は思います。 

 ２回に段原クラブの選手がストレートを４人芯で打ち、点を取りました。次からは配球を変化球

中心に変えてくるだろう、これも普通考えることです。 

 しかし、こんなごくごく普通のことが、今年の３年生は考えられません。失敗したら考える、そ

して何かを変える、当然のことを相手はしました。段原クラブの選手はしませんでした。頭（脳）

が動いているチームと止まっているチーム、当然動いているチームが勝ちます。なぜなら野球は頭

と足でやる予測と準備のスポーツだからです。 

 ２日目の３位決定戦、相手の松永ヤンキースは全員１年生できました。１年生相手に大量点を取

り、コールド勝ちしました。当たり前です。試合後、ニコニコ話をしている３年生を見て、１日目

の２試合と準決勝の内容は頭から全てもう消えてしまっています。 

 私とは野球に対する考え方、思い、言い換えれば住んでいる世界の違う子達なのだと思いました。

住んでいる世界が違うので、同じチームで野球をするのは無理があるように思います。 

 

 

第２６９話/2017.08.21 

 

 今年の夏の甲子園はとにかく点が入ります。私はずっとバットは振るべきだし、しっかりバット

を振れるチームが甲子園でも勝っているということを言い続けてきました。バントしたり、右打ち

したり、ゴロを打ったりする野球は時代遅れだとも言ってきました。 

 しかし、これはあくまで投手を含めた守りがあってのことですし、本当に良い投手は打てないの

が野球です。そういう点では、高校野球のバッティングはマシンが当たり前にあり、室内練習場が



あり、ウェートトレーニングで体を大きくし、年々レベルが上がっています。 

 バッターは振れば振るほど良くなります。しかし、投手は投げればいいというものではありませ

ん。ケガのリスクが高まります。バッター有利という現代野球ですが、それにしても点が入りすぎ

です。投手の球速も上がり、色々な変化球も投げます。それでも打たれます。特に大事な場面で長

打を浴びます。 

 私も投手の経験があります。ストレートとカーブの２種類しか投げませんでした。時代が違うと

言えばそれまでですが、アウトコース低めのストレート、これに対するこだわりが無いように感じ

ます。長打を打たれないボール。投手として一番身に付けなければいけない練習が足りないのでは

ないでしょうか。何種類のボールが投げられても、そのボールの切れやコントロールが無ければ、

そのボールは頼りになるものではありません。ピッチングの基本はいつの時代もインハイ・アウト

ロー。これは変わることはないと思うのですが。 

 今年のチームは、練習で身に付けた力をなかなか試合で発揮することが出来ません。何かを変え

なければと思い、１週間のフルスイング塾の休みを使い、メンタルについて勉強してみました。聞

いたことのある事、無い事、時間があったおかげで色々な考え方、練習・試合の取り組み方や失敗

の活かし方、言葉や文字の使い方など、子ども達の野球に活かせるのではないかと思うことがさま

ざま、たくさんありました。 

 ８月１９日（土）の午前中２時間程、今までにない考え方、何をどう変化させるべきなのか、変

わるための方法など、私が今回勉強したことを子ども達に伝える時間を作りました。 

 今回勉強して分かった事が１つあります。私の中学・高校時代は、理論を知っていたわけではあ

りませんが、メンタルトレーニングの考え方からすると、正解の考え方で野球をしていました。多

分、技術的にも精神的にも３０年、４０年前の選手は理論的に分かっていなかったことを自然に身

に付けた選手がある程度の結果を残していたのだと思います。 

 現代はたくさんの情報があふれ、色々な道具があり、さまざまな理論があります。子ども達は上

達しようと思えば、私達の時代よりはるかに恵まれた環境の中でとても高い可能性があります。 

 必ずうまくなれる環境に身を置いて利用しない。段原クラブの選手達は全員とは言いませんが、

とてももったいない時間の使い方をしているように思います。無限にあるわけではない野球が出来

る時間をもっと大切に使って欲しいと思っています。 

 ８月２０日（日）に手伝いに来てくれた竹田、東、子ども達にとって有意義な時間になりました。

ありがとうございました。 

 

 

第２６８話/2017.08.16 

 

 ８月１１日（祝）、山口県の岩国高校３年生の２人が練習の手伝いに来てくれました。２年生は

新チームの練習試合に出ていたので、３年生７人、１年生９人の１６人。少ない人数で久しぶりに

しっかり練習をしたいと思っていましたので、「ありがたい」と思いました。 

 しかし、練習を始めてみると、選手から気持ちが全く伝わってきません。恥ずかしい取り組み方。

私はバッティング練習の１組目で練習を中止し、子ども達に思いをぶつけました。 

 なぜなのか、手伝いに来てくれたＯＢの選手に申し訳なかったからです。彼らは親元を離れ、と

ても厳しい指導者のもと、勉強と野球に真面目に打ちこんできました。２人とも手を抜くような子

ではないので、見ていなくてもどれほどの苦労をしたかは想像が付きます。 

 そんな３年間の集大成の最後の夏が、名も無い相手に１回戦敗退。努力が必ずしも結果に結びつ



かないのが高校野球ですが、あまりにむごい終わり方をしました。 

 そんな思いをした選手がグランドに顔を出してくれているにもかかわらず、ふざけた練習をする

中学生を私は許せませんでした。国立大学と有名私立大学を目指している２人がとても貴重な時間

をさいてくれているにもかかわらずです。 

 ほとんどの選手は１８歳で野球人生を終えます。大学・社会人・プロに進める選手は僅かです。

その現実を中学生は分かっていません。野球が出来る時間は無限にあるわけではありません。３年

生には残り３年、２年生には４年、１年生には５年しかありません。練習できる日数・時間を一度

数えてみてはどうですか。手を抜いている１日がどれだけもったいないか分かるはずです。高校３

年生までに力を付け、結果を残さなければ、次のステージには上がれないのです。 

 あなたは何歳まで野球を続けたいのですか？３０歳まで出来る選手はほんとに一握りの天才で

す。今やらなければいつやるのでしょう。全国に同級生の野球選手が何万人といるのです。その中

であなたは今、何番目ですか？ 

 ４０００校少し欠ける高校野球、大学は２００数十校、社会人は約７０～８０チーム、プロ野球

は１２チーム、競争に勝ち残った選手だけが、次のステージに上がっていきます。夢を語るのは大

いに結構です。しかし、語るだけでは１歩も近づくことは出来ません。 

 「暑い」？ 夏なので当たり前です。 

 私は今まで自分に指導力があると思っていました。約３０年間、小・中学生を指導し、ずっとあ

る程度以上の成績を残してきたので、そう思い込んでいました。しかし、それは勘違いでした。私

の能力では今年の３年生に試合で結果を出さすことは出来ません。今まで自分の力だと思っていた

のは、ただ子ども達に恵まれていたからだったのです。 

 今週で２６８話目、５年以上続けてきたこのページで数々、生意気な事、失礼な事を書いてきま

した。大した力も無いのに、ただただ恥ずかしいことを繰り返してきました。皆さん心からお詫び

申し上げます。本当に申し訳ありませんでした。しっかりと自分の能力を知り、勉強し直します。 

 私は常々、良い結果を出せない指導者がいつまでも監督でいることをよしと思っていませんでし

た。その点で、子ども達の力を上げられない私がこのまま同じ立場でいていいのか？１３日（日）

からそのことと、今までと違う練習方法、試合で力を出す方法、何か他のやり方があるのか？ずっ

と考え続けています。私がベンチを離れることにより子ども達が持っている力を出せるのなら。残

り少ない３年生の中学野球、どうすることが最も彼らのためになるのか。結論を出す時間はあまり

ありません。まず、私が自分の無力を知ることが始まりです。 

 ＯＢの波多間、金澤、貴重な時間ありがとうございました。そしてすみませんでした。 

 

 

第２６７話/2017.08.07 

 

 ８月５日（土）、６日（日）の２日間、年に１回の孫との旅行に行ってきました。プールと遊園

地で暑い中、疲れましたが楽しみました。たくさん楽しめた中で２つ残念なことがありました。 

 ひとつは、プールで浮き輪に空気を入れようとコンプレッサーの所へ行くと、２人の女性が浮き

輪を持ってあたふた、いつまで待っても終わらない。５人の順番待ちの行列が出来ました。それで

も慌てる訳でもなく、のんびり終わった後、何の一言もなく悪びれた様子もなく立ち去りました。 

 もうひとつは遊園地のメリーゴーランド。私はもちろん乗りませんが、まずなかなか始まらない。

動き出したと思ったらすぐ停止、何かもめている様子。後で孫に聞いてみると、馬に横乗りしてい

た親子がいたのでスタッフが注意。動き出したらまた横乗りし、停止。ぐずぐず言っていたとのこ



と。 

 両方ともいい年をした大人。小学校２年生の孫に「大人なのに常識がない」と言われる始末。公

共の場、たくさんの人が集まる場所にはルールがあります。子どもに手本を見せる立場の親、子育

て大丈夫なのでしょうか。年代によって恥ずかしい行為が違うのでしょうか。「他人に迷惑をかけ

ない」これはいつでもどこでも第一に考えることだと思います。 

 野球の試合も同じです。エラーをしても、三振しても、打たれても、負けても恥ずかしくない。

こうなったらプレーヤーとして終わりです。試合に出るのなら、チームに迷惑をかけない努力はす

る必要があります。 

 スポーツ選手の能力は３つ、スピード（速さ）、パワー（強さ）、テクニック（技術）。全て持

っていれば一流選手です。あなたは何を持っていますか？ 

 投手で言えば、スピードが無い、コントロールが無い、変化球のキレも無い。マウンドに上がっ

てはいけません。段原クラブのピッチャーは自分で決めてやっています。いつまでもガリガリの体

で、強いボールも速いボールもコントロールも無いでは、おかしな話です。３つ全て無い選手がチ

ームを背負うことは出来ません。自分で決めたポジションです。やって当たり前です。技術の前に

体を変えられなければ、周りの選手は納得しません。マウンドに立ち背番号１を付け、チームを背

負うとは、誰が見ても納得する明らかな努力、そして変化が必要です。誰もが認めるエースがマウ

ンドに立つことで野手は安心し、持てる力を発揮し、チームは強くなります。 

 ピッチャー志望の選手達、エースになりチームを背負う覚悟がありますか？しっぽを巻いて逃げ

るのは早い方がいいですよ。トーナメントはやり直しがありません。 

 

 

第２６６話/2017.07.31 

 

 しまなみ大会本戦１,２回戦が７月２９日（土）因島でありました。２試合とも勝ち、ベスト４

に残りましたが、あまり面白くない１日でした。 

 生意気を承知で書かせて頂きます。クラブチームは何のためにあるのでしょう。ほとんどの中学

校に野球部があります。わざわざクラブチームに入部し、会費を払ってまでやるのはなぜなのか。

中学校の野球部では得ることのできない高い技術を身に付け、高校野球に繋げるためです。中体連

と変わらないのならお金を払う意味はありません。会費を集める限り、正しい技術と正しい野球を

伝える必要があります。 

 投手がストライクを投げられないのは、フォームが間違っているからです。投手は正しい投げ方

をすれば、必ず正しいボールがいきます。身体能力の差がありますから、全員が強く速いボールは

投げられませんが、ストライクは投げられます。審判が明らかに試合進行のため、あり得ないほど

ストライクゾーンを広げても入らない。これは間違いなく技術の問題です。 

 正しい野球、試合が終わった時に相手より１点多く得点していれば勝つのが野球です。そのため

に色々な作戦をとります。ランナーが３塁に行けば必ず内野は前進守備ではありません。４番バッ

ターだから外野は必ず下がる訳でもありません。状況判断が必要になります。それは、◎イニング 

◎点差 ◎アウトカウント ◎ランナー ◎打順、基本的にこの５つの条件を頭に入れて、野球をし

なければいけないということです。ほとんどのチームは点差に関係なく、ほぼ、ランナーは同じリ

ード、同じリードオフ、同じスタートを切っています。数点負けていてもライナーで飛び出すこと

もあります。 

 これは野球を教えていないからです。特に盗塁には意味のあるものと意味のないものがあります。



意味のない場面で何度走ってもその子に何も身に付きません。点差がついた終盤に１点を取りにい

っても意味はないのです。 

 正しい技術と正しい野球（考え方）を伝えないクラブチームにも意味がありません。確かに試合

に勝った方が、気分が良いのは良く分かります。しかし先にも書いたように、クラブチームは高校

野球に繋げなければいけません。そのためには個の力を付ける必要があります。 

 力が一番付くのはもちろん試合です。試合で１回でも多く振る、１球でも多く投げる、捕る、走

る。勝つために子ども達のバットを振るチャンスを大人が奪っている場面を時々見ます。特に下級

生の時に勝ち負けを考えて試合をするのが、私には全く理解できません。出来ないことを知るため

に下級生の試合はあります。 

 ピッチャーは投げれば良いというものではありません。数より身体作りとフォーム作りが大事で

す。しかしバッターは振ったもん勝ちです。下級生の時から試合でも、練習でも、家でもとにかく

バンバン振る。飯を食い、しっかり寝て身体を作る。Ａ戦に出るようになったら、技術と頭を研い

でいけば試合で打てるようになります。 

 最近、軟式クラブチームで部員不足のチームが多いと聞きます。段原クラブが多い訳ではないの

で偉そうに言うのは何ですが、中体連では身に付けられない技術と考え方がなければ、クラブチー

ムの存在価値はありません。明らかな違いを見せなければ、軟式野球をするのに中体連で充分と思

われてしまいます。 

 段原クラブは明らかに違います。勝ち負けではありません。本物の野球を子ども達に伝える責任

がクラブチームにはあります。 

 今は指導者が勉強しようと思えば、機会はいくらでもあります。自分が学生時代にやっていた野

球は時代遅れです。広島のどこかの高校のように、打席でしゃがんだり、バッターがチラチラキャ

ッチャーの構えを見たりするゲスい野球はダメです。高校野球のマーク○Ｆ  フェアプレー。なぜ審

判が注意しないのか理解出来ませんでしたが…（監督がベテランだから？）。 

 もう今、野球はそんなことをして勝つ時代ではないのです。『個の力』指導者の皆さん、広島の

高校野球が全国のレベルから置いて行かれています。中学野球にも責任の一端があるように思いま

す。 

 広島でバットをブンブン振る高校、出てきませんかね！！ 

 

 

第２６５話/2017.07.24 

 

 私は今、眠れない日が続いています。今月はリーグ戦、日刊大会、しまなみ大会予選など沢山の

試合がありました。何とか勝ってはいますが、段原クラブのバッティングが出来ていません。練習

はしています。色々な引き出しを使い、指導しても変わってきません。 

 指導者になって約３０年になりますが、初めての経験です。練習不足の選手が打てないのは当た

り前なので何とも思いませんが、努力相応の結果が出ないのは、理由を突き止めなければいけませ

ん。子ども達ひとりひとりと会話をし、私の考え方（理論）がどう伝わっているのか確かめる必要

があります。ある選手はひとつの事を伝えると、その前の事を全て消してしまうようです。分かっ

て当然は子ども次第、全部言わなければ伝わらない選手がほとんどのようです。私にとって当たり

前の事でも、選手達には聞いたことがない、こんな感じです。小学校から野球（ソフトボール）を

やってきたのに、野球を何も知らない。年々難しくなっていきます。 



 バッティングも守備も走塁も、野球はボールが止まっている間に考え、予測し、準備するスポー

ツだということを知りません。ボールが来てから本能で反応してプレーする、これは天才がやる野

球です。バッターはやることをある程度決めて打席に入りますし、守備は次のプレーを２パターン

程は用意します。走塁も同じです。状況判断、いつもフルスイングすればいいわけではありません。

いつも言い続けている「野球は足と頭でやる」スポーツだということを、もう一度選手全員がしっ

かりと認識してほしいと思います。 

 県知事杯でＢチームも次のステージに残りました。２年生の中心選手を除いたメンバーがほぼ力

を出したとコーチから連絡がありました。これが大事なことです。練習で身に付けた力を試合で出

せたのか、出せなかったのか。力を出し切った負けは何も悪くありません。試合に勝っても持って

いる力を出し切らなければ、その勝ちは大した意味を持ちません。今回の県知事杯のファーストス

テージは、Ａチームは×、Ｂチームは○ということです。 

 私がかけるプレッシャーに負けて、持っている力を出せない選手がいるのだとしたら、高校野球

をやるべきではありません。最後の夏のプレッシャー、甲子園をかけた戦い。そんな選手には無理

です。私は全軟以外の試合はあえてプレッシャーをかけます。その程度で負けるようでは、勝負の

世界ではやっていけません。 

 私は厳しい、口が悪い、色々なことを言われます。全て承知の上でやっています。時々切れるの

も計算しています。そんな事に負けることなくぶつかってきて欲しい。失敗はします。子どもは未

熟です。勝負はもちろん技術の勝負です。しかし、ここ一番、力以上のものを引き出してくれるも

のがあるとすれば、「自分を信じる心の強さ」だと思います。ピンチやチャンスに動じない、浮き

沈みのない心、集中力。段原クラブの選手には、そんな自信満々の姿で試合のグランドに立って欲

しいと願っています。 

 ３年生には、これから２ヶ月、私は諦めることなく、より厳しく接していきます。私の持ってい

る技術をひとつでも多く伝えていきます。本気で向かって来て下さい。もっともっとうまくなれま

す。 

 

 

第２６４話/2017.07.18 

 

 ７月１５日（土）日刊大会準決勝・決勝、７月１６日（日）１年生大会、７月１７日（祝）しま

なみ大会西部予選と、３日間で６試合ありました。連日暑く、子ども達も大変だったと思いますが、

私は心身ともに疲れました。 

 何といっても３日目のしまなみ予選、２試合でまともなヒットは２本。今まで、段原クラブはど

こに行っても「良くバット振りますね」「良いスイングしていますね」「飛ばしますね」など、打

つことはある程度自身を持っていました。どのチームより沢山振って、高校野球に繋げられるよう

に指導してきました。 

 今年のチームも１年生の入部以来、今までと同じように練習してきました。しかし、軟式野球連

盟に登録して１２年、今年のチームは打てません。ピッチャーに三流、二流、一流と３種類あると

しましょう。打てるのは三流だけ。ストライクが入る変化球があり、アウトコースあたりにそれ程

速くなくてもストレートが投げられる程度のピッチャー以上は全く打てません。変化球でストライ

クが取れない、ストレートは投げそこなって真ん中にくる三流のピッチャー、打てるのはそういう

投手だけです。 

 試合の中でチームの役に立たないバッティングが３つあります。①三振 ②内野フライ ③サード



ゴロです。ランナーが出ることも、進めることも、返すことも出来ないからです。当然、点は入り

ません。何度言い続けても、どれだけ指導しても、これを繰り返す今年の選手達。なぜなのか？例

年と同じように練習はやっています。 

 理由として考えられるのは２つ。そもそも野球をする能力が無いのか、頭が悪いのか。私は後者

だと思います。良い投手はピンチになればアウトコースに投げてきます。これは世界中のピッチャ

ー共通です。と言うことは、アウトコースのボールをセンター方向に打てなければ、チャンスで打

てるバッターにはなれません。これは段原クラブに入部した選手全員に何十回、何百回と言い続け

ています。なのに、やろうともしない。相変わらず、バッティング練習はホームランン競争のよう

に、どこまで飛んだかしか興味の無い練習をしています。当然、試合になれば二流から上のピッチ

ャーからは打てません。今年、広島には残念ながら一流の投手はいないので普通にやれば点を取れ

ないはずはありません。たやすく３割以上打てるはずです。 

 バッターの仕事は３つあります。①塁に出ること ②ランナーを進めること ③ランナーを返すこ

と。どれも出来ないのなら試合に出る資格はありません。今年の選手は、この中でどれが出来るの

でしょうか。ランナーがいなければ塁に出るために、ランナーがいれば進めるか返すために全力を

尽くしているのでしょうか。私にはその思いは伝わってきません。そもそも速くもないストレート

が前に飛ばない、空振りする。「いいかげん」「雑」これしか考えられません。ボールに必死で食

らいつく姿勢を見たこともありません。チャンスで打つことが野球選手の大きな喜びのひとつです。

チャンスでビビる、楽しめない。野球をやめるべきだと思います。チームに迷惑をかけるだけです。

そもそも、そんなので野球している理由が分かりません。 

 私の好きな言葉に「胸にプライド 背中に責任」があります。ある年のＴシャツにプリントした

言葉ですが、段原クラブの選手であるプライドを持ってユニフォームを着る、背中の番号は責任で

す。レギュラーはレギュラーの責任を背負います。出来なければ外せばいいのです。私も選手達と

同じように３０番の責任を背負っています。子ども達を成長させられず、チームが勝つことが出来

なければ外さなければならないと思っています。 

 選手の皆さん、お願いがあります。試合に出たい気持ちは分かります。しかし、あなた達は今、

その練習で、その精神力で、その技術力で本当に試合に出て大丈夫ですか？責任果たせますか？チ

ームの足は引っ張りませんか？自信はありますか？ここ一番のピンチ、チャンスで自分の力を出せ

ますか？ビビってませんか？無理なら言って下さい。ビビっている選手と同じユニフォームを着て

グランドに立ちたくありません。今年のＴシャツの文字読んで下さい。「感情むき出しでくらいつ

く」です。 

 二流のバッターでもチームに貢献する方法はあるはずです。 

 

 

第２６３話/2017.07.10 

 

 ある日、突然、私宛に封書が送られてきました。差出人を書いていない封筒を開けると、中には

あるチームの保護者有志からの手紙が入っていました。内容は、そのチームの子ども達の心と身体

が壊れていくので助けて欲しいというものでした。内部告発、連盟の役員の方に聞いてみると良く

あることらしいです。 

 私は段原クラブの代表で他のチームのことを口出しできる立場ではありませんので、個人的な考

え方を書きます。まず、チームは誰のものなのか。チーム結成後に関わった全ての人の大事なもの

ですし、これから先もずっと続いていく全て人のものだと思っています。保護者の方々はどうして



も自分の子がいる間の数年のことしか考えません。中学生でいえば、３年生だけのものではありま

せんし、現役選手・保護者だけのものでもありません。これだけのアクションを起こすのは最後の

手段、その前にやるべきことがあると思います。 

 まず、保護者全員の意思の確保、話し合いです。今回のように有志（数人）でチームの大事な問

題に対して事を起こしてはいけません。保護者全員の話し合いによって出た結論を持って、チーム

スタッフと大人の話し合いをするべきです。子どもに関わっている大人は全員、第一に子ども達の

ために何をすることがベストなのかを考えているはずです。その大人と大人が話しをして問題が解

決しない訳は無いと思います。チームは一部分の人間のためにあるのではないということを頭に入

れていれば、きちっと段取りを踏めたはずです。そして相手の名を明かすのなら、自らの名も堂々

と明かし、意見を言うべきです。自らは影に隠れ、人を処分しろと言うのは説得力がありません。

正しいと信じている行動ならば、隠れる必要はないのではないでしょうか。 

 私は常に自らの名前を明かし、毎週、自分の考え方を書いています。私も人の親です。息子は小

学校から中学・高校・大学・社会人・独立リーグと色々なチーム・指導者のもとで野球をやりまし

た。保護者の立場も十分に理解しています。同じように不平・不満を感じたことがあります。しか

し、親子で最後に出した結論は、自らの努力、実力次第だということでした。 

 チーム選びは自己責任。勝つことを望めば、そこには当然、厳しさ、苦しさが付いてきます。楽

をしているチームは、試合で勝利の喜びを得るのは難しくなります。どちらを望んだのでしょうか。 

 色々書いてきましたが、私は段原クラブの監督なので、他のチームのことは分かりません。ただ

私が常々心がけていることは、中学野球は通過点なので子どもの心と身体を壊すことなく次のステ

ージに送り出す。私のことは嫌いになっても構いません。野球を好きで身体が壊れていなければ、

うまくなれる可能性が残ります。続けていれば、自分に合った指導者に出会えるかもしれません。

頑張っている選手は必ず出会えます。今悩んでいる子ども、保護者の皆さん、次のステージに進ん

で下さい。見てくれいる人がいます。野球が好きな子ども達、続けて下さい。人生は出会いです。 

 しつこいようですが、もう一度言います。大きなものを手に入れようと思えば、色々なものを犠

牲にしなければなりません。野球なら勝つために時間をかけます。集中します。厳しくなります。

もちろん苦しいです。心も身体も痛めつけます。言い方は悪いですが、壊します。そして今までよ

り大きく再生し、成長していきます。スポーツ選手はその繰り返しで頂点を目指し、もがくものだ

と思います。最後はほとんどの選手が自ら諦め、その道を断念します。 

 私はプロ１０年目の２８歳で球団から契約を切られ、野球をすることが出来なくなりました。膝

の手術をし、ドクターからプレーは難しいということも言われましたし、技術的にも二流の私は続

けることは無理でしたが、今でも野球がやりたいです。出来るのなら５８歳ですが、トレーニング

し直してプレーしたいと思います。 

 選手の皆さん、一年でも一日でも長くプレーして下さい。野球は本当に難しく挑戦しがいのある

スポーツです。いくらやっても頂上は見えてこないので一生やりがいがあります。５０年やってき

た私も毎日悩み、考え、苦しんでいます。しかし、その時間が自分にとって大切な時間です。 

 やめてはいけません。必ずあなたのことを必要とするチーム指導者がいます。出会えます。野球

をやめてはいけません。 

 高校野球広島予選が始まりました。３年生のみんな有難う。勝敗は関係ありません。３年間頑張

った君達は勝者です。またグランドで会おう。ご苦労様でした。 

 

 

第２６２話/2017.07.03 



 

 全日本少年軟式野球大会（全軟）が終わり、夏が近づきこれから１番段原クラブの選手が伸びる

後半が始まるのに、選手の気持ちが乗ってきていません。こういう時にはガツンと刺激が必要です。

１２年間続けてきた平日自主練習を停止し、子ども達と保護者の反応を見ました。 

 それがビックリ、１週間反応なし。自主練習は、子ども達にとってどうしても必要なものではな

いと私は判断しました。全員が様子伺いです。「誰が動くのだろう」「自分が動かなくても誰かが

何とかする」自分ひとりの力で扉を開く気は無いのです。 

 今までの野球人生も、誰かが投げてくれて、誰かが捕ってくれて、誰かが打ってくれて、やっと

勝てる。極端に言えば「自分ひとりの力で勝ってやる」なんてことは考えたこともないのでしょう。

全て人任せ。そんな人生を、今までもこれからも歩んでいくのでしょう。 

 ６月２５日（日）の練習後、コーチが今のままでいいのかという発言後、団体行動。ひとりで私

の前に来て、自分の意思を言えたのは出口だけでした。これが今年の段原クラブの選手の個の力で

す。先頭には立たない、常に誰かの後ろに隠れ、風も雨もやっかいなものは他人に防いでもらう。

チームメイト、仲間、いつまでも仲良しごっこをするのでしょうか。本当に何も分かっていません。

野球選手は全ての野球選手が敵です。同級生、下級生に負けた瞬間、野球人生が終わります。チー

ム内で負ければ対戦相手と戦うこともできません。当然、上のレベルに上がれるわけはありません。

誰かが手を抜いていたり、気を抜いていればラッキー。自分のチャンスなのです。 

 私は、野球は個人スポーツだと思っています。各自がその場その場でやらなければならない当た

り前のことが出来れば試合は勝ちます。それをしない、出来ない選手がいれば負けます。仲良しこ

よしでお手手つないでやるスポーツではありません。 

 本当の優しさとは、本当のことを伝えることです。それが、子ども達にとって厳しくても、辛く

ても、苦しくても、やらなければいけないことは伝え、挑まなければいけません。なぜなら、子ど

も達が夢を語るからです。預かった責任として夢に一歩でも近づくために、甘やかすわけにはいか

ないのです。高校に行く前日までグランドに来る子に対して全力。今までもこれからも段原クラブ

は変わりません。たかが全軟が終わったくらいでのんびりしている暇はありません。「野球の技術

に頂点なし」 

 例年、ここから段原クラブは伸びます。選手全員がライバル意識むき出しで競争し、個人の力を

伸ばす。それが高校野球に繫がります。 

 春、軟式野球連盟からひとつのチームをＡ，Ｂ２チームに分けて同一大会に出場してはいけない

という通達がありました。私は納得がいきませんでした。当然です。子ども達の体のことを考えて

作られた１チーム、１日２試合というルールを誤った使い方をしているからです。体を守るために

ひとりの選手が２試合しか出なければ良い訳で、２チームに分けて問題あるわけありません。全て

のチーム関係者がおかしいと思ったはずです。しかし、段原クラブの選手達と同じ。誰も動かない。

私は明らかに理にかなっていないルールに従う必要を感じていないので、事あるごとに色々な軟連

の関係者に意見を言い続けました。しかし、全員「理事長が言ったことだから」と逃げるばかり。

最後の手段は全日本軟式野球連盟に聞くしかないと言ったところ、やっと広島で話し合いがもたれ、

大人が話せば当然、当たり前の理にかなった結論、２チーム出ることがＯＫになりました。しかし、

こんな当たり前のことが何でこんな面倒くさいことになるのか。いんちきするチームがあるからで

す。片方のチームが負けた後、残っているチームの試合に選手を出す。「バカです」子どもの指導

から身を引いて下さい。そんな大人は子どもの野球に関わってはいけません。軟式野球連盟から永

久追放にするべきです。 

 結局、なぜ面倒くさいルールを作らなければいけないのか。面倒くさい大人がいるからです。チ



ームを変わったら１年間出場できない。私はこれも意味が分かりません。なぜ？選手の引き抜きで

変わったらダメなのか。だいたい体験会なんてどのチームも本当のところは見せません。「入部し

たらこんなはずじゃなかった」ということもあるでしょう。人数が多くて試合に出られそうにない。

指導者と理屈じゃなくて肌が合わない。人間なんであることです。子ども達の１度しかない小・中

学校の野球。１年はとても大きいものです。自由にさせるべきです。出ていきたいと言っている選

手が無理に残っても、お互い良いことにはなりません。 

 私は“来るもの拒まず去る者追わず”価値観はひとそれぞれです。トップの考え方に合わせられ

なければ、合ったチームでやるべきだと思います。 

 入部してきた子ども達を、卒業の日まで諦めず、ひたすら野球の技術を伸ばす。そして高校に送

り出す。私にはそれしかできませんので。これからもやるだけです。 

 

 

第２６１話/2017.06.26 

 

 ６月２５日（日）３年生の保護者の気遣いで、私の誕生日を祝って頂きました。２週間程前から

薄々感じていましたが、当日も気が付いていないふりをするのが大変でした。とても有り難いこと

で、参加して頂いた保護者の皆さん有難うございました。 

 全日本少年軟式野球大会（全軟）県大会が終わり、３年生にとってこれからが中学野球の集大成

の時期に入ります。私はいつも言っていますが、勝つことだけを目的にしている全軟が嫌いです。

毎年同じですが、負けると少しホッとします。勝つことに特化することにより、本当に頑張ってい

る選手や試したい選手を試合に出しにくくなります。負けることは大嫌いですが、同じユニフォー

ムを着て戦いたい選手（保護者も含め）と、練習から一緒に苦労し、ドロや汗まみれになり、試合

に挑む。これからは私の自由に試合が出来ます。本物の段原クラブはこれから始まります。 

 日曜日の練習後、コーチが子ども達や保護者にこんな話をしました。段原クラブがなぜ素材に恵

まれているチームと対等に試合できるチームになれるのか、他のチームより優っている所はどんな

所なのか。 

①指導者が野球の技術指導のプロである（私は日本野球機構ＮＰＢ公認指導者資格、日本プロ野球

ＯＢクラブ野球技術指導員、学生野球指導資格を持っています）。 

②室内バッティング場がある（同時に３人が打て、空いている時間いつでも打てます）。 

③平日自主練習で、基礎を徹底的に身に付ける。 

この３点が、段原クラブの選手を３年間で小学生の時とは立ち位置の違う選手に変えてきました。 

 今年になって、この②と③が揺らいでいます。何が今までと違うのか。”家族の覚悟”だと私は

思っています。 

 高校野球の関係者には怒られるかもしれませんが、高校野球には２通りのチームがあります。勉

強の合間に野球をする学校と、野球の合間に勉強をする学校です。では、あなたはどちらを選びま

すか？ということです。もっと言えば、進学・就職を野球でしますか？勉強でしますか？その覚悟

です。どちらが良いと言っている訳ではありません。はっきりしない、中途半端な気持ちの学校・

選手が個人でやる②と③は、当然中途半端なことになり、進歩しません。「大好きな野球を１日で

も長く続けたい。」その為に、今（中学生）はとても重要な時期です。私は、段原クラブを選んで

もらい、他人の子どもを預かった責任があります。「保護者が入部の時に描いた卒団時の子ども以

上の選手にする。」今までの本気の家族は、全員そんな選手になって卒団していきました。 

 段原クラブで育たない選手はいません。育ててもらえなかったと思っているＯＢの子ども、保護



者もいると思いますが、練習しなかったからです。練習しない選手が上達する方法があったら教え

てください。大金持ちになれますよ。 

 「継続は力なり」３年生になり、試合に出るようになって頑張るのでは遅いです。野球の技術は、

もちろん努力を続けることで少しずつ力が付いていきます。しかし、バッティングはある日突然開

花します。その日が来るのはいつなのか分かりませんが、練習し続けている選手にしか訪れません。

私は理屈ではなく「コツ」のようなものを体で身に付ける日が来るようなものだと考えています。

そんな経験を繰り返し、上のレベルに上がっていくものだと思っています。その日が来ることを信

じ、努力を続けて欲しいです。バッティングは難しいからこそ挑戦しがいのあるものです。 

 

 

第２６０話/2017.06.19 

 

 日本人はひとりで練習するのが苦手です。勉強も塾に行って教室である程度の人数でやりますし、

もちろん学校でもそうです。野球も小学校から始めますが、指導者や親に指示されて練習します。

自分で考え、自分の為に自分でやる練習や勉強を、特にモチベーションや素材が平均以下の選手や

保護者の場合、個人でやることは出来ません。野球の練習は、人数があると程度いないと出来ない

メニューがあります。みんなでやるのはそれだけで良いはずです。素振り、ティーバッティング、

ランニング、ストレッチ、トレーニングなど、1 人もしくは２人で出来るメニューをわざわざグラ

ンドでやる必要はありません。 

 ではなぜどのチームもこれをグランドでやるのか？指導者が選手を信用していないからです。

「ある程度強制しないとこの子達はやらない」「見てなければ手を抜く」「個人練習はしない」と

思っているからです。自分自身の野球人生を振り返ってみてもその通りです。私は中学生の時、毎

日のランニングは父親との約束でやりましたが、指導者の目を盗んで手を抜いていました。結局、

他の人から見ればたぐいまれな素材を持ちながら、中途半端な選手で終わったひとつの理由です。

決められたチームの練習時間以外に何をどれだけやるのか。自分で考え、自分で行動、悩んで困っ

たら私を使う。自分を向上させるために大いに利用するべきだと思います。野球人生を長くする。

少しでも良い結果を得る。同じ苦しい練習をするのなら試合は勝った方が良いし、ヒットは打てた

方が良いし、ピッチャーなら打たれない方が良いです。その為に、やらないよりやった方が良い正

しい練習があります。その中にはひとりで出来るものが数多くあります。段原クラブはずっとそう

やって個の力を伸ばしてきました。 

 その中のひとつが平日の自主練習です。今年のチームになってから、それが意味の無いものにな

っています。自主練習なので何時に来ても、何をやっても構いません。確かにそうです。しかし、

わざわざ集まって他人の手を煩わせて何も身に付かないのなら、それは必要のないものです。 

 私は十数年この自主練習を見てきましたが、今が最低です。まず集まりがチームの結成以来一番

遅い、アップも一番とろい、練習が始まりません。先輩達は火・金曜日は前日からしっかり準備し、

学校の先生とも練習があることを話したり、保護者も協力し少しでも早く来る工夫をしていました。

なぜなのか？練習したいから、うまくなりたいからです。確かに全員がそうだったとは言いません。 

 全日本少年軟式野球大会県大会で負けて１週間。負けたことが彼らの野球人生でプラスになれば、

何かが変わってくれればと思って見てきましたが、選手はもう忘れたようです。何ひとつ変わった

様子は見えません。やはり私とは育ちが違うようです。私は野球人生で負けた数は本当に少なく、

特にアマチュアの時にはほぼ勝ってきたので、負けることは本当に嫌いです。負けると悔しくて悔

しくて、腹が立って仕方ありません。 



 打たれることに慣れたピッチャー、エラーに慣れた野手、ヒットを打たないのが普通なバッター、

盗塁を刺したこともない捕手、負け慣れたチーム、それを見ることに慣れた保護者。いらいらした

り、ピリピリしたり、バタバタしたりしない。どんな結果でもノホホンとのんびりムード。その程

度でも段原クラブなのである程度は勝つことが出来ます。しかし先はありません。高校野球で良い

思いをするのは難しいと思います。身の丈に応じたレベルの学校に行き、のんびり負け慣れた仲間

と野球をすることになるのでしょう。 

 私は小・中学校生の時、同じチームに必ず自分が負けている選手がいました。最高学年になるま

でに何とか追い越して「チームで１番になりたい」これをモチベーションに練習、試合をしていま

した。遠くの大きな目標、小さな近くの目標、どちらもはっきりとしたものを持ち、口に出し、自

分にプレッシャーをかける。そうして力を付けました。前にも書いたことがありますが、これから

２年間は、段原クラブは苦しみます。 

 選手、保護者のみなさんは現実がよく見えていないようです。段原クラブは野球のクラブチーム

なので野球の技術を伸ばさなければ、存在価値がありません。負けるのは技術のない選手がいるか

らです。その選手が努力をしないのは、技術のある選手にとって迷惑です。 

 なぜ試合にまけるのか、みなさん良く考えて下さい。無責任な人は「全員のせいで負けた」など

とくだらないことを言います。違います、必ず誰かのミスで負けます。ミスをする選手がいなけれ

ば負けることは無いのです。そのためにどうするのか。練習するしかありません。力の無い選手が

練習しない、それでも試合に出せと言う。無責任です。本来、試合は上位９人しか出られないもの

です。それ以外の選手が出るのは温情です。勝負の世界の現実をしっかり見据え、やるのかやらな

いのか、はっきりした方が段原クラブの全ての関係者のためです。 

 「あいつがミスをしたのなら納得」チーム全員がそう思う選手。そんな子を野球をしたら楽しい

だろうと思います。 

 

 

第２５９話/2017.06.12 

 

 全日本少年軟式野球大会（全軟）県大会１回戦、松永ヤンキースに敗れました。全ては監督であ

る私の責任です。最終回の裏の攻撃、同点に追い付き、まだ無死満塁、バッターは３番、私は勝ち

を確信しました。変わった相手投手はストライクが入らず、押し出しでサヨナラになると思いまし

た。油断！！タイムを取り、バッターのプレッシャーを取り除けるような一言をなぜ言わなかった

のか、言えなかったのか。この２日間、そのことばかり考えています。 

 段原クラブ６回目の県大会も又、私の力不足で負けてしまいました。子ども達の努力を結果に繋

げることが出来ず、申し訳ないと思っています。勝てるチャンスがあった試合を落としたのはとて

も残念ですが、見方を変えれば段原クラブは確実に成長しています。選手達はプレッシャーの中、

半分の力も出せませんでした。チャンスは作れましたがタイムリーは出ず。クリーンアップはノー

ヒット。守備はエラー６個、相手はノーエラー。それでも最終回、本当にあと一歩、いや半歩の所

まで追い詰めることが出来ました。彼らの力はあんなものではありません。県内どのチームとも十

分戦える力を付けてきたことは事実です。 

 これからは出来た事を自身に、出来なかった事を素直に反省し、もう一歩高いレベルのチームに

なるため、練習しかありません。段原クラブが常々言っている、中学野球は通過点でしかありませ

ん。私がいつも言っている『たかが全軟』が終わったぐらいで下を向いている暇はありません。 

 そういう点で、負けた試合の後の過ごし方に不満があります。試合に出ていない下級生は勿論で



すが、レギュラーの選手も『負けた瞬間から次の戦いは始まっている』ことが分かっていません。

試合後、私は室内バッティング場（フルスイング塾）で１時間以上選手を待っていましたが、自主

的に打ちに来た選手はひとりもいませんでした。余裕なのか諦めたのか、どちらですか？ 

 私（段原クラブ）が目指しているチームは、私がベンチに座っているだけで何もしなくても広島

県一になるチームです。そのために徹底して野球というスポーツを覚え、技術を高めます。夢のよ

うな話ですが、監督のサインや指示がなくても自分達で考え、野球の出来る選手。私が高校３年生

の時の愛工大名電はそんなチームでした。サインが無くても愛知県一になりました。 

 段原クラブの選手はまだまだ頭の中が幼稚で、時間がかかります。それでも中学で出来なくても

常に考え、努力し続ける。野球が頭と足でやるスポーツだという事をしっかり理解し、練習して欲

しいと思います。選手の皆さん、広島のトップを走り続けている広島スターズ、松永ヤンキース、

府中オーシャンズ、この３チームが基準です。あなた達はこの３チームでレギュラーになれます

か？相手投手を打てますか？相手バッターを抑えられますか？出来なければ段原クラブで試合に

出る資格はありません。段原クラブはそういうチームです。 

 グランドに選手がひとりでも来る限り、私の目指す野球（チーム）を諦めることはありません。

厳しいと思うなら早く身を引くべきです。高校で野球を続け、良い結果が欲しいなら、今やるしか

ありません。十分な時間はありません。時間を大切にして欲しいと思います。高校に行った時に段

原クラブでの時間がどれほど大きなものだったのか気が付いても遅いですよ。 

 

 

第２５８話/2017.06.05 

 

 

 今年の段原クラブは２つの顔を持っています。ひとつは、エースがマウンドに上がりチーム全員

が集中した時の強い段原クラブ。そうかと思えば、頼りない投手がマウンドに上がった時のチーム

全体が自信無さそうにフワフワした弱い段原クラブ。 

 確かに野球の試合の勝敗は投手が握っています。それにしてもチームがこんなに変わってしまう

ものなのでしょうか。エースでない時には守備に必ずミスが出ます。チャンスで中心バッターが力

を出せません。当然勝てる訳はありません。私には全く違うチームに映ります。 

 本来、チームは不安のある投手がマウンドに上がった場合、みんなの力で助けなければいけませ

ん。点を取り楽にさせる。守備で投手を助ける。勿論、捕手・内野手の言葉も必要です。 

 ６月３日（土）、６月４日（日）の五日市少年野球シニアクラブ結成１５周年記念大会も同じ結

果になりました。２日目の準決勝はエースが先発し、チーム全体が集中し良い試合が出来ましたが、

決勝で２年生バッテリーを試してみると、勿論バッテリーの力不足がありましたが、ライトゴロが

出来ない、チャンスで中心バッターがストレートを打てない、先制点を取られるとずるずると抵抗

する気もないような失礼な試合になりました。 

 確かに初回の５失点は大きいですが、段原クラブのバッティングなら返せない点ではないと思い

ました。問題は子ども達にその気が無かったということです。招待試合なので勝つ事にこだわる必

要はありません。それは試合前、子ども達に話しました。しかし、県大会を前にして内容には少し

不満が残ります。 

 人間の体は頭（脳）からの指令で動きます。思い（気持ち）が無ければ動かないということです。

アマチュアではトーナメントで戦います。やり直しはありません。 

 広島スターズという広島トップのチームと対戦出来る貴重な機会を少し残念な時間にしてしま



いました。責任は勿論２年生バッテリーの力を計り間違えた監督の私にあります。相手の監督さん

には、試合後お詫びしましたが、相手の選手の皆さんにも申し訳ない事をしたと思っています。本

当にすみませんでした。トップのチームと対戦する場合は、相応しい選手以外が試合に出ることは

本当に失礼なことだと痛感しました。二度とこういう試合をしないように反省し、しっかり練習し

たいと思っています。 

 ２日間、招待試合の運営をして頂いた五日市シニアの関係者の皆様、本当に有難うございました。

良い結果と悪い結果の両方を経験出来た子ども達にとって自分を律するために貴重な大会になり

ました。 

 ６月１０日（土）県大会のグランドにチーム全員が笑顔で集合して下さい。勝てるのか負けるの

か、試合の結果は分かりませんが、ひとりひとりが持っている力を一試合で全て出せるように私は

全力を尽くしたいと思っています。 

 いつも言っていることですが『見ている人達の心を動かせる試合』をしてくれることを願います。 

 

 

第２５７話/2017.05.29 

 

 広島六大学野球春季リーグの全日程が終了しました。段原クラブのＯＢが２人、ベストナインに

選ばれているのが中国新聞に載っていました。私が常に言い続けている「中学野球で勝つためでは

なく、１日でも長く野球が出来るように技術を身に付ける」。今、大学で野球を続けているＯＢは

１０数名ですが、高校３年生の中には続ける思いのある選手が沢山います。良い結果が出ていない

選手もいると思いますが、諦めることなく自分の技術を信じて下さい。私はいつまでもあなた達を

応援しています。困ったら顔を見せて下さい、役に立てることがあると思います。 

 私はプロ野球の現役時代、心が弱く、自分の持てる力を全て出し切れずに終わった選手でした。

読売ジャイアンツで一緒にやっていた岡崎、駒田、川相、村田、技術的に負けているとは思いませ

んでしたが、精神力が段違いでした。チームの中心（レギュラー）として結果を残していく選手は

下を向きません。マイナス思考の考え方をしません。プライドと自信を持ってプレーします。私は

自分の失敗（弱点）を理解し、勝負の世界で戦っていくために必要なものを子ども達に伝えていま

す。もちろん、第一に技術です。しかし、それを常に発揮し続けるための体力と精神力が無ければ、

せっかく身に付けた技術はゼロになってしまいます。厳しい言い方をします。澤村、池田、今のま

までは練習しても無駄です。心が弱すぎます。はっきり言えば「変わるのか、やめるのか」という

ことです。「性格だからしょうがない」世の中にしょうがない事はありません。技術は簡単に身に

付きません。しかし、自分の考え方は、必要だと思えばその瞬間に変えられます。今のままでは、

チームの戦力になることは無理ですし、これから野球を続けても良いことは無いでしょう。君達の

野球人生です。やるのか、やらないのか、君達の問題です。私の仕事は、心のある選手の力を伸ば

し、高校に送り出すことです。 

 ５月２８日（日）とてもよい天気の中、良いグランド（三次市営球場）で２試合（甲奴中学校、

三和クラブ）、練習試合をしました。不満だらけの内容でしたが、その不満のレベルが少し上がっ

てきました。今までミスが出れば確実に負けていたチームが、少し余裕が出た（チームとしてひと

つ上がった）ように見えました。少しずつ力は付いていますが、県大会で勝つためにはノーミスが

必要です。選手ひとりひとりが個の力をアップ。残り２週間、言わなくてもやるはずです。相手の

力が分からないので何とも言えませんが、試合になるところまでしっかりやっていこうと思います。 

 ５月２７日（土）に１カ所バッティングで５５人投げた張りが月曜日に出てきました。今回は足、



腰、肩、肘、パンパンです。 

 

 

第２５６話/2017.05.22 

 

 ５月２１日（日）初めて孫の運動会を見ました。たまたまグランドが１５時半からしか使えなか

ったため、運良く見ることが出来ました。 

 ここの所、順位を付けたり、勝負に徹する事が悪いことのような風潮がある中、孫の小学校は１

年生から６年生まできちっと足の速さを競う競技があり、順位を付け、団体戦では同点なら決定戦

をやり、両チームバンザイのようなつまらない終わり方をせず、勝ち負けははっきりさせていまし

た。個人としてもチームとしても勝つために全員が心をひとつにして全力で取り組んでいるのが良

く伝わり、とても心地よい運動会でした。 

 現実は甘くなく、小学生といえど本当は競争社会であることを意識しているような、もちろん楽

しい運動会ですが、その中に勝負の厳しさが見えました。勝ち負けをはっきりさせる、現実をしっ

かり見せる、そのことにより自分自身の現在の力（立場）を知る。これがなければ努力のしようが

ありません。 

 野球のチームで言えば、今、自分はチームで何番目？何が足りない？何をしなければいけない？

各自それぞれ違います。ひとりひとりが個人事業主です。個の力を付ける、伸ばす。中学生はこれ

に集中するべきだと思います。個の力が集まって、力を発揮出来れば試合は勝つものです。 

 若い指導者が２人、段原クラブの仲間に加わりました。ひとりは伸太朗コーチと同い年の瀬戸内

高校ＯＢの新庄君。息子と同い年なので彼のことは中学生の時から対戦相手として見ていました。

体は小さいが、力のある素晴らしい左バッターでした。ファイターでもありました。強い気持ちを

含めて、子ども達に伝えて欲しいと思います。もうひとりはフルスイング塾の卒業生で島根県益田

東高校ＯＢの中島君。現役の大学生で子ども達の兄のような年齢です。真面目に野球に取り組む好

青年。努力の大切さを良く分かっている人間です。二人とも段原クラブの大きな戦力になってくれ

ると思います。 

 指導者の理論を統一して、よりきめ細かく、ひとりひとりを指導していくことが出来ると思いま

す。短い練習時間で最大の効果を上げるためにより良い環境になったと思います。 

 運良く県大会で試合をするチャンスをもらった今年のチームは、これを力に変えなければいけま

せん。目標・目的がある練習が力を付けます。３週間、君達の野球人生で大きな時間になるかもし

れません。どのように使うかは君達次第です。 

 フリーバッティングで１年生の打球が２年生に近付いてきました。どうする２年生！！奮起を期

待します。 

 

 

２５５話/2017.05.15 

 

 全日本少年軟式野球大会西部地区予選が終わりました。子ども達の頑張りと運で、何とか２位に

なり、県大会に出場出来ることになりました。 

 ３月の抽選の日から約２カ月、ずっと広島スターズに勝つ為に何をしなければいけないか、どん

な練習が必要なのか、どんな試合展開になるのかなど、申し訳ありませんが、他のチームの事は何

も考えず、準決勝で広島スターズに勝つ、これだけを考えてきました。 



 そして私の中で出た結論は、勝てるとしたら四死球０、ノーエラー、守り勝つという事でした。

野球選手は打つのが大好き、守備・走塁は？これが普通です。私もそうでした。チームの方針もバ

ッティング練習優先、攻撃のサイン無し、スクイズ・エンドランはしない、打ち勝つ、今年も本体

の練習は変えていません。 

 先日自分の両手をじっくり見てみました。左手の前腕が右手より太くなっていました。変わった

事は個人ノックの数です。ピッチャーが打ちとった打球を確実にアウトにする、内野安打を無くす、

スローイングミスをしない。基本練習を繰り返したことで、新チームになって初の四死球なし、ノ

ーエラーの試合をここ一番でやってくれました。 

 小学校で外野しか守ったことの無い不器用なエース、広島サンズ戦で私に罵声を浴びせられた子

が、調子があまり良くない中で怯むことなく、逃げることなく、堂々とマウンドに立ち、背番号１

を付ける選手に相応しいピッチングをしてくれました。 

 今年のチームは３年生が７人、レギュラー５人、気持ちが表に出ない３年生ばかりで、思い通り

にならない試合が続いていました。 

 そんな中でも３年生は親子共々諦めることなく私に付いて来てくれました。初めてゴールデンウ

ィーク休みなしで、下級生には少し大変だったと思います。しかし準決勝を見た下級生は練習の大

きさ、重要さを経験出来たはずです。 

 トーナメントは必ずしも強いチームが勝つとは限りません。今回は審判の判定だったり運も味方

したりしました。子ども達は安心することなく、県大会にではなく、高校野球そして夢に向けて努

力し続けて欲しいと思います。 

 今回の大会だけでなく、いつも応援して頂いているＯＢの方々、保護者、コーチ（スタッフ）、

そして子ども達、私はとても良い思いをさせてもらいました。本当に有難うございました。感謝し

ます。ひとつ謝ります。 

 準決勝で全てを使い果たした子ども達を決勝で使うつもりはありませんでした。県大会の組み合

わせを見て、２位だと第４試合目になりやりにくいという大人の都合で一度決めたメンバーを変え、

準決勝のメンバーを決勝に使ってしまいました。完全に私のミスです。精一杯頑張った子ども達に

無理な事を強いてしまいました。すみませんでした。負けは私の責任です。二度と子ども達の足を

引っ張ることのないように、『チームは子ども達の為』、信念を曲げることなくやっていこうと思

います。 

 もう一度、段原クラブの関係者、全ての方々に感謝致します。応援有難うございました。 

 子ども達、県大会ベンチ入り全てリセット、全員でまた競争です。 

 

 

第２５４話/2017.05.08 

 

 ５月４日（祝）新入生歓迎会をしました。本年度の新入部員は１０人。私の理想は１２人なので

少し足りませんが、保護者、選手のモチベーションが高く、約１,２カ月でみるみる進歩していく

姿を見ていると、これからがとても楽しみです。 

 入部して１年以上経って、体があまり変わっていない２年生の選手の皆さん、今のままで大丈夫

ですか。４ヶ月後には文部科学大臣杯があります。今、私は３つ４つ１年生に一桁の背番号を取ら

れる可能性があるように思っています。その時になって慌てても遅いですよ！！ 

 下級生が上級生以上のモチベーションで突き上げる、私は大好きです。１年生の皆さん、どんど

ん上級生を脅かして下さい。 



 私は「厳しい」と言われます。私は小学校入学前から約５０年、野球をやってきました。チーム

を手伝ってもらっている息子は、約３０年やっています。息子に聞いたことはありませんが、二人

とも野球人生に悔いを残しています。そして二人とも取り返しのつかない大きなミスを試合でした

事があります。レベルの低いチームでずっと野球を続けていくのなら、負けることは大した事では

なく、良くある事、日常です。小・中学生の野球程度なら、いくらでも大会（試合）があり、何度

ミスをしてもやり直せます。 

 しかし、上を目指せば目指すほど、レベルが上がれば上がるほど、一つのミスが命とりになりま

す。プロ野球では職を失います。高校・大学・社会人では、そのチームに関わっているたくさんの

人達に迷惑をかけ、同級生の進路にまで関係してきます。試合に負けるのは必ず誰かが足を引っ張

るからです。そのひとりに子ども達をしたくありません。私と同じ思いをさせたくないのです。 

 トーナメントは必ず負けます。例えば、全日本少年軟式野球大会は勝って終われるチームは全国

で１チーム、高校野球も最後勝って卒業できるチームは４０００校以上の中で１チームしかありま

せん。全て負けてそのステージの野球人生は終わります。大事なのはどう負けるかです。 

 私はいつもその事を考えています。子ども達の中の誰かのせいで負ける試合はしない、ベストは

監督のせいで負けることです。 

 そのために、何を言われようが、たとえ子ども達、保護者、その他いろいろな人達に嫌われよう

が、子ども達には厳しく接していきます。その中に当然、正しい理論と正しい練習がなければ話に

なりません。厳しい戦い（上に行けば行くほど）の中に「もういっちょう」はありません。 

 ゴールデンウィークはよく練習をしました。何故なのか、私の勝手な思いかもしれませんが、主

力の子ども達がそれを望んでいると思ったからです。やらされる練習ではなく、自ら目標に向かっ

て自らの意志でやる、伝わってくる１週間だったと思います。 

 ５月１３日（土）チーム全員が良い顔でグランドに立てれば、結果はそれほど重要ではなくなり

ます。見ている人（応援をしてくれている人）達の心を動かせる野球をしたいものです。 

 

 

第２５３話/2017.05.01 

 

 全日本少年軟式野球大会西部地区予選が始まりました。段原クラブは何とか勝つことが出来、５

月１３日（土）準決勝、予想通り広島スターズと対戦することが出来ます。前にも書いたことがあ

りますが、広島県でこのところずっとトップを走っている広島スターズと府中オーシャンズ、私は

この二つのチームと対戦するのを楽しみにしています。 

 子ども達がどの程度力を付けたか、何が足りないのか計ることが出来ます。負けても彼らにとっ

て得るものがたくさんあります。自分より力のある選手と一緒に野球をするのが、上達するために

は必要です。１日でも早くトップを見る、体験する、子ども達にはこの経験が生きます。レベルの

低いチームで自分より力の無い選手と練習してもなかなか上達しません。自分の今を知るためにき

ちっと準備し、ぶつかって欲しいと思っています。楽しみです。 

 ４月３０日（日）の試合で、私は４番バッターを厳しく罵倒しました。試合に勝っても私の興味

は個の力です。彼は本当によく練習をします。段原クラブで４番を打つのにふさわしい力を持って

います。しかし、試合になると、練習で身に付けたスイングと違うスイングをします。段原クラブ

の中心打者とは、打てる、打てない、そんなことではありません。風格、打席でばたばたしている

姿を見たくありません。堂々と「いらっしゃい」くらいの余裕を見せて欲しいのです。 

 もう一つの理由はこの選手は勉強が苦手です。これからの人生、野球を進学、就職の武器にする



必要があります。選手の人生を考え、当然、要求は厳しいものになります。同じことをしても、私

の選手に対する対応は、様々な理由でそれぞれ違ってきます。チーム内での立場だったり、夢や目

標だったり、保護者の野球に対する考え方が違ったりするので、それが当然だと思います。チーム

として勝つことが大事なことだと思いますが、高校で勝負するのは個の力です。各自が各ポジショ

ンで広島一を目指す、それが自然とチームの勝ちにつながれば良いのです。 

 話は戻りますが、準決勝で広島スターズと対戦できるのはとても有り難いことです。ましてそれ

までに１０日間の時間もあります。ひとりひとりが同じポジションの選手に勝つ、そのために何を

するべきなのか、本当に有り難い時間を貰いました。どう使うかは子ども達次第です。１,２年生

でレギュラーではない選手達も基準を見るチャンスです。１年後に自分がどこに立っているのか、

考えて下さい。今からしっかりとしたイメージを描いて練習する必要があります。ちゃんと努力す

れば、段原クラブでは確実に力が付きます。君達は恵まれた環境で野球が出来ていることを理解す

るべきです。 

 有意義な１０日間にしましょう。 

 

 

第２５２話/2017.04.24 

 

 全日本少年軟式野球大会西部地区予選前の最後の練習試合を４月２３日（日）に行いました。チ

ャンスは作るが１本出ない、守備のミスで点を取られる、毎度お馴染みの試合でした。送球ミスを

した選手は、試合後同じ状況で送球練習をしましたが、１００球以上投げてミスはゼロ。今年のチ

ームは、守備もバッティングもバッテリーも、昨年のチームと比べてそれほど力がないわけではあ

りません。練習はしっかりしています。 

 では、なぜその力を試合で出すことが出来ないのか。自分の持っている技術を自分自身が信じて

いないからだと思います。昨秋に比べて確実に力を付けているのに、気が付いていません。そのた

め、試合に自信を持って臨むことが出来ないのだと思います。自身がないのでせっかく身に付けて

いる能力を堂々と発揮できません。 

 正しい技術と考え方を正しい練習で身に付けているのが段原クラブです。それを試合で出せるか

出せないのか、子ども達の考え方次第です。もっと子どもらしく感情を表に出して欲しいと思いま

す。極端に言えば、一喜一憂するぐらいで構いません。悔しい、嬉しい、悲しい、楽しい、色々な

感情が子ども達にはあるはずです。もっと分かりやすく、子どもは子どもらしく野球をすれば良い

と思います。 

 今、高校野球春の県大会が行われています。ベスト４が決まりましたが、結果を見ると、どの試

合もたくさんの点が入っています。春の甲子園もそうでしたが、投手のレベルが低いように思いま

す。確かにバッティングの力は、私達の時代に比べれば格段に上がっています。それにしても点を

取られすぎです。 

 ピッチャーを見ると、ストレート、カーブ、スライダー、チェンジアップ、ツーシーム、フォー

クなど色々な球種を投げます。しかし、投手として１番大事なアウトローのストレートがここ一番

で投げられません。大量点はヒットを打たれただけでは取られません。四死球、エラー、長打など

が絡み、ビックイニングになります。バッターが遠くに飛ばせないボール、打つのが１番難しいボ

ール、これはいつの時代もアウトローのストレート。投手としての１番大事な原点能力です。 

 私が高校生の時には投球練習の９０％は、アウトコース低めにストレートを投げる練習をしまし

た。身に付ける技術には順番があると思います。バッティングも守備も同じです。ひとつずつ確実



に基本から身に付ける。 

 上達（試合で結果を出す）の早道は原点能力を徹底的に高めることです。 

 

 

第２５１話/2017.04.17 

 

 ４月１５日（土）、１６日（日）の２日間、合宿をしました。保護者のお金と労力をかけた意味

があったのか？答えはこれから出てくるでしょう。 

 大事なことは、お金と労力を彼らのために出してくれたことが当たり前ではなく、心から感謝し

なければいけないことだと分かっていたか？その思いを胸に練習に打ち込めたか？これからの野

球人生にプラスになる何かをつかめたか？そもそも一円も自分自身でお金を稼ぐことのない子ど

も達は、人のお金で野球をやるわけです。気を抜く、手を抜くはあり得ません。私の価値観で見る

と、物足りない所だらけですが、今の段原クラブの選手達は「精一杯やりました」と言うのでしょ

う。 

 試合形式の練習では、アウトカウント・ボールカウントを間違える、状況判断をしない、配球を

読まない、常に言い続けている段原クラブとしての決まり事をしないなど、相変わらずの集中力の

無さ、脳の停止ぶりを見せてくれました。何度も同じことを言わなければいけない、それでも意識

しない、やろうとしない。 

 なぜ？帰りのバスの中で考えました。私の中の結論は、信頼されていないということです。指導

者（私）が子ども達に信頼・信用されていないのだと思います。この人の言うことは正しい、間違

っていない。上達すると本当に思えば、簡単に忘れるはずはありません。必死で身に付けようとし

ます。結局、私の指導者としての器ということです。その程度なのでしょう。私の技術・考え方は、

子ども達にとってどうしても必要なものではないようです。 

 グランド整備について私の考え方を書きます。小学校３年生ぐらいだったと思いますが、遠足で

きれいな川の流れている山に行きました。弁当を食べた後ゴミが少し落ちていて、担任の先生にも

のすごく怒られました。「来た時よりも美しく」その通りです。今も常に頭にあります。 

 練習が終わりグランド整備のようなものをしていましたが、トンボでグランドに跡を付けるだけ。

これは整備ではありません。私がこのグランドの管理人だったら、「二度と段原クラブには貸さな

い」そう思いました。グランドは平らに、水平に、足跡ひとつ無くす。「来た時よりも美しく」子

ども達がやらないのなら、私がやるしかありません。責任者なので当然です。私がグランド整備を

したことを怒っているのではありません。 

 育ちの違いを思い知らされ、悲しく思っています。小学生の時に野球（ソフトボール）と出会い

ます。その最初が肝心です。大人が準備して試合・練習をさせて、終われば大人が片付ける。少し

重い荷物は大人が運ぶ。本当にこれで良いのでしょうか。グランドに並んで頭を下げることより、

しっかりグランド整備をする。どちらが大事はことなのでしょう。自分のために自分で使った物を

きれいにする、ごくごく当たり前のこと。ましてや他人の物なのですから。貸して頂いた物なので

す。 

 ユニフォームが汚れることもなく、集中しているわけでもないのに「全力です」。グランドに感

謝の心も無く、合宿の意味も理解しない。自分達が野球をするためにどれだけの大人が協力してい

るのかも考えない。 

 価値観の違う人間が同じ方向を向くのは難しいようです。 

 



 

第２５０話/2017.04.10 

 

 ４月９日（日）東広島のアクアスタジアムで練習をしました。全日本少年軟式野球大会（全軟）

県大会の会場になる球場です。天気が心配でしたが、少し暑いぐらいで１日しっかり練習が出来ま

した。いつもと違う場所でいつもと違う気持ち（モチベーション）で子ども達が集中して練習して

くれれば、使用料が少々かかりましたが、私は意味のある１日になったと思っています。 

 今年のチームは秋からメンバーを固定出来ず、チームの方向が中々見えてきませんが、少しずつ

でも変わっていくことが出来れば、３年生にとって必ず次のステージが見えてくるはずです。はっ

きりとした目標を各自が持ち、それに向かって家族共々努力し続ける、これしかありません。指導

者はその思い以上のことは出来ません。 

 私は全軟という大会が中学生にとって特別なものだとは思っていません。あくまで一つの通過点

だと思っています。彼らの野球はもっともっと先にあるはずです。 

 そうは言っても、子ども達はひとつでも多く勝ってひとつでも上に上がりたいと思っています。

そのためにチームとして指導者として全力で力を尽くさなければいけません。 

 ４月１５日（土）１６日（日）３年ぶりに合宿をします。２日間でどこまで変わるか分かりませ

んが、保護者に負担して頂くお金と労力以上のものが子ども達の力として身に付けられる合宿にし

たいものです。その合宿が終われば全軟のメンバーが決まります。子ども達にとっても競争の２日

間です。私に心がバシバシ伝わってくるような熱い練習になれば楽しいものになります。１,２,

３年生３３人で２０人のベンチ入り、そして一桁のレギュラー番号を奪い合う合宿です。 

 身体はヘトヘトに疲れても心は満足感に満たされて、全員（選手、保護者、指導者）が良い顔で

バスに乗れたら、チームは良い方向に向かっていけるように思います。 

  

 

 

第２４９話/2017.04.03 

 

 段原クラブは今苦しんでいます。昨秋の新チームに変わってから、計算通りに進歩は中々しない

にしてもほぼ変わってきません。 

 第一の理由は私の力不足です。野球といるスポーツの原理原則を事あるごとに伝えているつもり

ですが、ほとんど伝わっていないように見えます。グランドだけでなく座学も入れて、相手のある

スポーツだという事を分かって欲しいと思うのですが、試合に出るか出ないか、ヒットを打つか打

たないか、まだまだ頭の中はこの程度のようです。 

 二つ目は『チームとして勝ちたい』『野球はチームスポーツである』のに選手の向いている方向

が東西南北、上下までバラバラです。当然、保護者は確実に学年の壁があり、学年の中でも？毎年

ある程度は子ども達には力の差があり、仕方ない部分はありますが、熱いものは伝わってきません。 

 新３年生が７人なので、当然下級生の力を必要とします。一桁の背番号を付ける選手がいます。

秋からレギュラーとして出ていた新２年生が今、全く戦力になりません。それだけではなくあそこ

が痛い、あそこが痒いと…。 

 何度も書いてきましたが、一桁の背番号を付けた瞬間から責任も一緒に背負います。出来なけれ

ば外すべきです。試合に負ける時は必ず誰かがチームの足を引っ張ります。今、それをカバー出来

る選手がいません。レギュラーが控えより苦労、努力するべきです。それは保護者も含めてです。 



 段原クラブのレギュラーとしての責任とプライド、それは当然、苦しさも伴うものです。スポー

ツを通じて何かを得ようとすれば、良いとこ取りはありません。 

 私が諦めることはありませんが、同じミスを繰り返している選手にこれから何度もチャンスを与

えるつもりはありません。負けるのなら、打たれるのなら、捕れないのなら、投げられないのなら、

打てないのなら、走れないのなら、そして気迫、心がないのなら、１年生が試合に出ても結果は同

じです。上級生が試合に出る条件は、下級生より全てが上回っていなければいけません。私はこう

思っています。 

 段原クラブで２年やってその程度ですか。その程度のモチベーションですか。私は今、大きな変

化を望んでいます。『チームのあり方』『メンバー、ポジション』今までは選手の希望をある程度聞

いてきましたが、座して死を待つつもりはありません。 

 昨年の３年生のように３月３１日、最後の練習まで諦めない。今年の私は今まで以上に嫌な奴に

なろうと思います。それがチームのためになると信じています。 

 チームはひとつです。グランドに立った瞬間から練習も試合も、選手も保護者も行動、言動は全

てチームのため。また厳しい事を書いていると言われそうですが、小学生からプロ野球までチーム

が勝つための考え方は同じだと思います。 

 

 

第２４８話/2017.03.27 

 

 ３月１６日（夜）全日本少年軟式野球大会西部地区予選の監督会議及び抽選がありました。県大

会に出場するためには決勝に進まなければいけないので対戦相手はどこでも構いませんが、第４試

合や第３試合だと開始時間が難しいので早い方が良いと思っていました。第１試合は分かりやすく

て有り難い抽選だったと思います。 

 それにしても良いのでしょうか。監督が出席していない。何故なのでしょう。県大会の監督会議

では絶対に許されないはずです。たかが西部地区予選ということなのでしょうか。軟式野球連盟は

細かい所まで色々なルールがあり、犯すとペナルティーを課す事があります。私はこの会議のルー

ルを良く知りませんが、監督会議と案内されているので監督である私が毎年出席していますが、誰

でも良いのでしょうか？良く分からない団体です。 

 その会議で１日２試合までという取り決めについての通達がありました。私の認識では、子ども

達の体と健康を守るために１日２試合までというルールがあると思っていました。投手の投球回制

限も含めて私は大賛成です。今までどこでもよくやっていた子ども達をＡ、Ｂ２チームに分けて２

試合ずつするのがダメだそうです。何故？全く分からない。このルールそもそも何のために作られ

たのでしょう。そこが分からなくなりました。子ども達の体を守るためではないのでしょうか。チ

ームを分けて２試合ずつ、一人の選手は最大２試合しか出場しない。１チームで２試合出場するの

と何が、どこが違うのでしょうか。理解することが出来ません。多分、全てのチームの関係者が理

解出来ないはずです。 

 大会名が違い、グランドが違えば２チームに分けて２試合ＯＫ。ますます分かりません。何が違

うの？同じグランドだとインチキするチームがあるということですか。そんな指導者は追放すれば

いいだけの話です。指導者は子ども達のためにいます。子ども達の体や健康にマイナスになるよう

なことをする指導者は必要ありません。当然ペナルティーを与えるべきです。しかし、一人の選手

が１日２試合しかベンチ入りしていないのなら、問題があるとは思えません。軟式野球連盟は理に

かなった納得のいく説明をする責任があると思います。 



 私はまた嫌われることを承知で言わせて頂きます。連盟は加盟しているチームのためにあり、少

年のチームは子ども達のためにあります。少子化の今、どのチームも選手集めには苦労しています。

高校野球も退部者を減らすため上下関係を無くしたり、１年生大会をしたり、Ｂチームの試合を組

んだり努力しています。中学生のチームでもＢチームの試合は大きなモチベーションの一つになっ

ています。例えば自チームが大会を開催すれば保護者の協力が必要になります。そのためにも自分

の子どもが試合にでるチャンスがあるかないかは大きなものです。２チーム出場できれば倍の子ど

も達がチャンスを得ることができ、チームにも子ども達も保護者も良い事ばかりです。練習では得

られないプレッシャー、状況、沢山の事を試合は教えてくれます。技術が未熟な下級生にも大きな

経験になります。 

 スパイクの色を自由にしたり、使える背番号を増やしたりしても子ども達が軟式野球チームに入

ってくるとは思えません。子ども達にチャンスを多く与える事が彼らのためになると思います。 

 ルールは必要です。しかし、そのルールは理にかなったものでなければいけません。 

 

 

第２４７話/2017.03.21 

 

 とても疲れています。３月１８日（土）神辺東ベースボールクラブの大会に行き、最低の内容の

試合を見せられ、３月１９日（日）は４月から高校３年生になるＯＢの保護者（通称 くずレンジ

ャー）が夜、店に押し掛けてきて午前２時まで酒を飲み、３月２０日（祝）は３年生のお別れ試合

とお別れ会で午前１時になり、３月２１日（火）朝から体がだるく、眠たく、力が湧いてきません。 

 お酒を飲む時は、価値観が同じだったり信頼関係があったりすると、とてもいい時間を過ごせま

す。そういう意味では日曜日はいい夜でした。『くずレンジャー５』と呼ばれている５人は、時々

めちゃくちゃなことをしますが、卒団してからもずっと買い物してくれ、段原クラブの行事には必

ず差し入れをしてくれます。面と向かっては言いませんが「いつもありがとうございます」です。

段原クラブにいる時から指導者として信じてもらっていることが伝わってきていました。子ども達

も入部してきた時は全く野球が出来ませんでしたが、３年間で本当に上達しました。今、高校で少

し苦労しているようですが、正しい技術をあなた達は知っています。しっかり貫いていけば納得の

結果がついてくるはずです。高校最後の夏に向けて、段原プライド！！ 私は信じています。 

 卒業していく３年生１２人、全員第一志望の高校に合格しました。クラブチームとして責任を果

たせたと思っています。私は中学校のチーム選びは高校選びで、高校選びは大学選びだと思ってい

ます。そして中学校のクラブチームの仕事は、心と体を壊すことなく、彼らの希望する高校に入学

出来るように成長させ、合格に導くことだと思います。しかし、第一希望の高校に入学したからと

いって、これから彼らの野球人生はうまくいく保証はありません。スタートラインに立っただけで

す。私の経験から言えば、高校野球の練習が楽しかったことは１日もありませんでした。段原クラ

ブの練習とは違います。時間は長いし、内容は？自分でしっかり考え、正しい野球をして下さい。

長く野球をするために大事な３年間です。 

 １，２年生の皆さん、惨めなお別れ試合でした。技術が無いのは分かっていましたが、心まで無

いとは。３年生に失礼な試合でした。３年生の保護者は怒り、嘆いていました。そして今年の段原

クラブを心配していました。思いきった改革が必要なようです。ベンチに入る子、試合に出る子、

どうなるのでしょう。本格的に春になった時、メンバーがガラッと変わっているなんてことになる

かもしれません。 

 私は休みの日にグランドに出て、嫌な思いはしたくありません。一緒に野球をやって楽しい選手、



そんな子ども達を選びたいと思います。口だけで心の無い選手、自分のことだけ考えている選手、

嫌いです。大人も一緒ですよね。野球はチームスポーツです。我が子だけをグランドで見ていては、

チームは成り立ちません。 

 １，２年生の保護者の皆さん、もう少し視野が広がるといいですね。 

 

 

第２４６話/2017.03.13 

 

 皆さん、日曜日のＷＢＣ オランダ戦を見ましたか。オランダのパワーとスピードに日本の技術

と執念、そして集中力で戦いました。長い試合でしたが時間の経つのを忘れ、最後まで世界トップ

レベルの野球を楽しむことが出来ました。少しでも間違うと放り込まれるレベルの打者を相手に細

心の注意を払いながら投げる投手、１５０km/h を超えるボールでも少しでも甘ければ簡単にヒッ

トにしてしまうバッターに対して投げるのがどんなに大変なことか、画面からビシビシと伝わって

きました。素人から見れば、1 イニング抑えられないのかと思った人もいると思いますが、世界の

一流はとんでもないレベルです。 

 その一流選手達が、目の前の一試合に勝つために全力でプレーする。内野手は当たり前に飛びつ

く、ベンチにいる選手も一丸となって大きな声を出す。国を背負ってプライドを胸に自分のためで

はなくチームのためにやる野球。私達が今やっているアマチュアの野球にとても近いものがあるよ

うに思いました。世界のトップがここまで必死な姿勢を見せてくれています。選抜高校野球大会が

近々始まりますが、技術のない高校生や中学生が手を抜いていいわけがありません。 

 私が目指している『見ている人の心を動かせるような野球』、まさにオランダと日本の選手達が

見せてくれました。私は試合が終わった時、日本を応援していたので喜びましたが、オランダの選

手にも感謝の気持ちが湧いてきました。心から両チームの選手に「本物の野球を見せてくれて有難

うございました」と言いたいです。 

 皆さんにひとこと言っておきます。レギュラーシーズン１４３試合、全てこの集中力では出来ま

せん。心と体が壊れます。短期決戦だから出来るのです。シーズン中にいつもこれを求めては選手

がかわいそうです。 

 この試合で菊池選手のすごさを今まで以上に思い知りました。松井投手の股の間を抜けた打球を

捕ってグラブトスでアウトにしたプレー、これは勿論スーパープレーです。感動しました。その後

の彼の高ぶることのない態度、これもすごい。しかし、９回同点に追い付かれた、捕れなかった打

球。菊池選手だからグローブに当てることが出来ただけで、本来なら普通のヒットです。しかし彼

は「捕れた」と思っています。ピッチャーの則本選手に「すまん」という顔をしていました。これ

がすごい。プレーは勿論、考え方も心も本当に素晴らしい選手です。 

 中学生の皆さん、一流選手が本気で野球をやっています。この試合を見た人は何かを感じたはず

です。今までのあなたで大丈夫ですか。１,２年生の皆さん、試合の後、室内でバッティング練習。

頑張っているように見えます。２試合して、心・体ヘトヘトにならない余力がある。昨日の日本の

選手に余力があるようには見えませんでした。あなた達はなぜ２時間、３時間、打てる力が残って

いるのでしょうか。昨年の秋、君達にコーチが言ったのはそういう事ではありませんか。まずグラ

ンドで全力を尽くす。『見ている人の心を動かす野球』３年生は夏に出来るようになりました。今

年のチームはいつでしょう。 

 

 



第２４５話/2017.03.06 

 

 ３月４日（土）、５日（日）の２日間、理事長杯西部予選と山口ミラクルクラブの招待試合があ

りました。５日（日）には太田川リーグもあり３年生が出ました。Ａ・Ｂ両チーム、３年生、それ

ぞれ全員が試合経験を出来、意味のある２日間だったと思います。 

 Ｂチームの１年生は完全にパワー不足、スピード不足。走力、球速、スイングスピード、パワー

全てがＡチームで試合に出るレベルに足りません。Ａチームは今、ポジションが４つ空いています。

誰でも（新１年生でも）力さえあれば取ることが出来ます。各自が何を思い、何をするか、君達次

第です。 

 Ａチームは何とか２試合勝ち、県大会に出場出来ますが、物足らない事だらけの試合でした。一

番はつまらない守備のミス、送球ミス（ショート、ライト）、バッテリーミス（パスボール、配球）、

守備位置のミス（予測）、全てレギュラーなら出来なければいけない初歩的なミスです。これが試

合で出るようでは、広島県上位のチームに勝つことは出来ません。 

 次は平均的なストレートに遅れる。誰が見ても速い、変化球が良くてストレートに絞れない投手

なら少しは理解出来ますが、ストレートを狙って平均的なスピードのストレートを捉まえることが

出来ない。投手の手からボールが離れ、ストライク・ボールの判断をし、スイングをする。それで

ポイントから差し込まれる。能力の問題？技術？今まで何度も何度も言い続けています。ストレー

トに間に合わないは打てないと言う事です。投手に力負けがバッターとして一番の屈辱です。間に

合わない理由を各自が考え、修正する必要があります。 

 考えられる原因は、・スイングスピードがない ・タイミングが立ち遅れている ・感覚がずれて

いる ・振り出しに力が入る ・振り出しでグリップが下がる ・バットが体に巻きついていない  

・ヘッドから動き出している、などがあります。選手それぞれ能力、感覚が違います。あなたの原

因は何なのか。相手投手の一番速いストレートに遅れない。ヒットを打つ、打たないの話しではな

く、振り遅れないがはじめの一歩です。これからの野球人生、どのレベルに行ってもこの基本は同

じです。まず考える、そして練習する。考えずバットを振っても意味はありません。 

 私は中学生の試合で良い結果を出すための方法を知っています。そしてどの程度の技術を身に付

ければ良いのか。その選手がどのポジションで、チームに何人いれば広島県で勝てるのか知ってい

ます。今年のチームはまだまだ足りません。しかし諦めることはありません。昨年のチームも同じ

ように春は平均的なチームでした。３年間の努力の積み重ねが、３年の春から夏までに目に見えて

出てきます。本気で勝ちたいと思っている選手、保護者が何人いるか、そしてそれをやり続けられ

るのか。 

 『練習は嘘をつかない』とか『継続は力なり』は良く聞くありふれた言葉のようですが、私は野

球を始めて５０年、身を持って体験し、数多くの小学生からプロ野球選手まで見てきましたが、野

球の世界で良い思いをするためにはこれしかないと実感しています。ただ正しい練習という言葉が

前に付きます。『正しい練習は嘘をつかない』『正しい練習の継続は力なり』ここが大事です。 

 太田川リーグに行った３年生、間違っている技術は、今のうちに修正して高校に行きましょう。

そのために遠慮なく私を利用して下さい。 

 今年は対外試合をせず２月いっぱい繰り返してきました。２試合目としてはまあまあなのかもし

れません。３月から４月１週まで試合中心になります。これから身に付けた技術の応用編に入りま

す。 

 野球の試合は『予測と準備』まさに応用です。 

 



 

第２４４話/2017.02.27 

 

 ２月２６日（日）今シーズン初めての対外試合をしました。今確かめたいのは、この冬ずっとや

ってきたバッターは正しく力強いスイングが投手相手に出来るか、投手はストライクゾーンに投げ

る確率が６０％以上あるか、守備は投手が打ち取った打球を確実にアウトに出来るか、走塁は１本

のヒットで２つの塁を進めるか、そして、ひとつのボールに全員が集中し、予測と準備に基づいた

１歩目、１スイング目の切れがあるかでした。 

 投手は相手が格下だということもありプレッシャーもなく、２．３の無駄な四球がありましたが、

ほぼ力通りのボールが投げられました。守備もエラーをするような打球もありませんでしたし、ラ

ンナーを置いたピンチもあまりなく、守備者としてプレッシャーがかからない中なのであまり参考

になりませんでしたが、スローイングは秋より安定してきたように思います。バッティングと走塁、

これには不満だらけでした。まずバッティングです。３回り目となり中心選手がやっと練習通りの

スイングが出来ましたが、１，２打席目と中心以外の選手にはガッカリしました。スピードの無い

ストレートが捉えられない、イロハのイができません。何度も書いていますが、バッティングはま

ずストレートに間に合わなければ始まりません。ストレートに遅れる打者は、打席に入る資格があ

りません。野球は、バッティングも守備も走塁も全て間に合うかどうかを競っています。『間に合

わない』は負けるということです。中心の打者は逆に上半身の力に頼って、大きなスイングで引っ

かけた内野ゴロばかり。中心打者は考え方が、それ以外の打者は能力に問題があります。力の無い

者は練習するしかありません。特に１年生「大丈夫ですか？」１年後、何人試合に出ているのでし

ょうね。 

 走塁は最低でした。初回に牽制アウト２個、一つ目はボールから目を切り、二つ目は２塁ランナ

ー。私は２塁ランナーで牽制アウトになったことがありません。なぜアウトになるのか理解できま

せん。当たり前のことを伝えているつもりですが、頭の能力にも個人差があり、分からない選手が

いるようです。私には理解できないことですが、小学生のレベルまで下げて丁寧に指導する必要が

今年のチームにはありそうです。そのレベルなので当然１本のヒットで２つの塁を進めるはずがあ

りません。打つことだけに一生懸命では、選手としてのレベルアップ、そしてチーム力のアップは

望めません。特に走塁は調子の良し悪しはなく、身に付ければ大きな武器になります。スピードの

ない選手ほどしっかり走塁技術を磨かなければ試合出場のチャンスを逃します。 

 秋からすっと何があっても土・日練習後打ち続けている選手がいます。今その２人は本人が思っ

ている以上の力を付けています。言う事が無いとは言いませんが、３年生の中心選手と変わらない

技術とスピードがあります。練習は嘘をつきません。１日、２日やっても変わりませんが、正しい

ことを数多く、そして継続する。力が付くに決まっています。『チームのトップが一番努力する』

チームが強くなるための一番の方法だと考えます。その姿を見て後に続く選手が１日も早く出てく

ることを望みます。新１年生にも負けない選手がひとりいます。新２年生のお尻に火がつく日はそ

んなに遠くないと思います。気が付いた時、追い越されていた、ということにならないといいです

ね。 

 今年１年どこまで伸びていくのか。身体を守るために時々練習のセーブをすること、これが私の

仕事になりそうです。努力を当たり前の顔をしてやっている選手と一緒にいる時間は、指導者とし

てとても“心地好い時間”です。“心地好い時間”のお礼として、私の技術、考え方、練習方法、

多くの引き出しを開けますよ。 

 



 

第２４３話/2017.02.19 

 

 １月と２月、沢山の子ども達が練習体験に来てくれました。ありがとうございます。いつ頃から

体験というものが始まったのかよく覚えていませんが、チームや保護者が試されているようであま

り心地よいものではありません。 

 まあ、体験してもらって段原クラブより野球が上達出来る練習をしているチームがあれば、クラ

ブチームに入部するということは野球がうまくなるためが一番の目的なのですから、当然そのチー

ムに入るべきだと思います。しかし、チームを決める基準が野球以外の事にある話をよく聞きます。

私には良く分からない話です。野球チームを選ぶのに野球以外の基準？ 

 例えば、平日練習があることがネックになる。なぜ？まず、段原クラブでは全ての練習・試合が

自由参加です。当然です。色々な中学校、色々な地域から子ども達は集まってきます。例えば八本

松や郷原の子は来ることが出来ません。学校から帰るのが遅くなればこれも同じです。もちろん、

気持が入らない、これも参加する必要はありません。練習とは、やる気と時間のある子どもが集ま

ってするものです。強制するものではありません。しかし、高校・大学・社会人・プロ野球を見れ

ば分かるように、週２日の練習では足りないのは明らかです。それで十分なら、高校も土・日の２

日間しか練習しないはずです。どのチームもどの指導者も平日練習した方が良いのは分かっていま

す。出来るか出来ないか、やるかやらないかの問題です。段原クラブの指導者は、子ども達のため

になると信じているので時間を削ってやっています。子ども達の野球が上達するためです。なぜな

ら野球のクラブチームだからです。 

 保護者の当番、何度も書いてきましたが、段原クラブは一切ありません。それでも練習・試合に

沢山の保護者が集まります。当たり前です。段原クラブの練習は、選手全員、平等にチャンスが与

えられます。１年生も３年生もです。そして理にかなった練習をすれば上達していきます。それを

見る保護者は楽しいから見に集まります。当番など決める必要はありません。選手も保護者も指導

者も、グランドに集まりたい人が集まって練習する、試合をする、いやな者は来る必要がないのが

段原クラブです。 

 野球のクラブチームなので、３年生が高校に入学するまで責任を持って指導します。当然、高校

受験があります。これもほとんどの選手が９月に卒団してからも練習に参加しながら第一志望の高

校に進学しています。 

 今、３年生のバッティングを見ると、卒団式から硬式竹バットに切り替え約４ヶ月、十分に振れ

るようになりました。段原クラブの正しい練習と正しい技術、そして彼らの３年間の努力で身に付

けた質の良い打球、平日の基本練習の土台の上に積み上げた守備、これを見るだけでも段原クラブ

の体験に来る価値はあると思います。 

 １年生の時ほとんど勝つことのない子ども達が３年の夏には立派に勝負できるようになるのが

段原クラブです。ただこれだけは付け加えます。あくまで努力した選手だけです。過去には自分の

努力不足を棚に上げてチームや指導者のせいにしている選手・保護者もいました。まあ、これはど

こにでもいますよね。 

 今年の３年生はこれから１ヶ月まだうまくなります。なぜ？野球がうまくなりたいから、自分の

意思でグランドに来て、良い顔で本当の練習をしています。とても楽しみです。 

 

 

第２４２話/2017.02.13 



 

 普通＝珍しくないこと、辞典にはこうのっていました。子ども達がよく使う言葉です。調子は？

テスト出来た？などと聞くと、ほとんどの場合、この答えが返ってきます。「普通です。」私はこの

言葉が好きではありません。平凡＝ごくありふれているさま、これも同じような言葉です。これも

好きではありません。 

 私は面と向かって言われたことはありませんが、又聞きで、変わっているとか、クセがあるとか、

厳しいとか、恐いとか言われているそうです。当然です。普通（珍しくない）や平凡（ごくありふ

れている）な人間がプロ野球選手になれるわけがありません。他の人と違うから、変わっているか

ら簡単に入れない世界の経験が出来たのです。「普通や平凡が安心」これでは勝負の世界で上には

上がれません。人と違うことは悪いことではありません。みんなと同じ、それの何が楽しいのでし

ょうか。私には分かりません。人と違うことをする勇気がなければ、特別な結果を得ることは出来

ないと思っています。 

 『優しさ』って何なのでしょう。野球チームの指導者の場合、何が『優しさ』なのでしょう。例

えば「怒らない」、「苦しい練習をさせない」、「３年生になった全員出す」、「厳しい言葉を使わない」、

こんな感じだと優しい監督と呼ばれるのだろうか。 

 子どものスポーツの意味を考えた時に、私は心と身体を鍛えることにあると思っています。当然、

中にはトップレベル（プロ）まで上がっていける選手もいます。しかし、ほとんどの場合はそこま

でいけません。男の子は家から独立し、女性を見つけ家庭を築く力が必要です。その力（体力と精

神力）を付けるため、スポーツは有効だと考えます。鍛える（厳しく訓練して能力を高める）ため

に。 

 本当の『優しさ』は「言わなければいけない事を言う」、「やらなければいけない練習はやらせる」、

「競争の社会であることを教える」、そして確実に技術を向上させ、多くの失敗と多くの成功を経

験させ、その理由を理解させる。そして身体を壊すことなく、次のステージに上げる。 

 最初に書いた『優しさ』は「甘さ」だと私は思います。子どもを甘やかした親は必ずそのつけを

払うことになります。私は子ども達に対する本当の『優しさ』とは彼らにとって厳しいものだと思

っています。 

 そして男の子は母親をしっかり守る責任があります。今現実に、男性は女性より寿命が短いため、

母親がひとりになる可能性が高いからです。母親を最後までしっかりと守りぬく、そのためにも社

会を戦いぬいていくための体力と精神力を鍛えるのです。私は子ども達を甘やかすことはありませ

ん。それが『優しさ』だと信じているからです。ちなみに私は色々な事情で母と１３歳違いなので、

母より長く生きることが出来るか心配です。 

 今週は私の心が少し疲れているようです。野球チームの監督はグランドでやる気のある子ども達

と思いきり野球がしたいものです。野球を教えることに集中できたら有り難いです。 

 

 

第２４１話/2017.02.06 

 

 １月からずっと日曜日の天候がすぐれない。雪だったり、雨だったり、寒かったり。予定してい

る練習が消化できず少しイライラしています。しかし、野球というスポーツは屋外で技術を競うも

のなので、雨や寒さには弱いものです。段原クラブだけではなく広島のどのチームも同じような条

件なので文句ばかり言っていても始まりません。与えられた環境の中で最高の練習をしていくしか

ないと思っています。 



 幸い私が『広島フルスイング塾』というバッティング教室を持っているので、雪や雨の日はバッ

ティングと筋力トレーニングはできます。チームを３組に分け、１組３時間、計９時間を超える練

習時間になります。その後、自主練習で打つ選手もいるので１日１１～１２時間、私は室内練習場

にいることになります。昨日の２月５日（日）も、３年生の硬式から１、２年生（小６も含む）と

３組、そして自主練習、約１２時間バッティングを見ました。長くなっても頑張っている子どもを

見るのは楽しいものです。 

 ３年生は硬式を打ち始めて４ヶ月が過ぎ、バットの重さや硬球の恐さにも慣れ、思いきってバッ

トが振れるようになってきました。残り２カ月、これからまだまだ伸びます。少し集中力を欠いた

練習をする選手がいますが、集中できない時は休む、気持ちの切り替えをはっきり、しっかりして

グランドに来て下さい。 

 １年生と２年生、１年生のスイングは本当に物足りません。まず振っている数が足らないため、

スピードがありません。技術もあまりに未熟で、甘いボールを数多くミスショットします。やって

いるなと思われる２,３人が頭２つ程出ていますが、他の選手は今のままで大丈夫ですか。新１年

生であなた達の数倍振っている選手がいますよ。それでなくても１６人います、レギュラーは９人、

どう計算しても余ります。これから６ヶ月、何日練習できるか数えてみてください。のんびりして

いる時間はないと思うのですが。 

 ２年生は確実に力を付けてきています。『継続は力なり』です。１年生とははっきりとした差が

この冬で付きました。しかしこれは振る力の話です。そのまま試合の結果として出るとは限りませ

ん。野球というスポーツの難しい所、特にバッティングの難しさは此処にあります。当然バットを

振る力（スピード）はあった方が良いに決まっています。 

 しかし試合で良い結果を出すためにはこれだけでは駄目です。なぜか？相手がいるからです。ピ

ッチャーの投げてくるボールに対応する能力が必要です。技術です。タイミングの取り方、ピッチ

ャーの投げてくるボールは１球１球、全てが違います。タイミングもコースも、そして試合の状況

も、色々なタイミング、コース、状況に対応する頭と体の柔らかさが求められます。ピッチャーが

きっちり投げたボールは、バッターはなかなか打てません。バッターはピッチャーが投げそこなっ

たボールをいかに確率良くヒットにするかが勝負です。１球を逃さない集中力、技術が必要です。 

 チームで１番スイングに力が無い選手でもきっちり打てば、ショート、セカンドの上を越します。

要はこれを数多く打てば良いのです。自分は小さいから、細いから、力が弱いからと言い訳をして

いる選手の皆さん、違いますよ。あなた達は技術が無いからヒットが打てないのです。きちっと打

てばヒットゾーンに飛ぶ打球を１球でも打てる力があればヒットは打てます。その確率を上げるた

めに何をすれば良いのか、『数多く練習する』、誰でも分かる当たり前の事です。 

 また週末は寒い予報が出でいます。今、プロ野球はキャンプの真最中、温かい気候と大きな室内

練習場が羨ましく思います。 

 

 

第２４０話/2017.01.30 

 

 いつもこれを書くのは月曜日の午後なのですが、今は１月２９日（日）２３時１５分です。少し

酔っています。なぜ今書いているのか。久しぶりに息子と酒を飲みました。チームの保護者や大勢

の中で一緒に飲むことは年に何回かありますが、今日は少人数でした。本当に久しぶりに親子の時

間を感じることが出来ました。ある時期からお互いの考えがすれ違い、もどかしいというか、淋し

いというか、何か引っかかるというか、言葉にするのが難しいような溝を感じていました。誘って



もらった保護者のおかげで親として良い時間を与えて頂きました。ありがとうございました。この

ページの主旨とは違い、独りよがりかもしれませんが、その流れというか、今の気持ちを書くのは

難しいのですが、とにかくこの良い感じを書いておきたくてペンを執っています。 

 今週書こうと思っていたことに移ります。私は常々、他チームが練習前・後に選手全員がグラン

ドに頭を下げていることや、監督、コーチに対して帽子をとり、直立し「ハイ」「ハイ」と大きな

声で返事をしている姿を見るたびに違和感を感じていました。意味を全く理解することが出来ませ

んでした。もちろん段原クラブではしません。なぜしないのか。当然、練習試合で相手のグランド

に行けば全員で頭を下げます。それはグランドに対してではなく、グランドを作って頂き、試合の

相手をしてくれる相手チームに対してです。グランドを作ってくれた人達、審判、大会なら世話を

して頂く役員、頭を下げ感謝の意を伝えるのは当然です。しかし、グランドは人ではありません。

物です。物に頭を下げるのなら、グローブ、バット、スパイク、ボール、学校、家、全ての物にす

る必要があります。それらは誰のおかげで使えているのか、親のおかげです。子ども達が一番感謝

しなければならないのは両親です。物ではありません。そして一番必要ないのは、監督、コーチに

対する絶対服従のような直立不動、帽子をとって指導を受ける姿勢です。 

 多くの指導者に嫌われることを承知で書きます。「あなたは何様ですか？」指導者は絶対ですか、

全て正しいのですか。私は、指導者と選手は人として対等であるべきだと思っています。特に野球

の技術に関して絶対はありません。指導者は絶対!!選手は「ハイ」しか言わない関係は、子ども達

の考える能力を奪います。全てが正しいのなら全員良い結果が出るはずです。結果が良ければ指導

者の力、悪ければ選手の努力、能力が足らない、本当にそうでしょうか。選手の野球人生は本人が

責任を持つものです。彼らのものです。そういう考えのもと、段原クラブはサインがありません。

ポジションは自分で決めます。もちろんアドバイス、指導はします。しかし決めるのはあくまで本

人です。 

 なぜこんな事を書いているのか。段原クラブはグランドに挨拶をしない、指導者の話を聞く時に

帽子をとらない、礼儀やしつけが出来ていないのでは、そんな話を耳にしたからです。段原クラブ

の子ども達は、全員が野球を愛し、人に対し感謝する心もしっかり持っています。意味も分からず

強制的に頭を下げさせられていないだけです。彼らが頭を下げるのは、下げるべき人、下げるべき

時に心のある挨拶をしています。高校に行ってそういう部分で失礼なことをする選手はいません。

子ども達が本当に感謝しなければいけないのは両親なのです。親に感謝出来ない子どもに強制的に

頭を下げさせても意味の無いものだと、私は考えます。 

 他のチームの指導者のことは良く分かりませんが、私は子ども達に比べて少し野球が詳しいだけ

の大人なので、帽子をとって私の話を聞く必要はありません。『選手が自分の意見を言える関係』

これが私の子ども達と接する時の考え方です。指導者が子ども達に教えているだけではなく、彼ら

から教えられることもたくさんあり、お互いに成長していくものだと考えています。段原クラブは

３年生の最後が一番うまい。私も今が一番でありたいと思っています。 

 お酒が少し入っている中で書いたため長くなったようです。ちなみに、勝ち負けは野球の技術で

決まりますし、ケガはオーバーワークと不注意です。グランドに神様はいません。 

 

 

第２３９話/2017.01.23。 

 

 段原クラブに入部すると勉強がおろそかになるのではと体験に来た６年生の保護者が言ってい

たと耳にしました。本当にびっくりです。子どもの大事な進路を決めるにあたって何も調べないの



ですか。指導者は本当に野球の技術を教えられるのか？・部員数は ・練習グランドは ・チーム

の成績は ・卒団生の進路は。体験に来るのも良いですが、きちっと調べないで選ぶと、高校進学

の時に後悔します。 

 段原クラブは野球がうまくて強ければ良いというチームではありません。現在、国公立大学に進

んでいるＯＢが５人います（筑波大学２年生、愛媛大学２年生、大分大学１年生、兵庫県立大学２

年生、島根大学１年生）。全員、中学３年間、高校３年間きちっと野球を続けました。そして今、

高校生の中にも数人、国公立大学を目指し野球と勉強を両立させているＯＢがいます。過去には修

道中学、城北中学の生徒もいました。そのあたりの事をしっかり調べることなくチームを選んで大

丈夫ですか。学業の成績はチームの問題ではなく本人の問題です。少なくとも段原クラブは第一志

望の高校に９０％以上進学していますし、大学進学率も高いです。 

 野球は先進国のスポーツで、予測と準備のスポーツです。頭を使うスポーツなのです。人間の体

は神経、骨、筋肉の順で成長するそうです。そのためスポーツは出来るだけ早く始めるのが良いと

言います。他のスポーツを見ると卓球、水泳、テニス、フィギュアスケート、ゴルフなどトップ選

手は皆本当に小さい頃からやっています。 

 私も幼稚園の頃から実家の工場の草野球チームについていき、ずっと野球で遊んでもらっていま

した。私の息子も小学校に入る前から私と野球をやっていました。皆さんはいつ始めましたか。遅

い選手は取り返すために人の何倍もやる必要があると思います。正しい事を数多くやる、うまくな

るためにはこれしかありません。大事なのは正しい事（練習）です。 

 力（パワー）があった方が良いに決まっていますが、野球は技術の勝負です。正しい技術を正し

い練習で身に付ける。『正しい技術』皆さん本当に分かっていますか？スポーツの技術・考え方は

日々進歩しています。指導者が選手として経験した野球は時代遅れです。今の野球を教える必要が

あります。『今（現代）の野球』指導者は勉強が必要です。 

 

 

第２３８話/2017.01.16 

 

 １月 1５日（日）大雪で体験会は出来ませんでした。ここまで降るとはびっくりしました。室内

でバッティングだけは出来ましたが、今やっておきたい基本練習が出来ず残念です。バッティング

には足の力が大切なので、ランニングは勿論ですが、守備練習で下半身の力とスピードをつけるた

めに土の上で練習することが重要だと思います。自然に逆らっても勝てないので仕方ありませんが、

寒い中での効率の良い練習は中々難しいです。これからの週末は何とか気温が１０度以上になって

欲しいと願います。 

 夕方、高校２年生のＯＢが店を訪ねて来て、スパイクとシューズを注文してくれました。卒業し

た後もずっと気にかけてくれるＯＢの選手、保護者には本当に感謝します。有難うございます。彼

は今、故障から中々思い通りの結果が出ず、もがいているようです。「大学でも自分の力の限り野

球を続けたい」と思いを話してくれました。そのために今そして卒業まで何をどんな思いでやらな

ければいけないのか、私なりの考えを伝えました。 

 人それぞれ色々な形の野球があります。諦めず、上を目指し努力し続けること、そのためにも正

しい理論で正しい練習をするべきです。持って生まれた身体能力が違えば、選手としてのタイプが

違ってきます。練習も違うはずです。そんな話をし、帰る時には少し暗かった顔が明るくなったよ

うに感じました。中学生の時から努力を当たり前のようにやる選手でした。高校野球は思い通りに

ならない事が沢山あります。その中で、自分が正しいと思ったことを貫く事も素直に人の意見に耳



を傾ける事もどちらも必要です。これからも私の引き出しが必要な時にはいつでも聞きに来て下さ

い。どんな時でも、どんな事でも、いつでも、いつまでも私は段原クラブＯＢと現役、全員の味方

です。 

 『１日でも長く野球を続けて欲しい』今までもこれからも私はこの思いで子ども達と野球をやっ

ていきます。そのために必要な原点能力。勝つためのテクニックではひとりになった時、勝負出来

ません。長く続けるために、チームの勝利より個の能力を伸ばすことが大事だと思っています。試

合で勝つ必要がないと言っているのではありません。負けるより勝った方が楽しいに決まっていま

す。試合は全員で勝つために集中するのは当たり前です。ただ勝つための小細工（例えば、インコ

ースのボールをよけずに当たる、ベンチから大きな声で相手投手に圧力をかける、ランナーサード

で叩きつけて１点取る）は必要ないと言っているだけです。こういう事は上のレベルで野球をする

ために必要ではないと思っているだけです。 

 勝つなら打って勝つ、ピッチャーが抑えて勝つ、守備がしっかり守って勝つ。相手のミスで勝つ

野球は面白くありません。 

 口で言うほど簡単ではありませんが、思い続けて練習しているうち、３年生になると選手はたく

ましくなります。今年も新３年生がたくましくなるために厳しく接していきたいと思います。 

 

 

第２３７話/2017.01.10 

 

 １月２日、恒例のＯＢ戦を行いました。６０人余りのＯＢとその保護者、現役の選手とその保護

者、クラブ関係者、約２００人が集まりました。天候に恵まれ、６チームで３試合しました。現在

野球をやっているＯＢ、仕事や大学で野球から離れたＯＢ、それぞれの野球を見せてくれました。

しかし、今年、私は心から楽しむことは出来ませんでした。 

 ２０００年から始まったＯＢ戦も１６回を数えます。そもそもなぜ始めたのか、私には二つの思

いがありました。一つ目は、ＯＢの子ども達と保護者の方々に会って、野球をし、酒を飲み、昔話

をし、当時を思い出しお互いに感謝し、元気な姿を見て喜ぶこと。二つ目は、高校、大学、社会人

の現役選手の足、肩、スイング、野球に取り組む姿勢の中学生とは違う圧倒的な力を見せてもらう

こと。 

 数年前までは両方とも満足のいくものでしたが、ここ２年は二つともありません。特に高校生、

大学生の技術、パワーの無さ、挙句に声も出さない試合を見ていると、ガッカリします。はっきり

言って親のお金を使って野球をやっているのは無駄だと思います。今の取り組む姿勢、持っている

技術では、とても良い結果を得ることは無理です。今年は特にひどい試合でした。高校、大学で本

気でまともな練習をしているとはとても思えません。全員甘いと思います。プレーの内容が中学３

年生の中心選手と変わらないようでは寂しい限りです。 

 今ずっと考えています。この内容とレベルなら、わざわざ１月２日の忙しい時に現役の保護者の

手を煩わせてまでやる必要は無いのではないかと。 

 なぜ、高校、大学に行って上達しないのでしょう。練習時間は長い、体はできる。なぜ？心の問

題ですか。本気でやらないのなら、親のお金を使うのはやめましょう。アルバイトをして親を助け

た方が良いと思います。 

 このところ、関東の大学（レベルの高い所）で勝負できるＯＢが出てこないのは、私が甘くなっ

たからか、そもそも素材のある子が入ってこないのか、選手、親の考え方が甘いのか。色々原因が

あると思いますが、ＯＢの野球のレベルが落ちていることだけは間違いありません。 



 せっかく段原クラブで正しい野球をやっていたのに忘れてしまうのはなぜなのでしょう。高校生、

大学生が中学生の見本、手本にならないのはおかしな話ですね！私にはただただ淋しい話です。 

 

 

第２３６話/2017.01.01 

 

 『監督のつぶやき？ぼやき！』を読んで下さっている段原クラブの関係者、選手、段原ファン及

び鈴木ファンの皆様、そしてアンチ段原、鈴木の皆様、新年明けましておめでとうございます。 

 このページも６年、２３６話目です。色々な所、人に言いたい事を書いてきましたが、全ては子

ども達の野球にマイナスになることは無くしたい。出来るだけ良い環境で「頑張っている子ども達

が正しい野球を身に付けて長く野球を続けて欲しい」。そのために連盟も協会もチームもあるべき

だし、指導者もいるべきだと思うからです。私はこれからも子ども達のために言わなければならな

いことは言い続けていきます。 

 新春第一弾は中体連（中学体育連盟）について驚くべきことを耳にしたのでその事を書きます。

年末にラジオを聞いていると、女子が体育の時に履いていたブルマについて書かれている本の話の

中で、中体連のことが出ました。中体連ができた理由、「スポーツの世界でスターを作らない」、び

っくりしました。学校体育の中で素材、素質に恵まれた一部の選手を目立たせ、開花させるのでは

なく、学校の運動部全体をまとめるために中学体育連盟ができたと言うのです。 

 今まで色々疑問に思っていたことが納得できた気がしました。なぜ一度もそのスポーツを経験し

たことのない教師が指導しているのか、その競技の名前がついた部なのにその技術指導が無いのか、

高校、大学と先を見据えた大きなプレーをしないのか。一部の選手だけを大きく育てる指導をして

はいけないからです。 

 『平等』って何でしょう。私は全員に上達するための時間と場所がチーム内に同じだけある事だ

と思っています。そのため、段原クラブではレギュラーとそうでない選手のチームでの練習は同じ

です。同じ数を打ちますし、同じ数を捕ります。１，２，３年生同じになるように気を使っていま

す。ただ、基本練習が必要な選手は別メニューでやることはあります。その方がその選手が上達す

るからです。同じ部費を払っている限り同じだけ練習をする、当たり前のことだと思います。その

中で競争に勝った選手が試合に出ます。勝負の世界、これも当たり前のことです。 

 何度も書いてきましたが、今年、来年と段原クラブは苦しみます。これまでの歴史の中で、試合

に勝つということだけをとれば難しい試合が多くなると思います。しかし、これも考え方ひとつで

す。今までにない経験を指導者としてできると思えば楽しみもあります。 

 新チームになりなかなか思い通りに伝わらない子ども達に、色々な引き出しを使い、様々な練習

方法でどこまで変わることができるのか。段原クラブのチームとしての力が試される年と言えるか

もしれません。 

 そのために指導者がまず現実を認め、考え方を統一し、ひとつにならなければいけません。会話

を重ね、ひとりひとりの選手をレベルアップし、チームを上げる。保護者、選手、指導者、覚悟を

決めてのぞむ２年間の始まりです。 

 

 

第２３５話/2016.12.27 

 

 今シーズンの試合が終わって、新チームの課題がはっきり見えてきました。 



 『集中力』守備、走塁の１歩目のスタート。打席に入っていない時、守備でボールが飛んでこな

い時など、ほぼ睡眠状態だった頭の中を、試合中常に緊張し集中した状態にしておくこと。１試合

終われば頭がぐったり疲れるように使う。今まであまりになめた試合を小学生から続けてきた子ど

も達、野球というスポーツは１球のミスも許されない競技だと知らずにやっていた選手には難しい

ことかもしれません。 

 野球はミスをするスポーツですが、ミスが少ないチームが勝ちます。センチメートルではなくミ

リメートルの勝負なのです。雑な子には向いていません。ミスを少なくする方法は、状況判断のも

との予測と準備。そして、そのための集中力です。１球で打ちとる、甘いボールを打ち損じない、

走塁と守備のスタートも集中力です。 

 出来るまで言い続ける、練習し続けるしかありません。今までの段原クラブでは、練習は半日で

十分という考え方でやってきましたが、今年の１,２年生はそれでは間に合いません。保護者にグ

ランドがとれる時は、出来るだけ１日とってもらうようにお願いしました。 

 身体能力に恵まれていない子ども達は、体の大きな強い力を持つ選手に勝つためには、頭を使い

１歩早くスタートを切るしかありません。当然、体作りは野球をやっている間、やり続けなければ

いけません。チームの武器は何なのか。そして、ひとりひとり各自の武器は何なのか。一芸を身に

付ける練習も必要だと思います。 

 先日、理事長杯予選が３月の第一土、日曜日だと聞きました。約３ヶ月、レギュラー番号を背中

に付ける責任を背負える選手が何人出てくるでしょうか？全ての結果はあなた達次第です。 

 上達するための方法は伝えてあります。素直にやった子ども達は成長し、高校できちんと野球を

続けています。段原クラブの歴史が証明しています。 

 結果の良し悪しは色々あります。選手の評価は、入部して３年間の成長度です。自分が持って生

まれた能力をどこまで伸ばすことが出来るのか、可能性は全員平等にあります。諦めない、もがき

続けて下さい。私もとなりで一緒にもがきます。それが私の仕事だと思っています。 

 

 

第２３４話/2016.12.19 

 

 段原クラブは中学生の軟式野球のクラブチームです。学校のクラブ活動との考え方の違いや私の

指導者としての考え方を、今回は書きたいと思います。 

 学校のクラブ活動は、教育の一環としてスポーツなどに取り組むことにより、身体と精神力を鍛

えたり、仲間との協調性を持ったり、勝利を目指す努力の大切さを学ぶなど、学校教育の中での野

球です。 

 クラブチームはもちろん心と身体を鍛え成長することは当たり前ですが、次のステージ（高校野

球）を目指すための場だと考えています。高校野球で、まずチームメイトとの勝負に勝ち、試合に 

出るために、個人の能力を付ける、伸ばす。これがクラブチームの使命だと考えています。 

 そのため、私は試合に勝つためのテクニックにはあまり興味がありません。野球の基本はバッタ

ー対ピッチャーの１対１の勝負の繰り返しだと考えています。それに勝てる選手になる、たくさん

勝てばチームは自ずと勝つという事だと思っています。例えば、ランナーがチョロチョロしてバッ

テリーを揺さぶる、ベンチやコーチャーが大きな声でピッチャーにプレッシャーをかけるなど、私

から言わせれば力の無い者の姑息な手段を、子ども達にさせて欲しくありません。言い方を変えれ

ばバッターとピッチャーの対決を邪魔して欲しくないのです。 

 技術を伸ばす。その中には、バッティングだけでなくバントも盗塁（走塁）も守備もスローイン



グも状況判断も入ります。チーム力で勝つのではなく、個人の能力の集合体で試合をする。なぜな

ら高校に行けば、ひとりでチーム内で戦わなければならないからです。試合に勝つためのチンケな

戦法やテクニックは、上のレベルで野球をするためには必要ありません。 

 何度も書いている原点能力が大事です。そして野球というスポーツの本質、理論に基づいた技術、

これを子ども達に伝えるのがクラブチームの姿と考えています。『精神論より技術論』精神力が必

要なのは、もちろん良く分かっていますし、経験もしています。しかし、結果が出ない事を心のせ

いにして逃げる指導者にはなりたくないと思っています。 

 新チームは、この冬もちろんバットをたくさん振ってもらいますが、守備、走塁の一歩目のスピ

ードアップ、スローイングの安定、そして一番大事な集中力と状況判断、やることがたくさんあり

ます。２年生７人、１年生１６人で９つのポジションを取り合う中で、個人の能力がアップするこ

とを望みます。 

 会得（身に付ける）に時間のかかる選手が多い新チームは、３年生より数多く練習するしかあり

ません。グランド以外で何をやるのか。ランニング、素振り、ストレッチ、当たり前のことだけで

なく、技術論について考えるなど、野球のことを考える時間を増やすことも必要だと思います。 

 秋、打てなかった、捕れなかった、投げられなかった現実を認める所から、やらなければいけな

いことが見えてきます。 

 

 

第２３３話/2016.12.12 

 

 本年度の試合は１１月２６日（土）の山本浩二旗争奪野球大会で終わるつもりでしたが、新チー

ムになってから私がほとんど試合を見ていなかったので、今のチームに何が出来て、何が出来ない

のか？それを知るために、１２月１１日（日）山口県の柳井中学校に試合をして頂きました。 

 私がイメージしていたよりも何も出来ませんでした。新チームになって約３ヶ月なので、出来な

い事がたくさんあるのは当然です。それにしても想像以上に試合の中で何も出来ませんでした。正

直「このチームは無理だな」と思いました。 

 バッティングでは、普通のストレートに振り遅れる。ストライクをとりにくるカーブを振れない。

ランナーがいても進められない。投手にプレッシャーすらかけられない。これでは点をとれるはず

がありません。 

 守備では、投手は無駄な四死球を出す。ワイルドピッチをする。長打を打たれる。捕手は各塁に

正確で速いスローイングが出来ない。外野手はイージーフライを落球する。状況に応じた守備位置

をとれない。 

 そして何よりも、野球選手としてダメなのは、全員がひとつのボールに集中していないことです。

ランナーも守備者も一歩目のスタートが非常に遅い。『集中力』『一球にかける思い』そういうもの

が全く伝わってきません。ましてや守備の当事者以外は、それ以上にのんびりしています。試合中

の緊張感、戦う姿勢というか、ピリピリしたものがありません。ベンチにいる時や打球が飛んでこ

ない時などは休憩しているように見えます。 

 この姿勢で試合をしているのですから何試合しても心、身体が疲れるはずがありません。一試合

心を込めて、本気で集中して守るだけで、内野手や捕手はヘトヘトになります。投手は１００球投

げれば１００回心を削ります。消耗しないのは手を抜いているからです。 

 どんな良い投手でも投げそこないます。中学生のレベルでは１打席に１,２球必ず打てるボール

はきます。そのボールを見逃したり、打ち損じるのは、技術もあるでしょうが、集中力の無さが原



因です。心を研ぎ澄まし、一球のボールに集中し、甘いボールを逃さない。１,２年生の試合には、

野球というスポーツの恐さ、難しさ、一球のミスで勝敗が決まるという厳しさ、そういう緊張感が

全くありません。何事も無かったように同じミスを繰り返し、自分のミスでチームの足を引っ張っ

ているのに、反省し変わろうと努力しているようには見えません。 

 ただ声を出す、ただバッティング練習をする、それを努力とは言いません。それを一生懸命とは

言いません。そして、試合が終わっても余力がたっぷり残っている君達は、全力を尽くしていると

は言えません。体の力ではなく、心がヘトヘトになるぐらいの集中で試合に取り組まなければ、君

達の野球人生は変わりません。小学生の時からやってきた、お互いミスを繰り返し、試合が終わっ

て勝っていたら全部ＯＫのような野球は忘れてください。 

 野球は一球のミス（間違い）で勝負が決まる恐いスポーツです。一球も気を抜いて投げたり打っ

たりしてはいけないのです。練習から意識を変える必要があります。たくさん打てるから雑に打っ

ていませんか？『走塁』『守備』をバッティング以上のモチベーションで取り組んでいますか？「も

ういっちょう」試合では、もういっちょうはありません。その時点で負けです。 

 １，２年生の皆さん諦めますか、変わりますか。決めるのはあなた達です。 

 

 

第２３２話/2016.12.05 

 

 １２月３日（土）段原クラブの忘年会をしました。大勢の保護者の参加でとても盛り上がりまし

た。２次会はそれぞれに分かれ、私は十数人の保護者とカラオケに行きました。２年生の保護者は

ここ２カ月程の溜まりに溜まったストレスを吐き出すように大爆発。楽しい時間を過ごしました。

本来とても明るい性格の人達です。子ども達も本質は明るいはずです。スポーツは楽しむものです

し、大好きで始めた野球を苦しそうにやるのは間違っています。 

 野球は修行ではなく、どこまで行っても明るいスポーツです。学校教育の中でスポーツが本来の

楽しさを失っていったように思います。勝ったり負けたり、試合や練習の中でいろいろな場面があ

り、心が折れそうになることもあるでしょう。苦しいことを苦しそうにやるのと楽しそうにやるの

は、どう考えても後者が良いに決まっています。 

 中学生はいくらでもやり直しができます。試合でうまくいかなければ、しっかり反省し考え、同

じ失敗を繰り返さないように努力すればいいのです。 

 段原クラブのスタッフは良い結果を出す方法を知っています。４割、５割打つ方法を知っていま

す。打たれない投手になる方法も、ゴロやフライの捕り方も知っています。素直に努力すれば結果

はついてきます。信頼の中でしか本物は伝わらないと思っています。 

 ３年生の進学先がほぼ決まりました。今、受験の不安と高校野球への期待とが入り混じった複雑

な時期です。受験で人生は決まりません。自分の置かれた場所で精一杯やれば良いだけです。頑張

っている人間を必ず誰かが見ています。見られているからやるのではなく、やっていれば見ていま

す。 

 これから４ヶ月、もっともっとうまくなれます。ここからが段原クラブが他のチームと違う所『卒

業する時が一番うまい』私は毎年そのつもりで３年生と接しています。特に年が明けてから本気で

やりますよ。まず体作りです。故障しない柔らかで強い体を作りましょう。１，２年生はスピード

不足。この冬は厳しくなりそうです。 

 

 



第２３１話/2016.11.28 

 

 １１月２６日（土）の山本浩二旗争奪野球大会をもって本年度の大会が終わりました。８月末の

文部科学大臣杯から約３カ月、新チームはなかなか内容のある試合ができません。私は２試合程し

か見ていないのですが、スコアブックやコーチから話を聞くと、入部の時から常に言い続けている

「当たり前のことを当たり前にする」ができていないようです。 

 ピッチャーはストライクゾーンに投げる。ワンバウンドは投げない。野手はピッチャーが打ちと

った打球を１つアウトにする。バッターはストレートに遅れない。バントはできて当たり前。もち

ろん「全力で走る。」「大きな声を出す。」「ベースカバーに入る。」誰でもできる３つを疎かにして

いては勝負以前の問題です。 

 ２７日（土）は雨でグランドが使えませんでした。良い機会なので、１,２年生、保護者に私の

考え方、野球を長く続ける難しさ、夢と目標の持ち方、身体能力に恵まれていない選手の生きてい

く方法など話しをしました。確かにスポーツは体の大きさ、強さ、パワー、スピードが必要です。

野球もプロで活躍するためには人並み外れた能力がなければいけません。しかし、中学・高校野球

では、考え方、やり方次第でチームの役に立てる選手になれます。 

 全員が豪速球投手、ホームランバッターになる必要はありません。野球にはポジションが９つ、

打順も９つあり、全て役割が違います。バッティング練習はどうしてもヒットを打つ、遠くに飛ば

すためだけのスイングになりがちです。立場、役割によって練習の内容が違って当たり前です。ア

ウトになる技術（バント、右打ち）もレギュラーなら身に付けるべきです。 

 口ではチームの役に立つ選手になりたいと言いますが、心の底では自分中心、力もないのに試合

に出たい、ヒットを打ちたい、この２つぐらいしか考えていません。保護者も同様、一番の関心は

我が子が出るか出ないか、チームの勝ち負けではないようです。 

 これから３ヶ月、チームは白紙になります。３月４日（土）、５日（日）山口ミラクルクラブ招

待試合が平成２９年度最初の試合です。その日まで全員で背番号を取り合います。「チームの役に

立つ選手」それはどんな選手なのか、そのためにどんな練習をするのか、選手ひとりひとりが考え、

行動しなければいけません。その競争の中でチームの力が上がります。 

 毎年そうですが、段原クラブの勝負は一冬越してからです。選手がひとりでも心を見せてくれれ

ば、その子のためにチームを強くします。秋、当たり前に試合に出ていた選手、特に１年生は、２

年生との明らかな違いを見せなければ出る資格はありませんよ。 

 良い結果が出なければ、やり方を変えるか、選手を変えるか。どちらか一方なのか、両方なのか。

楽しみです。 

 

 

第２３０話/2016.11.21 

 

 １１月１９日（土）、１１月２０日（日）、第１０回 府中オーシャンズ親善野球記念大会にＡ，

Ｂ ２チームが参加しました。１９日（土）は前夜からの雨が朝まで残り、オープン戦となりまし

たが、両チームとも２日間で４試合でき、とても良い遠征になりました。 

 １日目に久しぶりにＡチームの試合を見ました。なるほど、勝てない理由が良く分かりました。

最も大きなものは、選手達が自らの能力を信じていないことです。新チームになり約３カ月、試合

も数多くこなし、努力もしています。自分達が思っている以上の力をつけています。確かに各自に

足りない部分もたくさんありますが、持っている力を出せば、十分に勝負できるレベルにきていま



す。保護者も含め、チーム全体でもう少し明るく試合をするべきです。おとなしい草食動物では勝

負に勝てません。勝負の世界はギラギラした肉食動物の世界です。考え方が変われば個人もチーム

もレベルアップできます。 

 １日目の夕食後、公園で素振りをしました。主力の２人（佐々木、水元）が最後まで残り、お互

いに「先には上がらない」と意識しながらバットを振っている姿を見て、今年のチームも必ず良い

チームになると思いました。試合にたくさん出る選手が１番多くの練習をし、苦労する。これが段

原クラブの伝統です。そして、その年のチームは必ず良いチームになります。 

 ２日目の２試合目、府中オーシャンズには勝てませんでしたが、今までと違った、戦う試合がで

きたようです。今年の試合も１１月２６日（土）の第６回山本浩二旗争奪中学生野球大会の準決勝、

決勝が最後です。１２月、１月、２月の３カ月、どんな練習をするのか、そしてどれだけ練習する

のか。１、２年生の２４人で９つのポジションを争います。Ｂチームの選手達、練習量も質もＡチ

ームに負けていては、一生追いつけません。もうすぐ後輩が入部してきます。大丈夫ですか？ 

 昨日、我が家に１通の喪中はがきが届きました。中学時代の野球部の恩師が亡くなった知らせで

した。中学１年生の時、道をはずれ、落ちていた私の家に来てくれ、「お前が必要だ、戻って来い。」

この一言で私を救ってくれた恩人です。毎年、年賀状を見るたびに、直接お礼を言いに行かなけれ

ばと思いながら、私の不義理で感謝の言葉を言うことが、もうできなくなってしまいました。１日

中、後悔の思いで苦しいです。父親、中学・高校の監督、私が今も野球が大好きで、今でもグラン

ドでユニフォームを着ていられる幸せを作ってくれた３人がいなくなってしまいました。 

 もし次の世界があり、もし会える日が来るのなら、その時、背筋を伸ばして会えるように、野球

の楽しさ、厳しさ、難しさ、そして素晴らしさを体の続く限り子ども達に伝え続けたいと思います。 

 山本先生、心から感謝しています。有難うございました。そして、申し訳ありませんでした。 

後悔。 

 

 

第２２９話/2016.11.14 

 

 １１月１９日（土）、１１月２０日（日）の２日間、第１０回 府中オーシャンズ親善野球記念大

会があります。段原クラブは毎年必ず出場させていただいています。 

 私は福山で開催される瀬戸内大会と府中オーシャンズのこの大会がとても好きです。本当に良い

大会だと思っています。 

 ２日間で必ず４試合出来る。普段やることのない県外のチームも参加している。グランドが良い。

運営はとても大変だと思いますが、参加する子ども達にとっては、この上ない大会だと思います。 

 今年は１、２年生の部員２４人を１２人ずつに分け、Ａ，Ｂの２チームで参加します。１チーム

１２人で４試合、全員が十分な試合経験が出来ます。お金と時間と手間をかけて参加するに値する

素晴らしい大会です。 

 子ども達には、大会を運営してくれる方、お金を出してくれる親、たくさんの人達に全力プレー

で感謝の気持ちを表して欲しいと思います。 

 新チームになり、Ａチームの試合はコーチに任せています。この大会も私はＢチームを見ます。

２か月間程、Ａチームに対し、親も子もライバル意識を持つようにたきつけています。「１年生だ

から、体が小さいから、Ｂチームでしょうがない」、「来年、Ａチームになれたらいいや」、これで

は本人もチームも強くなりません。親も子も火花がバチバチ飛ぶような緊張感がチームには必要で

す。下からの突き上げ、気を抜いたらポジションを奪われる。少しでもＡチームの選手にプレッシ



ャーをかけられるように、Ｂチームの選手は頑張っています。両チームとも力をつけています。持

っている力を思いきって全て出す：試合でやるのはこれだけで十分です。 

 今年、西部地区で開催された大会に参加するチームが減りました。参加料を払って１試合で負け

たらサヨナラ。グランドにマウンドがない。大会が３日間にまたがる。これでは遠くからは来ない

でしょう。子どもが参加する大会は２日間、１日目に必ず２試合出来る。私が市外の大会に出場す

るときの条件です。手間とお金をかけて、公式戦でもないのに１試合では、費用対効果が悪すぎま

す。 

 西部地区で開催される大会も、来年はしっかり考えないと先細りしていくと思います。いつも言

い続けていますが、大人の都合より子どものためを考えるべきです。開会式でマツダスタジアムを

使用するより準決勝、決勝で使用するべきです。同じ高いお金（全チームの参加料）を使うのなら

全チームに平等にチャンスがあるべきです。子ども達は、開会式をしたいのではなく試合がしたい

のです。勝ち上がったチームが良い思いをするのが勝負事の鉄則です。 

 

 

第２２８話/2016.11.07 

 

 私は三流のプロ野球選手でした。投手としてプロ入りし、１年目は２軍で９勝６敗４セーブ、勝

ち星はリーグ３位、防御率は２．６９。１年目としてはとても良い投手でした。２年目は１軍キャ

ンプ、春のオープン戦で先発も経験しました。 

 そんな中での６月に野手転向、投手としての可能性がある中での転向なので、バッターとしての

大きな期待があったのだと思います。私自身も打つ方に自信はありましたし、１年目は投げながら

打率２割８分０厘ほど打っていました。十分に通用すると思っていました。 

 その思い通り、すぐに２軍ではチームの中心を打てるようになりましたが、なかなか１軍に上が

れません。なぜなのか？武器がなかったからです。長打力？守備？足？どれをとっても全てそこそ

こで抜き出ているものがありません。もがきながらたどりついたものがホームランでした。「目立

つ」それだけを考え、ホームランを狙うバッティングに変え、ひとつ武器を見つけたことにより、

初めて１軍に上がることができました。 

 それが南海ホークスへのトレードにつながり、力を発揮するチャンスは増えましたが、つかめま

せんでした。原因は精神力の弱さです。高校生の時にはチャンスで打席に入ることが楽しくて嬉し

くて。どんな投手も打てないと思ったことはありませんでした。常に上から目線、見下して打席に

入っていました。それが年を重ねるごとにプレッシャーが増し、自信を失っていきました。特に１

軍では出場したい気持ちと出てミスをしたらまた２軍に落とされるプレッシャーで、試合出場の喜

びもなくなっていました。 

 良い結果が出るわけはありません。そんなことを繰り返し、１０年（２８歳）で現役生活を終え

ることになります。読売ジャイアンツ、南海ホークス、阪神タイガースの３球団でたくさんの選手

を見てきました。一流の選手（１０年以上レギュラーとして出続ける）にはかないませんが、技術

的には勝負できたと思っています。しかし、野球は持っているものを試合で出せなければ何もない

のと同じです。そういう意味で私は三流の選手にしかなれませんでした。 

 段原クラブは正しい技術を正しい練習で伝えています。そして子ども達は確実に身に付けていき

ます。３年生はもちろんのこと、２年生もこのところ、質の良い打球が打てるようになってきまし

た。 

 段原クラブでの１年間は大きなものがあります。３年生と２年生、そして１年生は違います。自



分がやってきた努力、そして身に付けた技術、自信と誇り、今年のテーマです。子ども達に私のよ

うな失敗をして欲しくありません。試合に出られる喜び、そして打てなくても、捕れなくても、打

たれても、負けても、君達は野球人生のまだまだ途中です。中学野球なんて通過点です。全国大会

に大した意味はありません。高校の甲子園も同じです。全て通過点に過ぎないのです。失敗しても

君達に失うものはありません。 

 好きな野球。修行ではありません。好きなことは楽しくやるべきです。まず明るく元気に、顔か

ら変えていきましょう。 

 

 

第２２７話/2016.10.31 

 

 野球の試合では、誰もが出来る事とそうでない事があります。ヒットを打つとか、三振をとるな

ど、技術や精神力、そして運も必要な事があります。その中で、やろうと思えば今すぐ毎試合必ず

でき、チームの役に立つ事があります。 

 段原クラブでは、入部したその日から何度も何度も言い続けています。今（新チーム）それが出

来ません。「大きな声を出す！！（大きな、です）」「全力（全ての力）疾走する！！」「カバーに入

る！！」、この３つです。本人がやろうと思うか思わないかだけで、体の大きさも力の強さも、バ

ッティング技術も速いボールも何もいりません。思いだけで誰でもでき、チームの役に立つ。こん

な簡単な事をなぜしないのでしょう。それは思いがないからです。 

 人間の体は脳が支配しています。無意識で体が動く？それは努力に努力を重ね、何年もやり続け

て初めて身に付き、考える前に体が反応するようになるのです。中学生ではそこまでいきません。

常に頭で意識し続ける（思い続ける）事が必要です。気を抜くとは、思いが止まる事です。 

 勝負は勝ちと負けがあり勝った方が良いですし、勝つためにやらないのはルール違反になります。

公認野球規則 1.05 <1.02> 「各チームは、相手チームより多くの得点を記録して、勝つことを目

的とする。」と書いてあります。試合はチームが勝つためにやらなければなりません。個人成績（ヒ

ットを打つ）のためにやることもルール違反なのです。勝つためにやらなければいけない試合で誰

でも出来る、チームに役に立てる仕事をしない選手は、試合に出る資格がないということです。 

 言い続けている当たり前の事を当たり前にする。それをやろうともしない新チームは当然、良い

結果を得る事はないということです。 

 「練習は個人のため、試合はチームのため」 

３年生が続々と進学先を決めています。今年の３年生は向上心が強く、安全に試合に出られそう

なチームでなく、今の力では少し厳しいなと思う学校を選ぶ子が多く、少し心配しています。 

しかし、最後に決めるのは本人であり、決めたらやるだけです。これから４ヶ月、技術も体力も

レベルアップし、スタートから勝負出来るように準備して下さい。自ら選んだ野球、そして段原ク

ラブ、高校、言い訳はいりません。何をどうした方が良いのかは全員分かっているはずです。 

段原クラブのスタッフは全員、心を込めて全力で取り組む選手と同じユニフォームを着てグラン

ドに立ちたいと思っています。心が伝わらない時にはグランドに出ても、バットを振ってもそれは

意味の無いものになります。言いたい事、分かりますよね。練習は数ではなく内容です。全力を出

し尽さないと本物の力はつきません。 

まず、自主練習する力が残らないぐらいの集中した練習、試合をするべきです。自主練習はそれ

をやった選手だけがするものです。 

 



 

第２２６話/2016.10.24 

 

 １０月２２（土）、２３日（日）の２日間、高校野球の指導に行ってきました。 

普通の高校ですが、１９人の部員で今秋の県大会で準優勝し、中国大会に出場します。どんな練

習をするのか、どんな子ども達なのか、とても楽しみでした。 

 一日中練習をしないと聞いていましたが、中国大会の前なのでやるだろうと思っていると、土曜

日は雨が降っていた事もありますが、練習は本当にあっさり終わりました。自主練習をする選手も

数人いましたが、監督さんはほとんどみないそうです。 

 誰かが見ているからやる、見ていないからやらない、こういう選手が多いのは事実です。これで

は上達しません。私も同じ考えです。練習は短く、自主練習で本当にやりたい練習をする時に上手

くなる、疲れた体で技術は身に付かないと思っています。 

 ２日間と短い時間でしたが、選手ひとりひとりに私の持っているものを全て伝えたい。しかし、

大会前なので大きく変えるわけにはいかない。そんな中で、日曜日の練習試合で対戦相手の投手の

レベルが低いとはいえ、２試合で３６得点。私はそれまでのバッティングを知らないので比較は出

来ませんが、子ども達の表情を見ていると、バッティングの楽しさを伝える事は出来たように思い

ました。 

 昼休みに気になった選手にティーを上げていた時、８人程の選手たちが自分にも教えて欲しいと

室内に来た姿を見て、このチームが強くなるのは当たり前だと思いました。指導に行ったつもりで

したが、私の方が教えられた事が多く、中学から素材に恵まれた選手を集める事もない中で普通の

県立高校が野球校に勝つ。 

 段原クラブも同じように出来る子どもを集めてはいません。短い練習時間など共通点が多く、ト

レーニングの考え方、子ども達への接し方、野球以外にしっかりやらなければいけない事など、私

が監督さんから教えて頂いた事の方が多かったように思います。本当に意味のある２日間でした。 

 今回こういう機会を頂いた大浪さん、山内和宏さん、関係者の皆さんに心から感謝しています。

そして選手達が中国大会で、持っている力を全て発揮できることを祈っています。 

 段原クラブの新チームは今、苦しんでいます。エースもポジションも固定出来ていない状況で良

い結果がでないのは当たり前です。負ければ良いのです。その中から足りない事、出来ない事、や

らなければいけない事を自分で見つけなければ、そして認めなければ変わりません。ひとりひとり

が個々の能力を上げる、今はそれに集中する時です。チーム内でライバルを見つけ、火花を散らし

て競争して下さい。私は見ています。全員を見ています。変わるために練習があります。変わった

姿を見せて下さい。子ども達が変わっていく姿を見ている時間が私は好きです。 

 

 

第２２５話/2016.10.17 

 

 １０月１６日（日）広島県少年ソフトボール連盟の選手権大会に新入部員募集のチラシを配りに

行きました。 

 久しぶりに小学生のソフトボールを見て驚いたことが二つありました。一つ目はピッチャーの投

げ方です。ほとんどのピッチャーが飛んで１歩前から投げています。なぜこれが許されるのか。い

つ、どんなきっかけで始まったのか。ルールが変わったのか。ルールブックにどのように書いてあ

るのか分かりませんが、どう書いてあろうと私には理解出来ません。「足を引きずっているから 



ＯＫ」とかいろいろ言い訳を重ねたとしても、全ての投手が飛んでいるのです。そして１歩前から

投げています。いんちきです。ピッチャープレートは必要ありません。踏み出した足がサークルか

ら出るなんて、どう考えてもおかしいです。陸上選手が３メートル程飛んで投げてもＯＫなのでし

ょうか。協会はなぜこんないんちきを許すのでしょうか。試合に勝つためにルールの盲点をつくこ

とができるなら何でもあり、間違っていると思います。子どものスポーツはあくまで通過点、正々

堂々とやるべきです。少しでも前から投げたいのなら、ルールを変えてピッチャープレートを前に

したら良いのにと思いますし、あくまで子どものスポーツはごまかすようないんちきまがいの事は

やるべきではないと思います。ソフトボール協会の皆さん、しっかり考えてみてください。誰でも

分かる事です。 

 二つ目は、ほとんどのチームのユニフォームが変わっていた事です。なぜ変えるのでしょう。理

由が分かりません。チーム愛とか伝統とか繋いでいくものとか、そういう意識がないものだと思い

ました。監督が変わる時にユニフォームを変える事が多いのでしょう。しかし間違っています。チ

ームは続きます。チームの長い歴史の中の一部分を引き受けるにすぎません。その一部分のために

自分の好きにして良いのでしょうか。高校野球では学校名が変わる時にユニフォームが変わること

があります。それでも私は少ししっくりきません。実は私の母校、愛工大名電も校名変更と同時に

ユニフォームが変わりました。ＯＢの一人として寂しい思いをしています。チームの中で変わらな

いもの、ＯＢがいくつになっても我がチームと思えるものを残していくべきだと私は思います。何

百人と関わって続けてきたチームを数人の考えで変えるのはどうなのかと思いました。 

 またまたこんな事を書くとソフトボールの関係者に嫌われるのでしょうね。しかし何と言われよ

うと私は子どものためにならない事とは戦いますし、ＯＢ全ての子ども達のためにチームは続けて

いくものだと思っています。 

 

 

第２２４話/2016.10.11 

 

１０月９日（日）３年生の卒団試合と卒団式を行いました。毎年のことですが、入団から２年半

あっという間です。これから高校入学までの６ヶ月、３年生が一番伸びる時です。プレッシャーか

ら開放された子ども達は自分のために自分のやりたい練習を自らが考えてやります。そして下級生

の指導もします。当然、力がつきます。卒団試合でも伸び伸び自分のスイングをし、新チームから

１５点を取りました。１１日（祝）の練習も明るく大きな声が出て、大好きな野球を楽しんでいま

した。指導者として、厳しい中にもこの雰囲気で練習に取り組める環境を１、２年生のときから作

らなければいけない、修行でなくスポーツの練習をさせたいと思いました。 

 卒団試合を見ていて、新チームが心配になりました。文部科学大臣杯で広島スターズと競った試

合をしたことで、少し全体が勘違いしているように思っていました。しかし、本当の力はありませ

ん。３年生と対戦すると全く試合になりません。卒団試合で一番気になったのは、格上に向かって

いく、食らいついていく、そんな姿勢が全く見えなかったことでした。負けるのは当然です。しか

し、腰を引いて逃げまくり怖がるバッテリー、バッティングからも守備からも闘志、闘う心が見ら

れませんでした。力もなく心も無ければ結果は明らかです。力が無ければつけるしかありません。

練習しかないのです。ひとりひとりが最低でも学年１、チーム１の練習をする、それがチームの力

に変わります。有り難いことに練習をたくさんやり続け、結果を出した３年生が近くにいます。負

けない努力をすればいいのです。 

 本気の子どもに私は付き合います。まず親が、そして子どもがあきらめないことです。言葉はい



りません。体を動かすことです。これから春までの６ヶ月、１、２年生も３年生も野球人生の中で

大切な６ヶ月です。どう使うかは君達しだいです。 

 

 

第２２３話/2016.10.03 

  

１０月２日（日）段原クラブ総会で保護者の役員が変わり、いよいよ本格的に新チームが始動し

ました。３年生は高校に向けて、１、２年生はチーム内の競争に勝つために努力していくことにな

ります。総会の席で１、２年生の保護者に話をしましたが、野球というスポーツは技術力の勝負を

するものですが、最低限の体格と体力は必要です。１、２年生を見ると８０％の選手が中学生の野

球で勝負出来るレベルに体の力が達していません。来春に向けて一番の課題は体作りだと思います。 

スピードとパワー、出来たら両方、少なくとも片方は手に入れなければ技術を発揮出来ません。

特に１年生は、本来、小学校で身に付けておかなければいけない基本を全くやってないので、時間

が必要になります。小学校の野球（ソフトボール）は試合を数多くこなすだけで、本来、下級生の

時（試合に出る前）にやらなければいけない、基礎をおろそかにしているため、体の大きさ、強さ

で勝負がつくだけの野球になっています。その選手が年齢を重ね、体のメリットがなくなれば終わ

ってしまいます。野球を長く続けるために、基礎、基本が一番必要です。 

段原クラブでは、この部分に時間をかけて徹底することにより、３年生になってから実力が伸び、

夏になれば勝負出来るチームになります。入部してきた子どもの素材の良し悪しでチームの成績が

大きく上下するようであれば指導者は必要ないということになります。正しい練習を数多くやる

（故障するほどではやっていけません）結果は出るものです。しかし、練習を何年も継続していく

ことは大変な事です。人はそんなに強くありません。心が負けそうになります。その時、保護者の

協力が必要です。子供のために、時には鬼になり、時には仏様や天使のようになり支えなければい

けません。ひとりの力で夢に向かって努力するよりは家族の力を結集した方が大きな力になります。

厳しく、優しく親として出来ることをやらなければいけないこと、是非、彼らのためにお願いしま

す。「親の思い以上に子どもはなりません」子ども達の成長のために、段原クラブスタッフ、保護

者全員の力が必要です。また一年頑張りましょう。子ども達は結構いい思いさせてくれますよ。 

 

 

第２２２話/2016.09.26 

 

今、９月２６日０時です。３年生の試合が２５日（日）終わりました。最後の試合が雨のため抽

選になり、最後に広島スターズに全力でぶつかって終わるという私の思いは少し残念な形になって

しまいました。昨日の夜、布団の中で３年間のたくさんの出来事をひとつ、ひとつ思い出しながら、

日曜日の試合の結果に全く興味が無くなっていきました。１年生のリーグ戦で広島レディースにエ

ラーでやっと勝てたこと、カープジュニア（小学校６年生）に２試合連続完封負けしたこと、府中

オーシャンズの招待試合で１年生のＢチームは同じ１年生に２日間４試合１勝も出来なかったこ

と、文部科学大臣杯も全軟も段原クラブでは初めて１回戦で負けたこと、本当にまったく勝てなか

った今年の３年生、そのチームが、あきらめず頑張り続け、努力し続け、チームスタッフたくさん

の人達の協力を得て、最後の最後、勝負出来るチームになりました。前にも書きましたが、府中オ

ーシャンズ、広島スターズに何度もぶつかり、はじき返され続けたことが、少しずつ子ども達の力

になりました。この２チームには只々感謝です。自分達より上手い選手、強いチームにくらいつく、



次こそはと練習する。指導者として子ども達の頂点を勝手に決めない。「もっと出来る」、「必ず出

来るようになる」、今年はずっと言い続けました。今でもずっと段原クラブは１年生のリーグ戦で

ほとんど勝ったことがありません。それでも３年生の春にはある程度のチーム力になっていました

が、今年は思うようになりませんでした。時には聞くにたえないような言葉を子ども達に浴びせた

こともありました。正しいかどうかといえば正しくないかもしれません。話を聞けば、何度もやめ

ようと思った子が何人かいたそうです。最後まで本当にありがとうございました。９月に入り、堂々

と段原クラブの試合を貫いてくれる選手、チームになってくれて感謝です。 

これから君達は高校野球に向けて方向を変えます。ひたすら個人にレベルアップです。グランド

に立つ限り、全力で協力します。高校で野球をするために全員、足らないものが山のようにありま

す。私の持っている物、ひとつでも多く身に付け、頭に入れて卒業して下さい。これからの６ヶ月、

一番上手くなれる時です。後輩に伝えることも大切な仕事です。これも君達の力になります。 

最後の試合の夜は寂しい夜です。中々寝つけませんが、君達の努力のおかげでとても心地良い疲

れを感じています。 

 島川、橋田、西、村田、大西、石田、長沖、目次、児玉、平見、浅井、山藤 

 ナイスゲーム ありがとう。 

 

 

第２２１話/2016.09.20 

 

９月１７日（土）、１８日（日）八幡大会がありました。例年この大会が３年生最後の試合でし

たが、今年は９月２５日（日）のリーグ決勝大会が卒団試合になります。１８日（日）はあいにく

の雨で試合が出来ませんでしたが、１７日（土）には目標にしている広島スターズと対戦すること

ができ、子ども達にとって意味のある１日になりました。今年は今まで一度も勝つ事が出来ません

でした。当然、見下されています。その為エースが投げてくることはありませんでした。勝ちまし

たが不完全燃焼のかたちになりました。 

 段原クラブとして守備、走塁、バッティングでミスが多くあり、高校入学までにやらなければ

いけない事がたくさん見えました。しかしこの勝ちは次の対戦で広島スターズに火がついてくれれ

ば、とても価値のあるものになります。選手の成長のために、自分よりレベルの高い選手（チーム）

との対戦が必要です。今年のチームは府中オーシャンズ、広島スターズという広島県２強と何度も

対戦することができ、恵まれた年だったと思います。自分より上の選手がいることをしっかりと目

でみ、感じ、身に染みることが大事です。その後の取り組む姿勢がこれからの野球人生を決めます。 

１９日（祝）の甲山ジャガーズの招待試合が雨で中止になり、新チームとしてはとても残念です。

新チームもより強いチームと早いうちに対戦し、自分達の今の力を選手自身で知ることが必要です。

それがこれから秋、冬の練習に大きく影響します。 

段原クラブは１年生の時、ほとんど勝つことが出来ませんが３年生になれば勝負出きるように必

ずなります。今年の３年生は大きな大会で中々持っている力を出せませんでしたが、先輩達に負け

ない力を身に付けています。努力もしています。残り２大会、自信を持って全ての技術を今までお

世話になった保護者の前で披露して欲しいと思います。 

勝ち負けはそれほど大事なことではありません。私は君達の努力を見てきました。それで十分で

す。 

 

 



第２２０話/2016.09.13 

  

広島カープが優勝しました。全国のカープファンは大喜びだと思います。嫌われることを承知で

書きます。喜ぶのは結構ですが、なぜ２５年も優勝することが出来なかったのか？なにが原因なの

か？どこに問題があったのか？しっかりと検証する必要があると思います。お金の問題だけでしょ

うか？６チームでやっているペナントレースです計算が合いません。優勝を決めたジャイアンツ戦

を見ていてカープが勝った理由もそうですが、ジャイアンツが勝てない理由がはっきりと判りまし

た。プロスポーツ選手、アスリートです。私は下半身（足）が重要だと思っています。「全力疾走」

プロアスリートとして当たり前に出来なければいけないこと、カープの選手は外国人選手を含め、

全員が出来ています。ジャイアンツは情けない限り、全力で走ると故障する選手までいます。プロ

として１年で大金を手に入れる選手がまともに走れない。厳しい言い方をすればお金を頂いてプレ

ーを披露するレベルではないと思います。いくらバットを振ることが出来ても、あの走塁ではプロ

としてどうなの？優勝出来なくて当然です。 

段原クラブは９月１１日（日）山本浩二旗に新チームＡ,Ｂに分けて２チーム参加し両方と勝ち

ました。私はＢチームを担当しました。ＢチームとはＡチームに選ばれなかった 1 年生です。勝敗

は相手しだいですが、１週間前の大野シニア戦でエラーだらけだった選手達がエラー１つの 1 失点、

この点だけ少し評価出来ます。基本の徹底と守備は足ということを少しずつ意識してくれるように

なりました。試合に出るためにはまず守備です。打つ練習は楽しいです。しかしチームの為にはま

ず守備です。Ａチームの選手に追いつけ追い越せ。チャンスはあります。練習あるのみです。 

１年生のお母さん達に段原クラブとして当たり前のことを書きます。この試合が始じまった時、

ネット裏のテントの下に全員がいました。日焼けが嫌ならグランドに来なくて結構です。送り迎え

のためだけなら、グランドに選手を降ろしたら帰って下さい。チームを応援する気のない保護者は

グランドに必要ありません。次に相手のエラーで得点した時のはしゃぎっぷり、恥ずかしくないで

すか？段原クラブはランナーやコーチャーがサインを盗んだり、ピッチャーがセットポジションに

入った時、ベンチやコーチャーボックスから大きな声を出して動揺を誘ったり、相手のミスを期待

するようなバッティングをしたりして勝とうとは思っていません。正々堂々と、ピッチャーとバッ

ターの１対１の勝負の中で練習で身に付けた技術と精神力で勝つことを目指しています。貴方達は

小学校のチームでレベルの低い野球をやってきたので恥を知らないと思いますが、段原クラブは違

います。相手のミスで大喜びするような選手・保護者にならないで下さい。私はプライドを持って

段原クラブのユニフォームを着ています。 

開会式で広島スターズの監督と話をしました。今年のチームはまだ一度も勝っていません。あり

がたいことに、あと３回対戦できるチャンスがありそうです。諦めません。最後まで全力でもがき

ます。広島スターズも全力できてくれると言ってくれました。何度はね返されても格上のチームと

やるのは選手にとって宝になります。今年のチームは恵まれています。チーム一丸、段原クラブは

最後の試合が一番強い。 

 

 

第２１９話/2016.09.05 

  

今年の選手は平均以下の投手は本当に良く打ちます。前にも書いた通り、練習で身に付けた正し

い技術があるので当然だと思います。しかし、少しレベルの高い投手（アウトコースにストレート

が投げられる、変化球でいつでもストライクがとれる、スピードが少しある）になると中々持って



いる力を出せません。 

 なぜか？頭の問題だと思います。良い投手ほどしっかりとアウトコースに投げてきます。早い

カウントから変化球でストライクをとりにきます。そして追い込んだら自信のあるボールを持って

います。では、良い投手を打つにはどうしたら良いか？まず追い込まれる前に勝負しなくてはいけ

ません。１球目、２球目に集中する必要があります。アウトコースストレートか変化球、配球を読

みます。そしてどちらのボールも引っ張りに入ると確率が下がります。意識はセンター返し。コン

パクトなスイングで確率を上げます。ミスせず１球で打つ集中力が必要です。特に段原の中心打者

に対してインコースのストレートを多投して勝負してくる投手はいません。本来、中心打者ほど配

給は読みやすいはずです。私は高校時代４番を打っていました。甲子園に出るチームの４番、イン

コース、ストレートは投げてきません。変化球を待っていれば必ずきました。引っ張る意識を捨て、

変化球を打つことで５割以上の打率を残せました。なにも考えなくても全てのボールに対応出来る

技術があるのなら考える必要はありません。今の段原クラブにそのレベルのバッターはいません。

０．２５０の技術で０．３００を打つ。頭を使えば出来ます。これは何度も言っています。野球は

頭と足でやるスポーツです。練習をして身に付けた技術を１００％以上発揮するのか、半分しか出

せないのか自分自身の考え方しだいです。中学レベルの投手を打つぐらい、そんな難しいことだと

思いませんが・・・。正しい技術と正しい考え方、段原クラブは両方ともしっかり伝えています。 

試合に出ると良いこと、悪いことがあります。打てたり、打てなかったり、捕れたり、捕れなか

ったり、そして勝ったり、負けたり。自分のミスでチームが負けることもあります。厳しい言葉を

ぶつけられる事もあります。試合に出なければ良い思いをすることはありませんが、嫌な思いをす

ることもありません。出ればミスをし、苦しむことがある。出なければそんな思いをすることはな

い。あなたはどちらを選びますか？ 

私はどちらでも構いません。自分で決めることです。苦しい道と楽な道、練習でも試合でも２通

りあります。勉強も同じです。自分で選び、自分で責任をとる。私達指導者はあくまでもその思い

のお手伝いをするだけです。思い通りにならない責任は全て自分自身にあります。 

 

 

第２１８話/2016.08.29 

 

８月２７日（土）、２８日（日）３年生は瀬戸内大会、１、２年生は文部科学大臣杯（全軟 春 予

選）に出場しました。瀬戸内大会はＡクラスで府中オーシャンズに、文部科学大臣杯は２回戦で広

島スターズに敗れました。どちらも番付通り（実力通り）の結果だったと思います。段原クラブの

選手がそれぞれのチームに入った場合、レギュラーで試合に出る事が出来るのは２人。７対２で試

合をすれば結果は見えています。しかし、今までもずっと段原クラブは個々の身体能力は３対６、

良くて４対５の中で戦って来ました。今年も勝負出来る２人以外の選手がもう少しずつ力を付けて

いけば、勝ち負けは判らないレベルになれると思っています。野球はチームスポーツだとよく言わ

れます。確かにそうです。が、勝負の行方は投手が握っています。調子が最低の時で７回３失点が

基準です。これ以下の投手ではトーナメントを勝ち上がることは不可能です。公式戦でマウンドに

上がる資格は無いと思っています。野球はスピードだとつくづく思いました。投手のボール、走塁、

野手の送球、スイング、全て早いほうが強いです。中心の２人以外は府中オーシャンズの選手に全

てのスピードで完敗です。やっているつもりでしたが原点の原点、体作りをもっと真剣に取り組む

必要をつくづく感じた１年でした。体作り（食事、睡眠、トレーニング）正しい技術もスピードが

なければ試合の結果につながりません。 



新チームはスタートしたばかり、ひとつの大会が終わり一区切りです。時間のない中で良くやっ

たと思います。私の中ではチームは白紙です。来春に向けて１からポジションをじっくり考えたい

と思っています。勝つためには投手を含めたディフェンス力、特に守備力のアップが必要です。点

を取られるならヒットを打たれた時のみ、そんなチームにならなくては勝つ確率は上がりません。

守備力と走塁にはスランプはありません。３年生は府中オーシャンズに完全に力負けしましたが、

全員が今年一番の全力疾走を見せてくれました。「勝ちたい」「なんとかしたい」「諦めない」そん

な気持ちはベンチの私に伝わってきました。続けて下さい。練習からやって下さい。どうやったら

一泡吹かせられるか昨日からずっと考えています。結論は今まで以上に頭を使って練習するしかな

いということです。ちなみに文部科学大臣杯で負けた後、４人の１、２年が、福山から帰った後２

人の３年生がフルスイング塾で打ちました。理屈ではなく、正しいかどうか、良いか悪いかそんな

ことはどうでもよくて、頑張っている選手と過ごす時間は良いものです。２日間の遠征で体はヘト

ヘトでした。決勝に負け、文部科学大臣杯も負けたと聞きましたが、心は６人の選手のお陰で前に

向くことが出来ました。本気の選手がひとりでもいれば、その選手のために勝たなくてはなりませ

ん。そのためだけに本気でない選手にも教えなければいけません。監督とは厄介な仕事です。 

３年生の皆さん、グランドに立っている限り私は貴方達を諦めることも、甘やかすこともありま

せん。それが私の責任です。 

 

 

第２１７話/2016.08.22 

  

 いよいよ、今週の土曜日から文部科学大臣杯（新人戦）です。今年は瀬戸内大会と重なるため、

新チームは練習内容、練習試合、メンバー何から何までコーチに全て任せています。段原クラブは

全ての指導者が同じ技術論、野球感で統一しているので何一つ不安はありません。今までにないと

ても良い環境で練習、試合をこなし準備をしてきた１、２年生は恵まれています。 

 「勝負」勝つか負けるかわかりません。そして必ず勝たなければいけない訳でもありません、が。

自分達の置かれた環境をよく理解し、心を込めてプレーする責任はあります。試合はもちろんです

が、その前に特に試合に出る選手はチームの誰より努力し万全の準備をする責任もあります。 

 いつも言っている通り、段原クラブの選手達は練習してきています。そのまま当たり前のことを

当たり前にやれば、結果はついてきます。是非、自信に満ちた表情で堂々としたプレーを期待して

います。これは段原クラブの子ども達全員に対する思いです。 

夏の甲子園が終わりました。今年も一番正しい投げ方をした投手が勝ちました。アウトコース低

めに正しいストレートをここ一番で投げられる投手、そしてピンチの時、インコースを思い切って

つける投手、私がいつも段原クラブのピッチャー達に要求していることです。 

 チーム力は投手力、広島代表は今年も投手だけが全国レベル、バッター達はほぼ勝負出来ません

でした。ずっと続いている広島県の打力の低迷はなぜなのでしょう？ 

 小中学校の指導者の皆さんも考える必要があると思います。もちろん高校の指導者は甲子園に出

るための野球ではなく、もう一ランク上の野球を考えるべきだと私は思います。木のバットを持っ

て何も出来ない選手は野球選手ではありません。 

 

 

第２１６話/2016.08.16 

  



 今年の段原クラブは弱い、本当にたくさん負ける。技術が無い訳ではありません。練習は間違っ

てないですし、努力している選手も多く、ほとんどの選手がしっかりとした技術を身に付けていま

す。ではなぜ勝てないのだろう。ずっと考えてきました。 

 1 番は監督の力不足、そして今年の選手は良い家庭で優しい父母に大事に大事に育てられてきた

優しく可愛い子。言い方を変えれば、動物園で生まれて育てられたライオンです。自分で獲物を捕

らえることが出来ません。正しい練習をして正しい技術を伝えているので、普通に練習をすれば力

は付きます。しかし、それを試合で出せるかどうかは別の話です。 

 つくづく思い知りました。私は子ども達に技術を伝えて上達させることは出来ます。しかし、生

まれて中学生になるまでの育ちを変えることは出来ません。指導者としての力不足を痛感していま

す。今までいろいろな方法で子ども達にチャレンジしていましたが、最後まで自信を持ってプレー

する選手がいませんでした。私はプロ入りするまでずっとチームの中心選手でした。「勝ちたかっ

たらランナーを置いて俺にまわせ」と常々口にする生意気な選手でした。高校３年で負けた２試合

（甲子園と夏の決勝）は私がノーヒットだから負けました。勝っても負けても自分の責任。チーム

の先頭に立って風も雨の全部引き受ける、それが中心選手だと思っていました。 

 選手は横一列ではなく、縦一列に並ぶべきです。おててつないで横一列、くだらない運動会のよ

うです。これから先、野球を続けていくのなら牙が必要です。これは他人に作ってもらうことは出

来ません。自分で生やすしかないのです。試合は勝つか負けるか、大げさに言うと生きるか死ぬか

の戦いです。戦いのための武器を持つためにお手伝いをしているだけです。それ以上のことが出来

る指導者ではありません。 

 君達に変わりに試合で打つことも投げることも出来ません。戦うのはあなた達です。只々私の力

不足、監督としての能力の無さを申し訳なく思っています。 

オリンピックで金メダルを取った柔道の選手が言っていた「１０分の１の力しか出せなくても勝

てる練習をしてきた」ここまでやれたら良いですけど、難しいです。指導力が欲しいです。 

 

 

第２１５話/2016.08.08 

  

 毎年、練習・応援Ｔシャツの背中の言葉は変わります。その年のチームに必要なこと、足らない

こと、意識して欲しいことなどを考えて作ります。今年は誇りと自信、段原クラブの選手、保護者

としての当然もって欲しいものです。大きな大会だったり、大事な場面、そして強い相手と戦う時

に必ず必要となるものです。そしてそれがなければ勝つことは出来ません。 

８月も半ば、３年生は残された大会はわずかです。最後まで私が望んでいた堂々とした戦いは出

来そうにありません。完敗（手も足も出ないで負ける）しても、親子共々普段通りの生活、そして

普段通りの練習、私の中には無い考え方です。負けてナイスゲームはありません。あったとしたら

自分達を格下だと認めて戦った場合です。同級生と戦う学生野球、一生負け続けることになります。

素材、素質、もちろん持って生まれたものがあります。そんな事はわかっています。 

 私は負けたことに腹を立てている訳ではありません。「こんちくしょう」、「くらいついてもなん

とかする」、「次は絶対にいわしてやる」、「もっと練習しなくっちゃ」、「このままで終われるか」、

こういうものが全く見えない３年生の親子に苛立っています。気持ちがないのなら後輩達にチャン

スを譲るべきです。「誇りと自信」私と同じユニフォームを着て同じグランドに立つのなら持って

いて当たり前のものです。野球は特別なものです。片手間でやられたら許しません。自信がなけれ

ば練習するしかないのです。自信も無いのに練習しないのは諦めです。諦めたらユニフォームを脱



ぐべきです。諦めの悪いやつ、最後の最後まであがくやつ、そんな選手とこれからの残り少ない試

合をやっていこうと思っています。言いたいことは山ほどありますが、これ以上書くと段原クラブ

のイメージが悪くなるので止めます。 

 

 

第２１４話/2016.08.01 

  

 ７月３１日（日）県知事杯がありました。段原クラブと広島グリーンファイターズが中心になり

準備、運営する大会の１日目が無事終わり一安心しています。このところ、西部で開催する大会に

チームが集まりにくくなっています。何が問題なのか？関係者で話をする必要があると思います。

折角の１日が１試合では大事な１日がもったいない。子ども達の為にやるのなら勝っても負けても

２試合出来るシステムを作るべきだと思います。 

今は３年生が出られる大会がまだ数大会ある中で文部科学大臣杯（２、１年生の大会）まで１ヶ

月を切っているというチームとしては難しい時です。段原クラブでははっきりと分けて新チームに

も試合経験させています。今までと違う方法をとりました。これからも約６試合予定しているため

下級生にとっては文部科学大臣杯に臨むにあたって恵まれた環境にあると言えます。試合の勝ち負

けは別にして、これを有り難い事と捉え、心を込めて全力で取り組むべきです。それは保護者も同

じです。 

昨年、私がベンチにいる事により子ども達のプレッシャーになり力を１００％発揮できないので

はという考え方がありました。私はその程度の心では高校野球は出来ないと思っていますが、現実

にはそんな選手がいるようです。今年の３年生を見ていても少しそのように感じています。 

 段原クラブは正しい練習で正し技術を伝えているので子ども達は３年生になるとレベルの高い

ものを身に付けています。しかし試合では私の思っているレベルの力が中々出ていません。今年の

選手達はこんなものではありません。全員とは言いませんが、練習量と質に裏打ちされた力があり

ます。私が見ていて今年、打てそうにない投手は見当たりませんが、中々思い通りにいかないのは

やはり私のプレッシャーが原因なのでしょうか？私はプロ野球選手になり、１軍の打席に入るまで

打席でプレッシャーを感じた事がないので良く判りません。まして自分のチャンスは相手のピンチ、

なぜプレッシャーがかかるのか理屈でもおかしい話です。打つことが楽しいはずの野球です。打席

が楽しめないのなら野球をする意味がありません。考え方ひとつで変えられると思うのですが。 

試合の中であるチームのコーチが、足元にきた打球を避けた時にもの凄く大きな声で「避けるな

当たれ」のようなことを言いました。私はものすごく悲しくなりました。「まだいるんだ」いつま

で子ども達の足を引っ張る大人が野球にたずさわるのでしょう。上から叩いてゴロを打てと言った

り、なぜ野球の技術を伸ばして上げないのですか？バッターボックスにはヒットを打つために入り

ます。その為にはボール球を打ってはいけません。四死球をとるためにではありません。ヒットを

打てるようにならなければ上で野球が出来ません。今、勝つことではないのです。ましてやルール

ブックに避けなければいけないと書いてあります。スポーツはルールに基づいてやるものです。指

導者がそれを欺こうとすることは絶対にあってはいけません。 

 何度も言っていますが、広島の高校野球のレベル、特にバットを振るレベルの低さ、甲子園を見

ればわかるはずです。 

 本当に今のままで良いのですか？中学生の野球にも責任があると思います。子どもの素材の違い

と言い訳をするのはやめませんか？段原クラブは体が小さくてもずっとバットを振り続けます。私

はそれが子ども達のためになると信じているからです。 



 

 

第２１３話/2016.07.25 

  

 ７月２３日（土）、２４日（日）岡山のオール笠岡ドリームスの招待試合に行ってきました。２

日間で４試合２勝１敗１分、１番、３番バッターを欠き文部科学大臣杯のために２年生を試したり

しながら、勝敗はまずまずです。しかし内容はボロボロでした。良かったのはエースのみ、後の選

手は誰一人納得できていないはずです。日刊大会の時、守備のミスと四死球が減ったことにより、

良い試合が出来るようになったと書きました。私は少しずつ力が付いてきたと思っていました。勘

違いでした。少しのプレッシャーだったり、集中力が切れたりしただけでエラー、エラー、エラー。

私がもし投げていたらグローブを叩きつけて「ふざげるな！！」と大声を出していたと思います。

「バッティング練習は自分のため」「守備練習はチームのため」私はそう思っています。段原クラ

ブの選手は自分がヒットを打つことにとても興味があります。私もバッティング練習が好きなので

打つことを中心にやっています。しかし勝つためには守ることが絶対に必要です。チームの役に立

てなくても迷惑を掛けない。「チームのために」「勝つために」の練習はどのぐらいやっていますか？

守備は出来て当たり前、ピッチャーが打ち取った打球を処理するだけです。そして送球、これも出

来て当たり前、送球ミスは確実に失点につながります。今年何度もここに書いている「当たり前の

ことを当たり前にやる」これが出来なければチームが勝つことはありません。 

今やっている高校野球も同じです。今年も守れるチームが勝ちあがりました。当然、守備練習を

たくさんやった方が勝てるのはわかっています。５０年野球をやってきたのですから、特に下のレ

ベル程、勝つために守備でも私は嫌いです。打つ練習が面白いし、上のレベルでやるためにバット

が振れることが必要だと思っています。今年の広島代表も今の野球で甲子園に出る確率は高いと思

います。しかし、甲子園で勝ち上がるのは難しいと思います。守れるのは当たり前。その上でバッ

トが振れなければ魅力がありません。私はそんなチームで野球をやりたいと思って毎年努力してい

ます。そのために小学生の指導者の皆さん、守備、キャッチボールの基本ぐらい出来るようにして

下さい。中学生になって本当に一からボールを初めて持つ子のように指導しなければいけないのは

とても悲しいことだと思います。 

段原クラブはサイン無し、子ども達の力と技術と頭で広島県Ｎｏ１になるという目標を掲げてい

ます。今年のように三塁ランナーを打って返すことがあまりにも出来ないとスクイズやヒットエン

ドランが勝つためには必要かなと少し頭をよぎりましたが、打って返せるように今まで以上に練習

します。少しでもそんなことを考えてしまったことを反省しています。守備も打撃も走塁も練習す

る以外上達する方法はありません。上手くいかなければ量を増やすか、方法を変える。これしかな

いのです。今以上に子ども達のためになる方法があるはずです。私が一番チームで考える立場にあ

ります。３年生１２人、残り２ヶ月私は手を抜きませんよ、言い訳、妥協一切無しです。１、２年

生も同じく厳しくなります。やめるなら今のうちですよ。 

 しかし言っていること、無茶苦茶ですね。勝つために守備が大事、守備練習をたくさんした方が

良い、でもバッティング練習が好き、監督がダメですね。 

 

 

第２１２話/2016.07.19 

  

７月１６日（土）日刊大会の準決勝・決勝があり、結果は２位、番付通り広島スターズに勝つこ



とは出来ませんでした。失点は守備のミスと死球、準決勝までケア出来ていたことが原因で敗戦、

まだまだ力不足です。７月１８日（祝）しまなみ予選、２回戦で五日市観音に負けました。この結

果は正直まったく予想していませんでした。驕り、勘違い、私を含め選手、保護者全員が少し勝て

るようになったことで、今までのひた向きさが無くなっていました。全軟の１回戦敗戦から「当た

り前のことを当たり前に！！」、「力が無ければ練習するしかない」、「集中して自分達の力を出せば

戦える」を常に頭に入れて子ども達は努力してきました（全員ではないですけど）。少し勝ったこ

とでうすくなりました。そもそも１年生の時、カープジュニアに２試合連続の完封負けをしたチー

ムです。少しでも気を抜く、手を抜けばこの結果は当たり前です。試合後、私は今まで思っていた

ことを半分ほど子ども達、保護者にぶつけました。全部言ってしまうと１日もかかってしまうので

少し遠慮しましたが、言ってすっきりしました。今、私は負けて良かったと思っています。自分の

力の無さ、技術の無さを認めなければ変われません。自信がなければ自信がつくまで練習するしか

ありません。自信がなく、不安を抱えている選手がグランドの立つことはチームに迷惑を掛けます。

胸を張ってグランド（打席）に立てるまでバットを振り続けるしかないのです。その為に私を利用

すればいいのです。試合の前や打てなかった日、誰でも練習します。しかし本物の努力は毎日し続

けることです。頂点（これで打てる）はありません。バッティングに絶対はないのです。本来、ど

んな選手も不安と戦い、それを消すためバットを振ります。不安がない選手は本気で野球を考えた

ことがないが、頭がないかです。 

１５人の選手の中で本気で練習したいと思っていた選手、みんながするみたいだからマズイと思

っていた選手、両方いたと思いますが、渕崎グランドで約２時間バッティングをしました。私の考

え方を打つ前に伝え、打ってみました。その後、６人の選手がまだ打ちたいというので９時半まで

フルスイング塾で打ちました。１日やっただけで簡単に結果が出るものではありませんが、やらな

ければ絶対に結果は出ません。私の体は朝６時半から９時半までユニフォームを１５時間着ていた

ことでボロボロになりましたが、心はとても晴れやかで充実感で一杯でした。 

自分からやった練習とやらされた練習、１５人の中でどうだったかは私にはわかりません。しか

し確実に何人かはきっかけを掴んだはずです。何かを手に入れそうな時の練習は楽しいものです。

その時に指導者、保護者は邪魔をしてはいけません。そんな練習が私は好きです。練習し続ける子

（選手）のために私はいます。 

 

 

第２１１話/2016.07.12 

 

７月９日（土）、１０日（日）に日刊大会１回戦とチェーンリーグがありました。段原クラブは

何とか苦しみながらも準決勝に進むことが出来ました。今回の３試合は相手の投手のレベルが中か

ら上程度、このぐらいのレベルになると下位のバッターでは打つことが出来ません。６番から後ろ

のバッターは何も出来ませんでした。ヒットは打てなくても相手の投手に出来るだけ数多くのボー

ルを投げさせるとか、ランナーがいれば進める事ぐらいはしてもらわないと試合に出る資格はあり

ません。チームの役に立てる仕事が出来るように練習して欲しいと思います。 

 何とか勝ち上がることができたのは、ピッチャーの無駄な四球がなかったとは言えませんが、今

までより少なかったこと、エラーが３試合でひとつだったこと、その結果失点が２点に抑えられた

からです。今まで四球やワイルドピッチ、エラーなどでヒットの倍の点を取られる試合が多かった

のですが、いつも言っている通り、当たり前のことが出来れば試合になるということです。 

結果的にはベスト４に残りましたが、不満は数多くあります。 



・ヒットを後ろに逸らす外野手 

・送りバントが１球目で出来ない 

・ランナーに出てもバッテリーにプレッシャーすらかけられない 

・チャンスで中心打者がストレートに遅れる 

・無死１，２塁で打球を引っ張れない左バッター 

・追い込まれていないのにフルスイング出来ない下位バッター 

勝ち上がるためには守備のミスはゼロが当然です。思い当たる選手がたくさんいるはずです。これ

らのことはそれほど高い技術は要りません。強い意識で何とかなるレベルです。段原クラブは正し

い技術を正しい練習で伝えています。そして３年生は練習では身に付けた技術を出すことが出来る

レベルになっています。これを試合に出せるか、選手達の考え方、精神力、自信、プライド、集中

力いろいろな言い方があると思いますが、そういう部分の勝負になるのかもしれません。 

高校野球広島県予選が始まりました。段原クラブのＯＢのみんな、思いきって野球をして下さい。

そして３年生の皆さん、３年間よく頑張りました。勝っても負けても３年間最後まで努力し続けた

こと以上のものはありません。いろいろな高校でいろいろな野球があります。それには上下はあり

ません。自分のいる場所でそれぞれがそれぞれの野球をすればそれでいいです。最後は全国のチー

ムが負けて終わります。堂々と胸を張って高校野球を終わって下さい。３年間で大きくなった心と

体を後輩に伝えてくれたら、ありがたいです。中学生にとって一番近い目標の高校生と一緒にグラ

ンドで野球することは、彼らのプラスに必ずなります。是非、力を貸して下さい。グランドで待っ

ています。高校３年生のみんな、君達は全員勝者です。ご苦労さま。 

 

 

第２１０話/2016.07.04 

  

 ７月２日（土）リーグ戦後期の２試合がありました。対八幡に３－３引き分け、対五日市９－２

勝ち通算２勝１敗１分けで決勝大会に残れたと思います。リーグ戦はいろいろ試しながら４位まで

に残れればＯＫなので目的は果たせました。しかし、内容は良くありません。特にエース（背番号

１）が物足りない。私は常々点を取られるなら打たれて取られなさいと言っています。ストライク

ゾーンに思い切って投げ込んで打たれたのなら練習しなければいけない事がはっきりします。相手

のバッターがバットを振っていないのに点を取られるのは絶対にダメです。八幡戦がその一番ダメ

な投球でした。３－０で勝っているのに先頭から２者ファーボール、結局１イニング３四球３つの

ワイルドピッチ、３失点同点です。これは野球とは言えません。３割打てば良いバッターと言われ

ます。軟式野球ではチーム打率２割前後ではないでしょうか？良いバッターでも３回に１回、もし

くは４回に１回しか打ちません。それなのにリードしている場面で打たれる事を恐がって逃げる、

ワンバウンドを投げる。なぜ、思い切って腕を振って向かっていかないのでしょう？打たれたら練

習すればいいだけの話です。エースがチームの先頭に立って戦わなければいけません。先頭が逃げ

たら戦いは負けます。そういう点で今年は背番号１を背負う資格のある投手はいないのかもしれま

せん。「立場は人を変える」この言葉を信じ着けさせてみました。変わってくれることを望みます。 

今年の広島市軟式野球連盟の総会でデッドボール（投球が打者の触れた時）について説明があり、

今年から打者が投球を避けようとしなかった場合（避けるとはバッターの背中側に逃げること）は

デッドボールにしないし、そういう指導をしている指導者に注意するという説明がありました。当

然のことです。ルールブックに書いてあるのですから。打者が打とうとしなかった投球に触れた場

合、打者に１塁への安全進塁権を与える。ただし、ストライクゾーンで触れた時、打者がこれを避



けないでこれに触れた時は除かれる、避けなければいけないのです。避けなければボールです。避

けるとは危険から逃げる行動のことです。ルールブックにもはっきりと書いてある。軟式野球連盟

からもそういうことをしないように言われている。それでも当たろうとする選手がいる。もっと酷

いのはそれをデッドボールと判定する審判がいる。そして言うに事を欠いてルールブックにそんな

ことは書いてないと言う、話になりません。審判服を着てグランドに立つ前に当たり前のことをや

っていきましょう。ルールブックの打者が安全に進塁できる場合というページ読んで下さい。 

 ストライク、ボール、アウト、セーフはアマチュアですから間違えることもあるでしょう。ある

程度は仕方ないと思っています。（しかし、この前の試合の見逃し三振３つ全てボールですけど）

一塁手が完全に足が離れていてもアウトになりましたけど我慢します。ルールの適用間違いはダメ

です。そして間違いを堂々と口にしてはもっとダメです。「ボランティアだから」とよく耳にしま

す。ボランティアではありません。車のガソリン代以上のものをもらうはずです。それは責任をも

ってお願いしますということです。 

私は指導者として子ども達に嘘をつかないようにルールブックを読みます。試合の中で悩んだ事

があれば、軟連のルールに詳しい審判さんに教えて頂きます。誰も完璧を求めている訳ではありま

せん。間違いはあります。認め変わればいいのです。子ども達のために大人はしっかりとしなけれ

ばいけません。段原クラブではお父さん方に厳しく審判の練習をしてもらっています。全て子ども

達のためです。 

 

 

第２０９話/2016.06.27 

  

 ６月２６日（日）ある中学校の野球部と練習試合をしました。顧問の先生とは前任の中学校から

お付き合いをさせて頂いています。最初に試合をした時にグランド整備の丁寧さ、しっかりした挨

拶、言葉使い、試合に取り組む姿勢、どれも素晴らしく、段原クラブの子ども達に勉強になること

が多いと思い、学校が変わってからも同様に年に２、３回試合をさせてもらっていました。しかし、

今回は本当にガッカリしました。 

 中心だろうと思われる選手の言葉使い、取り組み方、審判に対する態度、どれも中学生の素直さ

も謙虚さも全く感じられず外の世界を知らない井の中の蛙、ただ不愉快な試合でした。想像でしか

ありませんが、勝つために必要な選手であるがために指導に遠慮があり、勘違いさせてしまい、我

がままなプレーをし、本当はチームのためにならない選手になってしまっているように思いました。

ある程度自信があったのでしょうが、段原クラブとの試合で全く通用しない自分の力にいらだって

いたのでしょう。自分の力の無さを認めたくないために審判のせいにしたり、くだらない言葉で紛

らわそうとしていたのでしょう。上には上がいます。現実を見て、それを認め、今以上の努力をす

るしか近づく方法はありません。今のままでは勘違いしたまま高校へ行き、鼻を折られ野球人生が

終わってしまいます。 

上達する方法はひとつです。自分の未熟さを認め、正しい練習を数多くする。まず心（考え方）

を変えることです。前からずっと中学生の野球で面白くないと思っていることがあります。まず、

ピッチャーがセットポジションに入ると、コーチだけでなくベンチ全員でピッチャーに対して「ゴ

ー」「ゴー」と大きな声を出すチームいます。本来の野球はピッチャーが投げようとしている時は

声を出さないのが礼儀です。はっきり言って大嫌いです。基本をしっかりやらなければいけない時

期に邪魔です。審判はなぜ注意しないのでしょう？ランナーのバタバタしたリードも同様です。ど

ちらもそんなことをして相手がミスでもしてくれたらという考え方です。そんな野球をしていると



子ども達の技術は上達しません。ピッチャーとバッターの一対一の勝負をしっかりさせることが中

学生のためになります。あくまで勝つ為のゲスな方法より、個の技術をアップする事に集中するべ

きです。小学校もそうですが、子どもの野球はあくまで基本、原点能力のアップを第一に考えなけ

ればいけません。試合中にそれを邪魔するようなプレーをさせるべきではありません。あんなリー

ドは上では通用しません。何度も言いますが、中学野球は高校野球に行くための通過点なのですか

ら勝つ為のテクニックを練習している時間などないのです。チームが勝つためのテクニックを身に

付けある程度勝ち上がったとしても、それが自分自身の力と勘違いしてレベルの高い高校に行って

個人として通用しなければみじめな結果に終わります。 

 今の高校野球をよく見て下さい。昔の考え方のままの名門校どうなっていますか？全国レベルの

高校は個々の力をアップしています。チームプレーの練習も大事ですが、個人練習はもっと大事だ

と思います。 

 

 

第２０８話/2016.06.20 

  

 ６月１８日（土）大竹 晴海公園野球場で交流戦を行いました。府中野球同好会、オール笠岡ド

リームス、東城有光クラブに参加頂き４チームで各２試合、計４試合を行いました。梅雨の真っ只

中の晴天。暑かった。監督の日頃のおこないの賜物などと言いながらラッキーな１日でした。 

 そもそも交流戦をやろうという計画は私の中に数年前からありました。他のチームがやっている

ような招待試合で順位をつける大会ではなく、良いチームと良いグランドで良い試合をする。そし

て、そこに高校野球の関係者に来て頂いて、子ども達、保護者の緊張感や集中力、本気度を上げる、

その中で今の自分のレベル、現実を知り、目標や夢を見つめ直す。３年生にとってのこれからの９

ヶ月間、野球人生の中で一番成長出来る時期だと思っています。君達しだいですが、前からずっと

言い続けている中学生の野球は通過点です。チームが勝つ事より個人の能力を伸ばすことが大事で

す。次のステージへ自信を持って送り出せる技術を身に付ける、そういう目的でやった交流戦、私

は大成功だったと思います。 

 労力を提供してくれた保護者の皆さん、参加してくださったチームの皆さん、グランドにお越し

頂いた高校野球の関係者（校名は伏せます）の方々、そして全力でプレーした選手達、ありがとう

ございました。進学はもう少し先の話で、誰がどこの高校へ行くのかわかりませんが、縁です。ど

こに行っても長く長く野球を続けてもらえることを願っています。本当はもう少し多くのチームに

参加して頂き、広島全部の高校に連絡して軟式のクラブチームのレベルの高さをたくさんの高校野

球関係者に見てもらえる交流戦が出来たら子ども達のためになると思っています。その為には同じ

場所に良いグランドが必要です。残念ながら広島にはそんなグランドはありません。スポーツ王国

などと広島自ら言っていた時代があるのに、野球のグランド事情は中国地方で最低です。政治の責

任ですか？今回も大学のグランドを借りようとしても難しいものがありました。子ども達のために、

次の世代のためにという考え方があればと思います。広島の高校野球は最近全国レベルから置いて

いかれているように思います。そのひとつの原因は中学野球（硬式・軟式・中体連）、小学生（硬

式・軟式・ソフトボール）にあります。試合数の増加で一番大切な基礎練習が疎かになっています。 

段原クラブに入部してくる子ども達を見ても、とても経験者には思えません。生まれて初めて野

球をする子と対して差のないレベルです。プロ野球の指導者より、子ども達を指導する人達の方が

しっかりする必要があります。「基本」とは「基礎」とは、しっかり私も含め勉強です。段原クラ

ブの１年生は私から見れば野球未経験者なので時間を掛けて、つまらない練習をする必要がありま



す。その為にはグランドだけでは足りません。親子共々気づいてやるか、気づかずに惨めな野球人

生は送るのか分岐点です。 

６月１９日（日）練習の手伝いに来てくれたＯＢの島川、安達、比嘉、足立ありがとうございま

した。いつでも誰でも大歓迎です。グランドで汗をかいて飯でも食べましょう。酒でも飲みましょ

う（二十歳から）。ひとりでも多くのＯＢがグランドに来てくれることを楽しみにしています。 

もうすぐ７月、３年生の皆さん集大成、本気（マジ）集中です。 

 

 

第２０７話/2016.06.13 

  

 「慣れ」、この言葉は良い面と悪い面があります。３年生は段原クラブに入部して２年数ヶ月、

いろいろな事に慣れてきました。入部したばかりの頃は、今までと違う練習や考え方、先輩や迫力

があり怖い監督の圧力などで緊張していました。新しい理論や理にかなった練習でワクワクもして

いたはずです。しかし２年経つと慣れます。これはマンネリとも言います。 

 １年生の時には目を輝かせて聞いていた指導も、胸に一杯だった夢や希望も現実を見るようにな

り半分になります。そして男の子から男に変わり、プライドだけが大きくなります。素直さが小さ

くなります。それが野球の成長を妨げます。 

 これは保護者も同じ事が言えます。毎週毎週指導する指導者に対する感謝の心を慣れが半分にし、

思い通りの結果が出ないと責任をぶつけたくなります。感謝して欲しいと言っているのではありま

せん。慣れによっていろいろなことがルーズになり、それが子ども達に対する厳しさを欠けさせ、

足を引っ張っていることになりませんか？よく子ども達を見て下さい。段原クラブの練習を見て下

さい。クタクタで倒れそうになりまで走りますか？長時間しますか？水分はいつでもとれます。休

憩もとります。これでなぜ全力をださない？声にしても、走るにしてもなぜ？試合はもっと楽です。

なのになぜ？ 

 あなたの子どもは全力を出し切っていますか？ こんな楽な練習の中でよく見て下さい。いつも

言っている通り、子どもがやらないのは親の責任です。大人の正しい考え方、意見を聞かない子ど

もの世話をなぜするのですか？やらなければ、聞かなければ一切面倒をみない。洗濯も食事も小遣

も、掃除も送り迎えも一切しなければいいのです。練習はやった方が良い事をみんな知っています。 

 いい事なのか悪いことなのかわかりませんが、段原クラブは退部者がいなくなればなるほど勝率

は下がっています。私が甘くなったという事だと思います。上のレベルを目指さないレクレーショ

ンクラブになっていくような気がします。そのチームに私は必要ないような気がします。 

 活気にあふれた、全員が上を目指して必死でボールを追いかける集中した練習、試合がしたいで

す。ギラギラした目の子ども達と野球がしたいです。きっと楽しいだろうな。 

 

 

第２０６話/2016.06.07 

  

 私は愛知県の愛工大名電高校出身です。沢山のプロ野球選手がいます。その中のトップがイチロ

ーと福岡ソフトバンクホークスの監督をしている工藤です。６月３日（金）、高校の野球部とプロ

野球の先輩という嫌な力を利用して、試合後のホテルで少しの時間でしたが会うことが出来ました。 

 シーズンの大事な時期。それも明日の試合ためのミーティングがあるという中で私のために時間

を作ってくれました。それだけでなく、チームの子ども達全員に直筆のサイン入りカードをプレゼ



ントしてくれました。私は今まで先輩という力を使うことを嫌っていました。迷惑を掛けたくなか

ったからです。話の勢いの中でチーム保護者の勢いに負けてこのようになってしまいました。 

 きっと工藤はそのような事を全て想像して、私（先輩）の顔を立ててくれたのだと思います。日

本中で１２人しかいないプロ野球の監督という仕事がどれほどハードなものなのか？その世界に

少しは関わった私にもわかります。本人にも言いましたが、本当に体に気をつけてほしいと願って

います。そしてお礼を言います。ありがとうございました。力を貸して頂いた高校野球部のＯＢ会

長、ソフトバンクのマネジャーの井原さん、本当にありがとうございました。 

私と工藤監督は年の差が４つ、現役時代は西武×巨人の日本シリーズと私が南海ホークス時代。

私は２軍暮らしが長かったので少しだけグランドで顔を合わせています。対戦は１度だけ、ファー

ボールだったと記憶しています。グランドでユニフォームのシャツのボタンを２つ開けている工藤

に「よくないぞ」といった事があります。その返事は「僕は身長が低いので体を大きくしないとプ

ロ野球で勝負出来ません。トレーニングしていたらボタンが止まらなくなりました」でした。自分

をしっかり見つめた答えに関心した覚えがあります。ＦＡでチームを変わる時もトレーニング施設

だったり、個人トレーナーがつけられるなどでチームを決めたと聞いています。そういう日々の努

力が２０年以上の現役生活を支えたのだと思います。確かに私の後輩（年下）ですが見習うところ

の多い野球人です。 

プロ野球と中学野球、とんでもなくレベルの違いはありますが、バスから降りて歩いてきた堂々

とした姿、立ち振る舞い、言葉使い、そしてチームの強さ。ダントツ首位でその日完勝してもホテ

ル到着即ミーティングという厳しさなど、これからの段原クラブに生かしていきたいと思います。 

 

 

第２０５話/2016.05.30 

  

 ５月２９日（日）日刊大会の開会式がありました。試合も無いのに開会式のためだけに集まると

いうムダな１日を過ごしました。中学生クラブチームは毎日練習出来る訳ないので土、日曜日はと

ても大事な１日です。その１日のうちの半日を潰すのはとてももったいないと私は思います。それ

でなくても午後から下り坂の天気。本当なら、雨の降らない午前中に練習をしておきたいのに？ 

 私は誰でも出る事が出来る大会の開会式に価値を感じません。勝ち上がって代表として出る大会

は価値があります。そんな時間があるなら少しでも長くグランドで練習した方が彼らのためになり

ます。いろいろな考え方があるので組織にいると思い通りになりませんが。今、段原クラブは交流

戦を計画しています。今年、歯が立たなかったチームに集まってもらって、高いレベルの野球をお

互いに感じ、お互いのレベルアップにつながるような試合が出来ればいいと思っています。まだ計

画の段階でどうなるかわかりませんが、良い選手達が意識し合いながらの試合を見てみたいと思っ

ています。そして高校野球の関係者の人達から注目してもらえるようになれば、なお意味のあるも

のになると思います。 

日曜日、３年生の進路の希望を聞きました。まだ少し早いのですが、目指すところがハッキリす

ればやることがハッキリします。野球でも勉強でも良い効果が出るはずです。各自の思いがわかり

指導する方もやり易くなります。思いを実現するため、そして高校での野球を実りあるものにする

ため今、そしてこれからが大事になります。本物を少しでも多く身に付け、身に付けることが出来

なくても考え方はしっかりと頭に入れて高校に進学しなければいけません。 

 ３年生の皆さん、残りの練習は何日ありますか？数えてみて下さい。１日を大切に、そして大事

に、出来るだけ多くの技術を、そして考え方を吸収して下さい。私の力が必要ならどんどん利用し



て下さい。利用するべきです。あなた達の力が付いていくのはこれからです。高校に向けて勝負が

始まります。 

 

 

第２０４話/2016.05.23 

  

５月２１日（土）久々にミーティングをしました。内容は「身体能力に恵まれていない段原クラ

ブの選手が１日でも長く野球をするための方法」、子ども達にどこまで伝わったかわかりませんが、

身長１８０ｃｍ以上にならない、１００ｍを１１秒前半で走れない、ボールを１００ｍ以上投げら

れない、空振りをしない、スチールをいつでも出来るぐらいの能力を持っていなければ頭を使う以

外結果を出す方法はありません。やらない人はほぼ、中学、高校で野球人生が終わるということに

なります。自分自身の野球人生なので自分で決めれば良いのですが、段原クラブの部員は私が預か

った以上、正しい方法を伝える責任があるので何度か折を見て伝えなければと思っています。しか

し、大事なのは聞く方のモチベーションです。望んでいない人間に何を伝えようとしても伝わるこ

とはないので、途中であきらめることになります。 

 日曜日、千代田中学校との練習試合後、１年生の練習を少し見ましたが今までと変わった様子は

感じられませんでした。相変わらずの極々普通の子ども達が極々普通のモチベーションで野球をや

っているだけ、本当にこの子達は（親も含め）上のレベルを目指しているのでしょうか？私は魔法

使いではないので、普通の子が普通に練習していれば普通のチームになります。そしてこのままだ

と１７人の中で５、６人が試合に出て残り１２人程度は控えということになります。なぜなら、こ

のままではチームになりそうにないので、６年生で気持ちと能力のある選手を真剣に探そうと思っ

ているからです。 

私は普通という言葉が嫌いです。普通はつまらない、特徴がない、可もなく不可もなく、毒にも

薬にもならないということです。他人とは違う、これは良いことです。鰯（イワシ）のように先頭

が右を向いたら全員が右を向くような選手（人間）はつまらない。みんなと同じだと安心、こんな

選手になって欲しくありません。１年生の皆さん、まず自分です。１人だけ、自分だけ上手くなれ

ば良いのです。競争です。同級生は全員が敵なのです。勝負とはそういうことです。１人で練習し

ましょう。誰かが休めばラッキーです。そんな選手が私は好きです。 

ある人から練習中に私が子ども達に使った言葉が不適切だとお叱りをいただきました。私の中に

は常に子ども達に言っている「野球をやりたくても出来ない子どもが世界中にたくさんいる。そん

な中、五体満足で野球が出来る環境にある君達が一生懸命やらないのは失礼だ」があります。差別

意識は全くありません。自分自身も子どもの頃、髪の毛が茶色いことや、顔が日本人離れしている

ため差別された経験があります。しかし、１人でも不愉快に感じられた方がいたのなら反省し、謝

罪しなければいけません。その方とお会いし謝罪させていただきました。そして二度とこのような

事がないようにしていかなければなりません。 

 「子ども達のためになる」と思ってやっている中に、自分よがりの部分があるようです。指導者

として勉強しレベルを上げていきたいと思っています。 

 今の課題は思いに差のある選手（親）達を同じチームの中で同じ方向を向かって努力することが

可能か？私の中では無理という結論です。（今は） むずかしい。 

 

 

第２０３話/2016.05.16 



 

スポーツは体が大きく、力強く、スピードがある選手が有利である事は間違いないです。野球も

プロ野球選手を見れば判る通り、パワーとスピードがある選手が圧倒的に有利です。有利であるこ

とは事実ですが、絶対ではありません。体に恵まれないで何年も活躍している選手がいます。投手

は少ないがいますし、野手には数多くいます。段原クラブは体に恵まれた選手があまり入部してき

ません。では、どうするのか？ 

 まず、正しい技術を身に付けます。正しい技術とは正しい体の使い方です。小さい力を大きな力

に変える技術です。次に野球というスポーツの試合のシステムを知ることです。いろいろなスポー

ツがあります。相手のある競技と無い競技、動き続ける競技と止まっている時間の長い競技があり

ます。野球は相手があり、ボールが止まっている時間が長いスポーツです。ここにパワーとスピー

ドを補う方法があります。私が子ども達に常々言っている、予測と準備、そして状況判断です。次

のプレー（投手が投げてくるボール、打球が飛んでくる方向、相手の作戦）が予測出来れば予め準

備が出来、対応しすくなりミスが減ります。ファインプレーとは、飛びついて捕るものもあります

が、芯を食われた打球（投手がやられたと思った打球）を苦も無く正面で捕ることです。（予測と

準備の一例です。）そして状況判断、イニング、点差、アウトカウント、ランナー、打順を常に頭

に入れ、試合が終わった時、１点勝っているために今、最適なプレーは何か、そして最低限しなけ

ればいけないことは何か考えてプレーすることです。体が大きくパワーとスピードのある選手に勝

つため頭と足を最大限に利用しなければなりません。今年の選手（１、２、３年全員）はこの部分

が欠けています。投手は球が速ければよいわけではありませんし、打者は打球が遠くへ飛べばよい

わけではありません。相手のあるスポーツです。自分勝手に自分の都合に良い野球をしていては、

良い結果に結び付きません。 

段原クラブはフルスイング塾が使用できるため、雨が降ってもバッティングが出来ます。技術の

練習中心になり、ここのところ頭の練習がおろそかになっていました。それでなくても小学生の時、

何も知らず野球の試合だけを数多くしてきた子ども達です。もう一度、本当の野球の考え方をしっ

かり座学で伝える必要があります。 

体を作ることはスポーツにおいて一番大切な事です。力も強くなり、スピードも出ます。そして

ケガもし難くなります。頭も鍛えなければいけません。有り難いことに野球は日本人の体格で世界

と勝負出来る数少ないスポーツのひとつです。なぜか？そこに体に恵まれていない選手の生きてい

く方法があります。正しい練習をしています。技術も身に付いてきました。それを試合で生かすた

めの頭です。本物を伝えます。 

 

 

第２０２話/2016.05.09 

 

 最近、書くことが無くなってきました。これといった良いことも悪いこともなく、なんとなく日々

が過ぎていっています。毎年、同じ時期に同じ大会があり、同じような相手と当たり、同じような

試合をする。これを繰り返し、刺激が年々なくなってきました。大野シニアや安シニアが広島西協

議会から脱退し、今までと違う日程だったり、チームだったり、新しいことをする気持ちの高ぶり

だったり、少しうらやましいような気がします。私は色々なことをする時「例年通り」が嫌いです。

もっと良くすることは出来ないか？良い大会をする方法はないか？子ども達のために大人は考え

るべきだと思っています。 

土曜日に協議会のトーナメント大会がありました。今年は８チームの参加です。湯来運動広場ま



で行って１試合、それはないよ。グランドが２か所２面あるのなら４チームずつ分けてチェーンリ

ーグで１、２位を決め、後日準決勝、決勝をするべきです。はっきりいって重い大会ではありませ

ん。出来るだけ多くの選手を出させてあげたい大会です。これを単純トーナメントでやる理由がわ

かりません。子ども達にとって貴重な一日を試合時間より、移動時間が長い一日になってしまうの

は可哀想です。私は大会をやるなら、せめて１チーム、１日２試合出来るように配慮するべきだと

思います。 

 今年、県知事杯の段取りを広島グリーンファイターズと共に任されたので、１日目に全チーム２

試合出来る大会にしました。遠くから来て、参加料を払って１試合で負けたらサヨナラ、私ならそ

の大会に遠くから参加しません。いつも言っていること、子ども達の団体は大人の都合より、子供

の都合で動くべきです。本当に大事な、大きな次のステージがある大会（全軟等々）以外、１日目

は勝っても負けても２試合出来るようにしてあげるべきだと思います。遠くまで行って試合に出る

事なく、帰る子がいることをみんなで知るべきだし、考えるべきだと思います。 

今年もプロ野球ＯＢクラブの「子供の日野球教室」がありました。昨年は東広島、今年は三原で

ありました。言いたい事は、はっきりしています。昨年も書きましたが、技術がひどい、何も指導

されていない、只々子ども達が可哀想です。 

 指導者の皆さん、せめてキャッチボールと下半身でバットを振ることぐらいは指導しましょう。

私はいつも捕手とバッティングを見ますが、キャッチボールが出来ない選手に捕手は無理です。ま

ぁどこも無理ですが、バッティングも結局、体の大きい子が打つだけで技術は全くありません。上

に上がった時に困ります。基本中の基本ぐらいは教えないと野球チームを名乗るのはどうかと思い

ます。一番大事な最初、三つ子の魂百までではないですが、私の言う、育ちの悪い選手は中学で中々

直りませんよ。全ての指導者で小学生の指導者が一番しっかりしていなければいけないと思います。

自分が経験した少ないものでなく、もっともっと勉強を重ね、現代野球を伝えて欲しいと思います。 

 

 

第２０１話/2016.05.02 

 

 全軟が終わりました。 

 私の予想通り、子ども達は身に付けた力を発揮する事なく１回戦で負けました。何度も書いてい

る通り試合で出せない技術は無いのと同じ！！ 

 確かに努力は大切です。努力しない選手はそもそも可能性すらありません。ただ、努力をどんな

にしても、人一倍頑張っても試合で結果として出さなければ、これも意味の無いものと世間は判断

します。今はメンタルトレーニングとか、体罰の禁止とか子ども達の心を守ることが重要だと言わ

れています。私の中学、高校時代にはそんな考え方は全くなく、家でも学校でもグランドでも寮生

活でも、全ての場面でとにかく厳しく厳しく指導を受けました。それが理由かどうかわかりません

が、甲子園での１打席目以外、グランドで緊張したことはありませんでした。 

 自分の持っている力をグランドで全て出す、その為に何が必要なのか？指導者として何をしなけ

ればいけないのか？練習で何をすれば？他人が手助けできるものなのか？ 

 野球の技術を伝えるのはそんなに難しいものではありませんが（本人が出来るようになるのか、

ならないのかは別）結果として出すのは難しいです。 

プレッシャー、緊張、結論はそれでいいのでしょうか？ 

３年生はこれから高校野球を意識した野球をしていくことになります。出来るだけ早くはっきりと

した目標を決めるべきです。試合に出るとか、ヒットを打つとか目の前の小さなことではなく、も



っと先の大きなものを目指してコツコツ努力することが大切だと思います。ヒットを１本打ったぐ

らいで満足する野球では上には上がれません。野球人生の最後のステージを常に意識し、そのため

に今、何をしなければならないのか？目の前の結果を欲しがってばかりいる努力が持っている力を

出すことを邪魔しているように思います。たしかに試合に出たいし、出たら打ちたい、そしてチー

ムも勝ちたいそれはよくわかります。それだけのために野球をするのは違うと思います。高いレベ

ルを目指すためには、そのレベルの体、そして技術、精神力必要になります。それは簡単に手に入

れられません。時間が掛かります。試合に出た、出ない、打った、打たない、勝った負けたで一喜

一憂していたり、大会前だからいつもより打つとか、試合で打てなかったから練習するとか、そん

な練習で本物の力はつきません。 

 結局、ごまかしの努力では野球の神様はだまされないということです。段原クラブに入部した時

に語った目標は中学野球でしたか？違ったはずです。中学に全国大会？小さいです。そんなもので

野球人生のアドバンテージはとれません。たかだか通過点に過ぎない。野球でプレッシャー。おか

しくないですか？目指さないのなら口に出さないことです。周りが迷惑します。出来るか出来ない

かではなく、やるかやらないかです。 

 

 

第２００話/2016.04.25 

 

「人事を尽くして天命を待つ」、２９日（金）から始まる全軟西部大会前のグランドで出来る最

後の練習が終わりました。昨年秋の文部科学大臣杯１回戦１－０の敗戦から９ヶ月、やらなければ

いけない事、全部出来たか？全て伝えたか？今自分自身に問いかけています。チーム作りする時に、

こんなチームになれば勝負出来るのではないかとイメージします。バットを振る力は秋、冬、春と

数を振ってきた事により、例年の段原クラブのレベルになってきました。ただ大きな試合ほどバッ

ティングはあてになりません。勝負のカギは投手を含めたディフェンス力です。 

過去、ある程度勝ち上がった時のチームには１試合を任せられるエースがいました。今年の不安

要素はそこにあります。投手力と守備力がイメージの所まで上がってきませんでした。試合で１０

０％の実力を出すことが出来れば勝負になると思いますが、もしプレッシャーなどで力を出し切れ

なかった場合は完敗する可能性があると思っています。監督が子ども達の足を引っ張らないよう、

心の弱い選手達が出来るだけ練習のような力が出せるように言葉に気をつけながら試合を進めて

いきたいと思います。 

私は今年５７歳になります。いわゆる古い人間です。最近、保護者達とギャップを感じる事が多

くなりました。私の時代と違いギラギラした物を感じません。みんな大人しい良い保護者の方々で

す。きっと家でも子どもに声を荒げることもなく、瀬戸内海のような平穏な生活をしているように

見えます。私の中学時代は太平洋の荒波のような家庭で心と体を鍛えて、野球で勝負出来るように

なりました。人と人のつながりの薄さなど寂しく感じます。「自分にとって都合の良いものは利用

させてもらいますけど、都合の悪いことは結構です」そんな感じがしています。 

野球はチームスポーツです。レギュラーは９人です。ルールで決まっていますし、みんな知って

います。部員が１０人以上いれば試合に出るチャンスは減ります。極々当たり前のことです。チー

ム内で競い争い、奪い合いそして敗れたなら、その試合は潔く、チームのために全力でサポートに

回るべきです。心からチームとして勝つという思いを全員が持てれば、そのチームは価値のあるチ

ームになります。そして私が常に言っている「強いチーム」より「いいチーム」とは、見ている人

達の心を揺さぶることの出来るチームです。全軟でそんな試合が出来れば君達の勝ちです。 



 

 

第１９９話/2016.04.18  

 

４月１６日（土）１７日（日）香川県丸亀市に遠征しました。素晴らしい球場（丸亀市営球場）

と天気で予定通り試合出来、全軟に向けた練習試合を計画通り消化する事が出来ました。球場関係

者の方々、審判、対戦相手のチーム、監督、保護者、そして段原クラブの保護者、たくさんの人達

のお陰で２日間無事に終わり感謝します。本当にありがとうございました。 

自分以外の人達の力（お金・労力）を借りて、野球が出来ている事を子ども達が理解し、感謝し

なければ中学生のスポーツの意味が薄れます。本当にわかっているのか疑問に思うところが多々あ

ります。試合をすると勝つ事と負ける事があります。その結果だけには大きな意味はありませんが、

その内容には大切な物があります。私は子ども達が練習によって身に付けた技術を１００％出し切

れれば、それが勝ちだと思います。その為に精神力（思い）が必要です。力を出し切れず負けた時

には自分自身の不甲斐なさに腹を立て、自分に怒り、責め、悔しがって欲しいと思います。今年の

３年生は上手くいかない時に悲しそうな淋しそうな顔をします。グランドは勝負の戦場です。私は

それを「勝負に向いていない選手」と言っています。 

２日目の最後の試合で完敗しました。それは構いません。明らかに能力の差があるのですから普

通にやれば当然負けます。私が気に入らないのは内容です。グランドでの声、キビキビとした動き、

そして勝つ事への執念、全て完敗！！力の無さを痛感し、指導者として悔しく、恥ずかしく自分自

身に腹が立ちました。私の練習、指導の何が足らないのか、試合中、後、そんな事ばかり考えてい

ました。広島にバスが到着し、降りてくる子ども達を見てガッカリしました。ほぼ全員が寝ぼけた

目「あんな試合の後、寝られるんだ」日曜日の朝はゆっくり時間があり、寝不足ではないはずです。

もしそうなら夜の過ごし方に問題があります。 

悔しくないのです。グランドを出れば忘れてしまうのです。野球は勝負です。勝負の世界に向い

ていない子が足を踏み入れてしまったという事です。 

バスが着いて座席下のトランクに入っている子ども達の荷物を保護者が降ろしています。それを

子ども達は当たり前のように見ています。野球チームの光景ではありません。幼稚園児ではありま

せん。中学生です。おかしいでしょ？保護者の皆さん、生まれた時から今までそうやって甘やかし

てきた結果です。グランド作りから片づけ、荷物運び、審判、そしてお金、全てを与えて。それが

当たり前でないという事を伝えていない。子ども達は何も生産しませんし、１円も稼ぎません。自

分一人では何も出来ません。どれだけの人達の力を借りているのか、どれだけの人達のお陰で野球

をさせてもらっているのか、教えるのは親の責任です。心を込めて全力でやる。当たり前です。 

中学生の頭脳で一度言われたら誰でも意識して誰でも出来ること、そんな事もしない子どもにグ

ランドに立つ資格はありません。「忘れました」、「意識していませんでした」、「次からやります」、

「変わります」聞き飽きました。思っていない事を口に出すから出来ないのです。その場しのぎは

いりません。本当に野球が大好きでグランドでハツラツといい顔で子どもらしい明るい選手と野球

がしたいです。 

 人間は感情の動物です。本当に心の底から好きな事なら覚えられるはずです。負けたら悲しい

のではなく、負けたれ悔しいのです。この完敗が子ども達の野球が変わるキッカケになれば、お金

を掛けた遠征が安い物になります。 

 

 



第１９８話/2016.04.11 

 

段原クラブは軟式野球連盟に加盟以来、広島スターズを目標にしてきました。打者は「スターズ

のピッチャーを打てますか？」、投手は「スターズの打線を抑えられますか？」これを基準にして

います。高校野球で言えばスターズは私立の野球校。段原クラブは県立の普通校。これば入団して

くる団員の小学校時の実績、能力の違いです。これを踏まえた上で私も含めスタッフはなんとか追

いつきたい、そして勝ちたいと思い、今まで全力を傾けてきました。しかし現実には中々勝つ事が

出来ません。当然です。相手は広島Ｎｏ．１のチームなのですから、選手・保護者も含めチーム全

体で全国を目指している私立の野球校にどうしたら勝負出来るようになるのか。「正しい練習を数

多くやる」、そして「正しい野球をする」そう思ってやってきました。そして選手も保護者も同じ

ように目指しているものだと思っていました。 

しかし、そんなものは私の独りよがりでした。結局は県立この普通校です。本気で野球校に勝ち

たいと思っている選手は一握り。目指しているのは自分の事だけ、試合に出られるか？そして出ら

れたらヒットを打ちたい。そんなレベルです。 

私は子ども達に３月はオープン戦、個人個人のポジション争い。４月からは全軟モード。チーム

が勝つ為に試合をする。そしてそれは常にスターズ戦を意識して戦うことを言ってきました。しか

し相変わらずほとんどの選手がヒットを打つことにしか興味がないようです。私は、守備はチーム

のためバッティング練習は自分のためだと思っています。そして子ども達にも言ってきました。全

軟で良い結果を出すために今、何が必要なのか？選手・保護者全員、本気で考えるべきです。 

広陵高校の中井監督が講演で言っていた言葉、軟式チーム出身者と硬式チーム出身者の違い。「力

の差は無いが、選手・保護者のモチベーションが違います。」まさにスターズと段原クラブの違い

そのものだと思います。私は県立の普通校に入団してくる選手達をなんとか勝たせたい。そして次

のステージに上げてあげたいと思い努力してきましたが、それは思いの無い相手には迷惑なのだと

気が付きました。これからは選手・保護者を見て、そのモチベーションに応じて対応していくのが

お互い嫌な思いをしなくて済みます。「私の時間は思いのある選手のために使う」そうしていこう

と思っています。鈴木家の野球に対する考え方と温度差が有り過ぎるので、チームのために私の温

度を下げようと思います。 

 

 

第１９７話/2016.04.03 

 

４月２日（土）理事長杯県大会がありました。結果は１回戦負け、原因は私の慢心にあります。組

み合わせを見た時、２回戦の府中オーシャンズの事を考えました。先日の神辺東ベースボールクラ

ブの招待試合でチームの中心選手が故障した事により、ピッチャーを２回戦に残さなければ勝負に

ならないと判断しました。その為、１回戦では４番手、５番手の投手で試合する事になります。昨

年秋は全く戦力にならなかった選手ですが、この冬の努力で３月の練習試合で良い結果を出してい

ます。対戦相手には申し訳ありませんが、十分に通用すると思いました。しかし、初めての公式戦

の登板、まして福山市民球場、努力して身に付けた能力をひとつも出す事なく２回７失点、野球は

メンタルスポーツだという事を思い知らされました。私の慢心が子ども達の油断につながり、みじ

めな惨敗を喫しました。練習試合でいくら打とうが、抑えようが公式戦は別物だという事です。本

当に勝負は心の中にあります。中心の中の中心チームの核を失うと全ての選手の力が半減します。

今年のチームは結局、児玉のチーム、いるといないでこんなに選手達が変わってしまう。全員が不



安な顔でグランドに立っています。選手達、悔しくないですか？？ 

今年のチームは新チーム結成以来、３年生全員がベストの状態で揃った事がありません。全軟ま

で約３週間、気持ちを高め、もちろん練習に集中し体と心がベストの状態で挑みたいと思います。

私はあきらめません。ひとりでもあきらめず本気でグランド立っている子どもがいる限り、試合の

前日まで、もがき、あがきます。今、段原プライドを見せる時です。 

保護者の皆さん、子ども達を甘やかす事なく、全力サポートをお願いします。ケガで全軟西部予

選に出られない選手を県大会に出場させる責任が全員にあると思います。その為に私は妥協しませ

ん。「次から気を付けます」、「次からやります」認めません。君達のために私は厳しくなります。 

 

 

第１９６話/2016.03.28 

 

２６日（土）海田中学校、坂中学校と練習試合をしました。いつも思うのですが、中学校の野球

部にも素材が素晴らしい子が多くいます。しかし、たいていの場合、バッターではスイングの数が

足りず、バットスピードがありません。下半身が回らず上半身で打つのでインコースがさばけませ

ん。ピッチャーはフォームに問題があり、スピードのある子はコントロールに難があり、ストライ

クが入る子はスピードがありません。いつも「もったいない」と思います。 

  そして下級生は１日ボールボーイや得点係、ひどい時には審判をさせられ、野球部なのに貴重

な１日が無駄に過ぎていきます。中学野球が出来る日数は限られているのに、これも「もったいな

い」と思います。グランド事情か指導者の考え方かわかりませんが、牽制の練習だけは良くやって

いるがわかります。試合で本当に牽制球が多い。段原クラブもしないわけではありませんが、原点

能力を上げる練習が１番大事で、勝つ為のテクニックの必要性を感じないので、これも「もったい

ない」と思っています。 

  前にも書いた事がありますが、段原クラブは１年生の時ほとんど勝てません。今年の３年生も

１年生のリーグ戦で勝てませんでした。その程度の素材が集まります。しかし毎年３年生になれば

勝負出来るチームになります。 

２７日（日）１年生の練習試合を大野シニアとやりました。案の定２敗、当然です。段原クラブ

には小学校の軟式でエースという子は、ここ５年入ってきていません。マウンドに上がった事のな

い子投げては勝てません。そういう選手を２年間掛けてピッチャーに育てます。今年の卒団生のピ

ッチャーも新３年生、新２年生のピッチャーも同じです。私は投手経験がありますし、プロ野球界

の偉大な先輩達の教えもあるので、育てる事が出来ます。今年の１年生もピッチャー希望者が何人

かいるので、その中で１番努力した子がエースになるのだと思います。そして１年生の時には歯が

立たなかったチームを３年生の時には追い越します。あくまで子ども達が全力で努力したらの話で

すけど・・・。 

野球が好きで小学校の時、思うような結果を出す事が出来なかったから、段原クラブで変わりた

いと思い、入部してきた子ども達が多いと思っています。１年生の皆さん、まずチーム選びは正解

です。段原クラブには個人の能力を上げることの出来るシステムと指導者と環境があります。しか

しあくまで本人の努力があっての話です。小学校で大した成績を残していないのですから、今まで

と同じ練習量と質では勝負になりません。上達する方法、考え方は伝えられますが、やるのはあな

た達です。まずチーム一、１年生１６人の中で「１番やっている」と堂々と言える練習をして下さ

い。「上手くなりたい」、「勝ちたい」魔法が使えなければ「正しい練習を数多くやる」これしか方

法はありません。 



 

 

第１９５話/2016.03.21 

 

３月１９日（土）、２０日（日）神辺東ベースボールクラブの招待試合に行きました。気温が上

がり、バットや腕が振れるようになってきました。ストレートに力のある投手がいなかったことも

ありましたが、冬の間たくさん振り込んだ選手は、打球の質が上がり距離も出て来ました。１年生

の時、カープジュニア（小学生）に２試合連続完封負けしたチームが勝負出来るチームになってき

たように思います。まだ今年になって本当に良い投手と対戦していないので、真の力はわかりませ

んが少し期待したいと思います。ここ最近の試合を見て私が痛感したのが、心（精神力）。勝ちに

行く試合で私の顔色が真剣になると子ども達の力が出ません。ベンチで遊んでいるくらいの態度で

いると伸び伸び身に付けた力を発揮します。心の優しい真面目な子ども達のチームはそうしてあげ

るのが良いかもしれません。私の時代は厳しく緊張感のある中で、練習、試合があり、そこで負け

る選手は結果を出せませんでした。家庭環境、学校環境が変わる中、野球の指導も時代に合わせる

必要を感じています。監督の仕事は練習でひたすら個人の技術向上に努め、試合ではその力を全て

出させてあげる事なので私の意識改革が今年のカギになりそうです。 

練習中ではなく、試合中に２人ケガ人が出てしまいました。２人とも防ぐのは難しかったと思い

ますが、１日も早い回復が待たれます。段原クラブはケガ人に対するケアのシステムが確立されて

いるので大丈夫ですが、予防に対して少し考える必要があるかもしれません。 

３月２０日（日）に新１年生の保護者に対して段原クラブ（私）の考え方を説明する時間を取り

ました。今年は今のところ１６人入部してくれたため、今まで以上の競争が起こります。チームに

とっても、子ども達にとっても、とても良い事で確実に個人のレベルが上がります。最後にはやっ

た者が勝ちます。今までの段原クラブの歴史がそれを証明しています。 

  小学校の時、中心だった子をレギュラ―になれなかった子が３年間の努力で追い越していくと

ころを何度も見てきました。日曜日の大会も小学校でレギュラーでなかった子、チームで１番小さ

い選手が柵越えのホームランを打ちました。段原クラブでなかったら、その子は今でも内野ゴロを

打っていたと思います。努力した子に良い思いをさせる。指導者の責任です。 

まだ今シーズンは始まったばかりで、これからチームも子ども達も私も思い通りにならないこと

が出てくるはずです。そういう時こそ、自分達がやってきたことを信じ、大好きな野球を楽しみた

いと思います。 

新１年生の皆さん、段原クラブを選んだことで君達の技術が大きく伸びる可能性が上がりました。

しかしそれには当たり前の努力が必要です。良い先輩がいます。よく見て下さい。どこを見るかで

君達の１年後、２年後が変わります。 

 

 

第１９４話/2016.03.14 

 

「中学校でクラブチームに入ると成績が下がる」ある６年生の親が言っていたそうです。 

 何言っているの？段原クラブのＯＢは昨年に引き続き今年も２人国立大学に合格しました。高校

１、２年生にも野球との両立を目指して努力している子がいます。中学校の野球部の子は全員成績

が良いのでしょうか？狭い世界しか知らない親は子どもの足を引っ張ります。 

  何かが上手くいかない時、ほとんどの人は自分以外に責任をなすりつけたがります。批判され



ることを承知で言えば、府中町の中学生の件は本当に不幸な事です。当然学校側に責任の多くがあ

ります。しかし、はっきり意見を言える子どもに育てられなかった親には？高校の推薦が有る、無

いぐらいで死を選んだ本人は？と私は考えます。人生は思い通りには行きません。努力したからと

いって必ず結果がついてくるとも限りません。特に野球というスポーツは失敗の連続です。 

  私は現役時代ピッチャーとしてベストボールが何球投げられたでしょう。バッターとして完璧

な打球が何本打てたでしょう。出来ないことだらけ、だから練習をし続けるしかないのです。ピッ

チャーは完全試合や全員三振を目指し、バッターは全打席ヒットを目指します。しかし最後まで出

来ません。だから苦しくても楽しいのです。私は野球とは人生とはそういうものだと思っています。 

３月１３日（日）本年度最初の公式戦、理事長杯西部予選がありました。一冬越して努力してい

る選手達のバッティング技術が上達している事を前に書きました。前日１２日（土曜日）の府中オ

ーシャンズとの練習試合は持っている力を出せた選手が多くいました。しかし日曜日には持ってい

る力を出したバッターは２人だけ、これが野球（人生）です。日曜日の対戦相手より府中オーシャ

ンズの方がチーム力は上です。ではなぜ？メンタルです。公式戦だからだと思います。「勝たなけ

れば」「打たなくては」自分で自分にプレッシャーをかけ、せっかく努力して身に付けた力を自分

自身で出せなくしてしまう。こんなもったいない事はありません。 

  私は子ども達にいつもいっています。勝つ事が全てではない。試合は発表会です。苦しんだり、

辛かったりしながら身に付けた技術、力を試合を見ている人達に披露する場です。出し切れればそ

れで良いのです。勝ったか負けたは後からついてくるもので、今の全てを出す。足りなければ、ま

た練習をすればいいのです。先に書いたように失敗するスポーツなのですから中学生の野球は通過

点です。負けたからと言って何も失うことはありません。段原クラブの選手のみんな、せっかく好

きな事をやっているのだから練習は苦しんで下さい。試合では自信あふれるカッコいい顔でプレー

して下さい。君達の努力を私は見ています。力はついています。段原クラブの野球を信じ、自分を

信じプレーをして下さい。 

 

 

第１９３話/2016.03.07 

 

  ３月５日（土）、６日（日）山口ミラクルクラブ野球大会に参加させて頂きました。今年は西京

スタジアムという立派な球場で試合をさせてもらうことが出来、子ども達にとって良い経験になり

ました。ありがとうございました。試合は３試合勝ち、決勝戦は雨で中止になりました。生意気に

聞こえるかもしれませんが、野球人の目から見て普通にやれば勝って当然の力関係の対戦相手でし

たが、中々当たり前の事が出来ず、どの試合も終盤まで勝負を決める事が出来ず、力の差ほど点差

をつけられませんでした。 

まず失点ですが、３試合でタイブレークを入れて４失点、打たれたヒットは３試合で３本、なぜ

４点も取られるのか？これも当たり前のことが出来なかったからです。先頭打者のファーボール、

ワイルトピッチ、パスボール、盗塁、スクイズ、ノーヒットで点を取られています。全て防げるこ

とです。これからの公式戦で勝ち上がる為に修正しなければいけません。 

  そしてバッティング、相手投手はスピード普通、コントロール甘い、変化球ほぼ無しというレ

ベル、ヒットはまずまず出ましたが、チャンスで各自の持っている力が出せない。今回は内野ゴロ

でダブルプレーを３つ取られましたし、ランナー３塁で早いカウントで打ってはいけないボールに

飛びついていくなど、頭のミスが目立ちました。このレベルのピッチャーを打てない理由は簡単で

す。精神的に弱いか、ボールに手を出すか、自分の打ってはいけないボールを打ちにいくか、全て



ピッチャーに抑えられるのではなく、自らのミスでアウトになります。要は打ちそこなうというこ

とです。一冬越して努力してきた半分以上の選手はある程度のレベルの力をつけています。監督と

してではなく、野球人の目から見てこの３試合は最低でも５点以上とれるはずです。いつも言って

いるように、身に付けた技術、能力を発揮するために精神力と野球頭が必要です。１００％スクイ

ズでしか点を取れないチームにスクイズで点を取られるのもバッテリーの頭です。 

段原プライド、努力し続けている何人かの選手達、あなた達は過去の段原クラブのバッター達の

レベルに近づいています。自信を持って欲しいと思います。守備も打撃も普通のこと、当たり前の

ことを簡単そうにやる。本当に難しいことですが、そんな選手が一番頼りになります。 

今年は試合に多くの人数を連れていきません。新２年生は人数も少なく、力不足です。今は数多く

練習する必要があります。新１年生との競争になります。８月末の文部科学大臣杯まで約６ヶ月し

かありません。残って練習している選手の様子は必ずコーチから聞きます。土、日の大会の場合、

土曜日の練習内容によっては残ったコーチから選手の推薦があれば日曜日の試合に連れていきま

す。今年の新２年生は試合に行きたくないのか、全く元気がなく、伝わるものがないそうです。 

  新１年生がたくさん入部してくれて学年を越えた競争が激しくなり、とても楽しみです。新２

年生の皆さん、保護者を含めて考え方が変わらないとやることが変わりません。そして結果が変わ

りません。練習は変わるためにやるのです。 

 

 

第１９２話/2016.02.29 

 

２月２８日（日）３年生とのお別れ試合とお別れ会がありました。 

今年の３年生は１１人入部し、１ヶ月で１人辞め、２年生の時に１人が転校し最終的に９人が卒業

しました。９人の３年生で全軟県大会準優勝、小学生の時エースだった選手が１人もいない中、２

年生の力も借りましたが、２年の秋から３年の春までに各自が努力で成長し、全員がチームのため

に仕事の出来る選手になってくれました。よく努力したと思います。一方で取り組む姿勢やチーム

の決まり事を守るという部分で、私は不満がありました。そこで後半は私が試合に行かないという

選択をし、子ども達を試合に出すという方法をとりました。正しかったどうかわかりませんが、３

年生が試合に出る事が出来た事実が残りました。その点では良かったのでしょう。 

これから進む高校野球という世界はとても特殊な世界です。今までのような考え方では通用しな

い事がたくさんあります。「ハイ」しか言えない空間で自分を持ち続け、自分を生かしていかなけ

ればなりません。私の５０年間の野球人生で最も楽しくない３年間でした。１年生からレギュラー

で甲子園に出場したのに楽しい思い出がありません。今の時代と違うのかもしれませんが、大差な

いように思います。たくさんの苦しい事、辛い事、理不尽な事の中で「野球大好き」これだけは変

わらないで下さい。自分を信じ、段原クラブの野球を信じて下さい。野球はスポーツであり修行で

はありません。好きだから頑張れる。好きだから「打ちたい」、「捕りたい」、「勝ちたい」のです。 

君達のユニフォームを着ている時の顔、本当に良い顔をしていました。高校もその顔でやって欲

しいと思います。 

１、２年生の皆さん、あなた達の試合で見ている人達に心を動かせましたか？確かに「上手い」

「下手」、力が「ある」、「ない」、「強い」、「弱い」、「勝つ」、「負ける」があります。ずっと言い続

けていますが、本当に大事な事はそこにはありません。人間は心のある生き物です。行動は心が支

配しています。「思い」と言ってもいいかもしれません。野球というスポーツはその心がプレーに

出ます。私が目指している「良いチーム」とはそういう事です。ひたむきに心を込めて、練習し、



付けた力を全力で試合に発揮し全員でチームの勝利に向かっていく、その結果、勝てても負けても

いいのです。もちろん勝てればそれに越した事はありませんが、たとえ力足らず負けたとしても応

援してくれる人達、君達の味方、敵、試合を見ていた全ての人から、心からの拍手を貰える試合が

出来る、そんなチームになりませんか？その為には試合だけでなく、練習から変わる必要がありま

す。本当に自分自身に厳しく練習できているのか、自分に問いかけて下さい。好きだから中途半端

にやって欲しくないです。悔いのない野球人生なんて無いと思いますが、せめて段原クラブの３年

間で悔いを残して欲しくありません。 

  君達が頑張っている間の協力は惜しみません。しかし、いい加減な選手のために私の時間を使

うつもりはありません。折角の出会い、大切にしたいと思います。 

 

 

第１９１話/2016.02.22 

 

なかなか暖かくならない中、段原クラブはバットを振り続けています。１人ずつ順番にインフル

エンザにかかり、中々全員がそろいませんが、故障者の復帰と新１年生が早く入部し人数が増えた

事でそれぞれの学年が刺激を受け、何人かの選手の取り組み方が少しずつ変わったように思います。

相変わらず何も感じていない選手もいるようですが、私にとっては有り難い事です。レギュラーを

決めるにあたって悩まなくていいからです。全員が心を込めて本気で努力されると監督は困ります。

自分の甘さに気が付いていない選手は全ての結果が自分に帰ってくる訳ですから、今のままで構い

ませんよ。野球は自分のためにやるのですから。 

２月２８日（日）のお別れ試合から３月一杯で１４試合組んでいます。中止がなく、たくさんの

選手が競争出来ればいいと思っています。プロ野球で言えばオープン戦、この冬練習をし、身に付

けた技術、体力を試合でどの程度発揮出来るのか、その為には精神力が必要です。そして状況判断

が必要です。２月の中旬ぐらいから私に何人かの選手のスイングが明らかに良くなってきているの

が伝わっています。昨年秋より数段レベルが上がった選手がいます。自分がやってきた練習を信じ、

自信を持って臨んで欲しいと思います。努力している選手の結果が楽しみですし、良い結果が出る

はずだと思っています。 

遠征の出る時のバス料金の値上がりが凄く、少し悩んでいます。多くの人数を連れていけば１人

の代金は下がります。しかし、多くの人数を全ての試合に出すのは中々大変です。試合には勝敗も

あります。どうするのが一番良いのか、私の中で決めかねている状態です。お金が掛かる事を決め

るのは本当に難しい。私も私の息子もレギュラーで必ず試合に全て出る立場だったのでお金が掛か

る事を何とも思った事はありませんでした。しかしチームには色々な立場の人がいます。難しいで

す。他のチームはどうしているのだろう。いろいろな意見を聞いてみたいと思います。 

監督の悩みは尽きません。 

 

 

第１９０話/2016.02.15 

 

２月１４日軟式野球連盟県少年部の総会があり、その後、広陵高校硬式野球部監督中井先生の講

演がありました。私は練習があり、聞けませんでしたが、色々な内容が普段私の言っていることと

同じだったそうです。たとえば、夢を実現するためには常に思い続けること、プロ野球選手になり

たければ、思い続けて人よりも多くの練習をしなければいけません。そしていいチームになるため



には、保護者が我が子を応援するのではなく、チームを応援できるようになることなど、当たり前

のことですが、現実には中々出来ないことです。 

今段原クラブは、部員数の減少のためチーム内の競争意識がありません。特に新３年生の内野手

は、新２年生の突き上げもなく、ピリピリしたものが全く伝わってきません。にもかかわらず本人

達は「努力しています」と堂々と口にします。私も人の親です。我が子はとても大事に思っていま

す。小学校１年生からソフトボールを始め、野球を辞めた２８才までずっと厳しく接してきました。

なぜか？大事な息子だからです。大事だから可愛いから厳しくする。私の父もそう思って私に接し

てくれたと信じています。それが子どもの為になると思っていましたし、ためになりました。 

  保護者の皆さん、特にお父さん、子どもに嫌われるのを怖がっていませんか？ただ怒れと言っ

ているのではありません。最低限の約束事、毎日のストレッチ、ランニング、素振り、野球ノート、

そしてグランドでの集中、これぐらい管理しませんか？同じ失敗を繰り返したり、技術が中々身に

付かなかったり、状況判断が出来るようにならないのはなぜなのか？やらなければいけない、当た

り前のことがおろそかになっていませんか？日曜日からやっと故障者が復帰し、「誰かがポジショ

ンを取られるぞ」という環境が出来ました。その選手をどういう使い方をするのか、あなた達しだ

いです。今年私は言葉を信用しません。「頑張ります」、「一生懸命やります」はいりません。態度

と結果で思いを証明して下さい。あと２週間で実戦が始まります。勝負です。勝負とは勝ちと負け

と書きます。勝つ事が全てではありませんが、勝つために全力を尽くすことには価値があります。

私は負けるのが嫌いです。チームが勝つ事に全力をかたむける選手、保護者と今年は戦っていきた

いと思っています。競争の中でどんなメンバーが４月を迎えるのか楽しみです。 

 

 

第１８９話/2016.02.08 

 

受験のシーズンです。小学校から大学まで受験の話をよく聞きます。段原クラブの３年生も同様

ですが、私も受験しているような気持ちになります。今、６年生がたくさん体験練習に来てくれま

す。その中で入部してくれる子どもは２、３割、先輩や保護者から頼まれてそもそも入部するつも

りがなく義理で体験に来てくれた人もいるでしょうから、確率はもう少し高くなるかもしれません

が、入部しない子の方が多いのが現実です。私はその度に「あなたと段原クラブは不合格」と言わ

れているような気持ちになります。チームを選ぶ基準は人それぞれで、他にもたくさんチームがあ

るので比べた結果、不合格という事だと思います。努力が必要です。しかし私は野球のクラブチー

ムは個人の技術と理論（考え方）を向上させる事に価値があると思っています。なぜかというと、

通過点だからです。高校ではチームメイトはバラバラになり、今度は他チームから来た選手とポジ

ション争いをします。そして勝たなければ試合に出られません。その次のステージ（大学、社会人、

プロ）も同じです。結局、個人の能力が問われます。その点で今、段原クラブがやっている練習、

考え方は正しいと思っています。入部してきた時、ほぼ何も出来ない選手達を高校野球のステージ

に立てるように個人の能力を上げて送り出す。これからもその為に努力していくつもりです。それ

を信じてくれる子ども達とグランドで思い切って野球をします。 

今、高校３年生のＯＢが土日練習を手伝いに来てくれています。その選手は高校の時、野球でと

てもつらい思いをしました。挫折と言うと少し違うかもしれませんが、気持ちを切り替え、軟式野

球で全国大会に２度出場し、大学も合格しました。中学の時、将来の目標は指導者になりたいと聞

いた事があります。人の痛みや、回り道や苦しい思いをした彼は必ず良い指導者になれると思って

います。私は野球しか伝える事は出来ませんが、グランドで私の技術と指導方法を少しでも多く盗



んで、彼の引き出しを増やして欲しいと思います。段原クラブの子ども達にとって、とても有り難

く感謝しています。この経験は必ず君の役に立ちます。グランドで遠慮する事なく、どんどん自分

を出して子ども達に君の持っている物を伝えて下さい。私は君の人を信じています。そして段原ク

ラブの指導者のひとりだと思っています。本当にありがとう。 

６年生の皆さん、こらからも私は不合格と言われても構わないので何度でも体験に来て下さい。

グランドでは全員に技術を伝えます。１日練習しただけで変わります。本当の野球の考え方を是非、

体験して下さい。 

 

 

第１８８話/2016.02.01 

 

  ２月になりプロ野球のキャンプが始まり又、春の甲子園出場校が決まり少しずつ球春が近づい

てきました。今年のセンバツも広島の高校は選ばれず、私がずっと言ってきた野球のレベルアップ

についていけていないのがはっきりしてきました。守備力があるのは当然ですが、それだけでは勝

ち上がれません。バッティングのパワーが必要なのです。県予選で全くホームランが出ないようで

は上では勝負になりません。もっと数多くバットを振るべきだと思います。１年生の時から続けれ

ば何人かの選手は３年生になった時、遠くに飛ばせる力を身に付けられると思います。 

段原クラブは前にも書いた通り２月は練習試合を組まず、ひたすら基本的練習をします。幸いに

もグランドがしっかり確保出来ているので、バットを振る数、ボールを捕る数を多くし、野球の原

点能力のアップを目指します。個々のレベルアップとチーム内の競争がチーム力のアップに繋がる

はずです。今年の選手は練習で手を抜いている選手がいません。まだまだ気迫というか、覇気とい

うか少し物足りなさを感じますが、真剣さは伝わってきます。努力している選手には、少しでも多

く試合で良い結果を出させてあげたいのでこれからの２ヶ月、指導者として道を間違わないように

しっかり考えて、練習、試合をしていきたいと思います。昨年秋に力不足だった投手力、打力、走

力、まぁ言ってみれば全てですが、「一泡吹かせてやる」と私は思っています。これから２ヶ月で

選手達と保護者、スタッフ、チーム全員が同じ思いになれば可能だと思います。 

これからの２ヶ月、誰がレギュラーを取るのか、とても楽しみです。私の中で今、決めている背

番号は本当に一つもありません。選手全員に期待しています。新１年生も同じですよ、アピールで

す！！ 

たくさんの６年生が体験に来てくれてありがとうございます。全員に可能性を感じました。みん

な入部して下さい。待っています。段原クラブは良いチームですよ。自信があります。 

 

 

第１８７話/2016.01.25 

 寒い寒い週末が過ぎました。野球をするにはとても厳しい気温、たぶんそんな時は他のチームは

ひたすら走るのでしょうが段原クラブではやりません。私はなぜグランドであまり走ることをしな

いのか、いくつかの理由があります。まず、怖いから。事故、ケガなど不測の事態が起こり、最悪

は命を落とす事が無いとも限らない。自分で練習している時には人間は無意識にストッパーを掛け

るのでケガはしません。しかし、無理やりやらされるランニング、トレーニング（監督・コーチが

見ている）時はストッパーが外れます。それが怖いです。次に一人で出来る練習は一人でやるべき

だと思っています。これが出来ない選手は遅かれ早かれ淘汰されます。夢を語るなら一人で練習出

来なければ語る資格はありません。日本のスポーツはつるんで練習する習慣が古くからあり、私は



あまり好きではありません。グランドでは人数がいなくては出来ない練習をするべきです。素振り

やランニングは時間がもったいないです。 

  今シーズンの段原クラブの選手達は一人を除いて普通の子達です。足、肩、体普通、性格も大

人しく厄介な子はいません。この子達が勝負の世界で戦っていくのは大変です。過去の段原クラブ

の選手達と同じモチベーションで同じような練習では厳しい戦いになります。練習を見ているとこ

れも普通にやっています。手を抜くわけではありません。私の中では、この冬ずっと物足りなさを

感じています。私事ですが、私は体もあり、足も肩もある程度以上の物を持っていました。中学・

高校の時、大きな声を出したり、人一倍がむしゃらに練習したわけではありません。それでもチー

ムで一番の成績を残せました。それは努力したものではなく、親からもらったものが大きかったか

らです。 

勝てるか勝てないのか。これはやってみなければわかりません。大事なことは、個人もチームも

勝つために目標や夢に向かって精一杯努力することです。そのために殻を破って欲しいです。 

「がむしゃらってカッコいい」です。 

 

 

第１８６話/2016.01,18 

  

ここのところ、冬らしい気温になってきました。それでも段原クラブはひたすらバットを振り続

けています。バッティング練習は試合の勝利にあまり役に立たないかもしれませんが、そんな事は

どうでもいいです。「ノックで守備は上達しない」私はそう思っています。打球をいくつさばける

のか、守備力の向上のためにもひたすら練習が必要だと思っています。そんな簡単に試合の結果に

つながらないと思いますが、出来たら高校でも続けて６年間本気でバットを振り続ければ、３割程

度なら誰でも打てるようになると思います。しかしながら、そういう高校が見当たらないのがとて

も残念です。元ヤクルトの宮本が守備力が向上してダイヤモンドグラブ賞をとれるようになったの

は、試合前の練習で打球を追うようになったからだと言っています。ノックと打球は違うものです。

ノックではノックの打球を捕るのが上達します。試合で捕るのは打球、ノックはあくまで基本を覚

えるため、下半身を鍛えるためのものです。私は今の練習で守備力も必ずアップするものと信じて

います。 

今年のチームは秋に少し力のあるチームには全く歯が立ちませんでした。それだけに指導者とし

て、とてもやりがいを感じています。どこまで上げられるか今のところ全く見えていませんが、勝

つという事に対するプレッシャーが少ない分、昨年より思い切ったことが出来、試合が始まるのが

楽しみです。子ども達には新３年生に対して厳しきなることを伝えていますが、まだ本気だと思っ

てないようなので２月になったらもっとはっきりと今年の方針を伝えたいと思います。「自信と闘

志」今年の試合に出るための新３年生の条件です。これが無ければ下級生が試合に出ることになり

ます。練習でひたすら技術の向上に努め、気持ち（心）を込めて試合をする。心を込めるとは表に

出すことです。私に伝わらなければ意味がありません。３月にはそんなチームのベンチにいたいと

思っています。そして秋に歯が立たなかったチームを慌てさせます。子ども達が少しずつ変わって

きているのでそんな予感がします。 

 

 

第１８５話/2016.01.12 

  



１月１０日（日）広島西野球協議会の理事会と新春の集い（新年会）がありました。今年も一年

間始まるのだなと少しずつ思えてきました。私が一番信頼し、信用できるスタッフの大野シニアが

脱退していまったのが、とても残念です。しかしチームのお付き合いはこれまで通り続けていきた

いと思っています。宜しくお願いします。この冬はあまり気温が下がらずボールを使った練習が思

い切って出来ています。今までの段原クラブの歴史で最弱と言われている今年のチームはこの冬、

他のチーム以上の練習をする以外チーム力を上げる方法はありません。今、私の中で不動のレギュ

ラーは一人だけ、ポジションは８つ空いています。悲しい話ですが、それだけ個人の力がありませ

ん。１月、２月、３月の３ヶ月でどこまで伸びるのか。力のあるチームに対して、昨年秋は１０戦

全敗の力をなんとか１０回の２回は勝つ可能性を持てるチームに引き上げなければいけません。そ

のためには、レギュラーの固定が必要だと思いますが、今のところその力を見せてくれる選手が見

当たりません。先日子ども達に話をした、今年の段原クラブは「自信と闘志」。自らを信じ、闘う

志を持った者だけがグランドに立つ。これを貫いていきたいと思います。もし、そういう選手が９

人いなければ試合に出ない、それぐらいの思いです。技術が足らないのですから気持ちで向かって

いくしか無いと思います。しっぽの下がった犬は大嫌いです。チーム一練習し、その練習を信じ、

気持ちを前面に出して自分より力のある者に向かっていく、そういう選手と一緒に戦っていきたい

と思っています。今年の冬は保護者の方々の努力のおかげで例年より多くの小学生が体験に来てく

れています。そして全ての子ども達が今までより強い打球が打てるようになって帰っていきます。 

小学生の皆さん、大きな夢があるのなら、この冬遊んでいるひまはありません。段原クラブに入

団してくれるのが一番嬉しいですが、そうでなくても一日も早く次のステージを決め、一日も早く

しっかりとした練習をするべきです。小学校のチームでお手伝いをしていても力はつきません。自

分の夢のために貴重な時間を使うべきです。そして同級生との勝負で一歩先に出るできだと思いま

す。プロ野球選手は広島県Ｎｏ．１にならなければなれませんよ！遊んでいる時間もったいないで

す。何度でも体験に来て下さい。確実に力がつきますよ。 

 

 

第１８４話/2016.01.05 

  

１月２日毎年恒例のＯＢ戦を行いました。今年は現役（高校・大学）とそれ以外に分け９イニン

グを２試合しました。現役でない選手達も久しぶりの野球を楽しんでくれました。現役の試合は高

校１、２年ＶＳ高校３年＋大学生。毎年ですが、当然年上チームが圧倒します。今年は大学生２人

の投手が高校生を完封しました。私も２人の投手に挑戦しましたが、外野フライ２つと三振に打ち

取られました。久しぶりに本気で打ちたいと思えるようなボールを見る事が出来、興奮し楽しめま

した。来年は打てるように練習していこうと思っています。 

ひとつ高校生の選手に苦言を言います。大学生と試合をして勝てないのは当然です。しかし気持

ちで負けていてはグランドに立つ資格がありません。技術、体力で負け、精神力でも負ける。折角、

自分達より上のレベルの選手と試合が出来るチャンスなのにそれを自分のための生かそうともし

ない。私は見ていて腹が立ってきました。段原クラブで何をやっていたのだろう。そして今、高校

で何をやっているのだろう。はっきり言って高校１、２年生のＯＢから可能性を全く感じませんで

した。大学で野球を続けられる心を持っている選手はいないと思いました。それ以前に高校でやっ

ても今のままではあまり意味はありません。いつも言っている投手はバッターに向かって思い切っ

て腕を振る。バッターはフルスイング、野手は大きな声を出す。基本的な事が出来なければ次はあ

りません。今のままでは段原クラブＯＢを名乗ってほしくありません。君達の結果が出ないのは自



分自身の問題です。 

そしてもうひとつ、ＯＢ戦は前もってハガキで連絡しています。そこには集合時間（開会式開始

時間）が書かれています。毎年遅れてくるＯＢがいます。年始で色々と忙しいとは思います。部員

や保護者はＯＢのために何日もかけて、この日のために準備をし、当日も朝早くからお世話をして

くれます。そういう人達の協力で毎年ＯＢ戦を行うことが出来ます。ＯＢの方たちも社会人として

時間を守ることは仕事の上でも重要なことです。自分の都合だけでなく、他の人のことも考え、時

間を守り、折角の１日を楽しく過ごしてもらいたいと思います。段原クラブとして１年に１回の大

切な日です。お願いします。 

ＯＢの方々に楽しく野球をしてもらいたいと精一杯やっています。来年もたくさん参加して頂き、

現役の選手達に本物を見せて下さい。今回参加してくれたＯＢ、保護者、段原クラブの選手、保護

者、１月２日に渕崎グランドに来ていただいた全ての人に感謝します。本当にありがとうございま

した。これからも段原クラブを応援して下さい。いつでもグランドに来て下さい。お願いします。 

 

 

第１８３話/2015.12.28 

 

２０１５年最後のつぶやきです。 

本年度の段原クラブは全軟県大会準優勝や日刊大会優勝など、勝ち負けの部分では良い年だった

と思います。しかし私の中ではそれで？という１年でした。チームとは組織とは何？と考えた時、

疑問に思う事が沢山ありました。もちろん試合には勝った方が良いと思います。そして野球のクラ

ブチームなのですから技術が高い方が良いでしょう。しかしその前にひとりの中学生として、人と

して、どう？親としても子どもに対してどう？それが最善？そんな事を考えた１年だったように思

います。人間は平等ではありません。生まれながらに体の大きさがちがい、スピードがちがい、力

強さがちがいます。何倍努力してもどうにもならない現実が確かにあります。たいした努力をしな

くても打ったら飛ぶ子、そもそも足の速い子、体の大きい子、結局その子達が試合に出ます。それ

が勝負の世界の現実です。この１年間はずっとそんな事を考えていました。なにが正解なのか？そ

もそも答えはあるのか、私の中ではまだわかりません。 

ただ今言えることは「勝負は結局力の世界」だという事です。しかし中学生の子ども達に言って

おきます。人としての能力、そして魅力が数え切れないほどある中で、野球が出来るなどというの

はほんの小さな一部分でしかありません。プロ野球選手になれば、野球さえ出来れば人間性などと

いうものは全くのクズでも何億円というお金を手に入れることが出来ますが、そんな選手は何万分

の一程度です。クラブチームなので力のある子が試合に出るのが正解なんだと思いますが、私は頑

張っている選手、心が伝わってくる子どもが大好きです。そういう選手が良い結果を得られるよう

な指導者になりたいです。今の所は完全に力不足ですが、チーム１努力している選手がチームの中

心にいるようなチームになれたらいいと思っています。 

１２月になり、保護者の皆さんの努力のお陰で６年生が昨年と比べて数多く練習の体験に来てく

れています。１日ですが少しでも本物を伝えたいと思い接しています。彼らの今後の野球人生に少

しでもプラスになってくれればと思っています。同じチームで出来るかどうか私は縁だと思ってい

ます。縁あって出会い、縁あって同じユニフォームを着る、それを大事にしたいと思います。是非、

３年間信頼関係を続けていける選手に入団してきて欲しいです。来年、私は少し思い切ったことを

考えています。現実にそれが出来るのか、自分にそれだけの度胸と自信があるのか、今ははっきり

としたものが見えていませんが、そしてそれが本当に子ども達や段原クラブのためになるのか、そ



れもわかりません。 

選手達、保護者の方々、特に１、２年生の皆さん、秋に結果が出てないのですから、春になりメ

ンバーが一緒の訳ありません。しっかりとした覚悟を持って来年に臨んで下さい。はっきりと伝え

ましたよ！！ 

 

 

第１８２話/2015.12.21 

  

『喉元過ぎれば熱さを忘れる』、段原クラブの選手達は３週間前の２試合連続コールド負けとい

う屈辱を完全に忘れてしまったようです。特に中心としてその試合に出ていて責任を背負う必要の

ある選手が、練習での緊張感を欠いているように見えます。今の時点で明らかな力の差を見せつけ

られたのにも関わらず、練習に取り組む姿勢、集中力、そして内容がそれまでと変わらない。生ま

れて１３、４年間で出来た差を４ヶ月で埋めようと思えば劇的な変化が必要です。少し変わった程

度では近づく事さえ出来ません。段原クラブでは今まで一冬超えて毎年、他チームとの差を埋め、

勝負出来るチームになり戦ってきました。しかし今年のチームは、今までに感じた事が無いような

大きな差を感じます。２年生の中での競争が無い、１年生からの突き上げも無い。試合でチームの

役に立つ事が出来ない選手でも変わりがいないという理由だけで試合に出られてしまう。そしてこ

の程度なのに、親子共々少し力がついた程度で満足し、その上を目指して努力しない。勝負にはな

らないでしょう。私は常々「勝つ事が全てではない」と言っています。しかし、勝つために全力の

努力をする事は絶対に必要だと思っています。まずチーム内の競争に勝ち、チームとして広島Ｎｏ．

１を目指す。その過程の中で個人のレベルがアップし、高校野球に繋がっていくと思います。今年

のチームが冬を越して今までのような手応えを感じることが出来なければ、私が考え方を、そして

チームの作り方を劇的に変えなければいけないかもしれません。何度チャンスを与えても変わらな

い上級生より、可能性を感じるものがあれば、新１年生を抜擢するぐらいの思い切った事が必要に

なるかもしれません。 

１２月２０日（日）体験の小学生が数人来ました。段原クラブは体験メニューではなく、通常の

中学生のメニューに入って同じ練習をします。ロングティー、フリーバッティング、ティーバッテ

ィングいつものように段原クラブはバットを振ります。日曜日は合計約２５０スイング。全くボー

ルが飛ばなかった小学生が、タブレットで撮った映像を見せながら正しい下半身を使ったスイング

を指導すると全員外野に打球が飛ぶようになります。それにしても毎年思いますが、なぜ小学生は

スタンスが広いのでしょう。あれでは腰の回転のスピードが出ないばかりではなく、ボールを引き

つける事が出来ず、確率は上がりません。正しい技術を１日指導するだけで確実に打球が変わりま

す。小学校６年生の皆さん、いつでも体験ＯＫです。たくさん打ち、ボールが遠くに飛ぶ喜びを感

じて見て下さい。 

 

 

第１８１話/2015.12.14 

 

１２月１３日（日）来年３月の山口ミラクルズの大会案内を頂きました。喜んで参加させて頂く

ことを伝え、今年のカレンダーを見てみました。今年は春先の練習試合をひかえしっかり練習し、

基本的能力のアップに努め、３月、４月に試合を多くこなし、全軟に入る方法を取りました。それ

が良かったかどうかわかりませんが、大会ではある程度自分達の力を出すことが出来ました。良か



った事を変える必要はないので、来年も３月５日（土）、６日（日）と連絡を頂いた大会を初試合

とし、それまでは、しっかり足を地につけた当たり前の練習をしっかりこなし、個々のレベルアッ

プにつなげたいと思っています。秋の大会でのみじめな惨敗を全員が忘れること無く、集中した冬

の練習になる事を望みます。この冬でチームも各個人も変わる事が出来なければ彼らの野球人生は

負け続けほぼ１８才で終わる事でしょう。長く野球を続けるためにも本当に大事な冬になると思い

ます。 

１２日（土）段原クラブの忘年会がありました。たくさんの保護者の参加でとても盛り上がり良

い会だったと思います。特に二次会のカラオケには２０数名の参加があり、こちらが止めなければ

朝まで終わらないもではないかと思うほどのお父さん達パワーに驚かされました。ほとんどのお父

さんが、元気で明るく、弾けている姿をみていて、子ども達はなぜ、同じ血、ＤＮＡを受け継いで

いるのにグランドで出来ないのか、不思議に思いました。段原クラブが目指している野球は「自分

達で考え、自分達でやり、そして自分達が最高に楽しむ、そのためには勝った方が面白い」です。

子ども達もしっかり声を出し、自分を表現し、弾けるように野球に取り組める素材は持っているは

ずです。それが思い切って出せないようにしているのは私かもしれない、そんな事をお父さん達を

見ていて感じました。ふざけたり、いい加減ではなく、心から好きな野球を試合で楽しむ、楽しむ

ためには苦しく厳しい練習が必ず必要です。その苦しさも厳しさも全て自分自身のため、自分が試

合を楽しめる為にやることです。私は最近子ども達に「練習をしなくても、指導を聞かなくても構

わない、君達の野球人生なので自分で責任を取りなさい」と言います。しかし、私を信用、信頼し、

本気で練習に取り組んでいる子どもには少しでも長い、そして意味のある野球人生になるように私

の全精力を傾けようと思っています。「本気でやっている選手のために１日の中で「監督が一番長

くユニフォームを着ている」を続けていこうと思います。好きな野球、そしてそのユニフォームを

長い時間着ていられるのは幸せなことですし、私を必要としてくれる選手がいる事に感謝し、彼ら

の役に立てる技術、練習方法、考え方、少しでもレベルアップ出来るように勉強したいと思ってい

ます。 

 

 

第１８０話/2015.12.07 

  

「チーム力は投手力」野球の勝敗は１００％投手の力だと思っています。段原クラブは希望者が

投手をします。今、１、2 年生で８人が投手をやっていますが、小学校で経験のある選手はほとん

どいません。経験が無いとマウンドさばきや牽制、バント守備などの時間が必要になります。私は

出来るだけ投げる数を少なくして投手力を上げたいと思っています。俗にいう投げ込みは一切して

いません。なぜか？故障を防ぎたいからです。一番大事にしているのは正しいキャッチボールです。

ピッチングはキャッチボールの延長だと思っています。土曜日の練習で一人ずつフォームチェック

をしました。コントロールは正しいフォームで作るものです。そしてそれが故障を防ぐためにも大

事な事です。あくまでもスピードよりコントロール、スピードアップは投げ方ではなく、体作りで

上げるものだと思います。１４０ｋｍ／ｈのストレートを投げたければ１４０ｋｍ／ｈ投げられる

体を作る事です。身体能力が無いのにスピードを上げようとすれば、必ずフォームが乱れ故障につ

ながります。まず正しいフォームを身に付け、身体能力を上げ、コントロールとスピードをアップ

させるべきだと思います。この事を投手を希望している選手達にしっかりと伝えたいと思っていま

す。１日フォームチェックしただけで日曜日には確実に全員が少しずつですが、ボールが変わりま

した。結果を急がず、この冬は徹底的に基本を大事にして投手を指導していきたいと思います。バ



ッターも同じように飛距離を伸ばしたいのなら体を作る事です。体の力以上を求めると確率が下が

ります。フォーム、タイミングもちろん大事です。そして体の力を上げる事も同じように大事な事

です。 

この冬からタブレットＰＣをチームで購入し、子ども達の投げている姿、打っている姿を本人に

見せるようにしました。私が言っている事、そして自分が頭で描いた事が正しく体で表現出来てい

るのか？自分の感覚と実際のプレーの形の違い、思っている形ができているのか？出来ていないの

か？映像で見ることによって確認でき、より早くイメージと現実のプレーが近づいていけると思い

ます。やっているつもりでも実は出来ていないことが子ども達にはたくさんあります。見ることで

本人が納得でき、より素直に練習出来るようになると思います。投げる、捕る、打つ、走る、全て

正しい形があります。理にかなった方法をとる方が確率は上がります。口で説明しても伝わらない

事が、子ども達に少しでも伝わりやすくなって欲しいと思います。当然、数多く練習することは必

要です。しかし、何も考えずにただ走っても、投げても、打っても技術の上達はあまり望めません。

まず頭の中でしっかり理解し、それを体で表現するために常に意識し、数をこなす、練習とはそう

いうものだと思っています。ただグランドだけの練習では人より上には上がれません。ひとりの練

習は絶対に必要です。 

３月までの４ケ月、段原クラブの選手達が変われるのか、変わらないのか、君達の考え方しだい

です。 

 

 

第１７９話/2015.11.30  

 

はじめに断っておきます。私はチーム名に「さん」などの敬称はつけません。なぜなら、日本語

としておかしいと思うからです。それだけで他意はありません。あしからず。 

１１月２９日（日）山本浩二旗の準決勝で広島スターズと対戦することが出来ました。野球人の

目で冷静に見れば、今１０回対戦して１０回負ける相手です。先発メンバー９人で比べると１勝８

敗、とても相手になりません。１０月１２日（祝）に広島スターズが県大会を１０日（土）、１１

日（日）と戦った後、心も体も疲労困憊の状態でも勝てませんでした。今のチーム力はそれぐらい

の差があります。段原クラブは正しい練習をしています。そして２年生も確実に少しずつですが、

力はついてきています。しかし、そもそも１０ヶ月前にはカープジュニア（６年生）と試合して２

試合連続で完封されたメンバーです。それでも新チームになり、甲山ジャガース大会で勝ち、県議

長杯では決勝まで進み、今回はベスト４まできました。私は今「このメンバーでよく勝てるチーム

があるな」と思っています。少し勝てる試合があった事で選手も保護者も勘違いしていたと思いま

すが、０対７これが現実です。（５回コールド負け） 

私は広島市軟式野球連盟に入った時から常に広島スターズを基準に考えてきました。バッターな

ら広島スターズのピッチャーが打てますか？ピッチャーなら広島スターズの打線を抑えられます

か？守備は、走塁は、どうですか？そしてチームとして勝てますか？なぜなら、広島で１番の子ど

も達が入部し、１番練習して、１番勝率の良いチームだからです。そのチームを基準にしなければ

高校野球で活躍することは出来ないのです。私は高校時代、愛知県で野球をしていました。（愛工

大名電高校） 愛知と言えば中京高校（現 中京大中京）です。中京に勝たなければ甲子園には行け

ません。練習の時から常に中京の選手を意識していました。そのせいかわかりませんが３年生の時、

３回対戦して全て勝ちました。決勝でまさかの東邦に負けて夏の甲子園には出場出来ませんでした

が、常にトップチームを意識し、自分がそれを超えてトップになるんだと思いながら練習したもの



です。それがプロ野球につながったと思います。今の段原クラブは最初に書いたように１０回対戦

すれば１０回負けます。私が言いたいのは結果の話ではありません。言い方が悪いかもしれません

が、「スターズをいわしたる」ぐらいの気持ちで練習そして試合にのぞんでいる選手が見えないの

が残念です。私は小さい頃から負ける事に慣れていません。負ける事が大嫌いです。最初から勝負

しないやつ、向かっていかないやつ、しっぽが下がっているやつ、そして負けても悔しがらないや

つ、全て嫌いです。どんなに努力しても頑張っても出来ない事、勝てない事はあります。持って生

まれた身体能力、どうしようもない事もあります。そんな事は５０年も野球をやっていれば承知し

ています。グランドで大人しい良い子は必要ありません。熱くならないやつは段原クラブにはいら

ないのです。   

勝った負けた結果ではなく、練習から試合終了までお前達は全てを出したのか？そして負けた後、

その日からお前達は何をしたのか？私が言いたいのはそういう事です。 

 

 

第１７８話/2015.11.25 

  

１１月２１日（土）、２２日（日）、２３日（祝日）と３日間は久しぶりにしっかり練習出来まし

た。新チームになってから試合は多く中々時間をかけて練習をする事がなく、バント守備、牽制、

中継プレー、ランダンプレーなど最低限チームとして出来なくてはいけない事を練習する時間をと

れました。これらのプレーは１年生の時に覚えておかなければいけない、下半身を使ったスローイ

ングなど基本的な考え方が出来れば、それ程難しいものではありません。本来２年生の時には、当

然身に付けておくべき技術、考え方がまだまだの選手がおり、「本当に野球が好きなのですか？」

と問いかけたくなります。バッティングに掛ける時間は誰でも沢山取ります。バッティング練習は

自己満足のためですし、長い時間をかけてもそれほど疲れません。走ったり、捕ったり、投げたり

する練習に比べればはるかに楽なものです。私の中ではバッティングはやって当たり前、やらない

人間は野球の世界からなるべく早く身を引くべきです。 

２２日（日）出島グランドにＯＢの高校生、大学生、社会人の選手が４人手伝いに来てくれまし

た。バッティングピッチャーやノック、ティーバッティングの指導など１日子ども達のために動い

てくれました。段原イムズを持った選手達は私やコーチ達と同じ考え方で選手に接してくれるので

信頼して任せる事が出来ます。子ども達にとっても、同じ指導でも現役の先輩達と練習する事で新

鮮な気持ちで受け入れられ良い刺激になり、有意義な１日になりました。比嘉、安達、島川、入江、

本当にありがとうございました。君達の野球人生、そして人生にもプラスになってくれればありが

たいです。ＯＢの皆さん、いつでも大歓迎です。現役の選手でなくても子ども達には必ず得るもの

があります。力を貸して下さい。お願いします。３日間の練習を見ていて１、２年生の選手達がこ

の２ヶ月で確実に少しずつですが力をつけていることを見せてくれました。チーム力はまだまだ力

不足の部分がたくさんありますが、今の取り組む姿勢を続けていれば君達は強くなります。 

段原クラブの練習、考え方は君達の成長を見て間違っていないと改めて確信しました。指導者、

スタッフ、保護者、選手の皆さん、お互いを信頼し「見ている人達の心を動かせる野球」が出来る

チームを目指してこの冬、一層の競争を望みます。本当の力がつくのは自分で考えてやる平日練習、

個人練習です。このところ集中して自分を追い込んでいる選手が多くなっています。楽しみです。 

 

 

第１７７話/2015.11.16 



 

１１月１４日（土）１５日（日）の２日間、府中オーシャンズ親善大会に招待され参加させて頂

きました。１日目天気予報の悪い中、１試合、試合をする事が出来ました。２日目は２試合、計３

試合２勝１分（抽選負け）でした。守備では先頭打者に四球、打ちとった打球を内野安打、中継が

つながらない、ランダンプレーでは時間がかかる、打撃ではチャンスで１球目にスイング出来ない、

ストレートを狙って遅れる。走塁では積極的なスタートが切れないなどミスはたくさんありました。

いつも言っている「当たり前の事」まだまだ出来ない事がたくさんあります。しかし新チームにな

り、まったく勝てない試合が続き、故障者も出てチームとして大ピンチでした。その中で何人かの

選手はもがき、苦しみ、努力を重ね少しずつ変わってきました。特に児玉はたったひとりで全てを

背負い敗戦の責任を感じ、今までにない経験をしてきました。本来、新チームは２人で背負う予定

がひとりになり全てのものを抱えています。彼にとってはとても良い経験をしたと思います。やっ

と２、３人、彼が背負っている物を少しずつ分担出来るようになりました。その為少し試合になる

ようになってきました。２日間で得たもののある選手は、初めての試合で先発し完封した富樫、大

事な場面でファーストストライクをスイング出来た守内、ここ一番で一番のスイングが出来た西、

試合の途中でピッチングを修正出来た橋田、そしてタイプレークになり何も言わなくても集中し、

大きな声を出し本気で勝ちたいと思っていた選手全員、この２日間を忘れないで下さい。段原クラ

ブは間違っていません。あきらかに身体能力に勝るチームに初めて試合に出るような１年生を出し

ても決して引けをとらない試合ができるようになるのです。私が予想していた内容よりは上の２日

間でしたが子ども達を誉める事はしませんでした。なぜか？段原クラブだからです。段原クラブが

目指しているのは、目先の勝利ではありません。監督がベンチで黙って座って、何もしなくても子

ども達の力で広島県Ｎｏ．１になる事です。とても遠い道なのはわかっています。しかしそこを目

指さなければ高校に行って、その先の野球人生において自分で考え、自分で練習し、自分で結果を

出す選手になれません。監督の操り人形に先は無いのです。私はそう信じています。高校に行って

バットを振れなくなっていく段原クラブの選手を見る度にとても悲しい思いになります。みんな、

自分がやってきた野球、段原クラブの野球を信じ貫く勇気を持って下さい。「段原プライド」です。

１、２年生１９人、今までの段原クラブでは最も少ない人数です。この人数では結果が出ない選手

でも試合に出る事が出来ます。チーム力、個人の力を上げるために競争が絶対に必要です。何十人

もの部員は必要ありませんが、３学年で４０人。チームとしても子ども達にとっても最適な部員数

だと思います。そのために段原クラブの魅力を全員で発信していきたいと思います。６年生の皆さ

ん、ぜひ練習に来て下さい。１日で野球の本当の面白さを伝えます。１日で打球が飛ぶようになり

ますよ！！段原クラブの歴史で１番小さな４番バッターの大西、全ての練習、試合で１番声を出し、

試合で結果が出ようが出まいが遠征から帰って来たその日も当たり前のように練習する、良い悪い

なんてどうでもいい、ただただ感心しています。続けて下さい、私は君の努力に対して全ての力で

答えます。くずくず愚痴を言っている奴ら、まず大西ぐらいやってみろ！！ 

 

 

第１７６話/2015.11.09 

  

１１月８日（日）プレミア１２対韓国戦を見ました。日本の頂点にいる選手を見ることで自分自

身の野球眼の曇りをとるためです。私がいつも言っている「今の選手が一番上手い」その通りの力

を見せてくれました。２０代前半から中盤の選手達が堂々と持っている力を発揮するのを見て技術

の高さはもちろんですが、精神力の強さにも驚かされました。自分が２０代の頃、技術はもちろん



精神的に弱く試合で力を出せなかったのと比べて、今の選手達の強さに只々関心します。試合は５

－０と日本が一方的に勝ったように見えますが、その中で２つのプレーにプロ（それも一流）の凄

さを見ました。その２つとは、内野にとても良い当たりのライナーが飛んだ時のランナーの帰塁で

す。小・中・高校生の野球でよく見かけるライナーゲッツーになる打球です。打球の高さや、点差、

イニングなどの状況をしっかり判断し飛び出さず帰塁する。アマチュアが中々出来ないプレーです。

段原クラブでは走塁練習の中で打球の高さで判断できるように指導しています。年々ライナーゲッ

ツーはなくなってきました。プロ野球選手は打つ、投げる、捕る当然凄いに決まっています。それ

だけでなく走塁だったり、状況判断（頭）がアマチュアと違います。プロ野球を見る時、配球や守

備位置の取り方、打球方向など、プロの状況判断を意識して見るともっと野球が深くなり、面白く

なります。小・中・高校生の皆さん、野球は頭と足でやるものです。 

新入部員の勧誘の時期になり、保護者が話し合いその中で保護者同士が少し険悪になりました。

私は代表の立場で両者ともいさめましたが、２人とも思いは同じ、段原クラブが好きでなんとか良

くしたいと思ってくれています。だから熱くなるのです。私は新入部員を勧誘する時、部員や保護

者が本気になれるかどうかは本人の思い次第だと思います。自分が１年なり２年経験して、本当に

いいチームだと思えば素直に言葉が出るし、そうでなければ出来ません。卒団生の中にも様々な思

いの人がいるでしょう。私は長い間、子ども達と保護者を見てきました。在団中に思い通りになら

なかった場合、ほぼ自分の努力不足だと言いません。誰かのせいにしたいものです。野球チームの

場合は、指導者だったり、チームの責任にして自分を正当化します。まあ、だからそんなものなの

ですが、私も結果が出せないことを人の責任にしたことがあるので良く判ります。話は逸れました

が自分の力を高めるためにはライバルが必要です。その為にもある程度、部員の数がいなければな

りません。努力をせず、力もない選手が試合に出続けるのは間違っています。向上心を持ち、負け

ることが嫌いな野球大好き少年がひとりでも多く入部してくれることを期待します。 

 

 

第１７５話/2015.11.02 

 

１０月３１日（土）私は２０年ぶりに小・中学生時代を過ごした愛知県蒲郡市に帰りました。その

日の夜に愛知県南知多町の民宿で高校野球部の同窓会があったので足を少し伸ばし、出身中学校を

のぞいてみたくなったのです。土曜日という事で急に行って閉まっていてはと思い、前もって訪ね

たい旨を校長先生に電話すると、なんと中学校野球部の２年先輩、お互いビックリです。折角来る

のなら野球部の後輩を指導して欲しいという事になり、午前中２時間程でしたが初めて母校での野

球教室が実現しとても楽しい時間を過ごす事が出来ました。中学校は私が通っていた４０年前とほ

とんど変わらず、記憶が次から次へと甦り中学時代の楽しかった頃の気持ちに少しなれました。あ

の頃は打っても届かなかったレフト側のフェンスがとても近く感じ、中学時代の力の無さと自分の

成長を感じました。短い時間でしたが、本当に楽しく懐かし時間でした。蒲郡市立三谷中学校の先

生、生徒の皆さん、そして千葉先輩（校長）ありがとうございました。是非、また行きたいと思い

ます。 

私は名古屋電気高校（現 愛工大名電高校）出身です。高校卒業以来、４、５年に一度ぐらいの

ペースで野球部の同窓会をやっています。今年、４年振りに集まろうと話は盛り上がり、初めて当

時のライバル校、中京高校（現 中京大中京）、東邦高校の同級生にも声をかけようという事になり

ました。愛知県私学野球校３強そして公立の雄、大府高校のエースも駆けつけ１８人集まりました。

高校３年間、夢の甲子園を目指し、しのぎを削ったライバル達、５６歳になるまで一度も話をした



ことのなかった者たちが３８年経ち一緒に風呂につかったり、酒を飲み、そして語り明かしました。

思っていたよりも数十倍楽しく、面白く、人生の中で甲子園出場が決まった日、ドラフト会議で指

名された日よりも興奮し、心の底からライバル達全員を大好きになれた良い一日でした。高校２年

の夏に中京にサヨナラ負けし、中京が甲子園に行き、秋には中京、東邦に勝ち名電が春の甲子園に

行き、最後の夏は決勝で東邦に負け、東邦が甲子園に行きました。３校の中で勝ったチームが甲子

園という戦いをした当時は大嫌いなライバル、５６歳になって、まさかこんな日が来るとは誰も思

っていませんでした。この同窓会を企画し、準備してくれ、そして集まってくれた仲間に感謝しま

す。青春を野球に賭けた３年間、話は甲子園や勝った思い出より、練習や上下関係の苦労話ばかり、

練習の苦しさは東邦が一番、彼らが甲子園で準優勝したことに納得しました。名電の練習がダント

ツで楽でした。甲子園で勝てなかった訳です。私は常々、甲子園はその県で一番練習をしたチーム

が行くべきだと思っていました。その通りの結果だった訳です。参加した全員が甲子園出場してい

ますが、全員高校野球に悔いを残していました。「もう少し、あの時努力していれば」この思いは

みんな一緒でした。 

中学生の皆さん、愛知県の私学野球校３強全チーム甲子園の優勝経験があります。そして甲子園

出場を果たした全員に残っている悔い、どんなに努力しても残るものかもしれませんが、まず今の

一日を全力で、そして大きな夢に近づいていって欲しいと思います。次は６０歳、４年後の再会を

約束して帰りました。みんなが次も思い切ってお酒が飲めるように健康で、今回よりも多くの仲間

が集まることを願っています。本気で野球をすると本物の仲間が出来ます。 

 

 

第１７４話/2015.10.26 

  

段原クラブは今、苦しんでいます。新チームになり、ある程度苦労するだろうとは予想していま

した。レギュラーの捕手不在と２年生の時から試合経験のある投手が伸び悩んでいます。チームの

中心が１枚抜けると全ての歯車が回らなくなってしまいました。小さくてスピードの無い体の選手

達をどうやって結果を残せるようにするのか？私の持っている指導者としての力をフルに使って

なんとかしなければいけません。今までやっていた練習内容を見直す必要も含めて考えなければな

らないと思います。全体練習だけでは間に合わない選手達にはマンツーマンの個人練習が必要です。

そのためにスタッフの出席率の向上、練習時間の確保など子ども達だけでなくスタッフの意識も変

えたいと思います。部員の減少もあり、段原クラブは今、全員が本気にならなければいけない時だ

と思います。 

私は野球人生であまり負けた事がありません。小学校の時はソフトボール、中学は学校の野球部、

両方ともその地域では優勝しました。高校では甲子園、負ける事は本当に嫌です。「よく負けても

楽しくやれば」と言っている人がいますが、負けて楽しかった事は一度もありません。しかし、や

るのは子ども達なので彼らがどう思っているかです。今までの野球人生で負ける事に慣れてしまっ

ていると変わらない可能性があります。自分が試合に出られれば満足、ヒット１本でも打てば大満

足、試合の結果は二の次、三の次、まさかこんな考えの人はいないと思いますが？練習は個人の能

力をひたすらに磨き、伸ばす事に集中します。身に付けた能力をチームのために試合で発揮する、

持っている力を１００％出す事が勝利に近づきます。今年の選手達はまだまだ力は足りませんが、

それ以上に自分の力を試合で出せない所が大きな問題です。メンタルの弱さ、私に何が出来るの

か？練習の厳しさが必要なのか？それとも逆に甘くした方が良いのか？試合中にはどう接すれば

いいのか？今の子ども達に私は合わないのか？はっきりいってわかりません。 



努力している選手に結果を出させてあげる事が出来なければ指導者として不適任だという事で

す。来春までの約半年、私と子ども達の野球人としての力量が問われる冬になります。 

 

 

第１７３話/2015.10.19 

  

先日ある大会の代表決定戦の日程が１０月２５日（日）だと連絡がありました。急な話ではあっ

たが、ラッキーな事にもう一度チャンスがもらえる事に素直に喜びました。それがなんと１０月１

７日（土）に都合の悪いチームがあるので抽選で代表を決めると電話が入りました。私は何をいっ

ているの？大人がそんな事を本気で言っているのが信じられませんでした。大会とは？日程とは？

そして参加するとはどういう事なのか。そんな基本的な事もわからず勝負の世界に関わっている大

人がいる、なぜ？そもそも南部で県大会の欠場チームが出て、その枠が西部に回ってきたらしい、

まず県大会を学校行事で欠場するチームは最初から予選に出るな！！無責任です。１日で終わらな

い大会に出る場合、最後まで出場で来る事が参加の最低条件です。誰にでもわかる常識です。そし

て大会は大会本部が日程を決めます。それに対応出来れば参加、出来なければ不参加又は棄権、こ

れも極々当たり前の常識です。ましてや大会本部が参加チームの事情を聞き、それに対応するなど

という事はあってはなりません。なぜなら、一部のチームに有利になるようなことは勝負の世界で

はあってはならないからです。ましてや都合の悪いチームがいるから試合をせず抽選などという考

えは明らかに不正です。当然段原クラブとしては抽選に反対を訴え、２５日（日）にグランドがな

いという大会本部に対し、その日のうちにグランドを確保し連絡しました。そして１０月１８日（日）

なんとあった連絡は２４日（土）に試合をするという事でした。なんという茶番、こんな結果にな

るといろいろと詮索したくなります。そもそも誰か試合をしないで抽選に持ち込みたいの？なんて

思われてもしかたありません。段原クラブには２５日（日）だとしか連絡がなく、グランドを押さ

えたのになぜ２４日（土）に変更になったのか、その返答とは２５日（日）は打診をしただけで決

定ではないとの事、そして、では、どのチームが２５日（日）の都合が悪かったのかと聞くと段原

クラブには関係ないから答える必要がないとの事、大いに関係ありますよ。うちが反対しなければ

そのチームの都合で子ども達にとって一生に一回の試合（大会）がくじで決められる所だったので

すから。「くじを引いた方が勝ち残る確率が高いとでも考えた人がいるんじゃないの」なんて言葉

が、どこかからか聞こえてきます。 

私がこの件に関してここに書いた事、全て事実ですし、私の本心です。そして段原クラブの考え

方です。異を唱える方がいれば、いつでも話をします。野球に限らず勝負とは、大会とは、日程と

は、全てのチームに平等でなければなりません。決まったものに対応できなければ、不参加、棄権

以外の選択はありません。一部のチームが利益を得る事は決してあってはならないのです。そして

前からずっと言い続けていますが、次のステージがある大会の代表を決める試合が抽選は絶対ない

のです。なぜなら子ども達はいろいろな事を辛抱し、苦しい練習に打ち込んでいます。それは試合

で自分達の努力を発表するためです。くじ引きをする為に頑張っているのではありません。大会本

部の方々は日程を決めたり、グランドを確保したり、試合を運営したり、審判をお願いしたり、大

変な仕事なのは重々承知しています。いつも感謝しています。しかし、私達指導者と同じで自分で

選んだ道です。ちゃんとやって当たり前だと思います。私は思った事をはっきりと口にするので敵

が多いと言われます。しかし、子ども達にもいつも言っていることですが、生物の中で人間だけが

言葉を持っています。使わない方がおかしいです。正しいと思った事を堂々と発言する、なにが悪

いのかわかりません。先ほど書いたように、私は他の意見を聞く用意もあります。自分の名前も隠



していません。段原クラブの鈴木伸良です。ここに書いている事に責任を持っています。 

 

 

第１７２話/2015.10.12 

  

１０月１１日（日）卒団式がありました。２年生になる時に親の転勤で名古屋に行った政岡が来

てくれました。彼は引っ越ししたことで２つのチームを経験しました。彼の「段原クラブの選手は

自分達が恵まれている事に気づいていない」という言葉は私にとってとてもありがたいものでした。

今の自分達の環境が野球をするためにどれだけ恵まれたものなのか、１つのチームしかしらいない

子ども達にはわからないかもしれません。何人の子どもが政岡の言葉を受け止めてくれたかわかり

ませんが、気が付いてくれる子がひとりでもいればと思います。段原クラブが常に言い続けている

３年の最後が一番上手い、そうなれるようにこれからの３年生の取り組みがとても大事です。本気

で練習に集中する３年生だけが練習に来て、１、２年生の見本になって欲しいと思います。 

１０月１２日（祝）県新人戦の西部予選がありました。文部科学大臣杯県大会で優勝した広島ス

ターズと試合をすることができ、子ども達にとって練習ではすることが出来ない大きな大きな経験

をする事が出来ました。個人の力、チームの力、今何か出来て、何が出来ない。本物のチームと対

戦するしか知ることの出来ないもの、少し各自が見えることの出来た試合でした。私としても、大

事な場面で何が出来るか、そして何が足りないのかありがたい試合でした。ありがとうございまし

た。明らかに個々の能力に差があるチームに、これからチームとして個人として何をしていかなけ

ればいけないのか、これからの６ヶ月、彼らの野球人生において重要な時間になると思います。試

合に勝った方が楽しいに決まっています。しかし、悔しい気持ち、それが子ども達を大きくしてく

れると思っています。カープが負けた時、大瀬良投手が泣いていたようにサヨナラのミスをした選

手は泣いていました。私はいつも子ども達に大きなミスほど早くした方が良いと言っています。よ

かった！！高校の夏の予選ではなくて。これからいくらでも取り返すことが出来ます。「ひとりで

勝つ事は出来ないが、ひとりのミスで負ける事は出来る」私がいつも言っている事です。明日は我

が身、他の選手も他人事だと思わずに努力し続けるしかありません。 

卒団式でも言いましたが、段原クラブがやっている練習、考え方、指導方法、私も他のスタッフ

も自信を持っています。自分達とチームを信じて全員で目標、夢に向かっていきたいと思います。 

 

 

第１７１話/2015.10.05 

 

ラグビーのワールドカップが盛り上がっています。サモアとの対戦の前に特番（テレビ）があり

ました。その中で日本代表の中で一番小柄な１６８ｃｍの選手が紹介されていました。その選手は

ワールドカップに出発する前、奥さんにこう言ったそうです。「俺はこの大会で死ぬかもしれない、

そのぐらいでやらないと勝負にならないから、その時は再婚して幸せになってくれ」この言葉を残

して旅立ったそうです。私は 2 試合日本の試合を見ましたが、本当に言葉には嘘はないと思いまし

た。１９０ｃｍ１１０ｋｇぐらいの外国人選手に立ち向かっていく、そして勝つためには半端な気

持ちでグランドに立つ事は出来ません。ひと昔前ではテニスもラグビーも世界で戦えるなんて誰も

思っていませんでした。長い歴史に中で努力に努力を重ね、何度も跳ね返されながらあきらめずや

ってきた事が結果に出ているのだと思います。私は野球しか知りませんが、日本の中で野球選手は

本当に恵まれた環境にいます。今回のラグビーの試合は皆さん見るべきです。自分の甘さに気が付



く事が出来ます。簡単に死に物狂いだとか、必死だとか、自分は努力している、頑張っているとか

恥ずかしくて口に出来なくなります。今回の大会でベスト８に残れなくてもブームに終わる事なく

ラグビーの応援をしていきたいと思います。野球をやっている小学生からプロの皆さん、全ての選

手、自分達の環境に甘えていませんか？段原クラブの選手達、軽々しく努力を口にしない方がいい

です。ラグビーの選手に笑われます。 

新チームになって６試合程しました。２年生１２人中２人怪我をしているので１０人、ほぼ毎試

合出られます。たいした結果が出なくても、それ程努力しなくても大丈夫な感じです。 

私は今感じています。とてつもない物足りなさを。もう少し我慢しようと思っています。しかし

いつまで我慢できるか？？新チームになった時、子ども達に言ってあります。「新チームからは妥

協しません」、同じ物足りないのなら下級生を使うかもしれません。一桁の背番号に値しないのな

らその番号を無くすかもしれません。段原クラブの歴史の中でプライドと責任を持って背番号を背

負って戦った先輩に失礼は出来ません。チームスポーツという事をもう一度保護者を含め、チーム

全員が心に刻んで欲しいと思います。 

 

 

第１７０話/2015.09.28 

 

シルバーウィークの１９日（土）、２０日（日）の２日間、島根県隠岐・西ノ島に関西独立リー

グ兵庫ブルーサンダーの若者達とプロ野球ＯＢのおじさん達で町を元気にするイベントに参加し

ました。素晴らしい天気と空気、美味しい食事と景色、そして久しぶりの硬球での野球を心から楽

しませてもらいました。ありがとうございました。木製バットでのホームラン競争でオーバーフェ

ンスを打つことが出来、バッティングは健在な所を見せられましたが足はまったく動きません。１

週間以上たった今も左膝の痛みがとれません。減量と下半身トレーニングの必要をつくづく思い知

らされました。日曜日の夜遅くに広島に帰ってきましたが、あまりの疲れの為、このつぶやきを１

週休ませてもらいました。人口３，１００人の島に中学校はありますが、野球部は部員不足でなく

なったそうです。やりたくても出来ない子ども達が日本中にたくさんいます。出来る事が当たり前

だと思っている中学生の皆さん、君達は恵まれています。まして段原クラブの選手達は打とうと思

えばいくらでも打てる場所があります。理不尽な根性トレーニングはありません。負けたからとい

って罰のようなランニングやノックもありません。体を壊すような投げ込み、走り込みもありませ

ん。全力で取り組んで当然です。思い通りの結果を得られず、自分の努力不足を棚に上げて愚痴を

こぼしている全国の選手の皆さん、何も身に付きませんよ。自分で選んだチームでしょ。全ての責

任は自分自身にあります。チーム一努力すれば必ず試合に出られると思いますよ。私は必ず使いま

す。堂々と「一番練習しています」と言える練習をして下さい。その中から本物に見えるはずです。

野球が出来なくなってからに人生が長いのです。その時、本気でやった人にはたくさんの仲間（味

方）出来ています。 

２７日（日）チームの総会で役員がかわり、新しいチーム（１、２年生）になりました。３年生

はこれから高校進学の準備に入ります。私は是非、野球をやって欲しいと思っています。３年間き

ちっと最後までやり遂げる事により、人として男として大きくなれると信じています。そして一生

の友と出会えます。試合は見るより出た方が楽しいに決まっています。いろいろな選択肢があると

思いますが、努力が報われるチームを選んで欲しいと思います。１０月からの６ヶ月３年生が一番

伸びる時です。そのチャンスを生かすか、殺すか、あなた達しだいです。私の力を必要としている

選手はいくらでも使って下さい。望めば全力で協力します。これからの６ヶ月、卒業の３月に一番



の力をつけて高校進学、私は毎年そのつもりで３年生に接しています。１、２年生に今まで自分が

身に付けた技術・考え方を伝えるのも大事な責任です。これからの君達に期待します。 

 

 

第１６９話/2015.09.15 

 

段原クラブでは誰でも出来る三つの事、「大きな声を出す」「全力で走る」「ベースカバーに入る」

を入部の時に話します。技術のいらない、思うだけで出来る事です。しかし入部してきたほとんど

の選手が出来ません。小学校で野球（ソフトボール）をやっていたのになぜ出来ないのか？指導さ

れてないからです。当然それ以上の事が出来るはずありません。誰でも出来る当たり前の事、私の

中では送りバントもその一つです。体の大きさ、力の強さ必要ありません。足の速さも肩の強さも

いりません。バットが持てれば誰でも出来る事。私は高校まで失敗した記憶はありません。たかが

送りバントと考えています。中学野球では強烈なバントシフトもなければ、１４０ｋｍ／ｈのスト

レートもありません。出来て当たり前です。 

９月１３日（日）リーグ決勝大会の決勝戦１点ビハインドの６回、７回無死一塁から二度ともバ

ンド失敗しました。追い込まれて三振と内野フライ、人形が立っていても変わりません。段原クラ

ブではクランドでバント練習はしません。なぜか？室内バッティング場が土、日何時間でも自由に

使えます。その中で自分で考えてやるように子ども達にはいってあります。そしてわからなければ

聞きにおいてとも言っています。バッティング練習は自己満足のため、守備や走塁そしてバント練

習はチームのためです。失敗した二人は過去にも失敗があり一日だけ少し練習をしていたのを見ま

した。考えが甘いのです。２年生は３年生の足を引っ張ってはいけません。試合は一人で勝てませ

んが、一人のミスで負けます。役に立てなくても迷惑をかけない、社会生活と同じです。そのため

に努力するのです。自分の欲求（ヒットを打ちたい）のためだけでなくチームのための練習が必要

だと思います。試合は結局一点差で負けました。送りバントが成功しても点が入った保証はありま

せん。勝ち負けではなくいつも言っている当たり前の事を当たり前にやる。それをしっかりやって

負けたのなら、また実力を上げるために練習を重ねればいいのです。 

特別なことをやろうと思えば、まず基本（当たり前の事）が必要です。イチローや柳田だって最

初から今の打ち方ではありません。きっちりと基本のスイングを身に付けてから試行錯誤を重ねな

がら作っていったものだと思います。良い思い（勝利や活躍）をしたければ楽しくないし単調で苦

しい基本練習が必要だと思います。 

 話は変わりますが、リーグ決勝大会に１、２年生で参加したチームがありました。チームそれぞ

れ考え方があり、他のチームの人間が言うのは筋違いを承知で言います。「面白くない」勝ち残っ

た４チームでやる準決勝、決勝、勝ち残っていない選手が出るのは理にかなっていないと私は思い

ます。予選は自由ですが決勝大会は内容のある試合にすべきです。それでなければ良い球場を取っ

てまでやる意味がありません。生意気を言って申し訳ありません。 

バントを失敗した二人、私も高校２年の夏の予選で中京高校相手に２点リードの最終回３点取ら

れてサヨナラ負けをした経験があります。３年生のキャッチャーのサインに首を振って打たれて負

けました。３９年たった今でも３年生に申し訳ない気持ちでいます。学生野球は最後みんな負けて

終わります。大事なのは負け方です。やらなければいけない事はやっておこう。 

３年生の選手達、今週中学最後の試合です。自分を信じて、チームを信じて持っている力を全て出

して下さい。集中したら君達は力ありますよ！！ 

 



 

第１６８話/2015.09.07 

  

９月６日（日）８０’ホークスの招待試合が雨で中止になりました。招待試合を行うのには大変

な労力が必要です。一年に一度の行事が中止になってしまい準備を重ねてきた人達、選手達の気持

ちを考えると、とても残念に思いました。大会は抽選で順位を決める事になり、私は先輩（８０’

ホークスの監督）山内さんに挨拶するのが野球界の常識なので会場に行きました。チームとしては

中止というメールを流しましたが、福山までほとんどの選手が来ていました。とてもグランドでの

練習は無理という事で、ほぼ初めて試合のメンバーの練習を中止にしました。 

段原クラブは私が広島フルスイング塾という室内バッティング場を経営しているので、雨が降っ

ても打撃練習が出来ます。強制的な練習ではなく本当にやりたい子だけで練習をしたかったのであ

えて休みにしました。試合に行かなかった選手が午前中打っているので、午後何人か打ちに来るだ

ろうと思っていました。大会メンバー１４人中１１人が打ちに来ました。私が思っていた人数より

やや多め、２年生は必ず全員練習に来るのは予想出来ました。３年生８人中何人来るだろうか？最

低で一人最高で四人と思っていましたが五人でした。私は練習休みを指示したので来ない事は悪く

言いません。自由です。３年生は残り２大会、２週間をどう使うのか自分しだいです。夢や目標を

語っている選手達、口だけでは一歩も近づく事は出来ません。たった一日練習したからといって目

に見えて変わるものではありませんが、しかしやらなければ変わる可能性は０％です。まして広島

の高校野球をリードしている高校に進学したいといっている選手なら、家族中が野球一色にならな

ければ行って迷惑を掛けるだけです。 

３年生と試合をする最後のチャンスが雨に流れた事に何かを感じずにいられません。グランドで

プレーをするのは子ども達です。自分の野球人生を長く意味のあるものにするのか、短く終わって

しまうのか、あなた達が決めます。私には来年も同じように大会があります。３年生の子ども達、

中学生として出来る試合、２大会です。是非、３年間を意味のあるものにして下さい。一日がとて

も大切な２４時間です。 

 

 

第１６７話/2015.08.31 

 

「信頼」信じて頼りにする事。「信用」確かだと受け入れる事。「必要」なくてはならない事。辞

書で引くとこう書いてあります。 

先週、私は６歳の孫とプールに行ってきました。まだ泳げないので浮き輪につかまっています。

しかし何があっても私がいる限り絶対安心だと思っています。１００％信頼しこの人は自分の事を

守ってくれる、裏切る事はないと信用しているからです。そして彼女がプールで遊ぶためには私が

必要なのです。そんな事が私にひしひしと伝わってきました。そして帰りには感謝の言葉をもらい

ました。自分を必要としてくれる、そして信頼、信用してくれる、とても気持ちのいいものです。

私は指導者と選手、保護者の関係も同じだと思います。自分の力が本当に必要なのか、不要なのか？

信頼関係はあるのか？やりがいとはそういうところがとても大事です。相手が望んでいないのに自

分の理論を押し付けてもお互い不幸になるだけです。折角好きな野球を休みの日にやるのですから、

良い１日にしなければ意味がありません。信頼してもらっている孫と過ごした日のように子ども達

と野球が出来たら幸せです。 

スポーツをしていると怪我をする事があります。私も現役時代、骨折、肘、肩、手首、足首、一



週間程度のものから一年以上完治にかかったものまで色々な怪我をしました。突発的に起こるもの

から、継続的にストレスからくるものまで故障の原因はいろいろあります。まず大事なのは予防で

す。負荷の強さだったり、フォームだったり、トレーニング、練習後のケアなど指導者は一番気を

使います。その中でも残念ですが故障者が出ることがあります。私はいつも言っている通り、中学

野球は通過点なので無理する必要はないと思っています。早い発見、早い治療、そして早い復帰が

子ども達のためになると考えています。そして二度と同じ事を繰り返さないためにトレーニングを

含め専門家の指示に従うべきだと思います。その子がレギュラーであれ、そうでなくてもチームが

勝つために無理に使うような事は考えたことはありません。段原クラブではチームトレーナーを決

めています。プレー出来るか出来ないのか、その判断は私ではありません。本人でもありません。

勝ちたいがために子どもにリスクを負わせてはならないと思っています。しかし、チームトレーナ

ーからＯＫが出ればプレーさせます。私とチームトレーナーとの信頼関係です。ひとりでも多くの

子どもに信頼、信用そして必要とされる指導者になりたいです。 

 

 

第１６６話/2015.08.24 

  

夏の甲子園が終わりました。ベスト８に残ったチームとそうでないチームは何なんだろう？特に

中・四国のチームの低迷は深刻です。何がちがうのか？私はバットを振る力が圧倒的に違うと思い

ます。ではなぜそんなに違うのだろう？そもそも選手の能力（素材）の差？中国地方にはバットを

振れる選手がいないのだろうか？確かに私は軟式の子ども達を２０年程（中学生）見ていますが、

今だにゴロを打てと指導しているチーム（小・中学生）が沢山あります。そしてフライアウトにな

ると怒られるシーンをよく見ます。しかしその全てのチームで外野の頭を越す打球を打つと、どの

指導者も「ナイスバッティング」と誉めています。なんだそれ？こんなバカな事がまかり通ってい

ます。よくそんなチームに子どもを預けていますね。フライでアウトになると怒られる、でもヒッ

トなら誉められる。こんな理不尽な指導が子ども達から思い切ってバットを振る勇気を奪います。

バットを強く、鋭く１球目から振れなくては上のレベルでの野球は出来ないのです。目先の勝ちに

こだわるばかり、ノーアウトでランナーが出れば必ずバント、私は相手がバントしてくれるととて

も有難く思います。特に初回は特別に嬉しいです。子どもの能力の差ではなく、考え方と練習内容

の差だと思います。体を作り、バットを振る、出来るだけ多く打つ。そしてどう打てば打球が上が

るのか考える。変化球は泳いでもストレートには遅れない、速く強いスイングを身に付ける、これ

を３年間しっかりやれば変わると思います。バントとエンドランの守備練習では魅力のあるチーム

は作れません。 

８月２３日（日）のカープ対ジャイアンツを見ましたか？草野球です。ランナーが出ればバント、

スクイズ、ことごとく失敗、少年野球のような走塁ミス、プロ野球とはアマチュアが出来ないプレ

ーをお客さんに披露して喜んでもらうものです。バントやスクイズは高校生でも出来ます。そんな

物は誰もわざわざ球場まで見に行きません。終盤１点を争っている場面で思い切ったバント守備を

引かれた中で決める。これがプロの技術です。プロ野球より勝ち上がってくる高校野球の方がしっ

かりバットを振っています。これもプロ野球が勝ちにこだわっている弊害だと思います。野球ファ

ンの方々ももっとプロ野球の原点、プロの技術を見て驚いたり、喜んだりして欲しいと思います。

初回からのバントにはブーングが必要です。ヤクルトの山田や横浜の筒香、ソフトバンクの柳田な

ど他チームには魅力的な選手が沢山います。ジャイアンツは？勝てば良い？勝てば正しい？少年野

球も高校野球もプロ野球も？私はちがうと思います。 



 

 

第１６５話/2015.08.17 

 

バッティングを良くするためには数多くの球を打つ必要があります。試合で投手の投げるボール

をたくさん打てればそれに越したことはありませんが、１日に１００打席打つ事は出来ません。そ

の為にフリーバッティングをします。それでも人の投げるボールを１００球打つのは大変です。そ

の代わりにマシンを打ったり、ティーバッティングで数を補います。バッティングにはパワー（ス

ピードを含む）とテクニック（技術）が必要です。子ども達のティーバッティングを見ていると、

どちらを身に付ける為にやっているのか目的がよくわかりません。フリーバッティング前のアップ

のようだったり、休憩に見えたりします。ティーバッティングには色々な方法があり、それぞれ目

的が違います。今までも数種類教えてきましたが、日曜日にヤクルトの山田選手がやっている練習

方法を２種類新しく伝えました。後は彼らが自分の技術を高めるためにどれだけ意識して練習をす

るかです。自分自身の野球人生を長く楽しくするか、短くつまらなくするかは貴方達しだいです。

私は指導者として上手くなる為の時間と考え方（練習方法）を伝えています。そこから先は自分自

身の問題です。やるかやらないか、それだけのことです。 

今甲子園大会真っ最中です。私はあまり好きではないので好んで見ている訳ではありませんが今

年は点が入りすぎだと思います。確かに年々打者はパワーアップしていますが技術的に素晴らしい

訳ではありません。投手の力不足を感じます。どの投手を見ても色々な球種（ストレート、スライ

ダー、カーブ、チェンジアップ、フォーク、ツーシームなど）を投げます。しかし、一番大切なボ

ール、アウトコース低めのストレートが投げられません。そのため長打をくらいます。それが大量

失点につながります。球種が増えると投手としてのレベルが上がったように思いますが、それによ

ってストレートの質、精度が落ちては意味がありません。前にも書いたことがありますが、投手と

しての原点能力（アウトコース低めのストレート）を高める基本的な練習が必要だと思います。四

死球、エラー、長打が無ければ大量失点することはないのです。その為に必要なのは基本です。  

 

 

第１６４話/2015.08.11  

 

上半身を鍛えてみようとトレーニングしてみました。たった４日間ですが少しハードにやりました。

日曜日の練習でボールを投げてみると肩が回らない、油が切れたような感じで腕が全くしならない。

今まで感じた事がない違和感があり、ボールが指にかかりません。野球というスポーツは本当に難

しい。パワーがあっても体や腕のしなやかさがなければ、質の良いボールは投げられません。バッ

ティングも同じく確かにパワーは必要ですが、技術がなければそのパワーはムダになります。ウェ

ートトレーニングする時には、強く太い筋肉ではなく、スピードのあるしなやかな筋肉をつけるよ

うにしないと野球の成績につながらないような気がする。関節の可動範囲を広げ、柔軟な筋肉をつ

けるようにトレーニングする必要を感じました。プロ野球選手の良い投手、良い打者達もパワーだ

けで勝負していない。コンスタントな数字を残すのは、柔らかい頭と柔らかい筋肉です。 

小・中学生の場合、体の大きさで技術の無さをカバー出来ます。高校野球も金属バットで飛ばす

だけなら上半身の力で打てます。でもそれは本物ではありません。木のバットを持って打てる技術、

野球とは本来バットは木製です。体のパワー、重さ、強さもちろんあった方が良いに決まっていま

す。しかし野球でもっと大事な物、スピード、柔軟性、キレ、体と頭のしなやかさです。体に恵ま



れなくて悔しい思いをしている小・中学生たくさんいると思います。あきらめず、キレ、柔軟性、

しなやかさそして頭で勝負出来ます。ありがたい事に野球はポジション、打順で役割が違います。

たくさんチームに役立てる仕事があります。プロ野球を見ましょう！！。野球の神様達がプレーを

見せてくれます。よくアマチュアとプロはちがうという人がいますが、同じルールでやっているス

ポーツです。終わった時、相手より１点多く取れば勝つ、まったく同じです。野球の手本はトップ

に求めるべきです。今、甲子園大会をやっています。最近、三振が多いと思いませんか？私は上半

身のパワーに頼ってバットを振っている事が原因のひとつだと思います。あくまでもバットは強い

下半身としなやかな上半身で振るものです。確率も上がりますし、足を使えば飛距離も出ます。 

私は投手も打者も守備も頭も「しなやか」が大事だと思います。 

 

 

第１６３話/2015.08.03 

 

新チーム初めての公式戦文部科学大臣杯が８月２日（日）にありました。結果は１対０で負け、

打てない事はある程度予想していました。現在の２年生は完全に身体能力不足で基本的なパワーと

スピードが児玉と村田以外の選手は中学２年生の平均以下なので２人が打たない限り得点は難し

いだろうと思っていました。特に走る能力がほとんどの選手に無いのが、とても苦しい所です。セ

ンスと言いますか、走塁のカンと言いますか、リードのとり方、リードオフの仕方、スタートどれ

をとってもスマートに出来ない。相手の投手にプレッシャーをかける事すら出来ない。ランナーに

出ると自分がおどおどしている状況では勝負になりません。バットは良く振っています。でもそれ

だけです。パワーとスピードあった方が良いに決まっています。そして走塁にはスランプがありま

せん。一番チームとして計算できる能力です。足が遅ければ遅いほど技術（判断力）を磨かなけれ

ばいけません。私はいつも子ども達に言っています。当然バットは振らなければ打てるようにはな

りません。しかし、バットを振っているだけでは打てるようになりません。良い投手はアウトコー

スにストレートを投げられる技術のある投手です。そして良い打者はそれをセンターから反対方向

に打ち返せる打者です。入部した時からずっと言い続けています。真ん中の甘いボールを引っ張っ

て遠くに飛ばすだけで満足しているような練習では試合に通用しません。試合でチームの勝利に貢

献出来るバッティングを身に付けるために練習をするのです。もちろん甘いボールは思いっ切り引

っ張って構いません。しかしここ一番良い投手を打つ為にはアウトコースのボールをセンター方向

に打てなければ良い結果を得られる確率は上がりません。野球は確率のスポーツです。確率の良い

技術を身に付けそれを試合で発揮出来る精神力があれば良い結果を得られます。２年生はまだまだ

身体的にも精神的にもとてもひ弱です。チームを背負うどころか、自分の事で精一杯。１年生にも

数名からだに力のある選手がいます。入部が遅く経験がまだまだですが、これから来春までの競争

が楽しみです。新人戦１回戦負けなのですからこれより下はありません。弱いチームが今までと同

じでは変わりません。ひとりひとりが今の自分達の力をしっかり知り、一番下から這い上がらなけ

ればなりません。 

負けた事により監督として色々な事を変える事が出来ます。打つ事はもちろん今まで通りにやり

ますが、それ以外の練習をしっかりやります。１回戦で負けた事により、お陰で８月、１，２年生

はしっかり練習出来ます。今までより当然厳しくなります。体調管理をしっかりして出て来て下さ

い。休めばおいていかれますよ！！ 

 

 



第１６２話/2015.07.27 

  

７月２５日(土)笠岡ドリームスの大会に呼んで頂きました。強いチームばかりで今の力をはかる

のにとても良い試合をさせてもらいました。是非、来年も呼んで頂けるような良いチームになろう

と思います。いつもと違う場所で野球をするだけで子ども達には良い経験になります。結果的には

ベスト４に残れませんでしたが３年生にとって残り５０日、何をしなければいけないのか課題が見

えた試合になったと思います。笠岡ドリームスの皆さん、本当にありがとうございました。 

７月２６日（日）は太田川リーグに新チームで行きました。８月２日の文部科学大臣杯の前、最

後の試合です。新チームなので打つ方はまだ期待出来ません。投手と守備がどの程度出来るのかを

確認する試合です。２試合ともエラーが無く無失点、思っていた以上に投手と守備のミスが無く来

週の試合も緊張することなく、持っている力を１００％出して欲しいと思います。色々な試合をあ

る程度２年生も経験しているので自分のやってきた練習と身に付けた力を信じて思い切ってプレ

ーして欲しいです。８月に新チームの試合があるの早すぎます。まだまだチームは出来ていません。

これは他のチームも同じ条件ですが、それにしても早いですね！！最低限今年の全国大会が終わっ

てからやるのが筋だと思います。 

高校野球広島大会が終わりました。今年も点を取られなかったチームが勝ちました。私は甲子園

は投手が連れていくものだと思っています。前にも書いたことがありましたが、チーム力は投手力、

甲子園は投手を育てることが出来るチームが行きます。守備力があるのは当然です。しかし甲子園

で勝つ為には投手力だけでは勝ち上がれません。そのため今年も広島代表は苦しいように思います。

１回戦は相手にもよりますが、２つ、３つ勝つためには打力が厳しいと思います。ここ数年の広島

の高校野球はずっとバットを強く振れるチームがいません。トーナメントを勝ち上がるためにスモ

ールベースボールが確率良いのでしょうが、ガンガンバットを振るチームが広島にも出てきて欲し

いと思っています。 

段原クラブは、ずっとサインなし、スクイズ、エンドランなしで広島県一になろうと練習してい

ます。まだ軟連の公式戦では実現していませんが、あくまでそういう野球で勝ちたいと思います。

そのために他のチームの何倍もバットを振らなければいけません。２年生が今のままの努力を来春

まで続けたら楽しみです。 

 

 

第１６１話/2015.07.22 

  

１年生のリーグ戦が終わり、いつものように決勝トーナメントには残れませんでした。１年生の

時に勝てないのは毎年の事なのでこんなものだろうという感想です。段原クラブはこれからが他の

チームと違います。正しい練習を重ねる事で３年生の時には勝負出来るチームになります。例年な

ら？これからの１年間、１年生が今までと同じではポジションを半分以上下級生に取られることに

なるでしょう。その時慌てても間に合いません。今日から変わる必要があると思います。段原クラ

ブの監督としては誰が試合に出ても構わないのです良いのですが、自分の野球人生を長く楽しくす

る方法を段原クラブはわかっているのでやった方が良いと思います。 

８月になると大会が多すぎて重なってしまいます。部員がある程度いればみんなが試合に出るチ

ャンスが出来、とても良いと思います。しかし、新人戦（文部科学大臣杯）としまなみ大会が重な

るのはどうかと思います。その後の県知事杯も他の大会と重なります。お金をかけて遠くまでベス

トメンバーでなく行く意味が私にはあるように思えません。どうせ試合をするなら思い切った本気



の勝負が面白い。そんな意味でしまなみ大会西部予選で負けた事はたいした事ではありません。し

かし、負け方が気に入りません。私は試合に行っていないので子ども達に理由を聞きました。する

と「朝から気持ちが入っていなかった」、「ウォーミングアップがいい加減だった」、「集中力がなか

った」など、はぁ～。 

  休めばいいのに！試合に出たくてうずうずしている子どもはたくさんいます。そしてレギュラ

ーより何倍も努力している子どももいます。技術が無いのは罪ではありませんが、気持ちが無いの

はグランドに出て段原クラブのユニフォームを着る資格がありません。折角、段原クラブで他のチ

ームとちがう技術を身に付けても、発揮するためには頭が指令を出さなければいけません。結局思

いがなければ体は動かないのです。だから心がないのならグランドに出ても良い結果は得られませ

ん。技術が少し劣っていても心のある選手と同じユニフォームを着てグランドに立ちたいです。 

 

 

第１６０話/2015.07.13 

  

私は今、自分自身にとても腹を立てています。全ての組織には規則があり、野球にはルールがあ

ります。スポーツ選手はその中で技術を尽くし戦います。私は段原クラブを立ち上げ監督になった

時からずっと、野球が大好きで私を信じ、ひたむきに努力する子ども達と野球が出来ることを心か

ら喜び、その為に全力を尽くしてきました。試合の勝ち負けより、信じてくれる子ども達が 1 本で

も多くヒットが打てるように、打球処理が出来るようになって欲しい、そして野球というスポーツ

の素晴らしさを体感して欲しいと思ってやってきました。しかし、ここ数年勝つ事が目的、目標に

なり段原クラブの本来あるべき姿を見失しなっていたように思います。確かに今年は県大会準優勝、

そして日刊大会優勝など勝っています。 

  でもそれでいいのだろうか？中学野球、勝てば正解なのだろうか？力があれば全てＯＫ、ルー

ルも規則も練習態度も関係ない、本当にそれでいいのだろうか？ 

私は教育者ではありません。野球の技術の勉強は今でも欠かす事はありません。練習内容も他チ

ームには負けてないと思っています。それは入部してくる子ども達の人数、素材それがそして３年

生になった時の結果が証明しています。勝負の世界は確かに力が全ての世界です。「力無き者はさ

れ」です。私も勝負の世界に身を置いていた人間です。身に染みてわかっています。それでも今の

段原クラブが正しいとどうしても思えません。人ごとのように書いていますが、自分で決断できず、

ずるずると先延ばし、あいまいな態度で勝つ事を優先してきた代表・監督である私の責任です。そ

んだ自分がとても情けなく思っていますし、しっかりきまりを守り、一生懸命努力しているほとん

どの子ども達に心から申し訳なく思っています。本当にすみません。その子ども達のために私の全

ての力を使ってサポートしていきたいと思っています。野球というスポーツは高校に行くと、突然

楽しくなくなります。そして今書いたような我がままは一切通用しなくなります。今のままでは確

実に高校野球はありません。我がままは全て自分に帰ってきます。そして甘やかした親にも帰って

きます。自ら練習したいと言ってくる子ども達と打っている土、日練習後のフルスイング塾が楽し

いです。そんな野球がしたいな～。 

 

 

第１５９話/2015.07.06 

 

スポーツをする上で体格（身長・体重）の違いはとても大きなハンディになる事があります。野



球も大きな体の方が、ボールにスピードがあったり、打球が遠くに飛んだりします。同級生でも１

０ｃｍ以上身長に差があったりすることがあります。当然体の大きい子の方が早く良い結果が出た

り、チームから期待されたりします。私は常に中学野球は通過点に過ぎないと言ってきました。結

果を急ぐあまり無理して体や心を壊してほしくないからです。体格にハンディがあると筋力に差が

あります。大きな子のように投げたいとか飛ばしたいとか走りたいとか身の丈以上の結果を求める

とケガにつながります。他の選手と比べ少し手も早く、そして多く試合に出場し、良い結果を求め

る親の期待も負担になります。子ども達は人それぞれ持って生まれた力が違います。私はそれぞれ

の体、心、技術を見て試合での使い方、練習量を考えています。そして３年生になった時に一段ず

つ確実に上がっていければ十分です。駆け上がったり、段を飛ばしたりすると転げ落ちる事があり

ます。体に恵まれなくても野球は仕事があります。じっくりと体作りをすれば３年生で勝負出来る

ようになります。 

１、２年生の子ども達と保護者の皆さん、一喜一憂せず、段原クラブのシステムを信じて下さい。

３年生の４月からが本当の勝負ですし、それも野球人生の中では通過点に過ぎません。少々無理を

しても壊れない心と体をじっくりと作れば、その上にどんどん技術は積み上げっていきます。 

  あわてない、あわてない！！ 

フルスイング塾の室内バッティング場を土、日曜日練習前後に開放している話は書いたと思いま

す。今、控えの２、３年生が本当によく練習しています。とても感心しています。しかし、時々レ

ギュラーが試合で結果が出なかったからという理由で打ちにきます。私は不思議でなりません。 

  野球の技術に頂点はありません。特にバッティングは失敗ばかりです。もっと打ちたい、一本

でも打ちたい、もっと飛ばしたい、三割打ったら三割五分、４割と野球をやっている限り突き詰め

ていくものだと思います。毎日やって当たり前、どんなに打っても安心したり、満足するものでは

ないと思います。なぜなら、全部打ちたい（十割）それを目指してやるものだからです。 

試合で打てなかったから練習する？ハァーって感じです。 

たかだか中学生のピッチャーから２、３本打って満足？ 

そんな選手はそのままです。夢を語る資格はないと思います。頂点のない技術をやめるまで追い求

める。これが野球だと私は思っています。そして私はもっと上達出来る技術、考え方、練習方法が

あるはずだと毎日考えています。 

 

 

第１５８話/2015.06.30 

  

文部科学大臣杯（新人戦）まで約１カ月です。現チームでレギュラーを張っている３人を除くと残

り６つのポジションを１、２年生１６人で争うことになります。私は年功序列という考え方はあり

ません。ポジションを争うのは力のみです。今、目の前に大きなチャンスが全員にあります。チー

ムいち練習するか、チームいち声を出せば簡単に取れます。１か月しかない今、１、２年生の心の

迫力が私に伝わりません。今まで通り何も変わらず練習、試合をしている、とても不思議です。 

３年生の何人かのように手を抜いたり、集中していなかったりではないが、可もなく不可もなく普

通、飛び抜けた身体能力のない段原クラブの選手が試合で勝つ方法は野球頭や技術がもちろん必要

です。そしてもうひとつ気持ちの強さ、闘志、つまり闘う心です。内に秘めた闘志など何の役にも

立ちません。思いは人に伝わらなければ意味はないのです。そしてまず、チーム内での闘いに勝た

なければ勝負のグランドに立てません。ポジションは与えられるものではなく、奪うものです。 

監督の私にメンバー表にあなたの名前を書かす事が出来るかどうかは君達しだいです。各自が自分



の良いものを見せて下さい。私がどんな選手が好きなのかわかっているはずです。同じユニフォー

ムを着て一緒にグランドで野球をしたい選手、「がむしゃら（ほかの事を考えず、ひたすらにある

事をすること）ってかっこいい」、何年か前のＴシャツの言葉です。技術はあることに越した事は

ありません。子ども達は未熟で失敗します。その度に前を向いて向かってくる選手が私は好きです。

「試合に出たい」「俺を使え」そんな気持ちをプレーでどんどん私にぶつけてきて下さい。そんな

練習や試合を見るのが私の喜び、楽しみです。折角の休日、グランドに出て良い気持ちで過ごした

いものです。 

３年生の皆さん、全軟が終わり、モチベーションが無くなったのならグランドに出ないべきです。

あなた達の野球は中学程度のものだったのですか？私は常に言っています。たかが中学野球、こん

なものは通過点でしかありません。高校野球をするための準備期間です。３月一杯いくらでも上達

するチャンスがあるのに、それを放棄しているのならグランドに出る意味はありません。練習は自

分の為、試合はチームのためにやるものです。体は心が動かすものですから、心が無ければ何も無

いです。 

  段原クラブのレギュラー程度で満足していたら先はしれています。 

 

 

第１５７話/2015.06.22 

  

６月２１日（日）山本浩二旗という大会がありました。この大会は新チームの試合で例年は１０

月、１１月にやっていた大会です。６月に新チームの試合、３年生を中心にしたチームの試合が、

これから本格的になっていくこの時期にとても難しい、たぶんどこのチームも同じだと思います。

文部科学大臣杯もそうですが、新チームの試合は本来、３年生の最後の全国大会が終わってからや

るべきだと思います。余る程選手がいるチームが圧倒的に有利です。高校野球で夏の甲子園が終わ

る前に新人戦は始まりません。小中学生の試合はいつも大人の都合が最優先されます。試合は勝ち

ましたが、野球のレベルはまだまだです。ポジションにしても打順にしてもいろいろ試して探って

いる状況です。１，２年生の選手全員にチャンスがあります。それを掴むために一番必要なのは守

備力です。「段原クラブは打てないと出られない」そう思っている選手がいるようですが、ちがい

ます。一番大事な力は守備力です。守備はミスするとチームに迷惑を掛けます。打つ事は３人いれ

ばなんとか点は取れます。ピッチャーが打ち取った打球を確実にひとつアウトに出来る力があれば

レギュラーになれます。 

選手の皆さん、打つ事に気を取られているようですが、チームのために必要なのは守備と走塁で

す。試合に出るためにはポジションがいります。自分の守る場所を探して練習をして下さい。 

本気ならいつでもどれだけでも付き合いますよ！！ 

 

 

第１５６話/2015.06.16 

  

６月１３日（土）にブライディングカップを行いました。段原クラブは他のチームがやっている

ような大会はやりません。なぜか？１年間で１０大会以上たくさん試合があります。私は小、中学

校には試合よりも練習が必要だと考えています。レギュラーの選手は十分に試合経験が出来ていま

す。しかし控えの選手は中々試合に出られません。その子達のために小さな大会を毎年数回してい

ます。レギュラーが出られない大会、それがブライディングカップです。４チームだけの大会です



が普段１試合フルに出られない選手に最初から最後まで試合を経験してもらうために行います。野

球というスポーツはルールで１度に９人しかグランドに立てません。部員が９人以上いれば当然控

えの選手が生まれます。楽しい試合はレギュラーだけ、苦しい練習は全員一緒、おかしくないです

か？会費も全員同じです。確かに勝負の世界は力が全てです。大会によっては私も勝ちたい大会が

あります。勝つための選手を使うようになります。しかし努力は力のある順ではなかったりします。

精一杯努力しているのに中々上手くいかない選手もいます。そういう選手達に思い切って試合を楽

しんでもらいたいと思って始めた大会です。試合は勝つ事もあれば負ける事もあります。勝つ事で

選手達は自信も持ち、勝ち上がる毎に力をつけていきます。又、負ける事で変われる事もあります。

私は試合によってはわざと負ける訳ではありませんが、負けても良いとか、負ければいいのにと思

ってする事があります。ひとりの選手の力で勝つ事は中々出来ません。しかし、負けはひとりのミ

スで出来ます。そしてその時には、その選手にはっきりと君のミスで負けたと伝えます。とても厳

しい口調で回りで見ている人が見ていられないぐらいの勢いで罵ります。なぜなのか？身に染みて

忘れて欲しくないからです。人はミスをします。まして子ども達は当然です。その経験を次に生か

して欲しいからです。たとえば試合の中でバントのケースに出来ない選手に回ってきました。勝た

なければいけない大会では代打です。そうでなければミスすると思ってやらせます。そしてそれが

原因で負ければ厳しく言います。大事なのはその後です。その選手が責任を感じ練習が変わってく

れれば、そのミスはマイナスにならないと思います。ピッチャーが打たれる事も、キャッチャーが

パスボールする事も野手がエラーする事も、試合の勝ち負けを左右する程の大きなミスをすればす

るほど、その選手が変われるチャンスです。中学野球は通過点です。大きなミスは早くした方が良

いです。高校野球の県の決勝や甲子園でやらないために、身に染みて一生忘れない程のミス、そし

て練習に取り組む姿勢が変われば、中学の試合の負けなんてたいした事ではありません。私がいつ

も言っている試合に勝つ事が全てではないと言っているのはこういう事もひとつです。野球は社会

生活によく例えられます。人に迷惑を掛けない。ひとりのミスでたくさんの人達に嫌な思いをさせ

ます。そういう意味でレギュラーが努力するのは当たり前です。今、段原クラブでは２年生の控え

の選手がよく練習をしています。ずっとあきらめず続けてくれれば来春が楽しみです。私は今、そ

の子達と練習をしている時間が好きです。自分がやっている事に自信が持てなくなっていた時に卒

団生が私に書いてくれた手紙を読みました。もちろん自分が全てなどとは思っていませんが、元気

が出ました。卒団生も今高校で心と体の両方が辛い時期だと思います。 

段原クラブの野球を信じ、思い切ってやって下さい。君達は出来る！！ 

 

 

第１５５話/2015.06.09 

  

私は厳しいと言われます。段原クラブは他のチームと比べて多くの人数がいるわけではありませ

ん。土、日の練習は基本、半日です。グランドでへとへとになるような練習はしません。試合のサ

インはありません。当然、スクイズ、ヒットエンドランはしません。何が厳しいかわかりません。

何度も書いてきましたが、中学生の大会で勝つ為、試合に勝つ為のテクニックを練習しても意味が

ありません。高校野球で困らないための基本技術、野球というスポーツの本質、状況判断、考え方、

取り組む姿勢これを徹底的にしつこく、うるさく言い続けているだけです。 

  先日テレビでプロゴルファーの丸山茂樹が言っていました。「小学生からずっと学校の友達が出

来なかった」学校が終われば夜まで毎日練習、友達と遊ぶという時間は無かったそうです。又こう

も言っていました。「何かを極めようとすれば、色々なものを犠牲にしなければならない」私も同



感です。私はとても野球を極めていませんが、俗に青春時代に経験する色々な事を犠牲にし、甲子

園とプロ野球を手に入れました。今でも家族や色々な人に迷惑を掛けていると思いますが優先順位

の一番は野球です。家族でも仕事でもありません。中学生は当然勉強が一番なのでしょうが、野球

も人としてとても役に立つ勉強のひとつだと思います。段原クラブの選手を見ていると野球が一番

という選手もたくさんいますが、「何番目？」と聞きたくなる選手、保護者もいます。大事な場面

（試合）になればなるほど、あなたにとって野球は何番目？が勝負を決めると私は思っています。

出来たら野球が一番という子ども達のために私の時間を使いたいと思います。 

今年の一年生は過去最高におとなしい親子がそろっているので、まず頭の中を変えてもらうとこ

ろからやらなければいけません。私としては、今までスポーツをやった事がないような子ども達を

クラブチームでスポーツをするという事はどういう事なのか、段原クラブとはどんな考え方でやっ

ているのかから説明していかなければいけないと思います。どんなに素晴らしい体、身体能力があ

っても頭（考え方）が間違っていれば野球の技術は身に付きません。同じ失敗を繰り返す中心選手

はチームの足を引っ張ります。一番の素質は毎日コツコツと努力を続けられる精神です。それがな

い身体能力は宝の持ち腐れ、上のレベルに上がる事は出来ません。厳しくて当たり前、高校野球を

やりたいから段原クラブに入ってきたんでしょ。それに答えるのが私の仕事です私は保護者にも子

ども達にも厳しい言葉を使います。うっとうしいと思われる事も嫌われる事も承知の上です。これ

から甲子園という勝つ事を求められる野球の世界に足を踏み入れるのですから。子ども達のために

なると信じて言い続けます。 

 

 

第１５４話/2015.06.01 

 

 ５月３１日（日）段原クラブの全軟が終わりました。５回目の県大会出場で初めて決勝に進みま

したが、４対１で負けてしまいました。たくさんのＯＢの方々、関係者の方々に応援を頂きありが

とうございました。今年たまたま決勝まで進みましたが、段原クラブが強かった訳ではなく、過去

４回の県大会と比べ、レベルが低かったと思います。参加８チーム全て見ましたが、私がもし、野

球校の監督だとし、声を掛けたい選手は一人もいませんでした。ストレートに力のある投手がいま

せんでしたし、外野の頭上を遥かに越していくような打球を打つ選手だったり、目を見張るような

足のスピードがある選手も見当たりませんでした。そういう中での決勝進出だったように思います。

負ければもちろん悔しいのですが、私は終わって肩の荷が下りたようなホットしたような気持ちに

なりました。２０年前、段原中学校の野球部の中にスポーツ少年団を作り活動を始め、独立して軟

連の大会に出だして９年、元々大会に勝つ事を目指してではなく、高校で野球を続けて欲しいとい

う思いでチームを作り指導をしています。私はとても甘い人間なので勝負の世界には向いていませ

ん。勝たなければいけない、そのためにはメンバーを固定した方が確率が高い、チームの流れを止

めないようになるべく選手を変えない方が良いだろう、そんな感じでやる試合はしんどいです。全

ては私の心の弱さからくるものですが。 

決勝で負けたチームの監督が言うと負け犬の遠吠えのように聞こえるかもしれませんが、準決勝、

決勝をなぜ１日でやるのでしょうか？西部予選は代表が２チームなので決勝に大した意味はない

ので構わないと思います。しかし県大会は代表が１チーム、おかしくないですか？投手の投球回数

制限、私は賛成です。本来いらないものですが、アホな指導者から子どもを守るために必要だと思

います。（しかし、試合を制限しても練習でバカみたいに投げさせれば意味はありませんが）ある

関係者に聞くと日程の都合だそうです。又大人の都合、中国大会は７月１１日、１２日。まだ１ヶ



月以上あるのに？意味が分かりません。準決勝２試合目が終わって決勝開始まで３０分しか時間を

もらえませんでした。なぜ？１日目は９時過ぎから４試合十分に出来ました。２日目は３試合、開

始時間は８時３０分。これも意味が分かりません。子ども達の体を守るような事を言っていますが、

３０度近い気温の中、インターバルも十分に取らせないで急いで試合をする。なぜ？また大人の都

合、早く終わりたいから？またうっとうしい生意気な監督と思われるでしょうが、何度でも言いま

す。子ども達の野球は子ども達のためにあります。子ども達のためにやるのです。関わる大人達も

子ども達のために働くのです。私が厳しくするのも、それが子ども達のためになると思うからです。

お金、労力がたくさんかかってもみんなで負担すればたいした事はありません。子どもの大会を大

人が早く進行して、早く終わって、早く帰ろうみたいな事はして欲しくありません。代表が１チー

ムなら準決勝、決勝は別の日にやるべきです。チームの関係者はみんなそう思っていると思います。

それが子ども達のためなのですから。 

「投手力がチーム力」代表を決める試合はエース同士でやるべきです。 

 

 

第１５３話/2015.05.25 

 

 ５月２４日（日）香川県の丸亀に日帰りで練習試合に行ってきました。今週末の県大会で使われ

るアクアスタジアムと同等の球場で良いピッチャーと対戦し子ども達にはとても良い経験が出来

ました。県大会に出てくるチームのピッチャーは当然平均以上のレベルを持っています。過去の経

験からも大量得点は望めません。その中でミスを減らし、競った試合の中で１点差で勝てる技術と

精神力が求められます。そういう意味でも子ども達にも課題が見えたでしょうし、良い物もあり、

自信になった部分もあったと思います。自信を持って集中すれば今年のチームは良いチームです。 

試合での私の仕事は子ども達の持っている力を１００％出す事が出来る環境をつくる事だと思

います。足を引っ張らないように気を付けます。丸亀の対戦相手は公立の中学校の野球部です。ど

ちらも熱心な先生がおり、若い外部指導者（野球経験者）がついています。前にも書いた事があり

ますが、本来なら中学校の野球部がしっかりやれば、クラブチームは要りません。本気で野球が出

来る環境が学校に無いのでクラブチームが必要になります。 

なぜ広島には出来ないのでしょう？無料で使えるグランドがあり、選手集めをする必要が無く、

うらやましい環境です。なぜやらないのですか？ 

中学校の先生が出来なければ他県のように外部指導者を利用すればいいのに・・・。そこにチー

ムがあれば期待して入部する子どもがいます。大人はそれに答える責任があると思います。素材の

ある子ども達はたくさんいます。努力しない子どもを上達させる必要はありませんが、頑張りたい

と思っている子供がいれば大人は全力でサポートするべきです。野球部（野球チーム）の看板を掲

げているなら、まず野球の技術を伝えるべきです。子ども達が求めているのは精神論ではなく技術

論です。そしてスポーツは技術で勝負するものです。（当然、技術を身に付けるために体力、体の

力は必要です。）住んでいる町の学校にたまたま熱心な先生がいる、いないでその子の野球人生が

変わってしまいます。とても不幸な事だと思います。しっかりやっている地域があるのですから、

広島でも出来るはずです。小・中学校の指導者のレベルを上げなければ、広島の高校野球の低迷は

回復しないと思います。結果が悪いのは練習の質か量に問題があるからです。野球に頂点はありま

せん。今よりもっと良い方法があるはずです。子ども達のために毎日が勉強です。 

県大会は良い天気、環境の中で選手全員が段原クラブで野球をする喜びを感じてくれたら、とて

も幸せです。 



 

 

第１５２話/2015.05.18 

  

今週は大会の試合開始時間について書きます。ほとんど全ての大会と言っていいくらい、第１試

合は予定時間より早く始めようとします。そして試合と試合の間も出来るだけ短くしようとします。 

なぜ？大会関係者が早く帰りたいからです。私がいつも言っている大人の都合です。日曜日の大

会でも１５分早く始めたいと言われました。私は断りました。段原クラブは子ども達のためにある

チームで、その大会も子ども達のために行われると認識していたので子ども達がしっかりと準備し、

持っている力を十分に発揮出来る環境を作るのが大人の仕事だと思い予定通りに始めることを希

望しました。ごくごく当たり前の事だと思います。その日は天気が時間とともに回復する予報でし

た。早く始める理由がありません。確かに１日グランドでお世話をする役員の方々は大変だと思い

ます。心から感謝しています。しかしあくまでも子ども達の為にある野球の団体です。彼らが出来

るだけ良い状態で試合に臨めるようにしてあげるべきです。不十分な状態で試合をさせ、持ってい

る力を出せなかったり、ケガでもしたら試合の意味がなくなります。大人は子ども達に厳しい事を

言うのですから、良い環境を作る責任があると思います。きっとうとましく思われていると思いま

すが、嫌われても子ども達の不利益になる事には、これからも声を発していきたいと思います。 

県大会まで２週間となりました。昨秋の県大会では持っている力の半分も出す事が出来ず残念な

結果でした。良い球場で良いチーム相手に試合が出来るのは幸せな事です。どのチームも努力を重

ねて来ているはずです。子ども達が喜びだとか、ありがたみだとか、もちろん勝つ事の欲求だとか

色々な思いを抱え、プレッシャーや責任を背負いながら、その中で自分の力を精一杯出し切って欲

しいと思っています。昨秋に比べれば個々の力は数段大きくなっています。どんな相手でも勝負出

来るはずです。緊張するでしょうが、その場に立てる幸せを感じて、思い切ってやって欲しいです。 

あくまでも中学野球は野球人生の通過点でしかないのですから、ゴールはまだまだ先です。 

 

 

第１５１話/2015.05.11 

 

５月１０日（日）プロ野球ＯＢクラブの子どもの日野球教室に行ってきました。今年で２１回目、

私は２０回は出ていると思いますが毎年同じ事を思います。野球チームに入部して何年か野球をや

っているはずなのに、何も出来ない子がほとんど、投げ方も捕り方も打ち方も、とても毎週やって

いるようには見えません。段原クラブに入って来る１年生も毎年同じで身体能力が高いか、低いか

だけで技術的には全員基本を知りません。言い方を変えれば技術的指導を受けていないのです。身

体能力の高い子が中心で結果を出しているだけ、能力のある子がたくさんいる年は強いがそうでな

い時は弱い、それだけの事です。 

なぜ野球チームと名乗っているのに、野球の技術を教えないのだろう？特に正しい投げ方、スロ

ーイング（ピッチング）はフォームです。正しく投げれば必ず正しいボールが行きます。そしてケ

ガをしません（これが一番大事）。上達するためには数多く練習する必要があります。そのために

故障しない体の使い方が必要です。段原クラブのピッチャーは一人も故障しません。私は野球教室

で主にキャッチャーを指導しますが、サインの出し方も構え方も捕り方も、そして投げ方も全て出

来ません。毎回本当にビックリです。ピッチャーとキャッチャーは経験した事の無い人には判らな

い事が沢山あります。判らなければ子ども達に伝えられる訳ありません。 



ではどうするか？指導者が勉強するべきです。今、日本中で指導者講習会をやっています。指導

書もたくさん出ています。私は野球、メンタル、栄養、トレーニングなど色々な本を毎月読んでい

ます。子ども達は間違った事を言っても「ハイ」と返事をします。大人（指導者）として子ども達

より努力するのは当然だと思います。野球チームで野球の技術を教えてもらわなければ、子ども達

が可哀想です。 

 小学生の指導者の皆さん、試合では基本的体力、走力、遠投力、スイング力など身に付きませ

ん。子どもの時にやっておかなければいけない事を数多くやって、体で覚える練習、それもつまら

ないような基礎練習をしっかりやるべきです。目の前の試合に勝つことばかりにこだわり、今やる

べき事をおろそかにすると先（中学、高校、大学）に行って苦労します。まぁ基礎の無い子は大学

まで野球は出来ないと思いますが。野球チームが一番やるべき事は、正しい野球の技術を子ども達

に伝える事だと私は思います。プロ野球も高校野球も、小、中学生の軟式野球も同じ公認野球規則

にのっとって行われます。正しい技術、基本は同じです。プロ野球の一流選手が本当につまらない

基礎練習を繰り返しやるのですから、子ども達がやるのは当たり前です。プロ野球選手は一年間で

１００試合以上しますが、その前後に必ず練習を何時間もします。１日試合だけで終わっている子

ども達が上達しないのは当然です。野球人生は無限に続きません。ほとんどの子どもが１８才（高

校３年）で終わります。一日でも大好きな野球が長く出来るように今（小、中学生）がとても大事

です。日曜日一試合だけで野球を終わった日刊大会に出た選手（段原の）、当然その後一人で出来

る練習をしていますよね。練習はウソをつきません。そして野球の神様だけはいますよ！！ 

 

 

第１５０話/2015.05.04 

  

全軟西部地区予選が５月３日に終わりました。ＯＢ、保護者、スタッフ、練習試合に協力して頂

いた他チームの方々、全ての人達のお陰で優勝することが出来ました。ありがとうございました。 

今年明けから正直チーム内では色々な問題がたくさんあり、子ども達、保護者に不安を与えてい

た部分があったと思います。私自身も大好きな練習が楽しく思えない時がありました。大人の都合

で子ども達に迷惑をかけ、指導者として自信を無くしていました。そんな時、たくさんの方々が私

を助けてくれました。私のやっている事が全て正しいとは思いません。もっともっと良い方法があ

るのかもしれません。いつも自問自答しています。今回、子ども達が段原クラブでやろうとしてい

る野球、軟式野球ではなく野球を少し見せてくれて本当に感謝しています。いくら口で偉そうな事

を言っても負ければ負け犬の遠吠えです。説得力がありません。広島の高校野球のレベルアップの

ためにもチーム力より個人の力が大事だと思います。中学生に大切なのは投手対打者の１対１の勝

負に勝つ選手を育てる事だと思います。 

段原クラブに入部してくる子ども達は小学校の時に中々良い結果を出す事が出来ず、大きな大会

を経験していません。中学生に全国大会が必要だと思っていませんが、県大会の良い球場で野球を

させて上げたいと思っています。今回運よく出場出来るので自分達の力を信じ、思い切って楽しん

で欲しいと思います。９年間で５回目の県大会ですが、まだベスト４の壁を破っていません。過去

の大会は全て監督の迷いで子ども達に迷惑を掛けているので、今回は足を引っ張らないようにしま

す。あくまでも子ども達のためにチームが勝つ事はとても大事ですが、彼らが夢に少しでも近づけ

るように全力を尽くしたいと思います。今回の大会にたくさんの方々に応援に来て頂きました。心

から感謝します。本当にありがとうございました。 

 



 

第１４９話/2015.04.27 

  

前に書いた通り、４月は練習試合を多く組んでみました。全１１試合、練習ではある程度の打球

を打てる力をつけてきました。それが対外試合の投手相手に出せるようにするためにやってみまし

た。暖かくなってきた事もあると思いますが、ある程度の投手なら打ち返せるようになってきまし

た。バッターは投手の投げそこなったボールをヒットにするので、もちろん本当に良い投手は中々

打てません。プロ野球選手だってダルビッシュや田中将大は打てないのですから、仕方ありません。

甘いボールをどれだけ確率良くヒットにする事が出来るのか、これが打者の仕事です。これから公

式戦のプレッシャーの中で身に付けた技術を全て出せるか？発表会です。どこよりもバットを振り

込んでいるのですから。自信を持ってピッチャーと勝負して欲しいと思います。十分に力は付いて

います。 

卒団生が高校野球を始めて約１ヶ月、学校によって１年生の対応はちがいますが、私の耳に良い

事ばかりが聞こえています。先日も瀬戸内高校と山口の岩国高校の監督さんに選手がお世話になっ

ているので、挨拶に伺うと段原の選手の事、段原クラブで指導している事を評価して頂き、少し鼻

を高くしました。 

  先週も書いた通り、段原クラブでは軟式野球をしていません。あくまで野球を指導しています。

打つだけのように思っている人がいるかもしれませんが、一番大事にしているのは、予測と準備そ

して状況判断です。イニング、点差、アウトカウント、ランナー、打順この５つを頭に入れて、今

何をするべきか？今出来なくても思い続ければいつか出来るようになると思い伝えています。こう

いう指導が高校に入学してそれほど身体的に恵まれていない選手でもチームのお役に立てるのだ

と思います。勝つ為だけにやる野球もある意味正しいのでしょうが、持って生まれ身体能力で勝負

するのではなく、正しい技術と正しい考え方、そして正しい練習、時間が短くても体を壊すほどや

らなくていいという事を子ども達の為にみんなが考えるべきだと思います。今週から全国大会に向

けた予選が始まります。勝てるか勝てないのか、これはやってみなければわかりません。もちろん

子ども達は勝ちたいのですから、そのために勝てれば良いと思います。私の思いは違います。野球

を始めてから今までの練習、そして身に付けた技術、体力、精神か、持っている以上の事は出来ま

せん。試合の中で全員が自分の全てを出して欲しい。心からに全力プレーを望みます。「勝つ事に

こだわるあまりに緊張して持っている力が出せない」これだけなければ十分です。勝てば子ども達、

負ければ監督の責任なのですから。選手達の力で私を喜ばせて下さい。 

 

 

第１４８話/2015.04.20 

 

 ４月１８日（土）、１９日（日）島根県出雲市と松江市に遠征試合に行きました。 

土曜日はとても良い天気、日曜日は小雨の中でしたが、皆さんの努力のお陰で予定していた全て

の試合が出来ました。ご協力頂いた各チームの方々、保護者の皆さんありがとうございました。良

い結果の出た選手、そうでなかった選手もいつもと違う景色の中で初めてのチームとする試合の中

で良い刺激になったと思います。私も指導者として子ども達との接し方、試合の運び方、試合での

勝ち方などいろいろな指導者の方々を見て考える事がたくさんありました。 

試合に勝つ確率が高い方法は？ 

約５０年野球に関わっていますのでもちろんわかっています。段原クラブは軟式のクラブチーム



です。野球と軟式野球は似ていますが違うスポーツです。私は野球が大好きです。そして子ども達

に野球を伝えています。矛盾に思いますよね！なぜなのか？中学生だからです。中学生は高校生と

は違います。もちろんしっかり健康、体の管理が出来、全ての子ども達の体を壊す事なく、高校に

送り出している硬式のチームもあるのでしょうが、私の耳にする話は沢山の子ども達がケガに苦し

んでいるようです。中学生なのです。当然練習の量も質も高校生のようにはいかないのです。絶対

に体を壊してはいけないのです。私は中学生が硬球を投げているのを見ると、とても恐くなります。

中学時代、軟式で十分に高校で通用する選手を育てる事は出来ます。それに一部の特別な素材の子

ども以外は軟式の方が良いと思っています。だから軟式のクラブチームを運営しています。 

しかし私は野球の指導をしています。軟式野球はやりません。軟式野球で勝つ確率の高いチーム

の野球を何年も見てきました。私の思っている中学生の野球とは違います。まずバッテリーを中心

にした守る野球、当然守備練習を重視しています。バッティングはボールを遠くに飛ばすより、低

い当たり、ランナーがいれば最低でも進められるバッティングをします（ゴロを打つ）。そして走

塁、内野ゴロで一塁送球の間に二つの塁を取る走塁をします。ランナーが三塁にいればヒットや外

野フライで得点するのではなく、スクイズかエンドランで点を取ります。当然、選手は一球一球監

督のサイン通りにプレーします。これが軟式野球です。勝つ確率を上げるためには必要だと私も思

います。でも段原クラブは野球をします。野球で軟式野球の広島一番を目指しています。簡単では

ありません。力のあるバッテリーが必要です。投手が打ち取った打球を確実にさばける守備力が必

要です。走るだろうと思われる場面で盗塁出来る能力が、そしてそれを防ぐ能力が必要です。一本

のヒットで二塁からホームイン出来る走塁技術が必要です。狙ったストレートは確実に弾き返し、

ストライクを取りにきた変化球は思い切ってスイング出来、三塁ランナーを外野まで打球を運びホ

ームに返す打撃技術が必要です。本当に簡単ではありません。現実には思うようには勝てません。 

段原クラブはこういう考え方で練習、試合をしています。子ども達に求められているレベルはと

ても高いと思います。これを目指して努力する事が高校野球につながり、野球を好きになると信じ

ています。 

 

 

第１４７話/2015.04.13 

 

 今週は規則と罰則について書きます。どんな組織でも社会でも規則があり、守らないと罰が与え

られます。しかし、罰はそれを与えられるためにあるにではなく、規則を守って欲しために抑止力

として作られています。野球のルールやチームのルールも同じです。誰だって罰を与えようなど思

っていません。野球のルールはとても考え方は簡単です。誤魔化したり、騙したりして勝とうとし

なさんなという事が書いてあります。日曜日、練習試合をしましたが、相手のバッターがほとんど

バッターボックスからつま先を出していたそうです。これは確実に指導者が指示しなければ子ども

がするはずはありません。本来、主審が注意しなければいけません。広島のクラブチームにもそれ

に近い事をするチームがありますが。本当に子ども達の為になるのか考えればわかる事です。バッ

ターボックスには基本的にヒットを打つために入るのです。それを伝えるべきだと思います。本当

はチームにも規則、罰則は要りません。何故なら野球が好きで上手くなりたいから入部してきたは

ずです。そして私が監督をしている事も承知の上です。当然、チームのトップが決めた事は守らな

ければいけません。どんな社会、組織でも当たり前、当然の事です。ましてチームの監督は子ども

達にマイナスになる事を決める訳はないのですから。今までの野球経験、指導者としての経験の中

から判断して決めているのです。そして最初に書いたように子どもを罰したいと思っているのでは



ないのです。練習も試合もみんなに沢山させてやりたいのです。全員が野球を好きになり、上手く

なって欲しいのです。しかし、その為には厳しい事も必要です。嫌な事、やりたくない事も避けて

通れません。心も体もダメージを受けて回復させて強くなると私は思います。サイヤ人と同じです。 

今週末は島根遠征です。天気は良さそうで楽しみです。子ども達は全員しっかり試合に出られる

のでいつもと違う景色とチームとやる事を思い切って楽しんで何かをつかんで欲しいと思います。 

 

 

第１４６話/2015.04.06 

  

理事長杯１回戦で完敗でした。ピッチャーが２本ホームランを打たれ打線がつながらず、後半は

エラーも出て負ける見本のような試合でした。全軟西部予選まで１ヶ月切りました。今年は昨年ま

でと変えて２月に試合を組まず、数多くバットを振る事を試してみました。３月から数試合打てて

いません。やはり試合で投手の投げるボールを打っていないからか練習では昨秋より力強くなって

いる打球が中々試合で出ません。今週から全軟まで１０試合、試合を組みました。全て出来るか天

気しだいですが、これからは冬の間につけた力を試合で出せるように、タイミング、状況判断、配

球、気持ちの持ち方など勉強していって欲しいと思います。昨年も書いたのですが、ここ数年全軟

に対して意識が過剰になっているように思います。当然試合ですし、まして全国大会までつながっ

ているので勝てたら楽しいし、上に上がっていけば子ども達も良い経験にはなると思います。もと

もと私は他の大会とあまり変わらない感覚でした。その頃の方が勝てていました。勝ちたい気持ち、

とても大切だと思います。その為に毎日努力を続ける事も大切です。でも段原クラブ（中学生の野

球）は、あくまで夢を追いかける為の基礎（土台）をしっかりと作る時間で到達点ではなく通過点

だと思います。その為に練習に厳しさが必要になります。練習で身につけた技術と自信を試合で発

揮する。出して負けたらもっと練習する。出せない試合もあるでしょう、それでもまた練習する。

その繰り返しで夢を追いかけるのです。中学生は１年、２年、３年と学年が上がれば野球から心が

離れていく誘惑が色々と出て来ます。男の子から男に変わっていく、とても難しい年代です。その

中でも常に野球が１番という気持ちを持ち続けて欲しいです。 

 今、段原クラブは良い状態ではありません。悪い時は変わるチャンスです。みんなが少しずつで

も変わろうと努力する事、あきらめない、個人もチームも私は今が大事（チャンス）な時だと思い

ます。特に３年生の変化を期待します。 

 

 

第１４５話/2105.03.30 

  

春の甲子園大会のベスト４まで決まりました。私の予想通り、中国地方のチームは全て１回戦で

大敗しました、ここ数年、中国地方の高校野球は全国のレベルから置いていかれています。なぜ？

広島は野球王国と言われていた時代があったのに・・・。 

 私は前から言っています。野球が古い。進化、進歩している技術、考え方についていけていませ

ん。これは小、中学校の野球についても同じです。勝つ事にこだわるあまり、基本的な練習をおろ

そかにし、試合ばかり、基本が無いので中学、高校で伸びる訳がありません。 

 勝つ為のサインプレーやトリックプレー、そんな事に時間を使う暇があれば１回でも多くバット

を振った方が子ども達の為になります。まず、個の力を伸ばす事が１番大事な事です。ピッチャー

とバッターの１対１の勝負、これが子ども達の野球の基本であるべきだと思います。その為に投手



はストレートのスピードを上げ、それをアウトコース低めに投げる練習を徹底的にするべきです。

アウトコース低め、投手の基本中の基本です。甲子園で大量点を取られる投手はこれが出来ません。

変化球も確かに必要です。しかしその前に身につけなければいけない技術、困った時はアウトコー

ス低めにストレートを投げる技術です。時代は違いますが私は高校時代、投球練習の９０％はアウ

トコース低めのストレートでした。大した投手ではありませんでしたが、それで甲子園に行け、負

けはしましたが、失点は１点でした。夏に向けてスライダーを練習して投手としてレベルが下がっ

たような気がしました。 

 前にも言いましたが、子ども達の野球は原点能力をしっかり伸ばす事が、先の野球人生を助ける

と思います。今年もたいして勝てないと思いますが、そこにこだわって段原野球をやりたいと思い

ます。監督の力ではなく、子ども達の力で勝つ野球です。 

 

 

第１４４話/2015.03.23 

  

土、日曜日とても暖かくしっかりと練習が出来ました。一冬越してグッと伸びてきた選手とそう

でない選手、秋の時点でのポジション、打順、レギュラーが変わりそうです。チーム力、個人の力

を上げるためにチーム内で選手同士の競争が必要です。特にチームの中心にならなければいけない

選手が安心しないようにしてほしいと思います。段原クラブでは高校に行ってから色々な状況に対

応できるように、２つ以上のポジションを守れるように練習しています。子ども達の可能性を出来

るだけ広げるためです。チャンスも広がります。その為にチームの勝つ確率は下がるかもしれませ

んが、クラブチームは今勝つ事より、先（高校）で良い思いをするためにあると思っているので当

然だと思います。今、小学生が色々なチームに入部したり、体験に行っている時期だと思います。

ここ３、４年私はとても不思議に思っている事があります。色々なチームを体験して比べで選ぶの

は結構だと思います。しかし体験に来る子ども達に夢を聞くと、ほぼ全員プロ野球選手だとか、甲

子園に行きたいと答えます。それも大いに結構です。 

  ではなぜ？誰よりも早く入部して野球をしないのですか？ 

  小学校の練習や試合がいつ終わりましたか？ 

  何か月遊んでいるのですか？ 

段原クラブは３年生の３月まできちっと練習でき、高校の練習に行く前日まで面倒を見ますが、

ほとんどのチームが中学野球は２年半しかありません。その中で土、日の練習だけだと数えてみて

下さい。３年間で何日練習出来るのか、小学校の野球が終わってから中学のチーム（学校部活、ク

ラブチーム）に入るまでのロス、本当にもったいないと思います。プロ野球選手と夢を語っている

わりには、考え方がとても甘いと思います。私なら１日も早く新しいチームに入り、１日でも多く

同級生より練習しようと思います。それが夢を語るだけでなく、自分の物にする方法です。人と同

じ事をやっていてトップに立てるわけありません。私はよく厳しいと言われます。全くわかりませ

ん。夢を語るのは子ども達です。甲子園もプロ野球選手も経験した私はその難しさを知っています。

何をしなければならないのか知っています。子ども達の夢に協力するために、極々当たり前の事を

言っているだけです。本当に厳しいのは選手を切り捨てる指導者だと思います。段原クラブは本人

があきらめない限り、全ての指導者が全力で応援します。だからレギュラーも控えも同じ練習を同

じ数するのです。小学生の皆さん、もう４月になります。すでに出遅れていますよ。夢を語るのは

簡単です。こんな事を書くとまた嫌われるかな？ 

 



 

第１４３話/2015.03.16 

  

３月１５日（日）３年生のお別れ会をしました。午前中試合をして午後から会館で食事をしまし

た。１試合目に高校３年生のＯＢが３年生相手に投げてくれました。３イニングピシャリ、３年生

はこの程度のストレートに反応出来ないようでは高校野球で通用するのに時間が少し掛かりそう

です。しかし段原クラブの選手は正しい考えが出来るはずなのであまり心配していません。今まで

通り取り組めば大丈夫なはずです。ただひとつ高校野球は段原クラブとちがってあまり楽しくあり

ません。そこは頭に入れておいて下さい。その中で自分で目標、目的をはっきり決めてやりがい（楽

しさ）を探して下さい。たくましくなって帰ってくるのを楽しみにしています。３年生の選手が一

人一人とても立派な挨拶をしてくれました。感謝の言葉をたくさん頂きました。とてもありがたか

ったのですが、言葉を聞いている間、私はずっと自分に問いかけていました。 

 「おまえは本当にこの子達のために全力を尽くしたのか？」 

 「感謝の言葉を頂けるだけの事を伝えたのか？」 

  もっと出来たんじゃないか？」 

ずっと考えていました。野球人生がいつ終わってもおかしくない年齢になってきました。出来るこ

とは全てやる。子ども達にではなく自分に妥協しない。３年生の言葉を聞きながら自分に言いきか

せました。チームは子ども達のためにあります。そして練習も試合も彼らの為にします。今やって

いる事、そして自分の言っている事が本当に彼らのためになっているか、自分の都合になっていな

いか、もう一度よく考えようと思います。チームはいろいろな価値観を持った保護者と子どもが集

まります。同じでないのが当たり前です。その中で全員が同じ方向（チームとしての成長）に向か

っていけるようになりたいと思います。私が常々いている強いチームではなく「良いチーム」だね

といってもらえる。そして部員も保護者も堂々と良いチームですと言える段原クラブになりたいで

す。 

  

 

第１４２話/2015.03.09 

  

３月７日（土）今春大学に進学するＯＢの保護者４人と食事をしました。その時私はとてもあり

がたい言葉をもらいました。その子供は小学生の時はチームの中心選手ではなく、なんとか上手く

なりたいとベースボールアカデミーに入り私と出会いました。二人とも不器用で守るポジションが

無く、バッティングも穴が多くとても苦労していました。６、７年前の私は今より数倍厳しく、教

室では毎週涙を流していました。それを見て母親はそんなに辛ければ辞めた方が良いのではと何度

も言ったそうです。しかし本人は「辞めない、続ける」と次の週には練習に来ていました。親子で

毎日葛藤していたそうです。そんな時、練習を毎週見ていた父親が言ったそうです。「鈴木さんに

任せておけば大丈夫だ」その一言で彼らの野球人生は変わりました。 

段原クラブでの３年間はもちろんの事、高校でも３年間だれにも負けない練習をし、今春大学で

の野球人生をスタートさせます。この子達の小学生時代を知る人たち全員が大学までの野球人生を

誰も想像出来なかったはずです。なぜ、ここまで彼らが成長し頑張ってこられたのか？第一に本人

の努力、保護者の協力、そして指導者との信頼関係だと思います。「任せて大丈夫」私が指導者と

して関わった約５年間、親子共々私と段原クラブを信じ、ただただ一生懸命ついて来てくれました。

私が子ども達を高校に送り出す時、いつも言う事があります。指導者に自分の事を好きになって欲



しければまず、あなたが先に相手を好きになりなさい。全ての事があなたを少しでも良い方向に向

かわせたいと思って言ってくれている事だと伝えています。保護者が指導者を信頼出来なければ子

どもが付いていく訳ありません。私は信頼がどんな練習よりも技術を伸ばすために一番必要な事だ

と思います。ひとりでも多くの子どもに信じてもらえる指導者になれるように手を抜かず、常に向

上心を持って子ども達と向き合っていきたいと心から思いました。 

今年段原クラブのＯＢは国立大学に３人合格しました。学校生活と両立出来るクラブチームの証

明だと思います。現役の部員達も成績が悪いのは段原クラブ（野球）のせいではなく、自分自身の

問題です。高校受験にクラブチームが不利だなんて言う人は能力が無いだけです。段原クラブの子

ども達は今年も全員第一志望校合格です。（すると思います） 

 

 

第１４１話/2015.03.02 

  

２月２８日（土）今シーズン初めての対外試合（山口ミラクル大会）をしました。紅白戦を３試

合ほどしましたがユニフォームの違うチームとの試合は緊張感があり、この冬につけた力を出す事

が出来るのか心配でした。新３年生でチームの中心として期待している選手の３人がそれぞれの理

由でベンチに入れない状況なので勝つという事よりも新２年生や控えの選手がチャンスを生かし

てほしいと思っていました。エースは少し球数が多いのが気になりましたが、それ以外は今の時期

では言う事ない内容でしたし、冬の間努力を重ねてきた選手の打球が確実に強くなってきています。

細かい所に色々ミスがありますが、初試合としては上出来でした。ただ２試合目、明らかに格下の

チームに主審の判定がとんでもなかった事を差し引いても点を取られたのは、バッテリーはもちろ

ん守備の反省は必要だと思います。本当は言いたくありませんが、主審のストライクゾーンがあま

りにも高すぎます。ルールブックをしっかり見るべきです。高めは肩の上部とベルトの上部の中間、

それも打つ姿勢で決定されるべきとあります。当然構えた時より低くなります。ほとんどの投手が

そうだと思います、高めに抜けた（投げ損なった）球をストライクに取ると投手は成長しません。

バッターもボール球に手を出さざるえなくなり上達しません。子ども達の成長のために大人もしっ

かり勉強するべきだと思います。学生野球の場合、子ども達はクレームを付けられません。だから

こそ大人がしっかりする必要があると思います。横からカメラで撮って練習するべきです。試合の

進行を早くするためにストライクゾーンを広げるのは絶対にあってはならない事だと思います。子

どものスポーツに大人の都合は要りません。 

３月１日（日）雨の為大会が中止になり、久しぶりにミーティング（勉強会）をしました。私が

いろいろな講習会で勉強した事や、プロ野球選手時代のミーティングを参考にし子ども達に今考え

て欲しい事、覚えて欲しい事を話しました。一番大事なことは「自分が今、なぜ野球をしているの

か」、「なぜ段原クラブに入ったのか」この部分をはっきりさせる事です。理由は人それぞれ違って

当たり前ですし、どんな理由でも構いません。そこがはっきりすればやる事は見えてきます。努力

を続ける事はとても難しく大変です。その為に、しっかりとした「なぜ？」が要ります。全ての結

果（良いも悪いも）にも「なぜ？」（理由）があります。幼児のようにいろいろな事でなんで？と

興味を持って野球に取り組んで欲しいと思います。わからない時には私を使って下さい。私の持っ

ている全ての力を使ってあなた達に協力します。 

 

 

第１４０話/2015.02.23 



 

今年の段原クラブはまだ対外試合をしていません。練習の数にこだわりたかったので試合を組み

ませんでした。全てのプレーのスピードとパワーアップをこの冬の課題に決めてやっているので、

数多くバットを振る、ボールを捕るための練習にこだわりました。その中で１日練習出来る日は、

朝、第一試合対策として３回ほど試合形式の練習をしました。 

２月２８日（土）の山口ミラクルズさんの招待試合が今年の初試合となります。チームのピーク

を少し遅くらせても基本的、原点能力のアップを目指してやってきたので試合の結果にはこだわり

ません。今はチーム内で競争をする時です。気持ちを表に出して、気迫溢れるプレーをしてくれれ

ば、それで十分です。２日間大会なので２２名メンバーを変えて、努力している選手はチャンスを

与えたいと思っています。君達の全力を見せて下さい。 

先日、福山８０’ホークスの山内さんと話をしました。山内さんはプロ野球界の先輩で最多勝を

取った事のある大投手でした。そんな素晴らし実績のある人が監督をやっているチームなのに昨年、

新入部員が２名だったそうです。なぜ？いろいろな理由があるでしょうが一番恐ろしいのは噂です。

私も取得しましたが山内さんも学生野球を指導出来る資格を昨年取りました。その為、チームを辞

めて高校の指導に行くという噂が流れたそうです。その他にもグランドが無いので練習場所が遠い

などｅｔｃ、全て事実無根です。段原クラブも同じような状況です。フルスイング塾に入らないと

レギュラーになれないとか、監督はレギュラーしか指導しないなど色々耳に入ってきます。 

山内さんと私は元プロ野球選手です。野球に人生を掛けて戦ってきました。その野球の世界で頑

張っている子ども達の足を引っ張るような事をする訳がありません。私達は自分の経験してきた野

球だけでなく、今も講習会や野球教室なので指導者として自分のレベルアップに努めています。中

途半端な野球経験で古いままの理論を子ども達に押し付けている指導者とは違うプライドを持っ

ています。野球は根性ではなく技術なのです。本物を自分の目で見て下さい。 

段原クラブは平日週二回、１７時～１９時まで練習をしています。前々からこれはメリットでも

あるが、デメリットでもあると思っていました。家が少し遠い子が出られないため入部出来ないと

思われるからです。これもまた間違った噂です。練習、全て自由参加です。平日練習に来ていない

選手もいますし、何時に来ても構いません。家も学校も違うのですから当たり前です。平日は自分

のやりたい練習を自分で考えてする日です。休むことも自由です。正しい段原クラブを皆さんに理

解して欲しいです。野球人は野球大好きな子どものためには全力を尽くします。私は野球人です。 

 

 

第１３９話/2015.02.17 

  

２月１５日（日）練習体験の子ども達が数人やってきました。その保護者の方から間違った情報

を聞いたのでそれについて書きたいと思います。まず、一つ目は「クラブチームで野球をしている

と中学校の内申書で不利になる」よく耳にする話です。これは全くのデマです。私は教育委員会の

方と話をした事がありますが、中学校のクラブ活動と学校外のクラブチームの活動は同等に評価し

なければいけないのです。もう、そうでなければ教育委員会に相談するべきです。高校受験で推薦

をもらえないのはチームのせいではなく、本人の質の問題です。現実、段原クラブの選手は学校で

不利な扱いを受けていません。二つ目は土日にある学校行事に出られないのでは？という事です。

段原クラブでは各家庭の判断に任せています。グランドに来るのも自由、来ないのも自由、これは

学校行事があろうがなかろうが全ての練習、試合、当たり前の事です。出席を強制する権利は誰に

もありません。学校行事を休むか、練習、試合を休むのか全て本人、保護者が決めるものです。 



昨年、秋の文部科学大臣杯の準決勝、決勝の日と運動会が重なった選手がいました。準決勝に勝

つと県大会に出場出来ます。その選手が試合に出たいと言ってきました。私は中学校の校長先生と

話し合い、１試合目（準決勝）だけ出場し、終わりしだい運動会に駆けつける事に決めました。試

合に勝つ事も出来、運動会のリレーに出る事も出来、本人、保護者、学校の理解のお陰で良い判断

が出来たと思います。私は今までこのような事で何度か学校へ行き先生達と話をした事があります

が、ちゃんと正直に理由を説明して話をすると全ての方々が応援してくれます。選手達の努力が一

番大きいと思いますが、普段の学校生活が正しければ何も心配する事はありません。段原クラブの

子ども達はちゃんと進学し、しっかりとした高校生活を送っています。 

中学時代に勝った、負けた、確かに勝つ事も大事な事だと思います。私だって勝ちたいし、勝た

せてあげたいと思っています。しかし、私の中にはもっともっと大きいと思っている事があります。

それは個の力を伸ばす事、野球の技術は当たり前です。（野球のクラブチームですから） 

高校に行って困る事のない理論、考え方、体力、精神力、出来るだけ多くの事を伝えて送り出す

事が責任だと思っています。 

私は今年５６歳になります。年々衰えを感じていますし、同級生の死の連絡を受けたりした時に

明日に不安を感じます。今年に入ってから後悔しないように出来る事は全てやろうと練習の望み方

を変えました。練習時間以外でもユニフォームを着て、個人練習をしている選手がいれば時間と体

力の許す限り付き合うようにしています。選手にとって迷惑かもしれませんが、自分のものを一つ

でも多く、少しでも早く、伝えたいと思っています。今年の選手は良く練習をします。良い子達で

す。ルールで許されませんが、全員ベンチに入れて上げたい子ども達です。 

２月２８日（土）に招待試合があるので背番号を決めなければいけません。監督にとって辛い仕

事です。 

 

 

第１３８話/2015.02.09 

 

私は口が悪く厳しいらしい。言葉使いが悪いのは自分でも自覚しています。これは多分育ちだと

思います。私の父はボートレースの選手をしていました。小学校の低学年の時には日曜日に湖でボ

ートの練習をさせられていました。２年生ぐらいの時に、体が大きすぎるという理由で自転車の練

習に変わりました。父は野球では飯は食えないと私が野球する事を快く思っていませんでした。一

応、プロスポーツの世界を経験した人なので全ての事に厳しく、５年生の相撲大会で優勝した時以

外誉められた覚えがありません。中学に入って本格的に野球を始めてから、反対していた父が全て

の試合を高校卒業まで見に来てくれました。県大会で優勝しても、甲子園に出場しても、プロ野球

に指名されても一度も誉めてもらえませんでしたが、母に後々聞くと色々な所で私の自慢をしてい

たそうです。中学、高校時代に何度も野球を辞めたいと思った事がありますが、父が恐ろしくて言

いだせませんでした。私が今、何よりも野球が好きでこの歳になっても情熱をもっていられるのは

父のお陰だと思っています。 

プロ野球の先輩である田野倉さんという方がトロフィーなどを扱う会社をされています。スポー

ツハウス鈴木もお世話になっています。今年送って頂いたカレンダーに毎月、言葉が書かれていま

す。２月は「悪く思われたくない気持ちは、言うべきことを言えなくする」です。親が子どもに、

指導者が選手に悪く思われたくないから言わない、それが本当に子どもや選手のためになるのでし

ょうか？その子をその選手をなんとか良くしたい、一本でもヒットを打てるように、一球でも捕れ

るように、一試合でも多く勝てるように、私の父は野球がわかってなかったと思いますが私を男と



して野球選手としてそんな思いで厳しく接してくれたのだと思います。結婚するまでずっとうっと

うしくて恐かったです。寮のある高校を選んだのは家を出たかったからです。本当に親の心子知ら

ずでした。そのカレンダーの５月は「苦労はさせたくないと思う親心は子どもを怠け者にする」で

す。私は口が悪いです。厳しいかもしれません。それに耐えられない親や子もいると思います。正

しいとは言いません。優しい言葉で野球を上達させる事の出来る指導者の方もいるでしょう。優し

くて、苦労なく上達して試合に勝てる、それが出来たらいいですね。今の私の能力ではまだ出来ま

せん。私は自分の父親が厳しい人で本当に良かったと思っています。今はもういませんが父の事が

大好きです。そして心から感謝しています。 

 

 

第１３７話/2015.02.02 

 

今年に入り大学受験が終わった高校３年生のＯＢが、自分の練習の為もありグランドに来てくれ

ています。この学年は努力する事が当たり前の選手が何人かいてチーム内の競争もあり、チームと

しても強く一緒にグランドに出ている時間がとても楽しい年でした。そんな子ども達なので大学ま

で野球を続ける人数が多く、いつもでも野球に情熱を燃やしているのだと思います。チームの中学

生にとってもレベルの高い先輩と練習する事で技術、取り組み方など見習うことがたくさんあり良

い刺激になっていると思います。 

中廣、西川、坂本、七田、好きな野球を長く続けられるように、ケガに注意して今まで以上に競

争の中で精一杯努力して欲しいです。君達は勝負の出来る技術と気持ちを持っています。私の教え

子なのですから自信を持って挑戦して下さい。 

また１月２日のＯＢ戦で一段とたくましくなった姿を見せて下さい。楽しみにしています。練習

に来てくれてありがとう。 

その４人の中で七田という選手は中学生の時は広島を代表する投手でした。高校ではその力を十

分に発揮する事は出来ませんでした。もちろん本人の努力が足りなかった事が一番の理由だと思い

ますが、この悔しさを返す為に国立大学に合格し野球をやるそうです。勉強と野球、今まで以上に

苦しい道だと思います。その為に３月一杯、段原クラブで練習するそうです。中学時代の正しいフ

ォームに戻せば正しいボールが投げられるようになるはずです。全力で協力したいと思います。今、

彼は１、２年生のピッチャー達に彼の持っている考え方、技術、練習方法などを伝えてくれていま

す。中学で好結果を残した事も、高校で結果を出せず苦労した事も両方大きな経験、財産です。こ

の大切な経験を後輩達に伝えて欲しいと思います。人と人には相性があります。指導者と選手も同

じです。私も中学から野球を始め、プロ野球を引退するまで何十人という指導者と接しました。結

果を出せられるかどうかはあくまでも本人の努力による所が大きいですが指導者との出会いもと

ても大切だと思います。私は中学の先生、高校の監督もプレーしている時はあまり好きになれませ

んでしたが、確実に私の野球人生の恩人です。たいして努力もしていない私の事を見捨てることな

く厳しく指導して頂き、我慢して使ってもらいました。本当に感謝しています。 

たぶん段原クラブにも他のチームにも指導者に事を疎ましく思っている選手がいると思います。

当然です。君達の事を思えばこそ、嫌な事を言わなければならないのです。私は段原クラブの選手

全員、大好きな子ども達です。だからこそ、いやがられよと嫌われようと厳しい事を言います。必

ず君達のためになると信じているからです。他のチームの指導者の方々も同じはずです。今まで段

原クラブに入部してくれた全ての子ども達が良い思いをして卒団してはもらえてはいません。途中

で退部した子もいます。次のステージでは相性が合う指導者に出会えるかもしれません。その為に



も野球を続けて欲しいといつも思っています。強いチームより良いチーム、監督の評判は悪いです

がコーチと選手は良いチームになってきました。これは自信を持っています。 

 

 

第１３６話/2015.01.26 

  

私は広島フルスイング塾というバッティング教室を運営しています。段原クラブとは全く関係の

なく、私個人でやっている施設です。ここには小学生もいれば硬式チームの選手、少し前にはソフ

トボールをやっている女の子もいました。もちろん段原クラブの選手もたくさん入っています。私

が段原クラブの代表・監督をしているので雨でグランドが使えない時や土、日の練習前、後に好意

で段原クラブの選手に開放しています。 

  先日、チームの保護者からあり得ない話を聞きました。「段原クラブはフルスイング塾に入ら

ないとレギュラーになれない」こんな事を言っている他のチームの人（小・中学生の保護者）がい

るそうです。私はただただガッカリしました。一生懸命野球に取り組んでいる子ども達の成果を発

表するチャンスをそんな事が理由で決まる訳ありません。もしそうだとしたら段原少年野球クラブ

（段原スポーツ少年団）は２０年も続きません。私は野球に嘘はつきません。当然です野球が大好

きなのですから。１０年前にベースボールアカデミーというバッティング教室をエスコム府中の三

宅先生が開き、私がお手伝いをしました。その時にも子どもを使って金儲けを始めたと言う人がい

ました。皆さん考えてみて下さい。広島市内で３か所で打てて、Ｔバッティングが出来て、中２階

で保護者が見学出来、簡単なトレーニングの出来るスペースがある、倉庫と駐車場、家賃でいくら

かかると思いますか？その中に防音の壁、ネット、マシン、ボール（軟式、硬式）、バット、照明、

土ｅｔｃ協栄電気工業（株）様をはじめたくさんの方々の協力を頂きましたが、私も銀行から何百

万かの融資を受けております。儲かるのならカープのＯＢがとっくにやっていますよ。毎日１０時

過ぎまでやってみて下さい。人の口には戸が立てられません。特に私ははっきりとものを言うので

敵が多いのも承知しています。それにしてもいい加減です。ひがみとしま思えません。一度も段原

クラブの選手をフルスイング塾に勧誘したことはありません。毎年、背番号はスタッフとの話し合

いで決めています。そしてフルスイング塾に入っていない選手がレギュラーのポジションをとって

います。キャプテンにしてもエースにしても同じです。そんな基準で決める程度の人間だと思われ

ていた事に腹が立ちます。私はそんな程度の思いで野球をしていません。全ての生活サイクルを段

原クラブとフルスイング塾、つまり野球を中心に回しています。子ども達に厳しい事を要求するの

だから自分が野球に妥協する訳にはいきません。 

  何度も書いてきましたが、私は本気で上手くなりたいと努力する子ども達のお手伝いをした

いと思っているのです。やる気のない子を無理やりグランドに出し、ボールを投げさせたり打たせ

たりしてもお互いに楽しくないのです。出来なくても毎日頑張って少しずつ、本当に少しずつです

が上達していく選手と一緒にユニフォームを着て練習をしている時が本当に幸せです。儲かってい

たら軽自動車に乗っていませんよ！！ 

―追伸― 

 １月３１日（土）朝９：５５からＴＳＳの番組でフルスイング塾が取り上げられます。野球少

年達は練習で見られないかもしれませんが興味のある方は是非見て下さい。木曜日の子ども達が映

ります。 

 

 



第１３５話/2015.01.19 

 

１月に入り少しずつ６年生が練習の体験にやってきます。みんな大きな体をして恵まれた素材ば

かりで驚いています。しかし、その大きな体の使い方が全く出来ていません。とてももったいなく

思います。特にバッティングは全員が同じ指導者に教えられたように同じ間違いをしています。ま

ずステップが広い、そしてそのステップは必ずベースよりに踏み込んでいます。バットは体から離

れ、ファールグランド方向にスイングしている。（ドアスイング）下半身は全く回らない。そのた

め打球はフック、ドライブがかかり、ファールになる。遠くに飛ばない。小学校のグラブチームで

何年間か野球を経験し、指導もされているだろうに基本がまるで出来ていない。なぜだろう？野球

は頭（頭脳）「状況判断による予測と準備」と下半身でするスポーツです。一番大事な下半身の使

い方がわかっていません。そのため、せっかく持っている能力がボールに伝わりません。だから速

く強い打球が飛ばないのです。下半身の使い方が上手くなればとても楽しみな選手達です。現実に

１日体験に来ただけで確実に打球が変わりました。正しい体の使い方を習うだけでも段原クラブの

体験の価値があると思います。６年生の皆さん、打球が遠くに飛ぶと野球は楽しくなりますよ。 

１度練習に来てみてはいかがですか？１日で変わりますよ！！ 

前にも書いた通り、段原クラブでは今、全てのスピード強化月間です。形よりスピード、自分の

１００％を伸ばそうと選手達は練習をしています。チームの原点に戻り個々の力でやる野球、荒々

しくどちらかといえば雑な野球でも魅力のある野球をするために個人練習に時間を費やしていま

す。体に恵まれていない選手も少しでも力を伸ばそうと頑張っています。簡単に結果は出せない、

中学では出ないかもしれません。それでも努力し続けなくてはいけません。そういう子ども達が打

つ１本のヒット、抑える１イニングこれが私の仕事であり、喜びです。信じて入部してくれた選手

達、そして信じて努力し続けている選手達の練習が見ていて今年に入り少しずつ楽しくなりました。

各自が持っている力、それぞれ能力は違いますが、良い頭で練習する選手が増えました。手を抜い

ている選手が恥ずかしくなるチームに少しずつ近づいてきたように思います。一つの技術を身に付

けるには時間がかかります。しかし諦めなければ必ずたどり着きます。その可能性を今の選手達に

感じています。楽しみです。練習中チームメイトは全員敵です。チーム内の競争に勝ち試合のグラ

ンドに立てるのです。 

 

 

第１３４話/2015.01.14 

  

インフルエンザが流行しています。段原クラブでも少しずつ出てきました。予防接種をしてもか

かることがありますが、私は昨年だけ予防接種していなかったらインフルエンザにかかりとても苦

しい思いをしたので絶対に予防接種すると決めました。子ども達は予防接種していない子が圧倒的

に多いのには驚きました。それも野球に対する思いと通じているのかもしれません。 

１月１１日に西協議会の理事会と新年会があり、本年度の日程がほぼ出ました。３月１５日の理

事長杯の予選からシーズンがスタートします。ここ２、３年勝つ事にこだわり段原クラブらしい野

球が出来ず、ベンチであまり楽しめていない自分にイライラしていました。 

本年の段原クラブが目指している、子ども達個人個人の力で１対１の勝負に勝つ、見ている人達

が心打たれるような野球が出来るように子ども達と努力していきたいと思います。雑でいいのです。

子どもだから。あくまでも個人の力を最大限伸ばしていける指導にもう一度立ち返り、目の前の勝

利にこだわるあまり、各自の個性、長所が小さくならないように、そして試合ではグランドの上で



選手が持っている力を出す事の出来る環境を作りたいと思います。そのために私の心の成長が一番

必要になってくると思っています。 

１月に入り少しずつ小学生が体験に来てくれています。毎年思う事ですが、体験に来た選手が８

割入部すれば間違いなく県で優勝出来ます。今年もまだ少ない人数ですが、全員が良いものを持っ

ている選手ばかりで驚いています。しかし残念な事にその持っている能力の使い方がわかっていま

せん。正しく使うと投げるボールも打球も見違えるように速く、遠くに飛ぶようになります。実際

半日の練習で結果が変わります。６年生の皆さん、打球を変えたければ１度体験に来てください。

正しいスイングすると強く速い打球が打てる事を教えてあげます。バッティングは遠くに飛ぶと楽

しいです。子ども達は全員、ホームランが打ちたいのです。小さくても夢は追いかけていいのです。

強く、速く腕とバットが振れる。段原クラブの原点を思い出して今年は雑に野球をやりたいと思い

ます。 

今週はホームページにアップする担当者がインフルエンザにかかりアップが遅くなりました。失

礼しました。 

 

 

第１３３話/2015.01.05 

  

１月２日に恒例のＯＢ戦がありました。今年は２０周年記念という事でグランドには２０４名、

祝賀会には１８５名のＯＢ、現役の選手、保護者の方々が参加してくれました。グランドにＯＢの

選手が６０数名集まったので６チーム作り３試合しました。どの試合も緊迫した好ゲーム楽しんで

もらえたと思います。高校生、大学生のプレーを見て現役の中学生が少しでも刺激を受けてくれて

より一層高い目標を目指して練習に取り組んでくれたらと思います。 

祝賀会では懐かしい顔を沢山見ることが出来、私はとても楽しい時間を過ごしました。ＯＢから

磁気ネックレスと時計を頂き両方とも着ける習慣はありませんでしたが、これからは大事に使わせ

て頂きます。ありがとうございます。参加してくれた全ての人が満足してくれたのか、とても心配

です。来年の１月２日も同じようにＯＢ戦を行います。また沢山の参加を待っています。１日楽し

く野球をしましょう。私はここ数年、体の衰えのため試合に出ていませんが、今年見ていてむしょ

うに出たくなりました。１年間じっくり体を作り直し、来年にはマウンドに立てるように努力した

いと思います。やっぱり野球は見るものではなく、やるものだと思います。 

先週頭髪の話を書きました。本来、私は野球イコール丸刈りという考え方には反対です。ルール

を守り、しっかりやらなければいけない事をやり、チーム及びチームメイトに迷惑を掛けなければ

問題はありません。実際、段原中学校の野球部でスポーツ少年団をしていた時は頭髪は自由でした。

それで出来ていました。しかし今の段原クラブでは無理です。親が管理しきれない、そして確実に

その行動がチーム及びチームメイトに迷惑を掛けています。厄介な連中との目撃情報が入っていま

す。公園の隅の方でたむろしていれば喫煙を疑われても仕方ありません。グランドではもちろんの

事、私生活、学校生活でも段原クラブの一員として責任ある行動が求められます。結局、私が言い

たいのはそういう事です。チームスポーツをするという事は社会生活と同じで、自分のミスで他人

に迷惑を掛けるという事です。野球が優先順位の一番だからクラブチームに入部したはずです。そ

うでないなら道を変えるべきだと思います。何度も書いていますが、私はただ野球が大好きな子ど

もと全力で野球がしたいだけです。ほとんどの段原クラブの選手はなんの問題もありません。楽し

く野球出来ています。 

今年も野球大好き少年が入部してくれる事を待っています。 



 

 

第１３２話/2014.12.29 

  

１２月２７日（日）で今年の練習を終わりました。小学校の時に大きな舞台を経験した事の無い

選手が努力を重ね少しずつ力がついてきました。特に体に恵まれていない選手が多いのでそれだけ

でハンデがあります。力で圧倒するような野球は出来ませんが、くらいついて勝負出来るチームに

なりつつあります。このまま努力し続けて欲しいと思います。心配な事もあります。２年生の一部

の選手が髪の毛を伸ばし出した事です。段原クラブは丸刈りを強制していませんが、短く刈るよう

に指導しています。理由は過去の経験から、髪の毛をいじりだした選手が道を逸れる可能性が高い

からです。練習、試合中も集中力が途切れがちになり、練習量も丸刈りしている選手の方が確実に

多いです。理屈でなく、今までのチームの歴史の中で結果として出ています。まぁ全員が本気で努

力しない方がレギュラーを決めるのに悩まなくていいので私としては楽ですが・・・。今まで何度

も何度も変わってくれることを期待して話をしたり、チャンスを与えたりしてきました。来年は甘

さを捨て、厳しく接していこうと思っています。グランドで一緒に同じユニフォームを着てやりが

いのある選手、楽しい選手と練習、試合をしていきたいと思います。 

野球の技術なんて人として魅力のひとつでしかありません。それだけでは人として足りないので

す。集中力の無い練習ではそれすら身に付ける事は出来ませんが、髪の毛なのでなびく女性はどう

でも良いのです。野球が上手くなり、甲子園なりプロ野球選手になれば女の子はいくらでも寄って

きます。今やらなければいけないのは鏡を見て髪の毛をいじる事ではありません。私は嫌いです。

どうしてもというなら他のチームを紹介します。 

１月２日のＯＢ戦、２０周年祝賀会たくさんの参加ありがとうございます。寒いようですが、出

て良かったと思える温かい試合、祝賀会にしたいと思います。現役の保護者の皆さん大変だと思い

ますが、宜しくお願いします。みんなで楽しみましょう！！ 

年賀状、皆さんの協力で目標達成することが出来ました。本当にありがとうございました。 

 

 

第１３１話/2014.12.23 

  

１２月２１日（日）カープジュニアという広島県軟式野球連盟に登録している小学生のチームか

ら選抜された選手のチームと１年生が試合をしました。県内の６年生の選ばれた選手達だという事

なのでとても楽しみにしていました。結果は２試合とも０－２で負け、ある程度予想通りの結果で

した。段原クラブの１年生はまだまだ体が小さく、細く、スピードとパワーがありません。特にス

ピードがある選手は２人しかいないので１６ｍの距離で投げられたら間に合いません。相手の守備

が雑で何度かチャンスがありましたが、３塁ランナーを返えすバッティングの力はまだありません。

身長でも６年生より小さくたぶん走力も負けていると思います。しかしこの結果は段原クラブとし

ては当然の事です。１年生の時は毎年この程度の選手達です。ここから正しい理論と正しい練習で

３年生になれば必ず他のチームと対等に戦える選手になります。それが私の仕事なのです。１年生

の選手がこの結果をどう受け止め、何を思い、何を考え、何をするのか、これからの彼らにとって

とても良い刺激になってくれれば幸いです。 

今年の段原クラブの１２月、１月、２月、３ヶ月間の練習テーマはスピードアップです。走力は

もちろん、投げるボール、スイング、守備の足の動き、カバー、捕球後の送球、全てのプレーのス



ピードを上げる事を意識するように伝えてあります。形（フォーム）もたしかに大切ですが、原点

スピード、パワーがなければプレーとして生きてきません。１、２年生に特に足りない部分だと思

います。食事、睡眠を含めた体作りからトレーニングが必要です。野球はスピードが一番必要なス

ポーツなのですから、ひとりひとりがどれだけスピードという事を頭に入れて練習する事が出来る

かが大事になってきます。この冬で体を変えるぐらいのつもりで取り組んで欲しいと思います。１

人でも２人でも覚醒する選手が出てくる事を期待します。 

平成２７年１月２日に段原スポーツ少年団としての２０周年記念祝賀会を行います。出欠のハガ

キまだ出していない方、出して下さい。欠席でも出して下さい。人として常識です。お願いします。

午前中のＯＢ戦も楽しみです。懐かしい顔を見て昔話に花を咲かせ野球を楽しみたいと思います。

みんなで晴天を祈りましょう。現役の保護者の皆さんには苦労を掛けています。本当にありがとう

ございます。しっかりと全員の心に残る温かい１日にしたいと思っています。宜しくお願いします。

２０年前の何もわからない中でスポーツ少年団に登録するまでの苦労や、段原中学野球部と離れて

段原少年野球クラブを作らざるおえなくたったとても悲しい思い出などが思い出されます。しかし、

２０年続けてこられて全てが結果として良かったと思っています。２０年間１日でも段原スポーツ

少年団、段原クラブに関わって頂いた全ての方々に感謝致します。本当にありがとうございました。

私が目指している強いチームではなく、良いチームになれるようこれからも子ども達と努力してい

こうと思います。 

 

 

第１３０話/2014.12.15 

 

先週の廿日市大会で今シーズンの試合は終わり、来年の春に向けてチーム内の競争が始まりまし

た。今まで着けていた背番号を全部回収し、全員横一線でポジションの取り合いです。レギュラー

になるためにまず一番は当たり前のプレーを確実にこなす事、そのために必要なのは基本です。こ

の冬のチームとして目指すのは基礎体力のアップ、スピードとパワーを上げる事、そして正しい基

本の動きを身に付ける事です。全てのポジションそして全ての動きに理にかなった動作、体の使い

方があります。いくらスピードやパワーをつけても使い方が間違っていてはそれが結果につながり

ません。逆に正しく使っても基本的な体力が無ければこれもダメです。１、２年生にとってとても

大切な野球人生において重要な三ケ月です。本気でやると体は変わります。そして投げるボールが

打球が変わります。一桁の背番号を背負うために、まずチーム一の練習量そして質を各自が目指し

て個人のレベルアップ、そしてチーム力のアップへつなげて欲しいと思います。 

３年生は受験が近づいてきました。一人一人立場が違うので一言では難しいですが、高校受験で

人生が決まる訳ではありません。合格目指して努力する事が大切だと思いますが、その為に野球が

出来ないのなら、そもそも高校で野球をするのは無理です。高校野球は学校によってちがいはあり

ますが、段原クラブにように甘くありません。中途半端にやって無駄な時間とお金を使うぐらいな

ら最初からやらない方が良いと思います。男の子は社会に出て一人で戦っていくための心と体を作

るためにスポーツ（野球）をするのです。本気でやらなければ何も得るものはありません。厳しく

て、しんどくて当たり前なのです。それが嫌ならさっさと逃げるべきです。どうせチームやチーム

メイトに迷惑をかけるだけなのですから。 

最近、土日の練習後にフルスイング塾で打つ子が増えているという事を書きました。私は日曜日、

ためしてやろうと思い、練習の最後少しランニングを入れてみました。思った通り、打つ子が激減、

なんと一人でした。あくまで自主練習なのでやろうとやるまいと構いません。要は結果の世界です



から。その選手は最近思い通りのプレーが出来ず大きな壁に当たっていました。いいチャンスなの

で一対一で一時間ほど指導出来ました。打てる（バットが振れる）方法は伝えたので後は本人です。

忘れず続けて欲しいと思います。努力し続ける事で悩みが生まれる、工夫する、わからなかったら

監督、コーチの力を借りる。頑張っている選手のために使う時間は私にとって、とても楽しい時間

です。 

 

 

第１２９話/2014.12.08 

  

段原クラブだけなのか他のチームもあるのかわかりませんが、朝一番の試合で全く打てない。よ

く頭が起きるのに３時間、体が起きるのに５時間、起床してからかかると言われています。受験の

時に先生がよく言っていたのを覚えています。その理論から何年か前の段原クラブは移動の車の中

でグランドに着くまで寝ている選手がいるほどつまらないチームでしたが、最近は保護者も５時間

前起床の話をし、やっていると思っていました。集合時間も今までより早くしてウォーミングアッ

プの時間を長くしたり、プラスチックボールを打って、思い切ってバットを振ってみたりなんとか

変えたいと工夫してきましたが結果は変わりません。 

１２月７日（日）の廿日市大会準決勝もまったく打てず１－０で負けました。良い投手が相手な

ら打てない事もありますが、私の目には普通以下のストレートと普通のカーブを多く投げる投手に

しか見えませんでした。中心打者ならカーブだけを狙って２本は確実に打てたと思える程度です。

選手達に常に言っている「狙ったらカーブの方が打ちやすい」をやろうとする選手がいません。右

打者はレフトに左打者はライトに意識が向かっているので３流、４流の投手しか打てません。なぜ

なら良い投手はアウトコースに投げてくるからです。 

先日ＢＳ放送でプロ野球ＯＢの金本、古田、宮本の２０００本安打を打った３人が出ている番組

を見ましたが、アウトコースを反対方向に打つ練習し身に付けた事が２０００本安打につながった

と３人とも同じ事を言っていました。当然だと思います。レフト、センター、ライト３方向に打つ

事が出来て３割という打率が残るのです。私は中学、高校時代、体が大きく中心を打っていたので

アウトコース、それも変化球が多くきました。ずっとセンターから右に打つ事を意識していました。

それが５割という打率につながったと思います。すぐに身に付くとは思いませんが、野球を続けて

いくためには必要な技術です。練習するべきです。まぁ技術より先に５時間前起床をひとりも実践

していない親子の甘さを変えなければ何も変わらないと思いますけど。 

試合終了後、解散しましたがまだ１５時前、いつものように何人かがフルスイング塾で打つと言

ってきました。渕崎のグランドも１２時から１８時まであり、３年生が練習しています。予定表に

書いてあるので全員知っています。私は監督なので３年生の練習に行くのは当たり前です。無惨な

試合の後のですから選手も全員練習に来るものだと思っていました。１、２年生２２人練習参加は

フルスイング塾とグランドで１１人、これが段原クラブの現実です。この程度の親子でも段原クラ

ブのスタッフと練習内容、そして正しい技術、考え方を伝えているのである程度勝てます。しかし、

ここまでです。これ以上にはなりません。全ての引き出しを開け、全てを伝えようとしても無理で

す。本人（親も含む）がそこまで望んでいません。監督、コーチがグランドにいて、練習している

選手がいるのに家に帰り、シャワーを浴び、遊びに行くのか、ゲームをするのか、テレビを見るの

か、寝るのかわかりませんが、平気なのが私には理解出来ません。あきらめているならチームにな

ぜいるのですか？それともそんなに自信があるのですか？結果も出せないのに可愛げがありませ

ん。私は渕崎で西、橋田、山藤にノックをしましたが、本人達がやろうとしてやっている練習なの



で打っていて楽しかったです。いつもやりたい子ども達と練習したいと思いました。この子達に私

は必要だと思える練習はやりがいがあります。段原クラブは人数が減った方が良いチームになるよ

うに思いました。さみしい話です。 

 

 

第１２８話/2014.12.01  

  

１１月２９日（土）で２０周年記念のブライディングカップが一段落しました。日程の都合で参

加頂けなかったチームも、もちろん参加して頂いたチームも感謝致します。ありがとうございまし

た。これからも段原クラブを宜しくお願いします。 

段原中学校野球部の中で段原スポーツ少年団を立ち上げ２０年が経ちました。私はクラブチーム

を作るつもりも、まして監督をしたいとも思った事はありませんでしたが野球部の考え方が変わり、

クラブ化するしか方法がなく、段原少年野球クラブとなりましたが、学区外の子ども達にも本気で

野球をする場所を提供出来るようになり、グランドの問題など様々な悩みはありますが、これで良

かったと思っています。チームを作るのは易しい事ですが、続けて行く事は大変です。これからも

チームと子ども達の役に立てる間は精一杯やっていきたいと思っています。 

１月２日に恒例のＯＢ戦も楽しみですが、今回は２０周年の祝賀会も予定されています。数多く

のＯＢ、保護者の方々にお会い出来る事を楽しみにしています。お酒を飲めるようになった（大人

になった）ＯＢ達が堂々と私と昔話や近況を語る事が出来ればうれしいです。今シーズンも１２月

６日（土）、７日（日）の廿日市大会が最後の試合になります。気温がグッと下がり寒いようです

が、来春に向けての各自の課題がはっきりと見つけられるような試合になると良いと思います。新

チームになり、控えの子ども達がよくバットを振っています。すぐに結果に結び付くものではあり

ませんが、卒業の日まで今の気持ち、姿勢を続けていけば必ず良い事があります。私もスタッフも

見ています。今レギュラー番号を付けている選手を来春には何人も蹴落とすことを期待しています。

のんびりしている選手を一気に抜き去って下さい。変わりたい、出来るようになりたい、試合に出

たい、そして打ちたい、そんな気持ちを全身で表現して練習して下さい。私はそんな君達と練習す

るのが大好きです。 

 

 

第１２７話/2014.11.26 

 

私は今悩んでいます。８月３１日の文部科学大臣杯の西部予選から新チームがスタートし、約３

ヶ月弱２０試合程度してきました。その中で県議長杯優勝や、県少年部県大会準優勝などある程度

勝てています。１年生が半分先発で出ている中で本来なら良くやっていると言えるのかもしれませ

ん。しかし私の中では納得出来ない部分があります。それは２年生で試合に出てい５人の内容です。

大事な場面ではほぼ打たない。守備で（送球も含め）イージーミスをする。走塁が消極的、そして

一番の不満は１年生が半分出ている中でチームを引っ張っていこうという気持ちが見えない事で

す。私は常に子ども達に言い続けている事があります。「試合に出ている選手は打てなければ守備

で、守りもダメなら走塁で、そしてそれでもダメなら声でチームの為に仕事をしなければいけない」

要はチームが勝つために心を表に出さなければならないという事です。今、試合の中で私に伝わる

物がありません。そして悩んでいます。「いっその事２年生は切ってしまおうかと」子どもは未熟

です。ミス、間違いをします。そんなことは２７年子ども達と野球をしていれば承知しています。



技術的なミスは良いのです。頭、心のミスは防げます。思うか思わないかだけなのです。私は思い

のない子と一緒に野球をしても楽しくありません。せっかく大好きな野球をするのなら真剣に集中

して本気でやりたいだけなのです。考える度に久野、西本、出口、黒瀬４人の２年生の顔が浮かび

ます。彼ら４人は体が細く、小さく、力がありません。練習をレギュラーの子達より沢山やっても

中々結果に結び付きません。試合に出ている選手より、心を込めて練習しています。スタッフ全員

がわかっています。しかし、情だけで試合に使う訳にはいきません。勝負の世界なのですから、少

ないチャンスしかありませんが諦めず努力し続けて欲しいと思います。２年生で試合に出ている５

人、あなた達が切られないのは、出られない４人が頑張っているからです。試合でミスはします。

誰でもします。試合に出られない選手が全員納得のいく練習、試合の取り組みをする責任があると

思います。１年生で出ている選手も同じです。好きな野球を本気でやる。難しい事だとは思いませ

ん。なぜなら段原クラブで本気でやれば必ず上達するし良い結果が出るのですから、やらなきゃ損

です。 

１１月２４日（祝日）にあった県少年部県決勝大会の決勝戦で明らかに勝てる試合を私の判断ミ

スで負けてしまいました。マウンドに上がるっている投手の打者に向かっていく姿勢の無さに感情

的になり、交代させた事により逆転されてしまいました。子ども達には本当に申し訳ないことをし

たと反省しています。長くやっていてもまだまた心が弱く、監督として未熟だと痛感しています。

まず自分自身が二度と子ども達の足を引っ張らないように変わらなければいけないと思っていま

す。すみませんでした。 

子ども達と一緒に成長して、誰からも良いチームだと言われるようにしたいと思います。 

 

 

第１２６話/2014.11.19 

  

今週は本当に忙しく書き込みが遅くなりました。 

週末１１月１５日、１６日に府中オーシャンズの招待試合にＡ、Ｂ２チーム参加させて頂きました。

Ａチームは４試合で３得点（タイブレークで勝ちＢクラスで優勝）、Ｂチームは４試合で３得点、

新チームの秋は投手が有利だと思いますが、それにしても打てません。Ｂチームは１年生ばかりの

１０人（１年生の主力はＡ）なのである程度予想通りでした。技術の無さを気力でカバーするよう

な所も見られず、口では夢を語るのに行動しない不思議な選手達です。力が無いのは十分に承知し

ていますが、心も無ければクラブチームで野球をやる意味はありません。負ける事に小学校の時か

ら馴れているように見えます。私は負ける事に馴れていません。小、中、高とずっと強いチームで

したし、プロでも勝つ事を目指してやってきました。指導者になってからもずっとある程度以上の

チームを指導してきました。負ける事が悔しいのは当たり前で恥ずかしくさえ思います。男は恥を

かきたくないから努力するものだと思っています。残念ながら段原クラブの選手達は小学校の時、

チャンピオンチームの中心だった子がいません。勝負での勝つ事に対する執念が親子共々感じられ

ません。チーム内でポジションを得て試合に出る事が出来るだけで満足感、達成感を感じているよ

うです。そんな事で満足しているような選手が将来の夢を語っても無駄です。近づく事も出来ませ

ん。私は常々選手達にわからない事は聞きにおいでと言っています。ほとんどの選手は来ません。

私に近づきがたいものがあるのかもしれませんが、大した数字も残せないのに何の疑問もいだかな

い、そして同じ失敗を繰り返す、不思議でしょうがありません。 

本当に野球が上手くなりたいのでしょうか？ 

土曜日の試合でボロボロだった１年生の二人のピッチャーをその夜、強制的にシャドーピッチング



で指導しました。日曜日には前日とはちがった結果が出ました。 

当然です。正しい練習をすれば良くなるに決まっています。では何故、私は選手達がくるまで教

えないのか？本人が望んでいなければ（聞く耳が無ければ）身につかないからです。まず、自分で

考える、試す、悩みに悩んでもがくべきです。自分で何かを掴めばそれにこした事はありません。

最後の手段として指導者に頼るべきだと思います。それにしても段原クラブの選手は野球の事を考

える時間が少なすぎると思います。夢を語るなら、語るだけの事をするべきです。その為の協力は

私はしたいと思っています。あなた達の答えを探すぐらいの引き出しを私は沢山持っています。是

非、利用して下さい。チームが強くなるのは簡単です。中心選手が一番練習すればいいのです。そ

の点では新チームはまだまだです。 

 

 

第１２５話/2014.11.10 

  

１１月８日（土）９日（日）県軟連少年部新人戦県大会がありました。前日、突然ショートを守る

選手が足が痛いと言いだし、現在のベストメンバーから２人のレギュラーを欠いて試合に望まなけ

ればいけませんでした。確かに勝つという目的のためには大きなマイナスですが、チーム力をアッ

プするためには他の選手にチャンスが増し、プラスだと思うことにしました。運よく２試合勝ちベ

スト４に残りましたが、試合内容は明らかにダウン、特にショートの代わりは務まりそうな選手が

いません。守備力は５０％減といった感じです。スポーツをしていれば故障する事はあります。し

かし今、段原クラブで怪我をしている選手はほぼ練習以外でしています。段原クラブの選手として

責任を持った行動でチームに迷惑を掛けないようにして欲しいものです。今週の府中オーシャンズ

の招待試合はＡ、Ｂ２チーム参加させてもらえます。全員が試合に出るチャンスがあります。１日

も早い回復を望みます。 

９日（日）は雨のため順延になりました。今まで必ず抽選、初めての試合順延です。子ども達の為

には当然のことです。今まで何度も言い続けてきた事が伝わったかどうかわかりませんが、とても

良いことです。チームにとっても故障者が回復する時間があります。せっかく広島スターズと試合

出来るのですから全員がベストの状態でぶつかっていきたいと思います。文部科学大臣杯西部大会

決勝では手も足も出ませんでしたが、あれから２ヶ月子ども達は確実に少しずつですが力をつけて

います。勝敗よりも気持ちで負けない堂々とした試合をしてくれると嬉しいです。自分の力をはか

るチャンスです。 

今のチームのレギュラーでなく、二桁の背番号の選手達がいい感じになってきました。技術的には

まだまだですが、争うように練習する気持ちが出てきています。私はフルスイング塾という室内で

練習が出来る施設も持っています。段原クラブの選手は野球教室として使用していない時間は時間

無制限１日￥１，０００で開放しています。土曜日、日曜日、祝日の練習、試合の前後にいくらで

も打つ事が出来ます。今までほとんど決まった３年生が使っていましたが、新チームになり、１、

２年も積極的に利用するようになりました。バッティング練習は数多く打てば必ず打てるようにな

るとは限りませんが、打たなければ可能性もありません。本当に強いチームはチームの中心選手が

一番練習するチームだと思いますが、段原クラブはまだまだそのレベルにはなっていません。あく

まで中心以外の選手の努力が目立ってきているのですが、続けていく事によってレギュラーのポジ

ションを奪って欲しいと思います。野球はバッティングが一番ラクで楽しい練習です。毎日打って

もそれが立派な努力だと思いませんが、それすら出来ない選手はそれ以上の厳しい練習をしている

訳はありません。１年生で入部した時「毎日ストレッチをして下さい」こんな簡単な約束も果たせ



ず卒団するまで体が硬いままの３年生もいるのですから。努力は本当に必要で大事な事ですが私は

クラブチームの監督なので結果で選手を評価します。今頑張っている二桁の選手達、今週の土日た

っぷりチャンスがあります。持っている力を全て出せるように、強い気持ちで試合に臨んで下さい。

全力で応援します。 

県大会でベンチに入れなくてもスタンドから本当に大きな声を出してくれた道下、ありがとう、私

は君が大好きです。だから厳しく接します。頑張ろう！！ 

みんな、のんびりしているレギュラーを引きずり降ろせ！！ 

 

 

第１２４話/2014.11.03 

  

せっかくの三連休、天候が不順なため十分な練習が出来ませんでした。その中で１１月２日（日）

は太田川リーグという大人との試合に３年生と先週府中オーシャンズとの練習試合に行かなかっ

た１年生５人が行きました。段原クラブでは試合の前の練習でバットをしっかり振る為に飛ばない

プラスチックのボールを使っています。そのボール１１月３日（祝）の県議長杯の時１７球減って

いました。私は数え間違いだと思っていました。どう考えてもそんなに失くして帰る訳がないと思

っていました。コーチの指示で３年生に捜しに行かすと、なんと１１球出てきたそうです。信じら

れません。そこまでいい加減な子ども達だとは思いませんでした。まして捜しに行く指示を出した

時、３年の保護者から１年生もいたのだから来るべきという声があったそうです。 

３年生とは何？チームの顔で当然、人間としても野球の技術も全て１年生の手本とならなければい

けないのではないですか。私の指導力が足らないのでしょうか？常々言っていますが、躾は親の仕

事です。チームの道具も自分の道具も大切にする、当たり前の事です。監督がわざわざ言わなけれ

ばいけない事なのでしょうか？そんな事は小さい頃からの育て方ではないでしょうか？３年生の

皆さん、そんな事もわからない、出来ないのなら野球をする以前の問題です。３年生としての責任、

１、２年生の手本、見本にならないのなら練習にくる必要はありません。まして高校で野球をやっ

ても良い事にはならないと思います。中途半端な気持ちでグランドに出ても得る物はありませんよ。

しっかりとした反省を望みます。 

 県議長杯で優勝する事が出来ました。この大会はピッチャーがある程度持っている力を発揮して

くれました。やはり野球は投手力です。優勝したことは良いことで自信を持って欲しいと思います。

しかし野球の頂点はありません。勝った中にもいくつも当たり前のことが出来ないプレーがありま

した。コーチも私もしっかり伝えたので考え方の間違いや送りバント、盗塁、送球、ケース打撃、

出来なければいけない事を確実にこなせるように各自がしっかり自覚して練習し、これからの年内

残っている試合で変わった姿を見せて欲しいと思います。屈辱の県大会から投手の気持ちが少しず

つ前に出るようになってきました。投手は投げるボールに心を込めてバッターに向かっていく。打

たれたらもっと練習する、考える、そうやって成長していくのだと思います。たくましく、チーム

を任せられるエース、誰がなるのかわかりませんが、みんなで競争してチーム力をアップさせて欲

しいと思います。勝ったことに満足することなく上を上を目指していきましょう。取りあえず今日

だけはみんなおめでとう、そしてありがとう。 

 

 

第１２３話/2014.10.27 

  



高校野球秋の中国大会で広島の３校全て１回戦で敗れました。これで来春の選抜大会に広島のチ

ームは出場出来ません。私はこの結果を大会前から予想していました。全てのチームが１回戦で負

けるとは思いませんでしたが、選抜に広島のチームは出られないだろうと思っていました。数年前

からずっと言っていますが、広島の高校野球は全国レベルに比べ完全に遅れをとっています。なぜ

なのか？技術や考え方の進歩、進化に指導者がついていけてないからです。全てのスポーツは今の

選手が一番です。昔が凄いことはありません。しかし野球だけ昔の選手が凄かったと言う人がいま

す。極端に言えば王さんは今、ホームラン王になれないのです。当時の環境の中でＮＯ．１だった

ことは事実ですが、その実力のまま現代では同じ成績は残せません。野球も他のスポーツと同じく

日々成長し続けているのです。それに広島はついていけてないのです。何度もいっています。ゴロ

を打っていては現代野球は勝てないのです。確かに小学生や中学生のたいしたレベルでない野球な

ら相手のミスで勝つ事があるかもしれません。しかし、全国のレベルでは通用しません。ましてプ

ロ野球選手には一生なれません。高校野球の指導者の皆さん、ピッチャーはアウトコース低めにス

トレート、バッターはフルスイングで外野に飛ばす、上に上がるための基本です。守れることは当

然のことです。野球で勝つ為に守備は出来て当たり前です。 

１０月２６日（日）府中オーシャンズに練習試合に行かせてもらいました。文部科学大臣杯県大

会優勝チームですので、段原クラブの選手にとって、今の自分達の力を試すこれ以上ない相手です。

２試合とも２対２の引き分けでした。打撃では２試合でヒット１１本、エースから４本の２点、今

の力通りだと思います。レギュラーの中心選手以外が力不足です。特に２年生は基本の振る力をつ

けなければ１年生に追い越されます。新チームになってから練習を見ていると１年生の努力が目立

ちます。守備では投手を変えた時の内野守備がガタっと落ちます。ここでも２年生の奮起が必要で

す。能力のある投手を守備の都合で投げさせられないのは困ります。捕手は１年生ですが府中オー

シャンズの捕手も１年生、現在の力では守備力は負けています。本人が何を感じ、何を思ったのか、

段原クラブの２人の１年生キャッチャー頑張れ！！君達の可能性もかなり大きいです。投手は２試

合で５人投げました。県大会でみじめに負けてから三週間、競争意識の中確実に進歩しています。

今全員に言っていることは、しっかり腕を振って強いストレートを投げる事、変化球も同じように

腕をしっかり振る事です。そしてバッターに向かっていく気持ち、姿勢をマウンドで出す事、バッ

クのミスで２試合で４点取られましたが今やろうとしている事は全員が表現出来たと思います。こ

れから春に向けて公式戦で投げる投手を絞っていきます。私の思うエースは７回投げきれる投手で

す。体と心に力をつけてエースを目指して下さい。 

本年の残りの試合は、県議長杯、県少年部の県大会、府中オーシャンズ大会、廿日市シニア大会、

段原クラブのブライディングカップが２回、チャンスはあります。チャンスをつかむためには練習

しかありません。今、自分は何をどうしなければいけないのか、しっかり考えて練習して下さい。

わからなければ聞きにおいで。 

いくつかのポジションで良い競争があり楽しみです。 

 

 

第１２２話/2014.10.20 

  

新人戦（文部科学大臣杯）が終わり、３年生の卒団式も先週終わり、本格的に新チームになりま

した。運良く県大会に出たものの運だけでは勝つ事が出来ず、選手の力不足がはっきりして子ども

達にとってこれからやらなければいけない事がわかり、全員でポジションを奪い合う気持ちが練習

の中に少しずつ見えてきました。この秋は先入観にとらわれず本当にチーム力が一番上がるポジシ



ョンと選手を探していきたいと思います。選手たちはチャンスが欲しければ、それを体で表して下

さい。内に秘めた闘志など何の役にも立ちません。思いがあるなら、体で声で表現しなければ相手

に伝わりません。そして私はそんな選手が好きです。 

  １０月１９日（日）太田川リーグが２試合あり、１、２年生で行きました。全員やって欲し

い事を伝えて打席に入るようにしました。バントは全て出来ましたし、大人の投げるボールをある

程度打ち返すことが出来、競争意識が良い方向に出ているように思いました。投手もまだまだスト

ライクの数が少ないのが不満ですが、逃げるような投球がなく、心が伝わったボールが少しずつで

すが、出てきたように思いました。みんな０という結果が欲しいのは良くわかりますが、まずスト

レートで打者に向かっていく！中学生にはこれが必要です。特に秋から来年の春までにコントロー

ルはもちろんですが、体を作り、ストレートのスピードアップです。そしてエースになりたければ

完投出来る体力です。新チームは試合で投げる人数は絞ります。競争です。 

卒団式の終わった３年生、高校受験です。練習なのか、勉強なのかしっかり切り替えて気持ちの

入らない時はグランドに来ないで下さい。誰のためにもなりません。自分のため、後輩のため、そ

してチームのためにグランドに来て下さい。一番上達出来るこれからの５ケ月、大事にして下さい。 

早いですが年賀状の季節がまたやってきました。皆さんの協力よろしくお願いします。電話でも

結構です。目標６，０００枚、大変です。 

 

 

第１２１話/2014.10.14 

  

１０月１２日（日）卒団式がありました。今年の３年生は１８人入部し１６人卒団しました。入

部者全員揃って卒団するのはとても難しいです。監督が信頼されてない事が原因だと思いますが、

私も５０年野球をやってきました。その中でたくさんの指導者の方々に出会いました。考え方の違

う人や野球理論の無い人もいました。辞めたいと思った事は中学、高校時代には何度もあります。

でも辞めませんでした。と言うより辞められませんでした。中学生の時は父親が許しませんでした。

自分で決めた事（野球をすること）を途中で投げ出すのは絶対、何があっても許さないというのが

理由でした。高校の時は家の周りの人や同級生達が私が野球の特待生として進学していたのを知っ

ているので辞めて帰るという恥をさらしたくないと思い我慢しました。もちろん先輩より恐ろしい

父親がいるという事も辛抱出来た大きな理由です。そして何より大きかったのは夢をずっと持ち続

けていたからです。「プロ野球選手になりたい」辞めたら終わりです。野球を始めた時にはみんな

が持っている夢です。思い続けた選手が勝ちます。卒団生、１，２年生大きさや内容は人それぞれ

で構いません。野球の中に夢を持って下さい。勝負の世界は辛い事ばかりです。１本のヒットを打

つために数えきれない程バットを振らなけらばいけません。そして、これで良いという頂上があり

ません。だからやりがいがあります、喜びがあります。とても難しい野球、最後まで正解がわから

ない野球、だからこそ長く長く夢を持って続けて欲しいと思います。 

私は段原クラブの選手に高校野球を経験して欲しい、出来たらレギュラーとして夏の予選のグラ

ンドに立って欲しいと思い、中学生を指導してきました。その為、厳しくプレッシャーも与えてき

ました。技術はもちろん最後の夏は精神力が必要だし、まず３年間踏ん張る為に怒られる事になれ

る必要があると思っているからです。厳しい言葉を浴びせられ、はぶてる、落ち込む、悲しむ、逃

げるこれでは勝負の世界で舞台に立つ事さえ出来ないと思っています。しかし今の時代、通用しな

い子がたくさんいます。チーム存続のために変わる必要があるようです。選手を選んで言葉を選ぶ、

チームとして今勝つという結果を得るために必要な事のようです。やってみます。クラブチームと



して何を子ども達に伝え、何を身に付けてもらう事が大事なのか、私はまず野球の技術、これが最

優先だと考えています。 

技術を身に付けるためにやらなければいけない事、この部分に妥協はしません。話がまとまりま

せん、私の中で整理がついていないからです。何かを変えなければいけない事はわかっています。

しかしそれが本当に何なのか。色々試すしかないと思います。楽しみです。 

３年生のみんなありがとう、残り５ヶ月後輩の指導お願いします。必ず君達の力になります。 

 

 

第１２０話/2014.10.06 

  

１０月４日（土）文部科学大臣杯（全国大会）県大会がありました。試合前のシートノックと相

手投手を見てコールドで勝てると思いました。思っていた通り初回１点をとってまだ無死満塁「何

点入るのだろう」初回で試合は決まると思いました。なんとそこからフライ３つでチェンジ、目を

疑いました。遅いストレート、入らないカーブ、甘い所にしか投げられないコントロール、打てな

い理由が見つかりません。ランナーが出ればクイック出来ない、キャッチャーはセカンド送球出来

ない。でも４対３で負けました。なぜ？段原クラブの選手がそれ以下だったからです。出ているほ

ぼ全員が緊張からか、当たり前のことすら出来ない。これほど心が弱い子達の集団だとは思ってい

ませんでした。特にバッテリーがシッポの下がった犬では勝負になりません。前から何度も言って

いるように野球は相手があるスポーツです。相手を見て、それに対応します。相手を見て緊張する

理由がわかりません。いくら練習して技術を身に付けても試合で出せなければ無いのと同じです。

精神に力が無ければ、持っている技術は意味が無いのです。私から言わせてもらえば、たかだか県

大会、何万人の観衆がいる訳でもテレビ中継されて何百万人が見ている訳でもないのです。この程

度で力が出せなければ、これから先の野球人生はありません。上のレベルには上がれないのです。

練習してどんなに力をつけても心が弱い選手には無理です。自分自身で強くなるしかないのです。

試合後私は、明日この相手はコールドで負けると言いました。その通りになりました。段原クラブ

はそんなチームに負けたのです。失礼な言い方かもしれませんが、あれだけミスを連発して、まっ

たく持っている力を出さないでちょうど良い勝負になる相手です。当然、次はコールド負けです。 

私は踏ん切りがつきました。チーム事情に関係なく、本当に一番力のある選手がマウンドに上が

るべきです。まずそこを最優先にして他のポジションを考えて行きたいと思います。そしてあくま

で守備優先、今までの段原クラブの選手とは違うので自由に打っていて点はとれません。バントも

する、盗塁もする、エンドランもする。打つだけしか出来ない選手はチャンスが減ると思います。 

チームの方針の変更はスタッフと話し合いが必要ですが、今いる段原クラブの選手の能力（技

術・精神力）では勝てない事がはっきりした訳ですから何かを変えなければいけません。それから

保護者の方も子どもの野球に集中して下さい。寒い開会式に、そして雨の予報の日曜日に半袖のア

ンダーシャツ、バカですか？考えられません。指の爪は伸び放題、グローブのひもは切れる、伸び

たまま、スパイクの歯は無い、バットはへこんでグリップテープは剥がれている。子ども達は未熟

です。ほったらかしていて大丈夫な程しっかりした子どもですか？親の仕事、責任です。 

 

私は変わります。チームのため、選手のために変わります。覚悟して下さい。私は負けるのが嫌

いです！！ 

 

 



第１１９話/2014.09.29 

  

９月２８日（日）総会も終わり新チームに移行しました。折角の機会なので保護者の意見、質問、

考え方を聞いてみたかったのですが、私の前では言いづらいのか、ほとんどありませんでした。こ

れからもなければいいのですが、言いたい事があれば影で言わないで直接、私に言って欲しいと思

います。特にお母さん方、くだらない話はやめましょう。私の耳に入っていますよ。新チームは今

の所１年生が多く試合に出ているので上級生から愚痴が出るでしょう。勝負の世界に身を投じたの

ですから、勝つか負けるかふたつしかないのです。チーム全員が理解している事を望みます。 

１０月４日（土）、５日（日）文部科学大臣杯（新人戦）県大会です。抽選に恵まれて出場出来

ます！！折角の機会なので１、２年生のこれからの糧になるような試合が出来たら良いと思います。

自分達の今の力がどの程度なのか、力のある投手と対戦して、自分のバッティングで何が出来るの

か？段原クラブの投手は県レベルで通用するのか？とても良いチャンスです。勝っても負けても得

るものは沢山あります。その為にまず自分の持っている力を全て出さなければいけません。結果に

こだわる事なく気持ちでぶつかって欲しいと思います。３年生が全員揃って最後試合をしたいと言

うので１０月１１日（土）たくさんの方々の協力でなんとか出来るように努力しています。なのに

日曜日の練習に塾で欠席が数名、何だそれ、言葉が出ません。ガッカリしました。試合本当にしま

す？ 

 

 

第１１８話/2014.09.22 

 

９月２０日（土）八幡大会で３年生の試合が終わりました。史上初めて学校行事が重なり５人が

欠席の最後の試合になりました。２１日（日）にたまたま太田川リーグの試合があり、全員で試合

をさせたいと思い、３年生で行きました。こちらの思いは子ども達にはあまり伝わらず、最後まで

心を動かすような試合は出来ませんでした。エースと４番不在、チームにはやはり中心が必要だと

痛感した一年でした。私は野球が上手い子どもが好きな訳ではありません。心を込めて懸命に努力

し、やろうと思えば誰でも出来る「大きな声を出す」 「全力で走る」「カバーに入る」当たり前

のことをする選手と一緒に野球がしたいだけです。 

段原クラブには佐々木という若いコーチがいます。スポーツ少年団８期生のＯＢです。彼は国際

学院高校から専門学校を出て、現在介護の仕事をしています。段原中学校の野球部から別れ、段原

クラブとして独立し、部員９名でスタートした時から手伝ってもらっています。当時はまだ学生で

した。休みの日、同級生達が遊んでいる中子ども達のために力を尽くしてくれました。今では社会

人となり、結婚し、今年子どもが生まれます。仕事の勤務時間が不規則な中、チームのために頑張

っています。夜勤明けにそのままグランドに来てくれたり、練習に出てから夜勤に行ったりしてく

れています。彼は中学１年生で野球部に入部してきた時、身長１３８ｃｍ、遠投３８ｍ小学生の時

の野球経験はありませんでした。３年間で１０試合程度しか試合に出ていません。それでも今も野

球を愛し、子ども達を愛し、段原クラブを愛し、精一杯やってくれています。２１日（日）も午前

中試合の後、３年生の何人かがフルスイング塾で打ちたいといえば、その日４時から夜勤なのにも

関わらず、３時半までバッティングピッチャーをしてくれました。本当に頭が下がります。ありが

たいです。段原クラブのコーチが心が良いと何度も書いてきましたが、本当にその通りなのです。 

選手、保護者の皆さん、頑張るなんて当たり前です。手を抜いたら、自分の時間を削り、家族と

の時間を削り、遊ぶ時間を削ってチームのために力を貸してくれるスタッフ達に失礼です。スタッ



フの最大に喜びは、子ども達と保護者、そしてスタッフが心を一つにし、目標に向かって全力で努

力をする事です。結果は良ければ越したことはありませんが、勝つ事だけが目的ではありません。

出来なかった事が努力し出来たそれが大事な事だと思います。スタッフは子ども達の真剣な顔、喜

びの顔、悔しい顔、あきらめない顔、本気で素敵な顔が見たいのです。 

３年生の皆さん、野球人生の本番はこれからです。人生の中心に野球を置くのか、あくまで趣味

として続けるのか、またはまったく別の道を選ぶのか自分自身で決める事です。ただグランドに出

るなら中途半端は迷惑です。心を込めて野球をする人、大歓迎、ぜひ１、２年生にあなた達の技術、

心を伝えて下さい。それがチームの伝統です。 

 

 

第１１７話/2014.09.16 

  

９月１３日（土）文部科学大臣杯（新人戦）西部大会準決勝、決勝がありました。本当に運よく

決勝に進む事が出来、この大会で初めて県大会に進みます。昨年まではこの大会は 7 月にあり、部

員があまり多くない段原クラブとしては、まだ３年生の大事な大会がある為、新チームの練習をす

る時間がなく、チームとして形を作れないままの大会で中々結果を出せませんでした。今年は１ヶ

月遅くなってくれたおかげである程度の試合が出来ました。しかし、本当に強いチームと比べると

明らかに力不足です。半分１年生という事もありますが、体が細い、小さい、ひ弱です。身長は努

力ではなんともなりませんが、食事、睡眠、トレーニングによって強く、早く、太くする事は出来

ます。野球というスポーツはスピード、パワーが必要です。バットを振るだけでは打てるようにな

りませんし、ボールを投げるだけで良い投手になる事も出来ません。体作りも大事な大事な練習で

す。しっかり食べてよく寝て、そして練習です。 

９月１４日は西協議会リーグ決勝大会がありました。１試合目１－４で負け、３位決定戦はタイ

ブレークで勝ち３位でした。今年の投手陣は安打の倍点を取られてきましたが、１試合目はいつも

のように２安打で４失点、段原クラブは６安打で１得点です。計算が合いません。今年のチームの

選手は良くバットを振っています。バッティングの技術力はある程度のレベルにあると思います。

しかし、試合の中で特にチャンスに力を出せません。なせか？考え方が間違っているからです。上

半身に力を入れて強く引っ張る、何も考えずただ思いっ切りバットを振るだけではチャンスに打て

るバッターにはなれません。状況をしっかり頭に入れてチームのためにどんなバッティングが必要

なのか、長打がいるのか、ヒットを打つところなのか、バント、右打ち、絶対転がす必要があるの

か、三振しても思い切っていく場面なのか、やらなければいけない事を考え決めます。そしてその

ために、どのボールをねらうのか、どんなスイングが必要なのか、打席に入る前に頭の中でイメー

ジを作らなければいけません。本能でバットを振るだけでは数字を上げる事は出来ないのです。あ

くまでバッティングは投手、状況次第で変化出来る能力が必要です。３位決定戦では選手達から少

しその兆しが見えました。 

９月２０日（土）、２１日（日）３年生にとって最後の八幡大会、３年間の努力で身に付けた折

角の技術を正しい考え方で思う存分発揮して欲しいと思います。君達は正しい練習をしてきたので

すから自信を持って下さい。 

 

 

第１１６話/2014.09.08 

 



今年は私の野球人生５０年で初めての経験を何度もさせてもらえる。９／７（日）福山８０ホー

クスの招待試合の決勝戦、最終回二死ランナー無しから同点に追いつかれタイブレークで負けまし

た。今年初めてタイブレークで負けるまで（８／２３瀬戸内大会）、段原クラブはタイブレークで

負けた事がありませんでした。今年のチームは負けます。何故なのか？ここ一番で力を出せる選手

がいないからです。タイブレークといえば、無死満塁から始まります。攻撃としては最大・最高の

チャンスです。これ以上ないチャンスです。なのにその状況を楽しめる選手がいません。自分のチ

ャンスは相手のピンチ、楽しめない理由がわかりません。そして良い投手ほどピンチの時にはアウ

トコースに投げてきます。世界中の野球の常識です。１年生の時から試合、練習のたびに何度も説

明しています。そしてその場面でセンター方向に打ち返せなければ、良い投手を打てるようになら

ない事も伝えてきました。しかし・・・。３年の最後になってもその考え方が出来ません。どんな

に練習して技術を身に付けても考え方が間違っていては試合を決めるような場面で結果は出せな

いのです。最終回の二死ランナー無しから追いつかれる。なぜ？相手の打者は７番バッター、ヒッ

ト（ショート捕れた）、次の８番バッター、またヒットを打たれ１、２塁、ここまでは１００歩譲

ります。次の９番バッターに四球、絶対あり得ない。そして１番バッターにヒットを打たれ同点。

この間、投手の投げたボールは全てストレート、皆さん考えられますか？１５０キロでも出せると

思っているのでしょうか？これもずっと言い続けてきた事です。「ピンチにストレートしか投げら

れないのは、バッティングピッチャー」キャッチャーは変化球のサインを出していました。でも首

を振ってストレート、そして打たれる八百長です。 

やはり私は子ども達に信用、信頼されていないのだと思います。練習で自分の体力、技術を高め

なければいけないのは当然です。しかしそれだけでは試合で結果を出す事は出来ません。なぜなら

野球は相手がいるからです。打者なら投手を知り、投手の投げるボールに自分を合わせる、そして

状況に応じて対応を変え、チームが勝つために一番確率の高いバッティングをしなければいけませ

ん。投手も打者をよく見てイニング、点差、ランナーなどを頭に入れ、終わった時１点以上勝って

いるためにボールを投げなければいけません。本能でバットを振ったり、ボールを投げたりしてい

ては平凡な選手にしかなれないという事です。その点で今年の３年生は頭を使う能力が低いように

思います。ただ練習するだけではここまでです。練習しない選手は以前の問題ですが！！これは夜

にあった１、２年生が出たスポーツ少年団の試合も同じです。相手を見て、自分の対応を工夫する。

打つための第一歩です。コントロールは良いのか、スピードはあるのか、変化球はどうなのか、も

う少し考えて準備すれば数字は上がるのにとてももったいないと思います。 

最後に保護者の応援に不満があります。８０ホークスの大会の１試合目、先発は２年生、その時

には全く声を出していなかった母親達が投手が３年生に変わった途端、大きな声援、我が子に対す

る大きな声、なんだあれは、恥を知れ、誰だって自分の子が可愛いのはわかります。しかしグラン

ドで、試合でそれを出したらチームは終わりです。チームのＴシャツを脱ぎ、チームから離れた所

から見て下さい。昨年あたりから感じていた事ですが、個人を応援しに来るのなら必要はありませ

ん。段原クラブはチームです。それが出来ないのなら二度とグランドに姿を見せないで下さい。試

合は全て段原クラブの試合、学年など意味はありません。ここまで落ちたか段原クラブ、とても淋

しいです。 

選手達、私がずっと言い続けている「野球は一つのプレー、一球のミスで負けるスポーツ」だと

いう事を体験出来ました。１、２年生の試合も同じです。チームが負けるという代償を払ったので

すから、成長する必要があります。言葉より体験、これからの野球人生に生かして下さい。波多間、

橋本、大塚、重く責任を感じて、生まれ変われ、大きくなれればチームが負けた価値があります。 

 



 

第１１５話/2011.09.01 

  

８／３１（土）文部科学大臣杯（新人戦）西部大会がありました。段原クラブは２回戦からで勝

つ事が出来ました。まだ３年生の試合が残っている中での新人戦で、私はどうしても３年生中心の

チームにつく事が多く、中々新チームを見ることが出来ませんでした。その中でブライディングカ

ップや県知事杯、スポーツ少年団の大会などでチームはある程度試合経験をする事は出来ていまし

た。内容としてもまずまず良い試合を続けていました。その中に入っていくのはとてもプレッシャ

ーがあり、私がその良い流れやムードを壊す事だけはしないように気を使いました。前にも書いた

事があると思いますが、段原クラブはスタッフ（コーチ陣）に恵まれています。７月、８月私が３

年生中心のチームの試合にいっている間、コーチにそれ以外の選手の練習、試合を任せていました。

正しい考え方で正しい練習、試合をしてくれて試合の形が作れるようにしてくれました。今回の大

会はそのチームの足を引っ張らないようにコーチの意見にしっかりと耳を傾け、子ども達の持って

いる力１００％出せる環境を作っていこうと思います。１、２年生なので技術的には未熟です。レ

ギュラーも決まっていません。１試合目は１１人中１年生が６人出場しました。２年生の奮起を期

待します。３年生も屈辱の瀬戸内大会から１週間、全員ではありませんが何人かの選手の変わろう

とする姿が見えます。その何人かの選手のために最後まで私も全力を尽くす責任があると思います。

そもそも何の目的でどこを目指して段原クラブを選んだのか？ 

もう一度、入部した時の初心を親子共々思い出して終わり良ければ全て良しではありませんが、

最後の大会の最終打席まで心を込めた野球を見せてくれる事を望みます。 

話は変わりますが、高校軟式野球の延長５０回歴史に名を残した事は本当に素晴らしいと思いま

す。選手達には心から拍手を送ります。しかし、５０回も攻撃して１点も取れない野球を正しいと

は思いません。ランナーをゴロやスクイズでしか帰せないのは、はっきり言って間違っていると思

います。バッティングはあくまでも球を外野まで飛ばす事を目的にするべきです。中学生でも正し

く打てばスタンドまで飛ばせます。高校生の体力があれば正しい練習をすれば出来るはずです。選

手達にはご苦労様、よく頑張ったと言いますが、指導者として考えなければいけない事があると思

います。また偉そうな事を言ってしまいましたが。今週はとにかく、段原クラブのコーチ陣にお礼

を言います。ありがとうございました。これからも心ある指導を宜しくお願いします。 

 

 

第１１４話/2014.08.25 

  

まず、皆さんにお詫びしなければいけません。私はこのスペースで今まで生意気な事を書いたり、

批判をしたりしてきました。自分の能力を過信し、指導者として正しいと思い込んでいました。プ

ロ野球を引退し、少年達の指導を始めて２６年、ずっとある程度の成績を残してきたし、卒団生達

も高校、大学で活躍してくれて、ずっと自分が正しくて他はおかしい、間違っている。結果も出な

いのに勉強もせずいつまでも同じ事を繰り返している指導者を軽蔑もしていました。本当に申し訳

ありません。私にそんな資格はありません。 

２年間教えてもピッチャーにストライクを投げさせられない、バッターに向かっていく気持ちを

持たせられない、平凡なゴロを捕れるように出来ない、まともなスローイングをさせられない、チ

ームを引っ張るキャッチャーを育てられない、チャンスを楽しめるバッターがいない、アウトコー

スのストレートを打てるように出来ない、声の出せない選手はずっと出せるようにならない、教え



られない事が数え上げたらきりがありません。結局何も指導出来ていない。自らのチームの選手を

まともに育てられないのに、なんと偉そうな事ばかり言ってきました。本当に恥ずかしいです。こ

こ２年程私の言っている言葉が子ども達に伝わっていないような感覚が時々ありました。何度教え

てもすぐに忘れてしまうと思った事もありました。ある講習会で聞いた覚えがありますが、「指導

者が何かを伝えたいとどれだけ頑張っても、それを聞く側がそれを望んでいなければ何ひとつ伝わ

る事は無い」そういう事だと思います。信用出来ない者に何を言われても頭には入りません。そし

て何も身に付きません。私は野球が大好きです。そして段原クラブが大好きです。今まで関わって

くれた全ての人々のためにも守っていかなければいけません。そのために何をどうするのが一番良

いのか、私はチームの代表としての責任を果たさなければいけません。 

私はクラブチームとして段原クラブを立ち上げた時、クラブチームを選んで入部している親子は、

私と息子の関係のように生活の全てが野球、家族中がその野球中心という人達ばかりだと思ってい

ました。中体連に比べれば指導は楽だと思っていました。でも現実にはそうではありません。鈴木

家の考え方が特別なのかもしれません。世間的には変わっているのかもしれません。でも私は野球

が優先順位の一番なのです。これはどこまでいっても変わりません。私はただ野球が好きで好きで

たまらない。心をこめて見ている人達を感動させる野球、勝っても負けても敵も味方にも心から拍

手をもらえる野球がしたいです。チーム全員で笑ったり泣いたりしたいです。 

 

 

第１１３話/2014.08.18 

 

８月１６日（土）県知事杯のチェーンリーグにＡ・Ｂ２チーム出ました。結果的には両チームと

もベスト４には残れませんでした。しかしＢチームは１、２年生ですが、自分達の持っている力を

出せたと思います。ピッチャーもストライクが取れ、試合をつくる事が出来ました。新人戦まで２

週間これから本当の競争です。守備がしっかり出来る選手から出るチャンスがあります。いつも言

っている通り守備は１０割です。 

Ａチームには少しガッカリしました。確かにある程度のレベルのピッチャーでしたが、ほとんど

無抵抗、工夫も執念も勝つ事に対する執着、こだわりもない残念な試合でした。いつものように四

球とエラーで点を取られリズムの悪いまま回を重ね負ける、一番悪い今年の段原クラブの試合をし

ました。最後の約２ヶ月２週続けて雨で大会が流れ集中し続けるのは難しかったかもしれませんが、

３年生にはとてももったいない一日でした。野球人生はやり直せません。練習で結果を出すためで

はなく、試合で自分が身に付けた力を全て発揮出来るように心を強く持って欲しいと思います。自

分の為にやっているのは当然ですが、今まで応援し続けてくれている両親、関係者、自分以外の人

を笑顔にするためにも残りの大会、勝ち負けでなく君達の本物の力と心を見せて欲しいと思います。 

試合後チームでバーベキューをしました。選手、保護者が楽しんでくれればそれでいいのでしょ

うが、私はあまり楽しくありませんでした。人数が多すぎるし、暑いし、夏はエアコンの効いた室

内で食事するのが良いです。たくさんの人数がいても結局いつものメンバーとしか話をする事もな

いので、みんなで集まる必要は無いと思います。特にバーベキューは後片付けが大変です。せっか

くみんな頑張ってくれたのにすみません。 

 

 

第１１２話/2014.08.13 

 



また大会が雨で抽選になりました。代理抽選。私は前日から台風は必ず東に逸れる、日曜日雨は

降らないと言っていました。その通りグランド整備の必要はありましたが、しっかり練習出来まし

た。言いたい事は、子ども達の為に大人は全力を尽くしたか？ということです。何度も言っていま

すが中学３年生の一年間は一生に一度、大会は来年もありますが今年の３年生は出られないのです。

大人はそういう意識で子ども達と接することが必要です。 

段原クラブの３年生残り約一か月、思い切って彼らが力を発揮出来るように指導者として全ての

力をかたむけたいと思います。「段原クラブは最後が一番強い」をチームとして目指していきたい

と思います。 

高校野球 夏の甲子園大会が始まりました。まだ２日間ですが、点がたくさん入ります。なぜで

しょう？高校生の体も大きくなり確かにバットを振る力は年々強くなっています。バットを振れな

いチームは勝てません。私は投手の原点能力が低いと思います。原点能力とはアウトコース低めに

ストレートをピンチの時に投げられる能力です。大量点を取られるのは四死球、エラー、長打です。

困った時にアウトコース低めにストレートを投げる事が出来ればビッグイニングにはなりません。

バッターがどんなに練習をしてもストライクゾーンの四角は打てないのです。確かにスピードは必

要です。変化球もあった方が良いです。しかし一番大事な能力はアウトコース低めにピンチで苦し

い時ほど投げ込める能力です。広島大会から思っていましたが、今の選手は試合をたくさんやって

いるようですが練習（基本）が足らないように思います。これは小・中学生も同じように感じます。

試合が多すぎます。 

私はまず、練習をきっちり、しっかりやり試合の応用に入る前に基本を身に付ける必要があると

思います。 

 

 

第１１１話/2014.08.04 

 

８月２日（土）、３日（日）２日間、しまなみ大会が因島でありました。残念ながら強い雨で土

曜日は中止、なんと抽選になりました。私は我慢が出来ません。又、嫌われるのを覚悟で言います。

いつも子どもの大会は大人の都合で運営されます。なぜ日曜日に試合を順延しないのでしょう。グ

ランド？ベスト４までを試合して決めて抽選をするべきです。その為に２日間グランドを確保して

おくべきです。 

私は抽選の時子ども達に勝つ必要は無いといいました。なぜか？そんな準決勝、決勝には意味が

ないからです。大人達には来年も大会があります。しかし子ども達の中学３年生は１回しかないの

です。なんとかして試合をさせられるように最大限の努力をするべきです。出来なければ大会を運

営しない事です。チームが行う招待試合とは違うのです。大人の都合は子ども達の世界に通用しま

せん。チームやリーグや連盟は子ども達のためにあるべきだと思います。抽選しただけで参加料１

５，０００円何に使うの？ 

久しぶりにある小学生のグラブの練習を１時間程見る機会がありました。上級生は試合をしてい

たのでたぶん下級生だと思います。内野のポジションに入りノックを受けていました。ただただ驚

きました。何人かユニフォームを着た方がいたので指導者だと思いますが、本当にあの練習で野球

の技術が上達すると思っているのでしょうか？各ポジションに３人から４人います。１本ずつ打つ

のでなかなか順番が回ってきません。とても効率が悪い。そしてノックの打球の８割は捕れません。

捕ったとしてもまともな送球が出来ません。なぜ基本的なポールの投げ方、捕り方をマンツーマン

でやらないのでしょう？九九の出来ない子に因数分解をやらせてどうするのでしょう。プロ野球選



手でも手で転がすゴロを何百球も捕り基本を身に付けます。少・中学生にとって絶対にやらなけれ

ばいけない練習、それは正しいボールの投げ方と捕り方、そして下半身を使ったバットスイング、

この基本を身に付けなければどんな練習しても上達はしません。そして我流では頂上の低い山しか

登れません。急がば回れです。 

指導者の皆さん、子ども達のために勉強をしましょう。出来るようにならないのは指導者の責任

です。これからもどんなに嫌われても子ども達のために言いたい事を言っていきます。 

 

 

第１１０話/2014.07.28 

 

高校野球広島県大会が終わりました。今年もアウトコース低めに投げる確率の高い投手がいるチ

ームが勝ちました。当然です。投手として一番大事な事なのですから、低めに投げてゴロを打たす、

すべてのプロ野球の投手が意識している事です。なぜなのか？ゴロを打たせていれば点を取られる

確率が低いからです。なのにゴロを打てと指導している指導者がいます。点を取りたくないのだろ

うか？決勝戦、広陵の投手は低めに投げてゴロを打たす事を意識して投げたそうです。相手の新庄

は内野ゴロアウト１５、思い通りです。点は入りません。８対０から最終回逆転した星稜高校、９

回はゴロを打っていません。想像ですが勝ちたくて小さくなっていた時には打てず、あきらめて、

開き直り思い切ってバットを振った結果どんどん外野に打球が飛び逆転につながったと思います。

バッターは打球を外野まで飛ばす為にバットを振るべきです。試合の流れの中でどうしてもゴロを

打たなければいけない場面も確かにあります。ゴロを打っていれば勝てる相手もいます。しかし高

いレベルに上がりたければ外野に飛ばす練習をするべきです。 

 公認野球規則の１．０２に「各チームは相手チームより多くの得点を記録して勝つことを目的

とする」と書いてあるのですから、金属バットを持って外野に飛ばない選手が大学、社会人、プロ

野球、木製バットで勝負出来るはずがありません。 

段原クラブの高校３年生のＯＢが練習の手伝いに何人か来てくれました。中学生にとって憧れの

先輩です。３年間、高校野球を全うした選手は本当に良い顔をしています。甲子園に届かなかった

全ての３年生、ご苦労様でした。貴方達の素晴らしい経験をぜひ後輩に伝えて下さい。２７日（日）

も石田（瀬戸内高校）、足立（県立広島工業高校）２人が来てくれました。中学生は話が出来ただ

けでとても喜んでいました。いつでもだれでも大歓迎です。他人を指導する事で気づく事も沢山あ

ります。後輩のため、自分のために経験して下さい。 

８月になると段原クラブでは、しまなみ大会、日刊大会、県知事杯、瀬戸内大会、新人戦と３年

生にも、１、２年生にもとても大事な試合がたくさんあります。私は今まで全て勝とうとはしてき

ませんでした。出来るだけ沢山の選手を出させてやりたいと思っていました。しかしここからは本

年度、段原クラブの集大成の２ケ月です。全ての試合、私は本気で戦います。 

選手達、目の色を変えて段原クラブのユニフォームを着てグランドに出なさい。「相手チームよ

り多く得点を記録して勝つことを目的とする」同じ方向を向いていない選手はグランドに立入りを

禁ず！！ 

 

 

第１０９話/2014.07.22 

 

７月２１日（祝）しまなみ予選で今年に入って一番の心のこもった良い試合を見せてくれました。



選手個人的には不満な部分もありましたが、それは試合後に話をしたので次には変わろうと努力し

てくれると信じています。 

段原クラブの選手は小学校の時に県大会や全国大会に出場したチームにレギュラーはいません。

カープジュニアに選ばれた選手もいません。エースは子供会のソフトボールチームの捕手、ショー

トは外野手でした。５番バッターは弱いチームのライトで９番、２打席目には変えられていた選手

でした。そんな子ども達が２年間、ひたむきに努力を重ね、監督の私に怒鳴られそれでも諦めず、

段原クラブの練習と自分の努力を信じて頑張ってくれています。この試合で打った選手達のスイン

グの数は、どのチームにも負けていない自信があります。私がいつも言っている「正しい事を数多

くやる」これが上達する道です。証明してくれています。まだまだ子ども達にとって中学野球など

は通過点に過ぎません。結果に満足する事なくたまたま良かった子も悪かった子も野球の技術に頂

点はありません。常に上を目指して夢に向かって頑張り続けて欲しいと思います。私はそんな選手

のためにユニフォームを着ています。指導者として勉強しなければならない事は無限にありますが、

私も子ども達に負けないように努力し続けます。 

７月２０日（日）に練習に来てくれたＯＢの五百蔵（東京国際大学）、山藤（広島城北高校）、渡

辺（安芸府中高校）、大野（広島工大高校）、暑い中で長い時間、打撃投手、ノック、Ｔバッティン

グの指導、本当にありがとうございました。高校で３年間頑張った君達の思いは確実に今の選手達

に伝わったはずです。心からお礼を言います。時間があれば何度でも後輩達のために力を貸して下

さい。それからまだ勝ち残っている高校球児のみんな、高校野球は人生の最終ステージではありま

せん。負けたっていくらでもやり直せるのです。自分の持っている力を思い切って発表して下さい。 

そんな君達を私は楽しみにしています。そして段原クラブに笑顔で戻って来て下さい。全員が私

の自慢の選手なのですから。 

大塚、努力は裏切らないだろ！！ 

 

 

第１０８話/2014.07.14 

 

高校野球が始まりました。 

私は高校時代が野球人生で最も苦しく野球を楽しむ事の出来ない３年間でした。時代は変わりま

したが、今も高校野球はスポーツを楽しむというより、修行というイメージがあります。 

全高校球児、３年生の皆さん、よく頑張りました。一番大切な３年間最後まで続けるという事が

出来たあなた達は全員勝者です。最後の夏、野球を思いっ切り楽しんで下さい。野球はスポーツな

のですから楽しまなければ意味が無いです。 

毎年、夏のパンフレットを見て不思議に思っている事があります。人数が沢山いる野球校（甲子

園出場経験校）と言われているレギュラーの中に１年生がけっこう入っています。なぜなのでしょ

う？たぶんそのような学校は毎年優秀な中学生を勧誘しているはずです。その選手達がその高校で

２年間、みっちり練習しても中学から入学したばかりの１年生に勝てないということなのでしょう

か、なぜ？私も中学生の時にはそこそこ自信があり名古屋電気高校（愛工大名電）に特待生として

入学しました。しかし、１年生の時は３年生には全く歯が立ちませんでした。当然です。高校で２

年間練習しているのですから上達するに決まっています。入部したての１年生に負けるはずはない

のです。桑田、清原、松井レベルの選手なら別ですが、私は野球校で１年生の夏からレギュラーに

なるという事はドラフトに指名される選手になるのは当たり前だと思っています。しかし現実には

何年も見ていますが、３年生になった時それほどの選手になっていない場合が多いように思います。



つまり、その高校には選手を成長させるシステムが無いという事です。だって２年間そのチームで

毎日練習しても入部したての１年生に勝てないのですから。なぜそんな事になるか、指導者はしっ

かり反省するべきだと思います。上達するのが当たり前の成長期なのですから。１年生がレギュラ

ーにならなければいけないのは、勧誘してまで入部してきた素材を伸ばすことが出来ないのか、そ

の１年生が桑田、清原、松井レベルなのか、どちらかしかないはずです。 

またこんな事を書くと嫌われるのでしょうが、選手を指導するという事は練習をしない選手を上

達させる事は出来ませんが、何を言っても全て「ハイ」と返事をして頑張る選手なら指導者は上達

させて当たり前、出来なければ身を引くべきだと思います。 

あ～また本当の事を言うと嫌われる！！ 

 

 

第１０７話/2014.07.07 

 

７月５日（土）リーグ戦の後期２試合ありました。 

なんとか勝つことができ、準決勝に進めそうです。沢山いたピッチャーを絞り、久しぶりに完投

させました。まずまず良く投げたと思います。少しでも自信をつけてくれれば良いのですが。しか

しバッティングの方は思わしくありません。特に中心になって欲しい選手の内容が悪いです。バッ

ティングはとても難しいものです。いつも打てるものではありません。 

それにしてもあまりに形が悪いし、２年間作り上げてきた自信という物が感じられません。私は

その部分が一番気に入りません。私が求めているのは段原ブランドです。 

１年生の時から下半身を使ったフルスイングをずっと練習してきました。そして試合の中では、

その身に付けたスイングを相手のピッチャーに合わせてするのです。その為にまずピッチャーを観

察しなければいけません。そして対応を考えます。打席に入って本能でバットを振って打てる選手

は、ずば抜けた才能と素材が必要です。今の段原クラブにはいません。 

この２試合の場合、相手のピッチャーを見ればすぐにどんなバッティングが必要か簡単にわから

なければいけません。まず体が大きくない、フォームが中々まとまっている。その状態だけでピッ

チャーはアウトコース中心で当然カーブもまあまあストライクが入るだろうとわかります。欲を捨

てれば一番打ちやすいタイプのピッチャーです。私なら迷わずカーブを狙います。そして２ストラ

イク後は、少しポイントを後ろに下げて少し遅れてもいいからセンター方向に打とうとします。そ

ういう考え方も話しています。しかし、中心打者から欲（長打）が抜けません。もう夏です。どこ

のピッチャーもピンチになればアウトコース中心に投げられるレベルには来ているはずです。チャ

ンスでランナーを帰し、チームの勝利に貢献するために頭の中を変える必要があると思います。２

試合で一死ランナー三塁で内野フライ４つ、三振１つ、今年のチームは自由に打たせて点を取れる

レベルではないようです。私の考え方に反しますが、勝つ為にはエンドランなりを使う必要がある

かもしれません。それも選手次第です。練習では素晴らしいスイングで立派な打球が打てるように

なっています。私はずっと言い続けています。「野球は足と頭でするスポーツ」です。 

 

 

第１０６話/2014.06.30 

 

久しぶりに土、日曜日２日間試合がなく練習が出来ました。土曜日、１ヶ所バッティングで１５

０球以上投げて体がパンパンです。これからの２ケ月間、３年生はもちろん、１、２年生もたくさ



ん試合があります。３年生はチームとしての勝利の為に、１、２年生は８月３０日の新人戦に向け

てチーム内の競争に勝ちベンチ入り、レギュラーポジションをつかむ事を目指して努力してくれる

事を望みます。 

日曜日、ＯＢがお世話になっている島根県の益田東高校が広島に練習試合に来るというので監督

さんに挨拶をしに行きました。久しぶりに高校野球を見ました。当然中学生と比べれば、スピード、

パワーは上です。ただ技術的には少しがっかりしました。県立広島工業との試合でしたが、まず両

チームとも内野守備がダメです。グローブでボールが捕れません。どんな練習をしているのかわか

りませんが、足が動かないためバウンドが合わない、無理に正面に入って体で止めようとしていて

グローブに入らない。ゴロはグローブで捕るもので体で止めるのではありません。学生野球では正

面に入って体で止めるような指導を時々見かけます。私は何でもかんでも正面は間違っていると思

います。ボールは正面からずらした方が捕りやすいのです。バッティングでは両チームともインコ

ースのストレートを芯で打った打者は一人もいませんでした。全員が振り遅れていました。バッテ

ィングのいろはの「い」はストレートに遅れないスイングを身に付ける事です。金属バットでイン

コースをさばけなければ木製バットでは何も出来ません。上半身の力でバットを振っていてはイン

コースは打てないのです。下半身でバットを振る基本が必要だと思いました。ピッチャーは平均以

上の力を持っているように思いました。益田東のピッチャーはフォームも良い、ストレートとスラ

イダー、コントロールも良いものを持っています。ただ身長が低く、ボールに角度が無いので三振

が取れません。特にスライダーで勝負に行く時、コースを外すので振ってもらえません。ベースの

上で低いボールを使えるようになると三振も取れるし球数も減ると思います。県立広島工業のピッ

チャーの素材は素晴らしいと思いました。ただ、フォームが雑です。当然コントロールは悪くなり

ます。正しいキャッチボールをしてボールを自分の視界の中で離せるようになると素晴らしいピッ

チャーになれる可能性があると思いました。今のコントロールだと四死球やワイルドピッチなどで

ヒットを打たれずに失点する事があると思います。トーナメントを勝ち上がる為にはコントロール

が必要だと思います。 

それにしても両チームとも沢山の選手がいます。あんなにいてみんな練習出来るのでしょうか？

段原クラブは１年生から３年生まで基本的に同じ数の球を打っていますし、捕っています。そのた

めにも今ぐらいの人数が良いのだと思います。声を出して、ボール拾って、グランド整備していて

も、野球は上手くならないですもんね！！ 

 

 

第１０５話/2014.06.23 

 

２２日（日）日刊大会１回戦がありました。 

前夜から雨が降り続き試合は出来ないだろうと思っていましたが、大会関係者の努力のお陰で抽

選という子ども達にとって不幸な選択にならずに良かったです。 

段原クラブはやっと故障者がユニフォームを着られるようになり、５月の全軟の頃の８０％程度

にチームの状態が戻ってきました。その間に試合経験を積んだ控えの選手が力を付けた事によりチ

ーム力はアップする可能性も出てきました。３年生も残り３ヶ月、もう一度チーム内での活発な競

争の中で個人の力を上げ「最後が一番強い段原」これを目指していって欲しいと思います。試合で

は３本のホームランが出ました。３本とも立派な当たりでした。３番、８番、９番のバッターが打

ちました。これが段原クラブです。全員がしっかり下半身を使ってフルスイングする。１年生の時

からそれを目指して練習してきています。特に８番バッターの選手は小学校の時にはライトで９番



打者、２打席目には代打を出される選手でした。体も大きくありません。毎日毎日に努力の積み重

ねがオーバーフェンスという素晴らしい打球を飛ばせる選手にしたのです。身体能力に恵まれて小

学校の時から中心選手。そんな選手が活躍するのは当たり前です。段原クラブは違います。小学生

の時レギュラーでなくても正しい練習をする事により勝負出来る選手になれます。これからも満足

する事なく今まで通り努力し続けて欲しいと思います。本当に立派なホームランでした。 

ところで今、サッカーのワールドカップをやっています。私はサッカーだけでなくプロ野球でも

解説者という人達にずっと疑問を持っていました。解説を辞書で引くと「よくわかるように物事を

分析して説明する事」と書いてあります。今回のワールドカップ勝敗予想、誰も当たらない。プロ

野球の順位予想も当たらない。解説者というより応援団、ファンです。サッカーの世界ランクから

して日本はリーグ３連敗しても何の不思議もないのに必ず勝つような事を言う。ベスト４だのベス

ト８だの夢を語るのは素人の仕事で、プロの解説者の仕事ではないと思います。本当の事をたとえ

それがファンにとって嫌な事でもハッキリ言えるプロの解説を聞きたいと思います。どこかのテレ

ビ局そんな放送をしてくれませんか？ 

ギリシャの記者のように悪いものは悪い、間違っていることは間違っているとはっきり言える人

がプロだと思います。日本は本当に事をはっきり言うと嫌われる国ですから難しいですかね。私は

野球もサッカーもレベルアップのためには、ファン（サポーター）の人達も記者も解説者も選手を

甘やかさない事が必要だと思います。大きな報酬を得ているのですから結果が悪ければ批判、非難

されるのは当然だと思います。 

私もその覚悟で段原クラブの監督をしています。（報酬は得ていませんが） 

 

 

第１０４話/2014.06.16 

  

段原クラブと私は今、弱っています。 

子ども達を指導するようになって２６年、ピッチャーがストライクを投げられない年は初めてで

す。何をやっても３年生のピッチャーは全員良くなりません。私の持っている引き出しを全部使っ

て様々な練習方法、考え方を試してきましたが全部ダメです。本当に困りました。自分の無力を痛

感しています。１、２年生のピッチャーはそれなりにストライクを投げられます。チームの為に切

り替えるか？毎日悩んでいます。本人達はそこまで考えているのかわかりませんが・・・。そもそ

も自己申告でピッチャーをする事に無理があるのかもしれません。本当に投手としての能力を持っ

ている選手を指導者が見極め育てていくのがチームのためには正しいのだと思います。ただ、私の

思いは高校野球での可能性にあります。 

身体能力の劣っている子供ほどピッチャーが出来るようになれば試合にでるチャンスがありま

す。野手はポジションにレギュラー１人でいいのです。高校野球でチャンスをもらうためにピッチ

ャーが出来るという事がプラスになると思うのです。チームのため、個人のため難しいです。 

毎週土、日曜日の練習前もしくは後にほぼ必ずフルスイング塾で打っている選手が４、５人いま

す。疲れている時には休む事も大事だと思う事もありますが打っています。私や親からの強制では

なく、上手くなりたい、打てるようになりたいという自分達の思いでやっています。当然チームの

練習とは関係ないので私は行きません。しかし本当に良くやっているので、ここ何回かのぞきまし

た。どうせバットを振るのなら正しく振った方が良いし、集中した方が良いと思い日曜日も練習後

みました。ティーを上げて、スイングを見ましたが私は見ていてとても気持ち良くなりました。全

員何も言う事はありません。とても綺麗な正しい打ち方を身に付けました。後は試合で出来るかど



うかです。そして自分の打てるボールを振れるか、要は身に付けた技術を頭と心を使い試合で出す

だけです。練習はウソをつきません。バッティング練習は野球の練習の中で一番楽で楽しいのです

からやるのは当たり前ですが、本当に良くやっていると思います。私は君達に期待しています。 

話は変わりますが元気になりたいです。 

 

 

第１０３話/2014.06.09 

 

皆さん、先週の週刊ポストを読まれましたか？ 

私がずっと言い続けてきた野球の技術は日々進歩、進化している１０年、２０年、３０年前の指

導者が経験してきた野球とは変わっています。自分の経験で指導してもダメですよ、その通り書い

てありました。私はずっと言ってきました。「ポイントを前にしてダウンスイングやゴロを打って

はダメです。フライを打ちなさい。投手はテークバックを小さくしなさい。バントは点の入る確率

を下げますよ。相手が楽になりますよ」全て書いてありました。全てのスポーツの記録は今が一番

です。野球だけ昔の選手が凄い訳ありません。今の選手が一番力があります。当然です。日々進化、

進歩しているからです。しかし、指導者がそれについていけません。いまだに上から叩け、ゴロを

打て、投手はテークバックをゆっくり大きく、一塁にランナーが出れば必ずバント、こんなチーム、

指導者を小、中学生の野球でよく見かけます。子ども達が可哀想です。指導者の皆さん、勉強しま

しょう。子ども達は間違っている事でも「ハイ」と言います。正しい技術、考え方を伝えなければ

いけないのです。私も含めて日々勉強です。 

８日（日）太田川リーグ（大人の草野球）がありました。１年生中心のチームで臨んでみました。

草野球とはいえ大人です。１年生のピッチャーにはまだ変化球を禁止してあるので甘いボールはす

っ飛ばされます。どこに投げると打たれるか、どのコースで打ちとれるのか、今しっかり覚えて欲

しいと思います。そのために打たれる必要があります。打たれる事が自分自身の財産になるのです。

４人のピッチャーが投げました。しっかりストライクを投げる事が出来ました。入部した４月、１

か月前の５月、そして６月確実に全員進歩しています。ピッチャーについては大満足でした。しか

し、内野と捕手の守備には不満だらけです。小学校のチームで当たり前の基本をやっていないので

少し時間がかかりそうです。 

段原クラブでは今が一番を目指して練習をしています。意識と目標を持って練習することにより、

確実に少しずつでも上達します。今より７月全員が何かひとつでも変わっている事を期待します。 

試合は東広島の吉川グランドという所でありました。段原クラブには八本松から来ている選手が

います。３年生のピッチャーですが、１年生のバックに足を引っ張られましたが大炎上しました。

試合後家までどの程度の距離かわかりませんが、走って帰っている姿を見ました。まだまだ力は足

りませんが、本人が諦めていない内は私も諦めません。 

これからも本人の為に厳しく指導していこうと思いました。山吉、がんばれ！！ 

 

 

第１０２話/2014.06.02 

 

６月１日（日）県知事杯１回戦がありました。 

段原クラブはＡ、Ｂ２チーム参加し、両チームとも勝ちました。特にＢチームは先発９人中５人

１年生で中体連とはいえ３年生を相手に立派な試合をしたと思います。エラーひとつの２対１。い



つも言っている当たり前の事を当たり前にする野球が出来ました。 

私はＡの監督をして見ていませんが、コーチからの報告も全体に集中力があり保護者の応援も含

めてとても良かったそうです。次のチェーンリーグは相手のレベルが上がります。新チームとして

とても良い経験になります。全力でぶつかって欲しいと思います。 

Ａチームはほぼ良い所はありませんでした。相手投手の変化球はストライクが入らない、ストレ

ートは速くない、クイックや牽制はあまり上手くない、グランドは狭い、点はとれて当たり前です。

ベルトから下のストレートを待っていれば、いつでも打てるレベルです。はっきり言って藤の木の

グランドなら、狙ってホームランが打てます。段原クラブの３年生になればそのレベルになって欲

しいです。投球練習を見た瞬間に打つべきボール、スチールが出来る、高いボールに手を出さなけ

れば確実に投手は崩れるこれくらいの事は頭に入ります。常に言い続けている目で見える情報を頭

で処理する、中学生として当然出来なければいけない事、何度言っても出来ません。目が開いてい

るだけで脳と繋がっていない。いちいち指示しなければ動けない、考えない。 

ケガでベンチを外れている伊藤と波多間は外から見ていると私の言っている事が良くわかるそ

うです。でもそれでは意味が無いのです。試合に参加している選手が今何をすべきなのか、そのた

めに何を意識するべきなのか、今までの練習、試合の中で言われてきた事を脳にインプットしなけ

ればいけません。本能でやっている内は何度も同じ失敗を繰り返します。「野球はボールが動いて

いない時間が長い、その時間に頭を使うスポーツである。 

話は変わりますが、お母さん達に厳しい事を言います。 

暑くなってきました。日に当たれば日焼けします。当然です。屋外スポーツですから。Ａチーム

の試合中、誰一人試合の応援をする訳でもなく、遠く離れたテントの中で傘まで差して、時々笑い

声、野球はチームスポーツです。段原クラブは野球のクラブチームです。「チームです」練習も試

合もチームのためにやります。私はチームのためにグランドに立っています。「チームのために」

という思いのない人間はグランドに必要ありません。全員が同じ方向を向いて子ども達のために力

を尽くすのです。当然試合中は全員が同じ場所で一つになってチームを応援するべきです。学年で

かたまったり、離れている人がいたり人間同士なので合う、合わないもあるでしょう。考え方も違

うでしょう。しかしチームの前ではそんな事は意味ありません。 

私の方針がチームの方針です。もう一度言います。練習も試合もチームのためにあります。あな

たの子どもの為ではありません。試合はチームが勝つ為にやります。あなたの子どもがヒットを打

つためではありません。親のレベルが子どものレベルです。まず、親がクラブチームの保護者とし

て、当たり前のことが出来るようにならなければ子ども達も今のままだと思います。 

これはスタッフ全員が今年度になってずっと感じていた事です。グランドは母親達の世間話をす

る場所ではありません。子ども達の為に野球をする場所です。そして保護者はそれを全力で応援す

るのです。ひとつになれないのならグランドに必要ありません。 

 

 

第１０１話/2014.05.26 

 

子ども達にはいろいろな性格の子がいます。 

野球は広いグランドでやるスポーツです。当然明るく大きな声が出せ、元気な子が必要です。ボ

ールが動いていない時間がかなりあるスポーツなのでその間に考え指示を出し、自分もチームも次

のプレーの準備をしなければいけません。大きな声を出す事により自分とチームの集中力を増し緊

張を解かすことができ、相手にプレッシャーをかける事も出来ます。スポーツとはいえ勝負なので



すから戦いです。勝つために子ども達は試合にのぞむのですから姿にも声にも迫力が必要です。

堂々とした自信に溢れた態度でプレーしなければいけません。自信を少しでも大きくするために苦

しく練習が必要です。 

中には何度言っても声が出ない、いつもグランドでオドオドしている選手がいます。「性格だか

ら仕方ない」と思っているのなら野球を辞めるべきだと思います。ヒットを打ったり、ゴロを捕っ

たりする事は技術が必要です。出来ない事もあります。しかし大きな声は誰でも出せます。 

やろうと思うだけで出来ます。態度も同じです。誰でも出来ることすらしない選手はチームに必要

ないのです。自分の事だと思っていないあなた、あなたの事ですよ。何度言ってもダメなら私はも

う言いませんよ。 

私はよく野球は頭と足でするスポーツだと子ども達に話します。脳が常に動いていなければいけ

ません。グランドには大切な情報がたくさんあります。まず相手の打順で誰が良いバッターなのか

教えてくれます。イニングの合間のスローイングで肩の強さ、コントロールが、ピッチャーが投げ

ればクイック、スピード、変化球が、クイック、牽制、コントロール、打順が一周りすればバッタ

ーの特徴、足の速さ、さまざまな事がわかります。 

せっかく教えてくれた相手選手の情報を使わない手はありません。野球は相手と対戦するスポー

ツです。相手を知る事で有利になる訳です。常に話しますが、今の段原クラブの選手達はなかなか

脳が動きません。というより動かそうとしていないように思います。野球は明るく元気で脳がしっ

かり動く選手が上手くなります。そういう選手がひとりでも多くなってくれると楽しい野球が出来

ます。 

 

 

第１００話/2014.05.19 

 

私のつぶやきも今回で１００回目になります。 

野球を始めて約４８年、子ども達を指導するようになって２７年、その中で思った事、私の野球

観、段原クラブの現状などを書いてきました。思い通りにならない事が多く、不満やグチも多くな

りました。良かった事やうれしかった事、誉めたい事もたくさんありますが、私は人を誉めるのが

苦手でヘタなので中々書くことが出来ません。 

今回も少し厳しい事を書きます。５月１８日（日）東広島八本松中学校に練習試合に行きました。

朝７時頃現地に着くと、八本松の選手達がグランド整備をしていました。まずグランドをレーキで

掻き、トンボでならし、その後をブラシできれいにしていました。聞くと６時半からやっていると

のこと、上級生もしっかり動きその上で下級生に指示を出していました。 

私が着くと全員がしっかりと動きを止め、大きな声で挨拶をしてくれました。当たり前の事なの

ですが、段原クラブの選手には出来ません。同じ野球をしている中学生なのに、なぜこんなに違う

のか。当然指導者がそういう部分を厳しく指導出来てないからだと思います。怒られれば段原クラ

ブの子ども達も同じ時間に集まり、同じようにグランドを作り、同じように大きな声で挨拶をする

と思います。でも１，２度です。そしてまた出来なくなりもう一度怒られれば又１，２度すると思

います。それが野球の指導者の仕事なのでしょうか。グランド作り、先輩としての見本となる行動、

挨拶、本当に監督、コーチの仕事なのでしょうか？親としての責任はないのでしょうか？ 

私は学校は勉強と団体生活のルールを学ぶ所、野球チームは野球の技術（個人・チームとして）

を学ぶ所、躾は親の責任だと考えています。まして挨拶、時間を守る、準備、片付け、当然練習、

試合に取り組む姿勢などは育ちだと思います。厳しく怒ってやっとやる「意味がありますか？」当



たり前の事をするのにそれが必要ですか？野球が上手くなりたい、プロ野球選手になりたいと夢を

持って段原クラブを選んだのではないですか？ 

親子共々全力を尽くす、私は当たり前だと思っています。グランドや道具を大切にする。親や指

導者を信頼し感謝する。上手くなりたいのですから練習、試合に集中し、頭で考え工夫し努力する。

全て当然の事です。 

「うちのの子は頑張っています」という親がいたとします。当たり前の事なのです。口に出す程

の事ではありません。やらない方がおかしいのですから。心と体を鍛えて夢に向かうために段原ク

ラブに入ったのです。夢や目標にたどり着くために苦しい思いをするのも当たり前の事です。親も

一緒に苦しい思いをするのも当たり前です。ピッチャーが一球ストライクが入ったら拍手するよう

なレベルの低い保護者や選手ではクラブチームとしての価値はありません。野球のことに関して、

保護者の皆さん、子ども達を甘やかさないで下さい。特にお母さん方、我が子が可愛いのはわかり

ますが可愛いのならばなおさら厳しく接するべきです。 

勝負の道を選んだのです。負け犬がどんなに吠えても惨めなだけです。まず親がクラブチームの

レベルになる事を望みます。段原クラブはお遊び仲良しクラブではありません。 

 

 

第９９話/2014.05.12 

  

５／１０（土）新入団選手の歓迎会をしました。 

本年度は１３名の選手を迎える事が出来ました。毎年たくさんの子ども達が体験にきます。チー

ムのレベルが低すぎるのか、指導者の出来が悪いのか入部しない選手の方が多い中、入部してきた

子ども達のために３年間、チームとして、指導者として全力を尽くします。小学生の時負けていた

チームメイトや他のチームの選手達を３年間で追い越して高校に行けるようにお互い努力してい

きましょう。 

 あなた達はまずチーム選び（指導者選び）は間違っていないのですから。一歩リードです。１年

生の自己紹介の中で段原クラブに決めた理由を聞きました。ほとんどの選手がバッティング練習で

の先輩達の打球の勢いや飛距離を見てヒットやホームランが打ちたい、速い打球、遠くに飛ばした

いと思い入部を決めたそうです。子ども達が求めているのはそういう事です。確かに試合には勝ち

たい。しかしスクイズやエンドランで勝ちたいのではないのです。自分のヒットやホームランで勝

ちたいのです。その欲求に答えるのが大人の仕事なのです。ただ野球というスポーツは団体（チー

ム）スポーツです。チームのためにやらなければいけない仕事もあります。それが守備・走塁です。 

私はバッティングは自己満足のため、守備・走塁はチームのためだと思っています。あくまでス

ポーツは自分のためにやります。そのために打つ事に対する思いが高くなるのは当たり前です。ボ

ールを遠くに飛ばしたい、ホームランを打ちたいと思うのもけして悪い事ではありません。しかし

それだけではチームとして良い結果（勝つ）を得るのは大変です。勝つという事を求めるなら、守

備・走塁のレベルアップが打つよりも必要になります。楽しいのは打つ事です。そして楽です。守

備練習と走塁練習はあまり楽しくありません。そしてきついです。でもチームとして勝ちたければ

必要な事です。 

平日練習の基本、ランニング、トレーニングそしてバッティング練習中の打球に対する集中、や

れる事はたくさんあります。やるか、やらないかは本人次第、バッティングは自分のため、守備と

走塁はチームのため、どちらもとても大切です。 

 



 

第９８話/2014.05.05 

 

全軟の準決勝で負けました。 

この結果はある程度予想していました。私は前々からチーム力は投手力だと言ってきました。今

年のチームは投手をやりたい選手は何人もいますが、投手は一人もいません。投手というものは、

まずストライクを投げられる。チームを背負う精神力がある。この二つが最低条件です。これが無

ければマウンドに上がる資格はありません。ですから今の段原クラブには背番号１を背負う選手が

いません。当然大事な試合を勝つ事は出来ないのです。試合には負けましたが、段原クラブがやろ

うとしている野球の中で打つ事だけは出来ました。ヒット１０本。ちなみに打たれたヒットは２本。

下半身を使って強く速いスイングで外野まで飛ばす。バントもエンドランのサインも無い。これが

段原クラブの野球です。 

１年生の時から徹底して練習してきた成果は十分に出してくれました。段原クラブは勝つ為、点

をとる為の小細工はしません。それが子ども達の夢に協力する事になるとは思えないからです。 

今回は投手を含め守備であまりに当たり前の事が出来ずに負けましたが、段原クラブの練習、目

指している物は間違っていないと思います。全員がこれだけ打席でバットを振れるチームは他にあ

りません。野球を始めた子ども達は全員、ヒットやホームランを打ちたいのです。そしてプロ野球

選手に憧れるのです。バントをしたり、内野ゴロを打っていては、夢に近づけません。いつも言っ

ている当たり前の事を当たり前にする。投手はストライクを投げる。野手は打ちとった打球をひと

つアウトにする。送球は１００％。これが出来れば試合は勝つのです。指導してきたつもりでした

が、試合で出来ないのですから足らないのでしょう。もう一度チーム内の競争です。 

明日から学年は私の中で完全に無くなります。実力のある者がベンチに入り、試合に出ます。３

年生のみなさん厳しくなりますよ。 

 

 

第９７話/2014.04.28 

 

２７日（日）大人のチームと試合をした。 

本気で投げてくれるピッチャー相手で、とても良い練習になった。私はいつもピッチャーがチー

ムを背負っていると言っている。それは、技術はもちろんだが精神的に強い事が一番に求められる。

バッティングは良い打者でも軟式で３割打つのは難しい、７割以上はアウトにとれるのである。圧

倒的にピッチャー有利なのです。野球は確率のスポーツなのですから。 

ピンチに心も体もピッチャーが逃げる理由はありません、どんどん攻めるべきなのです。相手投

手のピンチになった時の絶対に逃げない気持ちの入ったボールを見て「中学生相手には絶対に負け

ない」という気持ちがひしひしと伝わってきました。プライドと責任感のある良いピッチャーだと

思います。段原クラブの投手達に一番欲しい物です。とても良い見本を見て勉強になったと思いま

す。私が何度も何度も話をするよりも実際に体験するのが一番です。 

５月３日（土）から始まる全軟に向けてやる事はやってきました。選手達の技術は充分に付いて

います。後は試合でその持っている力を出すだけです。段原クラブは試合でサインが無いので監督

の出来る仕事は、選手達が思い切って自分の力を出し切れる環境を作る事です。 

勝ち負けより大事な、心を込めて力を出し切ることを選手達に期待します。 

 



 

第９６話/2014.04.21 

 

野球は選手９人が試合に出ています。 

先発で出る９人がレギュラー、それ以外が控え選手という事になります。だいたい中、高校生の

野球では背番号一桁１～９番がレギュラーです。１が投手、２が捕手というようにポジション別に

なっています。一桁の背番号を背負うという事はプライドと責任も一緒に背負うという事です。私

も３０番という責任を背負っています。その責任を果たすために日々、野球の技術を追求し練習方

法を工夫して選手の技術を少しでも伸ばし、それを試合で発揮出来るように全力を尽くしています。 

今、段原クラブでは私が思うレギュラー（必ず大事な試合に先発で出る人）が５人います。２０

日（日）の十日市との練習試合でその内の４人がまったくチームの為の仕事が出来ませんでした。 

私は全ての試合でヒットを打つ事など求めていません。バッティングは水ものです。どんな選手

でも打てない試合はあります。しかし同じ失敗を繰り返したり、守備に影響が出たり集中力がなく

なったり、全力疾走しなかったり当たり前の事をせず、チームの足を引っ張ることは許しません。

取り組む姿勢をいつ誰が見ても他の選手の見本とならなければいけません。それがレギュラーの努

めです。 

チームの中心選手は試合に数多く出ます。良い経験を控えの選手よりたくさん出来るのです。練

習をその分多くするのは当たり前です。指導者が厳しくするのも当然です。プライドと責任も大き

いのです。それを負えなければ自ら退くべきです。監督は選手に期待し、信じ、背番号を与え、メ

ンバー表に名前を書きます。段原クラブのユニフォームを着て、堂々と自分とダメと誰よりもして

きた練習を信じ、身に付けた技術を試合で発揮して欲しいと思います。あなた達は力があります。 

なぜなら段原クラブのレギュラーなのですから 

 

 

第９５話/2014.04.14 

  

４月１２日（土）１３日（日）生名島で合宿練習をしました。 

毎年行っている合宿で今年で４回目、初めて１年生も含め選手３９名全員で行いました。今回は

日曜日雨に降られ予定通りにはいきませんでしたが、例年通りバッティング練習だけはしっかり出

来ました。土曜日昼間３時間、夜間２時間、日曜日３時間打ちました。１年生は土曜日の夜にミー

ティングで段原クラブ野球心得の説明も出来、目指していく技術、考え方を理解してもらえたと思

う。日曜日の午後は体育館でバドミントンとソフトバレー大会をして楽しみました。投手が試合形

式の練習が出来なかった事が少し残念ですが、５月３日（土）の全軟２回戦に向けてまだ練習試合

が４試合、１日練習試合が２度あるので十分取り返せると思います。 

日曜日のランチ特打でバッティング投手をしましたが、打った選手達はけっこう厳しいコースの

ボールもバットの出る角度が良く、スピードもつき、打球の方向、角度がとても良くなっていまし

た。練習してきた物が技術として身に付いてきています。全員確実に格段の進歩をしています。 

自分のやってきた努力を信じて自信をもって試合に臨んでくれれば必ず良い結果が出ると思い

ます。２、３年生の体重アップも全員クリアし、１年生のストレッチ試験も１ヵ月で全員努力の後

が見てとれました。今の気持ちを続けて欲しいと思います。きっと良いチームになります。 

 

 



第９４話/2014.04.07 

  

５日（土）大野シニアと練習試合をした。 

天気はあまり良くなく寒かったのでお互いの子ども達は中々持っている力を出すことは難しか

った。１年生から３年生まで大野さんのお陰で全員試合に出られたし、グランドが３面あったので

練習も出来ました。大野さんありがとうございました。 

１年生が初めての対外試合を経験しました。最後の試合で雨も降ってきて条件としてはとても悪

い中でした。しかし私は一番楽しめた試合でした。１年生全員から勝ちたい気持ち、試合を楽しん

でいる気持ちが伝わってきました。個人の結果ではなくチームとして勝つ「みんなで勝つんだ」と

いう思いがプレーや声からよくわかりました。ベンチにいてとても心地良かったです。 

２、３年生も１年生の時はこうでした。それがだんだん目の前の結果にこだわりだし、チームよ

りも個人の結果を欲しがり心からチームとして勝ちたいという気持ちが薄れ、チームメイトを心か

ら応援しなくなります。そしてチームとして戦えなくなるのです。 

１年生の試合をベンチで見て、本来の野球とはチームとはこういうものでなくてはいけないと思

いました。練習ではもちろん、チームメイトもライバルです。ポジション争いの中で力をつけてい

くべきと思います。しかし試合になれば一番はチームが勝つ事です。そのために出ている人もベン

チにいる人も全員で相手と戦わなければいけません。そして試合に出ている選手は喜びをプレーで

表すのです。やる前から結果を気にして自分にプレッシャーを掛けて力を出せないような事は、絶

対にあってはいけません。せっかく努力は身に付けた技術を堂々と発表するべきです。 

段原クラブの選手なのですから自分のやっている練習に自信を持って下さい。 

 

 

第９３話/2014.03.31 

  

甲子園で新庄が負けました。 

昨年の瀬戸内に続き、やはり広島代表は打てない、特にボールが遠くに飛ばない。今の高校野球

は打てなければ甲子園では勝てません。岩国も同じです。投手力で予選は勝ち上がれます。特に中

国地方は全国レベルと比べて打撃力が落ちます。投手力だけで甲子園に出場できます。 

私は前からずっと言い続けています。確かに甲子園に行くためには投手力は最低条件です。しか

し勝ち上がるためには打撃力が必要です。どんな練習をしているのか私にはわかりません。野球は

守備力もちろん大事です。守備練習必要です。そんな事はわかっています。しかし、私は魅力を感

じません。広陵が甲子園で勝ち上がったのは何年前でしょう。もっともっと打つ事、振る事、強い、

速い打球を打てるスイングを身に付ける練習をするべきだと思います。 

特に野球校と言われる高校は能力のある選手を選んで入学させる事が出来るのですから、中学生

の時に打てた選手を集めてなぜ打てないのでしょう。 

段原クラブは選手を選んでいません。力のある小学生を勧誘しません。ただ常にバッティング練

習中心にやります。フォアボールを選んだりランナーを進めたりする練習はしません。ひたすらヒ

ットを打つために練習をします。それがチームの勝利のためにはあまりなりません。なぜかという

と、いくら練習をしても良い投手は打てないからです。プロ野球選手がダルビッシュや田中将大を

打てないのですから。でもバッティング練習を中心にやります。なぜなのか、子ども達はヒットを

打ちたいのです。ホームランを打ちたいのです。打つのが楽しいから野球をやっているのです。そ

れに応えるのが指導者の仕事です。 



でも、もちろん勝つためには投手力、守備力が大事です。そんな事はわかっています。広島の高

校野球のレベルアップのためにはバッティングの力が必要だと思います。特に外野の頭を越えるス

イングの力が必要です。ゴロでは点は取れないのです。 

 

 

第９２話/2014.03.24 

 

３連休、１日目は安シニアさんと練習試合を組んでいました。 

突然の暴風雨、私が経験した中で一番の風で本当にビックリしました。同じ広島でこんなに天候

がちがうなんて驚きです。安シニアさんには豚汁までごちそうになり、ありがとうございました。

又、今度は天気の良い時にお願いします。 

この連休は段原クラブとして、たぶん初めて３日間１日練習で、学年で少し時間をずらしました

が私は１日とても疲れました。中日には１年生の政岡の送別会もありグッタリです。土、日は天気

も良く子ども達のモチベーションも最後まであり良い練習が出来ました。新１年生も１３名の入部

がありひと安心、新２、３年生にも良い刺激になっているようです。 

先週の敗戦により少し勘違いしていた事に気づき、練習の集中力が高まったように思います。何

かを変えなければいけない思いが伝わって来るようになりました。過去に結果を出したチームがや

っていた練習の雰囲気に近づいてきました。是非、工夫を重ね今の危機感を持ちそれでも楽しく野

球をやって欲しいと思います。少し楽しみになってきました。選手と指導者両方で、上を目指して

苦しんで楽しんでいけばいいと思います。土、日の集中続けて欲しいです。 

 

 

第９１話/2014.03.17 

  

段原クラブは今、とても弱い！！です。 

まずピッチャーのコントロールが無い、キャッチャーが盗塁を刺せない、守備でイージーミスを

する、盗塁に思い切りがない、そして一番の問題はバッティングです。段原クラブの方針であるス

トレートに振り負けない（遅れない）がまったく出来ない、バッターとして最も悪い。ストレート

に遅れ、変化球に泳ぐというヒットが出る可能性の無い状態に全員がなっている。 

バッターはまずピッチャーの一番速いストレートを遅れずに打てるかどうかが最も大事な能力

です。それが出来なければピッチャーには勝てません。要は間に合わなければ打てる可能性は無い

ということです。 自分の体の中（ベースの上）にボールが入ってきたらバッターの負けなのです。

そのためにコンパクトな速いスイングが必要になります。そしてタイミングの取り方がとても重要

です。どんなに綺麗なフォームを身に付けてもタイミングが取れなければヒットは打てません。こ

こが中々指導で伝え難い所です。自分で考え、試し、工夫し構えからテークバック、ステップ、足

の使い方など自分自身でどうすればピッチャーの速いストレートに遅れないタイミングでスイン

グ出来るのか身に付けなければ打てる日はやってきません。ピッチャーでないような相手から大き

な当たりを打ち勘違いし満足していては上達は望めません。とにかく速いストレートを打ち返せな

ければ始まらないのです。バッターとして成績を残すために最低限必要な事です。より一層の工夫

と努力を望みます。特に昨年から試合経験を積んでいる中心選手（大事な試合には必ず先発で出る

選手）はもっともっと練習で苦しむべきだと思います。試合に出られる分けですから当然です。 

指導者としても選手の先の野球人生の為に、より一層厳しく接していく必要があると感じます。



１４０㎞/h のストレートをしっかり打ち返せる、スピード負け、力負けしないスイングを身に付

ける事が私は学生のバッターにとって最も大事な技術だと思っています。それが出来て次のステー

ジに上がれると思います。ピッチャーのアウトコース低めに投げる技術と同じ、技術の基本だと思

います。これからも段原クラブはその技術を 目指して努力していきたいと思います。 

 

 

第９０話/2014.03.10 

  

段原クラブは野球のクラブチームです。 

保護者がグラブチームに求めているものは何なのでしょうか？最近わからなくなってきました。

学校では勉強と団体生活のルールを学びます。塾でテストの点の取り方を学びます。グラブチーム

に礼儀や挨拶、言葉使い、精神的なものを求めたら親は何をするのでしょうか？お金と食を与える

だけですか？ 

私は野球のクラブチームはひたすら技術を身に付ける場所だと思っています。試合で結果を出す

ための技術、高校野球で通用する技術、もっと言えば本物の考え方と技術を少しでも多く自分の物

にするための場所であり、指導者は正しい事をひたすら教えるのが仕事だと思います。礼儀が挨拶

や言葉使いなどは、親の仕事だと思います。先生、親、クラブチームの指導者は役割がちがうはず

です。それぞれが責任をもって自分の仕事を子供のために全うするべきです。それでも最後は本人

の努力です。確かに持って生まれた能力には差があります。努力だけではどうにもならない差があ

る事もわかっています。しかし言い訳はチーム一練習してからするべきです。 

私の経験ではチーム一練習した選手は必ずレギュラーになっています。大体たいした努力もしな

い選手や親がよくグチグチ言うものです。アマチュアで結果を出すのは練習です。それも小学生の

時からの積み重ねです。小学校の時、まともな練習をしていないとそれだけでハンディを背負いま

す。チーム・指導者選びは大事だと思います。 

 

 

第８９話/2014.03.03 

 

小さい頃にかかった事があるかもしれないが、記憶の中では初めてインフルエンザに冒されまし

た。 

熱が３９，４度まで上がり体中が痛く本当に苦しい思いをしました。今までは予防接種を毎年し

ていましたが、今年はサボったばかりにこんな事になりました。「誰でも出来る事を当たり前にや

る」子ども達にいつも言っている私が手を抜いた罰が当たりました。反省です。 

それにしても自分の体のポンコツぶりを今回つくづく感じました。自分が思っているよりは子ど

も達と野球が出来る時間は残り少ないように思います。次の世代に出来るだけ早く技術、考え方、

練習方法など伝えておかなければと思いました。 

３月１日（土）、２日（日）山口ミラクルズの招待大会がありました。２日間で４試合行い運よ

く優勝する事が出来ましたが、昨年秋からの各個人の課題はまったくクリアされておらず私の眼か

らだとチーム力は落ちているように思えました。不満だらけです。 

相変わらず不用意に四球を出すしランナーが出るとオドオドする投手陣、投手をリード出来ず盗

塁を刺せない捕手、イージーミスをする内野手、牽制球でアウトになるランナー、チャンスで内野

フライ、三振を繰り返すバッター、ストレートを狙っていると言って振り遅れるバッター、明らか



に変わった力を見せてくれた選手は２人だけでした。練習で出来ても試合で出せなければそれは身

に付いているとは言えません。勝負は頭です。バッティングは打てるボールを打つかどうか、甘い

ボールを１球で確実に打てるかどうか、そして状況判断です。守備は予測と準備、ピッチングはボ

ールに心を込められるかどうかです。練習で徹底的に技術を追求し、試合では思い切って自信を持

ってそれを１００％出す。自分のやってきた練習を信じて堂々と胸を張って自分の力を発表するの

です。段原クラブは正しい練習をしているので、それが出来れば負けるはずはありません。自分を

信じられるまでひたすら練習するしかありません。オドオドするのは自分が納得出来るまで練習し

ていないからです。グランドで誰に臆することなく正々堂々とプレー出来る選手になって欲しいと

思います。 

 

 

第８８話/2014.02.25 

 

２月２１日（金）、２２日（土）私は大阪で行われた日本プロ野球機構のプロ野球公認指導者養

成講習会に行ってきました。 

法律・地域社会との関係・少年の体・心理・栄養・メディカルコンディショニング・フィジカル

コンディショニング・野球指導者に必要な医学・ドーピングなど２日間で約１２時間の講習を受け

ました。今まで野球の事ならある程度わかっているつもりでしたが、初めて聞く内容ばかりでとて

も価値ある時間でした。今まで間違った事も多々あり正しい知識が指導者には必要だと実感しまし

た。特に肘の故障は１００％近く、小学生の時に軟骨の骨折をした事が原因だそうです。小学生の

指導がその子の野球人生を大きく左右してしますのです。前から思っていましたが小学生は試合が

多すぎます。もっともっと先を見た育成が必要だと本当に感じました。 

段原クラブでは入部時に肘の検診をし軟骨の状態を調べ指導につなげていこうと思います。プロ

野球選手としてトップの野球を経験してきました。しかし子供達の指導は別の物です。長く野球人

生を送るための手助けをするため、特に体を守ってあげなければいけません。私たちの時代は、と

んでもない非理論的な練習をしてきました。たまたま体が大きく、強く、丈夫で上手く手を抜いて

故障をせずにプロ野球選手になれました。しかし、１０年のプロ野球人生の中で肘、肩を故障し、

最後に膝を壊し野球人生を終えました。ケガで野球が出来なくなる子供を出してはいけません。ケ

ガはスポーツに付き物だとよく言いますが、防ぐ方法がたくさんあります。まず、小・中学生の時、

勝つ事にこだわらない事です。食事、睡眠、正しいトレーニングで体を強く大きくし、正しく故障

しにくい投げ方、打ち方を身に付ける事が大事です。練習時間も考える必要があります。「子供は

大人のミニチュアではない」この言葉をしっかり頭に入れて目の前の結果にこだわる事なく、本来

のスポーツである野球を１日でも長く楽しめるように子供達を指導していこうと思います。 

 

小学生の指導者の皆さん、勉強しましょう。小学生の肘の故障は一生ついて回るのです。治った

ように見えても必ずその後、選手を苦しめます。責任とれますか？ 

それから面白いデータがひとつ。アンダー１８才の日本代表投手の８割は中学生時代軟式野球経

験者だそうです。このあたりにも故障との関係があるように思います。私も中学時代は軟式野球を

やっていましたが、高校入学時、何のハンデも感じませんでした。逆に硬式野球は「なんと簡単だ

な」と思った記憶があります。高校で野球をやるために早くから硬式でやった方が良いという事は

データで見ても経験からも根拠はありません。問題は軟式か硬式かではなく正しい練習をして体と

心を故障しない事が大事です。 



 

 

第８７話/2014.02.17 

 

よく伝統という言葉を野球チームに使います。 

だいたい良い意味で使われているし、強いチームに使う事が多い。私の高校時代には名電は打力、

ライバルの中京は守備力というようなチームの伝統がありました。ただ良い事ばかりではなく、例

えば学校の食堂に１年生は出入り禁止とか、洗濯機を使えないなどくだらない伝統も多くありまし

た。（本当にくだらない）チームや選手のために良い事は伝えて続けていくべきだと思う。しかし

良くない事は出来るだけ早く改めるべきだと思う。 

段原クラブでは、もちろんフルスイングする事、自分達で考えて野球をする事、一人で練習出来

る事、出来るだけ全ての学年が同じ練習を一緒にし、上級生の技術、取り組む姿勢を下級生に伝え

る事などが伝統だと思っています。 

３年生は９月に試合を終えます。もちろん受験もありますが、１０月以降は出来るだけ練習に出

て下級生に今まで自分達が身に付けた技術、考え方を毎年伝えてきました。過去の卒団生達は全員

とは言いませんが、本当に良くチームのため、後輩のため、そして自分にために練習に出て力を貸

してくれていました。試合が終わりプレッシャーから開放され結果を欲しがったりしなくなり、本

当に自分のために自分で思い、必要を感じてチームや後輩や自分のために練習すると上達します。

１０月～３月までが３年生が一番伸びる時なのです。自分達が１、２年生の時には３年生にお世話

になったはずです。受けた恩は忘れてはいけません。感謝の心がチームを強く大きくしていくもの

だと思います。そして自分自身も魅力ある選手、人間にしていくものです。 

自分以外の誰かのために何かをする。野球に通じる何かを感じませんか。私はよくプレーには人

間性が出ると子供達に言います。練習で技術を鍛える事はもちろん大事です。受験勉強も大事です。

でもそれだけでは人を大きく鍛える事は出来ないと思います。 

仲間のためにチームのために、そして自分のために、段原クラブの伝統だと私は思っています。 

 

 

第８６話/2014.02.10 

 

受験のシーズンです。 

県立の選抜Ⅰと私立の推薦試験が終わりました。受かった人も落ちた人もいるでしょうが次もあ

るし、第一志望の高校に入学したからといって幸せな人生が保証された訳でもありません。私はこ

こ数年、子供達の高校選びに疑問を持っていました。夢や目標や勉強したい事があって選ぶのでは

なく、３年生の成績でこの点数ならこの高校だとかそんな基準で選んでいるように見えます。 

こんな野球がしたいからとか、こんな勉強がしたいとか、そんな思いで高校を選んでいないよう

に思います。私は小学生の頃からプロ野球選手になる事が夢でした。そのために県内で一番強い高

校に行こうと思っていました。愛知県なので中京高校（現 中京大中京）です。 

中学２年生の担任の先生から学年２５０人の中でテストの成績が５０番以内でなければ受から

ないと言われたので、それまであまり勉強していませんでしたが３年生になった時には３４番まで

なりました。（本当はそれ程の成績はいりませんでしたが・・・） 

中京で野球がしたいという目標があったから勉強をしました。現実にはいろいろな縁で名古屋電

気高校（現 愛工大名電）に入学しましたがある程度勉強していたおかげで高校では野球に集中す



る事が出来ました。高校の授業についていくのがやっとでは野球どころではありません。出来るだ

け早く夢や目標を持って、そのために勉強も野球も頑張って欲しいと思います。 

クラブチームで野球をやっているからといって勉強をおろそかにしていいわけありません。練習

の無い日もありますし、時間はあります。やる気があるのか無いのかの問題です。受験直前になっ

てジタバタしても遅いのです。野球と同じで日々努力していなければ良い思いは出来ません。どち

らもやった者勝ちです。そうはいってもまだこれから試験を控えている人は精一杯努力して下さい。 

１、２年生は３年生になって慌てないように、今から目標を決めて１日１日それに向かって努力

する事です。野球も勉強も「継続は力なり」です。選手の一番大事な素質とは、毎日毎日努力し続

けられる精神力と体力だと私は思います。今年の段原クラブにはそんな選手がたくさんいます。練

習に行くのが楽しみなチームになっています。 

新１年生もそんな選手に入ってきて欲しいと思います。そして楽しく野球がしたいです。 

 

 

第８５話/2014.02.03 

 

冬季オリンピックが始まります。 

先日テレビで女子のアイスホッケーチームの特集を見ました。長野オリンピックは自国開催のた

め出場出来ましたが、それからは全て代表決定戦で敗れていたため今回強化のため、２大会連続で

金メダルを取ったカナダ代表の選手をコーチに招いたそうです。そのコーチが最初の練習の時に

「日本の選手はなぜ笑わないのか」と言ったそうです。「アイスホッケーが好きだからやっている

のではないか？」「そもそもスポーツは楽しむためのものではないのか？」と、とても楽しんでい

るようには見えなかったそうです。 

 日本のスポーツは学校体育が中心で発展・発達してきました。その中心には教育(修行)があり

ます。野球も同じように学校や軍隊が体力の向上や精神力を鍛える手段として使われてきました。 

今でも特に学生野球は、スポーツとして楽しむよりも修行をしているような部分が多く残ってい

ます。練習中や試合中の笑顔は不謹慎だと思われがちです。私も最近までは、そんな考え方が強か

ったように思います。当然集中せず、無駄話をしたり、手を抜いたりする中での笑顔はあり得ませ

ん。そんな状況で上達はしません。 

しかし、考えて下さい。中学生は野球が大好きでほとんどの選手が小学生の時からやっています。

まず好きな野球をしているのです。そして段原クラブは好きなポジションを自分で選んでやってい

ます。好きな事をやっているのに楽しまないのはおかしいです。苦しい事も練習の中には当然あり

ます。それも自分の技術、体力を上げて試合で楽しむためのものです。自分自身で選んだスポーツ、

チームです。苦しい事も含めて楽しんで欲しいと思います。段原クラブはそういうチームを目指し

ていこうと思います。そしてなれると思っています。 

先週も何人か、６年生の体験が来ました。本当に取り組む姿勢の良い子ばかりでありがたいです。 

こういう子供達なら ぜひ一緒に野球をしたいと思います。入部してくれたら強くなりそうで楽

しみです。今の１，２年生もよくやっています。みんなで競争です。うまくなりますよ！！ 

 

 

第８４話/2014.01.27 

 

先日、学生野球資格回復者に認定されました。 



どういう事かというと今まで約５０年間プロ野球経験者は教員免許をとり２年間、教壇に立たな

ければ高校生の指導が出来ませんでした。私は高卒なので一生ダメでした。しかし、何年もプロ野

球側と学生野球の関係者が話し合い、歩み寄りやっとプロ野球機構と学生野球協会両方の研修を受

けレポートを提出し認定されれば一定の手続きの後、高校生、大学生の指導が出来るように規則が

変わり、私は研修を受け認定されました。過去にいろいろな問題があり断絶していた関係がたくさ

んの関係者の方々の努力により修復された事を感謝し喜んでいます。 

これからのプロ野球ＯＢの方々がお金のためではなく純粋に学生達のために力を尽くす事を望

みます。今までの努力を無駄にする事のないようにしなければいけないと思います。 

私は現実には段原クラブの監督をしているので、なかなか学生を指導する機会は無いと思います

が、なぜこの研修を受けたかというと、知らない事を勉強したかったからです。自分がプロで野球

をやっていたのは２６年前です。それから理論も練習方法もケアの仕方も全ての事が進化、進歩し

ているはずです。子供達の指導に携わっている以上、最善、最上の物を提供する責任があります。

今までもいろいろな講習会に出たり、先輩方にアドバイスを頂いたりして勉強してきたつもりです

が、野球の技術に絶対はありません。子供達のために指導者は子供達以上の努力が必要だと思いま

す。昔野球やっていたからとか、元プロ野球選手だったからという理由、ましてや時間がありから、

野球が好きだから程度で子供達を指導していては失礼です。２月にもプロ野球機構の公認指導者養

成講習会が２日間あります。法、心理、栄養コンディショニング、医学、ドーピングなどさまざま

な講習です。信じて段原クラブを選んでくれた子供達のため、チームのために指導者としてスキル

を少しでも上げたいと思います。 

１月に入り少しずつ６年生が体験に来ています。みんな楽しそうに手を抜かず一生懸命練習して

くれて好感が持てます。ずっと今の気持ちを持ち続けていけば、どのチームでやっても上達します。

今体験に来てくれているような選手が入部してくれると楽しみです。これからも一生懸命練習する

子は、いつでも誰でも来て下さい。歓迎します。 

 

 

第８３話/2014.01.20 

 

寒い日が続いています。 

中々練習をするには厳しい中ですが段原クラブは相変わらずバッティング練習を中心にやって

います。とにかく数多く強く振る事を意識しています。６年生の体験が毎週土日、週こど少しずつ

来るようになりました。今年は動きが遅く感じていますが、今のところ本当に一生懸命にやってく

れて気持ちが良い子ばかりです。私は前からずっと言っているように野球の実力はどうでもいいの

です。心の底から野球が好きで、向上心があり、集中して頑張る子と野球をしたいと思っています。 

今、体験に来てくれた子供達とは是非一緒にやりたいと思います。とても気持ち良く楽しい練習

が出来て、現役の部員達も刺激になっていると思います。今の気持ちで３年間取り組めば誰でも上

達します。これからの中学校生活は色々な誘惑があると思います。それに負けてしまった選手も数

多く見てきました。どんな素材があろうと身体を動かすのは心です。思いがなければ目標にはたど

り着けません。 

段原クラブはやろうと思っている子はいつでも上手くなれる環境があります。１、２年生も今チ

ーム内の競争をしています。誰が勝ち残るのか監督としてとても楽しみです。 

野球大好きな６年生、いつでも体験に来て下さい。待っています。 

 



 

第８２話/2014.01.15 

  

１２日（日）西協議会の理事会及び新年会がありました。 

本年度の役員、大会日程などが決まり、今年も始まったなと思いました。私は理事会の席で保護

者の方が審判をする事が多くありますが、各チームで練習して頂いてレベルアップをお願いしまし

た。段原クラブでは練習の中に入って頂いて保護者の判定の練習を常にしています。なぜかという

と子供達のためだからです。私達指導者は子供達に厳しく接します。そして子供達は頑張ります。

大人も負けないように努力する必要があると思います。今まで何度も試合の中で子供達は辛い思い

をしてきました。出来るだけそんな事のないように皆さん練習して下さい。 

日曜日は南原の中電グランドで練習でした。寒さはある程度予測していましたが、グランドが凍

っていてそれが解けて大変でした。子供達の昼食時に指導者、保護者が少しでもと思い、砂を運ん

だり、水を取ったりしました。いつもの事ですが、チームのために動いて頂ける保護者の方々には

本当に感謝します。それに引き換え一部の選手には毎度がっかりさせられます。昼食後のアップは

各自でやります。次の練習メニューも開始時間も伝えてあるのにダラダラ、立ち話、ろくに動きも

せず練習に入ればミスを繰り返す。野球が好きだとか、上手くなりたいとか言うのに努力はしない。

不思議でなりません。あなた達が昼食を食べている間、グランド整備をしている大人を見て何も感

じないのですか？野球をする以前に人としてダメです。絶対上手くなりません。今、盛んに言われ

ている体罰禁止それはあなた達を人間として認めているからです。言葉や態度で伝わると思ってい

るからです。まず人として感じる心を持ちましょう。必ず野球につながります。もちろん自分のた

めの野球ですが誰か他の人のために頑張るのも必要です。 

 

 

第８１話/2014.01.06 

 

２０１４年のシーズンが始まった。 

１月２日に恒例のＯＢ戦があり、今年もたくさんのＯＢ、保護者の皆さんと１日楽しく過ごしま

した。現役の選手・保護者には準備から片づけまでお世話になりありがとうございました。練習は

１月５日（日）スタートしました。休みの間、しっかり練習していた者とそうでない者の差がはっ

きり出ていました。私がいつも子供達に言っている事、自分の為に野球をするのです。手を抜けば

全て自分に帰ってきます。痛い目に合うのは自分自身なのです。私の仕事は、全力で頑張っている

選手を応援し、技術を伝え、上達させ次のステージに上がるお手伝いをする事です。頑張らない選

手を上達させる力はありません。 

段原クラブが目指している野球は、選手自らが考え、自ら行動し投手と打者の１対１の勝負を楽

しむ野球であり、個人の能力を伸ばし次のステージ（高校野球）で堂々と野球が語れ、出来る選手

になって欲しいと思っています。野球はよく団体スポーツ、チームプレーが大切だと言われます。

それは勝つための野球にはある程度必要だと思います。しかし段原クラブではあくまでも個人の能

力にこだわります。基本的能力である打つ、捕る、走る、投げる、この力を伸ばす事に今年も取り

組みます。その中で自ら考えて、試合の中で野球脳を鍛えて欲しいと思います。 

１対１の力勝負が出来る投手、打者がたくさんいる事を望みます。楽しみです。広島の高校野球

も甲子園にでる野球ではなく、もっと基本的な力を付けるべきだと思います。今のままだと全国に

取り残されます。 



話は変わりますが、私が安佐南郵便局で午前中働いています。年末年始年賀状のシーズンアルバ

イトで高校球児が毎年来ます。Ｋ陽東の野球部の生徒のいい加減さに呆れました。時間は守らない、

仕事中の私語が多い、本当にいい加減な生徒がたくさんいました。ここ数年勝てない理由がよくわ

かります。何のために野球をし、野球から何を学んでいるのでしょうか？お金を頂くのですよ。指

導者は何をしているのでしょうか？野球も弱い、人間性もダメ、やりたくないのに無理やりやらさ

れているのならやらない方がいいです。迷惑です。段原クラブの選手があのような選手にならない

ようにしっかり話をしたいと思います。 

 

 

第８０話/2013.12.23 

 

１２月２１日（土）２２日（日）の２日間、大阪で学生野球資格回復研修会がありました。 

何かと言うと過去５０年間、元プロ野球選手は高校、大学生の指導が制限されていました。それ

を無くして出来るだけ指導出来るようにしようという制度に改正され、そのための資格を回復する

ためにプロ野球側の研修を１日、学生野球側の研修を２日計１５時間の研修を受ける必要がありま

した。高校時代以来の座学で少々大変でしたが、どの研修も興味深い内容で学生野球の考え方や関

係者の思いが強く伝わり充実した２日間でした。 

よく言われていたプロとアマの断絶は１００％プロ野球側に問題がありました。選手の引き抜き

や裏金問題などです。やっと関係者の方々の努力のお陰で扉が開きました。しかし本当に大事なの

はこれからだと思います。学生野球でお金を得ようとするＯＢがいない事を望みます。関わり方に

もよりますがせっかく出来た制度です。キチッとルールを守って学生野球の発展のために協力して

いく姿勢で全員が取り組んで欲しいと思います。私達プロ野球経験者にとっても学生野球関係者に

とっても歴史的な出来る事です。後は使い方です。長年尽力されて頂いた方々に心から感謝します。   

本当にありがとうございました。私はもちろん出来る事があれば是非協力していきたいと思って

います。 

話は変わりますが、１月２日毎年恒例のＯＢ戦が渕崎グランドで行われます。ひとりでも多くの

OB、保護者の参加を楽しみにしています。現在野球をしていてもしていなくても同窓会のつもりで

来て下さい。懐かしい仲間と思い出話に花をさかせましょう。試合後はフルスイング塾で打ち上げ

も用意しています。 

平成２７年度はいよいよ段原スポーツ少年団、段原少年野球クラブ２０周年です。来年度中に案

内させて頂きます。その連絡先の確認のためにも沢山の参加待っています。 

 

 

第７９話/2013.12.16 

 

よく素質、素材という事を聞かれます。 

「プロ野球選手になるためには、努力だけでなく素質がなければダメですよね」とか「鈴木さん

は体が大きかったのでプロ野球選手になれましたけど、私は小さかったのであきらめました」など

です。では、小さなプロ野球選手はいないのでしょうか？そして小さくてダメだった方、私より練

習したのでしょうか？ 

 野球はストライクゾーンが体の大きさでちがいます。ゴロは地面を転がります。たしかに投手

は背が高い方がボールに角度が付きますので有利だと思いますが、小さい選手でもチームのために



出来る事がたくさんあるのが野球だと思います。言い訳をしている人達は間違いなく大した努力も

せず逃げています。最低限まずチームで１番練習してみて下さい。１年間毎日毎日１番多く、長く、

そして内容のある練習をして下さい。必ずレギュラーになれます。人間は思い通りにならない事が

あるとたいてい自分の責任にせず他人のせいにします。野球で言えばチームだったり、指導者のせ

いにします。試合に使ってもらえないなどと言います。簡単な事です。チームで１番練習すれば良

いのです。試合は使ってもらうのではなく監督に使わせるのです。大した努力もせず、苦しい事か

ら逃げて他人のせいにして不平、不満を言っていてはとてもプロ野球選手どころか、チームのレギ

ュラーにも当然なれません。 

私が思う素質とは毎日毎日正しい練習を続けられる事「継続は力なり」です。体が小さいとかグ

スグス言っている暇があったら動け、考えろ、走れ、バット振れ、体を強くしろ、柔らかくしろ、

スピードを上げろ、その他やらなければいけない事は山のようにあります。 

私は２０年以上子供達を見てきていますが、チーム１練習した選手が試合に出られなかった事は

ありません。確かにプロ野球選手になれる確率はほぼ０に近いです。そしてその中で食べていける

選手はもっと少なくなります。 

野球は一生出来るスポーツです。そして日本の文化です。本気でやった者だけが次の世代に伝え

るべきだと思います。長く長く野球に関わっていける選手がひとりでも多く段原クラブから出てく

れれば幸せです。 

 

 

第７８話/2013.12.13 

 

私は中学、高校の時、監督の事を嫌っていました。 

プロ野球選手の時はトレーニングコーチの事が嫌でした。ずっと父親の事も嫌っていました。そ

れは私の嫌な事、厳しい事をはっきりと言われるからでした。サボった時、手を抜いた時に怒られ

る、怒鳴られる、そして叩かれたからです。でも今は全ての方に心から感謝しています。野球を続

けられたのも、プロ野球選手になれのも、私のために心から怒って頂けたからだと思っています。 

野球を辞めたいとと思った時も本気で止めて頂きました。子供心とはいえ、反発していた事を申し

訳なく思っています。 

段原クラブを作り監督になった時から私は子供達に嫌われることは覚悟しています。子供達が嫌

がる事うっとうしく思う事、厳しい事を言わなければいけないからです。それが監督の仕事のひと

つだと思っています。親という立場も同じ事だと思います。 

 私と子供達は縁あって同じユニフォームを着る事が出来ました。段原クラブを選んでくれた子

供達を高校に送り出す時に、困らない技術と考え方を身に付けてもらう責任があります。 

当然それを望んで入部したものだと思っています。そのためには嫌われても言わなければならな

い事、しなければいけない練習があります。全ては選手のためなのです。コーチには子供達のクッ

ションになってくれるようにお願いしています。指導者も親も子供達の敵ではありません。味方（仲

間）なのです。嫌われてもうっとうしがられても言わなければいけない事は言います。なぜなら君

たちが好きだからです。大切だからです。 

この冬はチーム内競争です。勝ち残ってレギュラーを取りましょう。全員にチャンスがあります。

とても楽しみです。 

 

 



第７７話/2013.12.03 

 

１２月に入りました。 

今シーズンの試合も終わり、来春に向けてチームは再スタートです。３年生は２番手投手の 故

障からチーム力は半減してしまい、苦しい試合が続きました。今年のチームモットーである「チー

ム一丸 俺達は出来る」はずの力を全て出せずに不完全 燃焼に終わったように思います。私の思

うチーム一丸というのは学年関係なく選手、保護者、 指導者が同じ方向に向かって協力し努力す

るということです。その点では物足りなさが残りました。もったいない一年だと思いました。 

２年生は１０月から本格的に新チームに移行し短い期間にたくさんの試合がありました。予 想

を上回ったのは投手です。１イニングやっとだった投手がなんとか試合を作れるようになり まし

た。今の時期、経験からすればよく頑張ったと言えます。バッターの方は力を出せていま せん。

練習ではある程度のスイングは出来ます。しかし試合では出せません。力がないのか？ あるのに

出せないのか？どちらにしてもこの冬練習するしかありません。 

私が子供達にいつも言っている事、当たり前の事を当たり前にやる。たとえば投手はストライク

ゾーンに投げる、バッターはストレートに遅れないで打つ、そして全力で走る、大きな声 を出す、

カバーをする。まずこれが出来なければ次のステージには上がれません。試合に勝つ テクニック

はプロ野球選手になってから覚えれば良いのです。 

アウトコース低めにストレートをいつでも投げられる投手、相手投手の一番速いストレート に

振り遅れない打者、段原クラブが目指しているのはこの２点です。この２つが出来て状況判 断が

出来れば負けません。ストライクゾーンのストレートでバッターを抑える、そして速いストレート

を打ち返せる。これが出来ればプロ野球選手になれるのです。逆に言えばこれが出来なければなれ

ないのです。この冬は単純に個々の力をつけるための練習をしたいと思います。野球はチームプレ

ーとよく言いますが、ピッチャーとバッターによる１対１の勝負の繰り返しです。その楽しさを選

手達に伝えて行きたいと思います。 

「３年生の諸君、先輩に伝えてもらった事を後輩に伝える事なく卒業していくのですか？私 は

人のために動けない人間が高校受験を勝ち残れるとは思いません。」 

 

 

第７６話/2013.11.25 

 

２３日(祝)三原浮城の１０周年記念大会に招待頂き２試合させて頂きました。 

両試合ともサヨナラ負けをしました。負けることはかまいません。公式戦ではないのでいろいろ

な選手を試します。今出来る事と出来ない事を指導者と選手が確認するために練習試合や招待試合

はあります。１１月に入ってずっと試合が続き、しっかりとした練習が出来ていなかった事や開会

式から試合会場に移動し、まったくウォームアップする時間をもらえなかった事、主審が試合を急

ぐあまりとんでもなくストライクゾーンが広かった事など力を出せなかった原因はいろいろと考

えられます。また、大人の都合で子供達に迷惑を掛けました。 

毎度毎度なぜ子供に関わっている大人達は子供達の都合を優先しないのだろう、なぜ試合を少し

でも早く始めて、早く終わろうとするのだろう。まったく理解出来ない。用事があるのなら来なけ

ればいいのに。いつも思う事ですが、誰のために大会があるのだろう。大人の見学のため？子供達

のためです。朝からとてもいやな思いをしました。しかし、そんな事を差し引いても段原クラブの

試合は淋しい内容でした。失礼な言い方ですが、試合相手は明らかに格下でした。普通にやれば負



ける事はありません。今の段原クラブの選手達は素材に恵まれていませんが、努力を重ねて少しず

つ力をつけてきました。投手も小学校の時投げていた選手はいません。心を込めて集中するとある

程度の力を出せるようになってきました。 

今年のチームに一番必要な集中力！本気で勝ちたいと思う気持ち、これが全く伝わりませんでし

た。県大会で優勝した事で満足してしまったのか、理由は良くわかりませんが一日をもったいない

使い方をしてしまいました。野球の技術に頂点はありません。いくらでも上があります。 

勘違いしていた選手がいたとすれば良い勉強になってくれればと思います。少しでも気を抜くと

どこにでも負けてしまう。まだまだ本当の力はついてないのです。二度と一日を無駄にしないで下

さい。野球が出来る日数には限りがあります。８０％の選手が高校３年生で野球人生を終えます。

少しでも長く続けるために１日を大事にしてほしいと思います。 

失敗してもかまいません、それを力に変えましょう！！ 

 

 

第７５話/2013.11.18 

  

１６（土）１７日（日）府中オーシャンズの招待試合がありました。 

Ａチームは１日目２勝しＡクラスに残り２日目は準決勝大野クラブと１対１の引き分け抽選で

負けて３位になりました。１年生中心のＢチームも４チームでの交流戦に参加させて頂き２日間で

３勝１敗と大健闘しました。私はＢチームの監督をしたのでＡチームの内容は良くわかりませんが、

スコアブックやコーチからの話を聞くとピッチャーは良く頑張ったようです。 

今年の大野クラブのバッテリーの力が抜けています。この２人に勝てなければチームも勝てませ

ん。ピッチャーのストレートに力負けせず打ち返す、キャッチャーのバッティングを押さえる、こ

の２点が選手として高校野球で活躍出来るための目安だと思います。その点では、まだまだ力を上

げなければいけません。ピッチャーは６回２死まで０点に押さえてきて、ホームランだけ打たれて

はいけない場面でホームランを打たれ引き分けました。絶対にあり得ない！！４番バッターです。

私が見た中では今年広島で一番のバッターです。何度も対戦してピッチャーもキャッチャーも十分

わかっていたはずです。それもカウント２ボールからストライクをとりにいって打たれています。

極端に言えば四球でも構わない場面です。ストライクを投げるのならアウトローしかありません。

絶対にホームランにならないコースに投げなければいけません。 

今まで何度も状況判断を伝えてきました。状況判断とは終わった時どうしたら１点勝っているか

を考えて野球をする事です。もっともっとしつこく言い続けなければいけません。残念ながら段原

クラブには小学生の時トップチームでやっていた選手がいません。そのため緊迫した１点勝負の経

験がありません。１球のミスで負ける事があるという試合をした事がありません。野球の怖さ本当

の難しさを知らないのです。１対０や２対１の試合を数多く経験しなければ守備もバッティングも

ここ１番の力が付きません。５点も６点も入るような試合では上手くならないのです。１球の怖さ、

ひとつのプレーの大事さを覚えられません。 

秋のうちに経験出来た事はバッテリーにとってもチームにとってもプラスにとらえ財産にして

欲しいと思います。お互い刺激し合って広島の少年野球のレベルが上がっていく事を望みます。Ｂ

チームは対戦相手に比べて体重が半分ぐらいの選手達が本当に良く食らい付いて頑張ったと思い

ます。特に宮田の活躍は素晴らしく感心しました。Ｂチームに腐る事なく守備もバッティングもチ

ームを引っ張ってくれました。たぶん２日間で４試合フルに試合に出たのは人生初だと思います。

最後はバテていました。Ｂチームの選手、ひと冬越して体に力を付けＡチームの選手を脅かして下



さい。それがチーム力のアップにつながります。私は勝つ事を目的にやっていませんが、勝つと楽

しいのは事実です。いつも言っているように当たり前の事を当たり前にやれば終われば勝っていま

す。しかしそれが難しい。 

最後に府中オーシャンズの皆さん２日間２チームで８試合もさせて頂き本当にお世話になりあ

りがとうございました。これからも宜しくお願い致します。 

 

 

第７４話/2013.11.11 

 

１１月９日（土）、１０（日）広島県軟式野球連盟少年部新人戦県大会がありました。 

 雨に恵まれて相手投手が崩れてくれたラッキーもありましたが全員の力を合わせて優勝するこ

とが出来ました。審判、グランド作り、応援、たくさんの保護者の方の協力がありました。ありが

とうございました。特にケガをしていて試合に出る事が出来ない選手の保護者も協力して下さいま

した。私がいつも言い続けているチームの為にチームに協力する、チームを応援するという事をし

て頂きました。選手、指導者、保護者が同じ方向を向いた時、チームは最高の力を出します。そん

な大会だったように思います。 

２年生のみんなは覚えているかどうかわかりませんが、あなた達がまだ６年生の時体験に来た日

が雨でフルスイング塾での練習になった時に「今日体験に来ている子供達が段原クラブに入部した

ら県大会で優勝出来るよ」と私は選手に言いました。その日の選手が全員入部した訳ではありませ

んが、私はその日の選手から可能性を感じました。見る目が間違っていなかった事と、やっている

練習、指導が正しい事を証明出来て良かったです。 

サインが無くても、スクイズやエンドランを１度もしなくても試合に勝てるのです。もちろん勝

つための練習、勝つための作戦をし、選手をベンチの操り人形のように動かした方が勝つ確率はい

いのかもしれません。インコースのボールを避けないで当たった方が勝てるのかもしれません。し

かし段原クラブではしません。あくまでピッチャーとバッターの１対１の勝負にこだわります。バ

ントも盗塁も自分の意思で出来る選手を目指します。そしてピッチャーを壊しません。今大会も２

日間で４試合全て違うピッチャーが先発しました。まだ２年生、無理する必要はありません。今大

会はたまたま運よく勝つ事が出来ました。選手達も保護者もその事は素直に喜んでいいと思います。

しかし、ピッチャーのコントロール、ベースカバー、変化球、体力、キャッチャーのスローイング、

ショートバウンドのストップ、外野の守備、中心打者のチャンスでの打撃、たくさん課題がありま

す。２年生は努力します。チーム内の競争もあります。もっともっと成長出来る環境です。特にピ

ッチャー８人、背番号１を来年の春に決めます。。全員にチャンスがあると思います。レベルの高

い争いを望みます。チーム力は投手力、楽しみです。 

 今大会でバント失敗なし、チームとして練習しなくても各自の意識で出来るようになりました。

中継プレーでピンチを救ってくれた石飛、難波、竹田、ありがとう、最高のプレーでした。平日黙々

と基本練習を繰り返し練習していた成果が出ました。これからも基本を大事に練習して下さい。 

全員、奢ることなく上を目指しましょう！！ 

 

 

第７３話/2013.11.07 

 

１１月４日（祝）山本浩二旗大会がありました。 



マツダスタジアムで小・中学生のチーム約７０チームが集まり開会式、昨年と同様に前日の雨で

試合をさせてくれないと思っていましたが、今年は大丈夫だったようです。当然です。市民球場な

のですから、子供達のために少々無理してもグランド整備をしてジャイアンツ戦の時のように試合

出来るようにするのが当たり前です。 

もう一度言います。市民球場だし、市民球団なのですから。プロ野球界の先輩 80’ホークスの

山内和宏さんと大先輩の山本浩二さんに挨拶させて頂き、開会式を終えました。 

段原クラブは今年も渕崎グランドの当番で、朝早くから保護者の方々には、グランド作り（前日

の雨で大変でした）、掃除、ホームランネット、駐車場案内、審判接待など協力を頂きました。 

ありがとうございました。ホームグランドの責任が果たせました。 

私は段原クラブを学年で区切るのは嫌いです。常にそういう話をしています。全てが段原クラブ

の行事で試合です。学年は関係ありません。何度も話をしているのに、この日３年生は半分の６人、

保護者は３人でした。ホームグランドでの試合、手伝わないまでも、後輩の試合気にもならないの

でしょうか？ 

結局いつも言っているようにチームより個人、自分の事しか考えられないのです。この考え方が

今年の成績に表れていると思います。 

今グランドに来ている子供達は、一生懸命にやっています。新チームになり少しずつですが力を

つけています。レギュラー争いも白熱していました。この競争がチーム力を上げます。 

一冬越した春、どのくらい伸びてくるか楽しみです。 

 

 

第７２話/2013.10.28 

 

そろそろ３年生も進路を決定する時期になってきました。 

私は中学２年生の頃から愛知県に住んでいたので中京高校(現中京大中京)に行きたいと思って

いました。理由は簡単です。一番多く甲子園に出ていたからです。そのために野球の力はもちろん

必要だし、勉強もある程度頑張りました。 

結果的には一番熱心に誘ってくれた愛工大名電に進学しましたが、甲子園にも出場出来ましたし

プロ野球選手にもなれました。中学時代の努力が役に立ったと思います。 

段原クラブの選手を見ていると夢や目標が小さく見えます。３年生になって成績を見て高校を考

えています。それでは自分に妥協します。苦しい時に頑張るモチベーションがありません。 

男の子は大きな夢を持って人から何を言われようとがむしゃらに向かっていく姿がカッコいい

と思います。実現出来なくてもいいのですが、努力し続けていく過程が選手を技術的にも人間的に

も大きくするのです。男は家を出て独立しなければなりません。 

そのため野球というスポーツを通じて心と体を鍛えます。そのお手伝いを私はしていると思いま

す。だから厳しくもなります。選手のためだと思うからです。野球で飯を食える人はほとんどいま

せん。プロ野球選手になるだけでも、ほぼ不可能です。甲子園に出ることもとても難しくてもです。

でも夢を追う価値があります。 

野球は男の子を大きくする事が出来るスポーツです。とても難しく複雑です。これでいいという

所がありません。だから楽しいのです。やりがいがあります。小さな体で大きな夢を持って努力し

続ける選手と野球をやりたいです。私は精一杯持っている力を注ぎます。 

段原クラブが夢を持った子供達で一杯になる日が来ると良いな～。 

 



 

第７１話/2013.10.21 

  

新チームとして活動して初めての大会がありました。 

２試合勝って決勝で負けました。３試合出来た事でピッチャーを全員試す事が出来ました。段原

クラブではポジションを自分で決めます。２年生はピッチャーを希望している選手が７人います。

しかし一人は学校の水泳の時間にケガ、もう一人が１塁の牽制球でランナーと接触してケガ、今投

げられる選手は５人です。なんとか打順一回りを抑えてくれるようにこの秋になって欲しいと思っ

ています。 

今のところこの基準まで来ているのは一人、なんとか試合を作ってくれるようになりました。後

の４人はまだまだ四死球が多すぎます。投手はコントロール、スピート、変化球まずこの３つが必

要です。自分はどれで勝負するのか、どんな投手になりたいか、なれるのか、目指している投手像

が見えていません。まず自分をよく見て、はっきりしたものを決めることです。そしてそのための

練習をするべきです。一段ずつでかまわないので確実に力をつけて欲しいと思います。自分でピッ

チャーを希望したのですから常にマウンド上で生き生きと嬉しそうに楽しそうに投げて欲しいと

思います。 

チーム力は投手力、あなた達の成長なくしては段原クラブの勝利はありません。１人だけがグラ

ンドの高い所に上がる資格はチーム一努力した選手に与えられるものです。みんなで背番号１を奪

い合って勝ったものが春からマウンドに上がる事が出来ます。楽しみです。 

バッティングは体に恵まれない選手が多いので、とにかく振る力をつける事が必要です。この秋、

冬の段原クラブの決まり事！１日５００スイング！！ 

高校野球をやる気があるのならやるしかありません。普通の体、普通の素材の選手が結果を出す

方法は、正しい事を数多く、それも全力で集中してやる、これしかありません。 

勝ちたければやる、やらないのなら辞める、クラブチームとはそういう所だと思います。 

 

 

第７０話/2013.10.15 

 

９月末から本格的に新チームが始動して初めての大会が１４日（祝）にありました。 

旧チームの失敗を繰り返さないようにまず私が変わり、本気で向かって来る選手だけでチームを

編成して、ここ２年程甘くなっている指導者、選手、保護者の考え方を変えていこうと思い、まず

は今まで最上級生になれば全員ベンチに入れていた事をやめ、試合の戦力にならない選手は練習に

残すという事をやろうと思っていました。特に１日１試合しかない場合は、２０人ベンチに入れて

も試合に出る事のない選手が必ずいるので残って練習をして少しでも力をつけた方がその選手た

めでもあると思っていました。 

今、２年生は１８人います。明らかに力の差がある選手もいます。２日前までは残そうと思って

いました。しかし結局全員ベンチに入れました。 

何度も何度も考えました。私は勝負事にはやはり向いていないようです。今年の２年生は力に差

はありますが練習は一生懸命にやります。土曜日も日曜日も本当に声を出し、活気のある良い練習

をしてくれました。私の望んでいる野球の大好きな子供達と夢に向かって一途に努力する事が新チ

ームになって少しずつ出来てきました。練習が楽しくなっています。選手一人一人の顔を見ていて、

とても残すとは言えませんでした。何が正解なのか私には判りません。試合に出られなかった選手



も出た選手も午後からの練習に集中してやってくれました。今の姿勢が最後卒業するまで全員続い

てくれる事を望みます。チーム内の競争の中で必ず力がつきます。 

３年生の中には野球から心が離れてしまった選手がいます。２年生は入部してからひとりも退部

者がいませんし、是非今のまま私が楽しくてしょうがない週末を過ごせるように頑張って欲しいと

思います。 

 

 

第６９話/2013.10.07 

  

今日７日（月）、たまたま休みだったので高校野球秋の県大会決勝を見に行きました。 

まだ新チームになって経験が少ないのでミスの多い試合でした。私がいつも言っているように技

術的なミスは未熟なので仕方ありません。しかし考え方の間違いはいけません。 

新庄が４点リードしているのに、四球や死球を出してはいけません。０－０と同じようなピッチ

ングをしています。点差があればダブルプレーもいりません。そういうミスで終わったら５－３に

なっていました。点差をしっかり頭に入れてプレーしていれば５－１のゲームでした。新庄と崇徳

にはもう少し力の差があるように思いました。段原クラブのＯＢ達が中国大会で自分の持っている

力を発揮してくれる事を望みます。 

チームは土、日２日間４試合練習試合をしました。土曜日は小雨と久しぶりの試合ということで

と投手陣は四死球が多くピリッとした所がありませんでしたが、日曜日は２試合で１失点ムダな四

死球もなく前日の失敗を繰り返すことなく修正してくれました。タイムリーも出てチーム内のポジ

ション争いが、良い方向に出ていると思います。内野、外野もちろん投手も全員が競争です。 

私が望んでいるチーム状況です。仲良しクラブではなく、まずチーム内で勝ち、そして他のチー

ムと戦う、２年生から試合に出ていた選手ものんびりしていられません。チャンスをもらった１年

生も結果を出してくれています。ひとりとして安心する事なくピリピリとした練習、試合を続けて

いけば本物の力がつきます。楽しみです。 

 

 

第６８話/2013.09.30 

 

２７日(日)午前中に卒団試合を行い午後から卒団式をしました。 

３年生にとってひとつの区切りの日になりました。高校野球を目指してこれから半年、より一層

の成長するために自分の意志で自分のために練習が出来ます。一番技術を上達させる事が出来る半

年間です。３年生全員が夢を追いかけて今まで以上に、自分に厳しく練習に取り組んで欲しいと思

います。その姿が後輩、チームの良い刺激になります。 

今年はチームも選手も指導者も苦しんだ１年でした。いろいろな事を試したり、工夫したりしま

したが、それが中々チームの勝利につながりませんでした。個人打撃成績、投手成績を見ると打撃

成績は例年と変わっていません。今まで以上にバッティング練習をした成果は出たと思います。し

かし投手成績は過去最低でした。１試合平均失点が４点。去年より１点多く、一昨年より２点多く

取られています。失点が４点ということは５点取らないと勝てません。いくら打って大変です。よ

く５割以上の勝率が残せたと思います。 

前にも書いた通り、チーム力とは投手力、数字を見てもその通りだとよくわかります。新チーム

も投手希望の選手は７名います。しかし今のところ打順一回り抑える事の出来る投手はいません。



来年の春までに背番号１を付けるに値する投手が現れる事を期待しています。 

私は変わります。ここ２、３年甘過ぎました。もう一度厳しく子供達のためだと信じて嫌われ役

になります。選手、保護者の皆さん、覚悟してグランドに来て下さい。 

来年の卒団式に選手が半分になっているかもしれません。選手、保護者、スタッフ一丸となって

段原クラブを再生させたいと思います。 

 

 

第６７話/2013.09.24 

  

時々試合の決着をつけるために抽選をする事があります。 

封筒だったり、箸だったりを選手９人づつ引いて○だったり、印がついている物が多い方が勝ち

になります。結局試合はこういう事だと思います。たとえばポジションだったり、打順だったり自

分と対する相手に勝った数の多いチームが勝ちます。まれに投手が圧倒的に負けて、他の８人は勝

てるのに試合は負けるという事もあると思いますが、私は学生時代、試合の度に自分と同じポジシ

ョン、同じ打順の選手には絶対に負けたくないと思っていました。ピッチャーをする事が多かった

し、打順はだいたい４番だったので私が負けると言う事はチームが負けること、そういう思いで試

合をしていました。事実、高校時代の公式戦で負けた試合は私がノーヒットでした。 

段原クラブのレギュラーの選手を見ていると、相手チーム、相手の選手に対する闘争心、競争心、

そういう気持ちがあまり感じられません。もちろん野球で一番必要なものは技術です。練習はひた

すら技術、体力を向上する為に行います。しかし試合では、その身に付けた技術を全て発揮出来な

ければ意味の無いものになります。そのために精神力、自信や闘争心や集中力などが必要になりま

す。 

私はＯＢの選手達から練習中や試合中、優しくなったと最近よく言われます。私の優しさの度合

いが強くなるにつれチームに成績が落ちてきました。年をとるにつれて私は自分を守るようになり、

嫌われるのを怖がっているのかもしれません。なにが本当に子供達のためになるのか、もう一度原

点に戻る必要があるように思います。 

２０数年前、子供達と初めて野球の練習をただひたすらに勝ちたいと思ってやっていた頃を思い

出さなければ。 

 

 

第６６話/2013.09.18 

 

３年生の最後の試合が週末にあります。 

今年のチームを私は期待していました。中心選手が２年生から経験を積んでいたし、ベンチに入

っている下級生とのバランスも良かったのである程度良い結果がでると思っていました。しかし期

待とは違った１年間でした。チームを引っ張ってくれるはずの中心選手が大事な場面では力を出せ

ず、ことごとく勝負の試合に負けていました。 

 今年の初めにも書きましたが、私と３年生は相性が悪いようです。最後、選手には本来の力を

出して欲しいので私は遠慮しようと思います。邪魔をする人間がいないので思い切ったプレーをし

て力を出し切って下さい。 

 中学３年生の１年間は一番上達すつ時期だと思います。肉体的にぐっと成長するとき、精神的

に集中して正しい練習を数多くやれば必ず伸びます。 折角の良い時に野球に集中できない選手が



毎年います。入部する時はみんな夢を持っています。それなのに３年生になると野球に集中出来ず、

少しずつそれていきます。 まず髪、眉、服装が変わります。そして顔つき、眼つきが悪くなりま

す。親が気づかないのでしょうか？それとも気付いても何もいえないか、言わないのか。 

私は２０年以上子供達を見てきました。こうなった子供は、もう高校野球は出来ません。入部し

ても必ず途中で辞めます。自分の子供だけはちがうと思っている親が多いと思いますが、１００％

続きません。なぜかと言うと高校野球は代わりの選手はいくらでもいるからです。２度も３度も手

を差し伸べてはもらえません。 

私はずっと人間は間違いをする生き物なので、立ち直るチャンスを毎年何度も与えてきました。

コーチやスタッフから退部や試合から外すべきだという意見が出てもチームに残し、試合にも使っ

てきました。しかし、今私の判断は間違っていたかもしれないと思っています。甘すぎたのかもし

れません。私はただグランドで打ったり、投げたり、捕ったりする子供達の夢や目標のお手伝いが

したいだけです。 

 今日もみんなと楽しい野球が出来た、いい１日だったなと、気の合う仲間と美味しいお酒が飲

めたらそれで十分です。 

 

 

第６５話/2013.09.09 

 

日曜日は１日とても疲れました。 

午前中に臨時総会を開きました。議題は賭け事についてです。保護者から一人のコーチと数人の

子供達が高校野球の優勝チームを当てる予想をし、それに少額だがお金を賭けていたとのメールを

もらいました。当事者から事情を聴いたところ、県予選が始まる直前にどこが勝つかを数人で話し

ていて、みんなで予想しようという事になり盛り上がったので１００円を全員で出そうという事に

なったそうだ。コーチの話では、子供達が少しでも高校野球に興味を持ってもらって１試合でも多

く球場に見に行ってくれれば良いという思いからお金の話を出してしまったそうです。実際にはお

金のやり取りはなかった事もあり、スタッフも子供達も全く罪の意識はなかったという事です。法

律に詳しい方に聞いたところ、金額の大小ではなく金銭を賭けることは法律で禁じられていると教

えて頂きました。 

この機会に子供達にしっかりと説明し理解してもらう必要があると思い、全員に今までチーム内

外を問わず金銭を賭けた経験を聞きました。約８０％が経験ありました。保護者全員にこの事実を

知ってもらうとともに、子供達に対して家庭でしっかりと指導して頂くために、そしてコーチに対

してはチームとしてどのような対応をするべきか話し合うために集まって頂きました。 

私はこのコーチを中学入学の時から知っています。とても野球が出来るとは思えないほど体が小

さい少年でした。３年間続かないと思っていました。レギュラーにはなれませんでしたが、高校野

球もしっかりと続け、本当に野球大好きな選手になりました。段原スポーツ少年団が段原中学校か

ら離れ、段原少年野球クラブとしてたった９人の子供達とスタートした時から今まで、２０代の一

番自由に遊びたい時にチームのために尽くしてくれています。毎週治療院に通いながら子供達のた

めにバッティングピッチャーとして何百球も投げてくれます。夜勤明けでも練習に出てきます。私

とチームにとっては掛け替えのない存在です。 

今回の事は良いか悪いかどちらですかと言われれば悪いことです。誰に聞いても悪い事です。そ

んな事はわかっています。総会での保護者の皆さんの考えは全員ではありませんでしたが、ほぼ１

００％子供達には各保護者が説明、注意し理解させる、コーチに対しては私が責任を持って厳重に



注意し、二度とこのような事の無いようにするということでした。保護者の皆さんのコーチに対す

る温かい言葉、心づかいに対して私は感謝の気持ちで一杯になりました。 

本人はこの件が大きくなってから本当に心から反省しています。スタッフ全員で強く強く注意し

二度と間違いを犯さないように話をしました。これは私も他のスタッフ、保護者、子供達全員です。 

段原クラブは今回間違いを犯しました。しかし全員で反省しこれを糧とし今後、今まで以上に良

いチーム、良い選手になれるようにスタッフ、保護者、子供達全員で努力していきたいと思います。 

恥ずかしい事ですが、しっかりと反省し、より大きく強く、良いチームになるためにホームペー

ジに書くことにしました。 

 

 

第６４話/2013.09.04 

 

時々、体と当たりそうな投球を避けないバッターがいます。そしてそれを時々アンパイアはデッ

トボールにします。私は考えられません。 

まず野球規則には、打者が打とうとしなかった打球に触れた場合、安全に１塁が与えられると書

いています。ただし、バウンドしない打球がストライクゾーンで打者に触れたとき、打者が投球を

避けないでこれに触れたときには除かれると書いてあります。 

 私が問題にしているのはこの避けないでの部分です。これは「よける」又は「さける」と読み

ます。避難の避という文字を使います。困難から「逃げる」、「はなれる」という意味です。全力で

ボールからのがれようとしなかった場合、１塁は与えないという意味です。 

子供達はヒットを打つために練習をするべきです。指導者の皆さん避けるなという指導は間違っ

ています。高校へ行って硬球が当たったら大怪我をする可能性があります。アンパイアの皆さんス

トライクゾーンもそうですが、野球規則通り判断するべきです。あくまでも全力で避けようとしな

かった場合はボールにすべきだと思います。 

バッターボックスの内側のラインぎりぎりに立ちインコースのボールを避けずにデットボール

をとり、投手にインコースのボールを投げにくくさせて真ん中から外よりに甘いボールを打つそん

なチームがあります。規則通りに判定してもらえば、こんなチームもなくなり子供達の技術も伸び

ます。 

高校野球でも故意にカット打法をファールを打つことはバントと同じ扱いにするという規則が

あるにも関わらず、準決勝まで見過ごされていました。そのチームは何年か前にも同じような選手

がいたと記憶があります。規則を知っていてやらせたとしても、規則を知らなかったとしても指導

者に問題があります。当然地方大会からやっていたでしょうから県高野連、アンパイアにも問題が

あります。広島県代表の投手の２段モーションも同じです。県予選ＯＫで甲子園はダメ、同じ規則

でやっていないのですか？ 

私が聞いた話では強いチームやベテラン監督にはアンパイアが遠慮、萎縮していまう事があるそ

うです。あってはならない事だと思います。いつも犠牲になるのは子供達です。まず誰のためにや

っているのかを指導者もアンパイアも一番に頭に入れておけば良いことです。 

スポーツは確かに相手をゴマがしたり、隙を突いたり、だますようなプレーもありますが、少年

野球には必要ないと私は思っています。投手と打者の１対１の勝負が原点です。 

私はこれからもそういう指導をしていきたいと思います。 

 

 



第６３話/2013.08.26 

  

２４日（土）２５日（日）瀬戸内大会参加のため福山に行きました。 

残念ながら雨の為、土曜日の２試合は抽選になり日曜日はＣクラスになりました。福山の連盟の

好意で市立体育館で体を動かす事が出来ました。しっかり体を動かし汗をかけました。 

本当にありがとうございました。 

４時過ぎにホテルに入りましたが、私はとてもショックを受けました。なんと選手が誰ひとりと

してバットを持ってバスを降りませんでした。雨で試合は中止、体育館で動けたとはいえバットは

振っていません。次の日試合はあります。私には考えられません。勝てないし、上達しないのは当

たり前です。毎日バットを振る事が習慣になっていないのです。 

それとも旅行にでも来たつもりなのでしょうか？夢や目標は無いのですか？野球が人生の一番

ではないのですか。本当に勝ちたい、上手くなりたい、甲子園に行きたい、プロ野球選手になりた

いとは思わないのですか。その程度でなぜクラブチームに入ったのですか。なぜ段原クラブなので

すか。夢や目標のない選手に興味ありません。 

２６日（月）スポ少大会の準決勝、決勝がありました。コーチが休みをとっていたので試合がな

くても練習する予定でした。学校が始まる選手が何人かいて人数が心配でした。しかしなんと練習

だったら学校に行くけど、試合なら出るらしく思ったよりたくさんの選手が来ました。それとも来

ないと私に嫌われるとでも思ったのでしょうか？私が嫌いなのは練習なら学校に行きますけど、試

合なら出ますという考え方です。学校行事で休むのは構いません。普段の練習態度、取り組む姿勢

がしっかりしていればなんの問題もありません。自分の都合で良い所だけ欲しいという考え方が問

題なのです。 

勝つ事に飢えている選手、ギラギラした目で相手に向かっていく選手、とにかく野球が大好き１

日中野球の事を考えている選手、負けることが大嫌いな選手と一緒に野球がしたいな！！ 

私より野球好きの６年生が入部してくれると良いな！！ 

 

 

第６２話/2013.08.19 

  

今週は投手について書きます。 

私は野球の勝敗はほぼ１００％投手の能力で決まると思っています。言い換えればチーム力とは

投手力でもあると言えます。今年の高校野球広島県予選を見れば良くわかると思います。バッティ

ングはいくら練習しても投手がキチッと投げれば打つ事は出来ません。バッターは投手の投げ損な

ったボールしか打てないのです。ですから投手は投げ損なわなければ点を取られないのです。では

投げ損なうとはどういう事なのか、ストライクゾーンの真ん中に投げるもしくはストライクを投げ

ようとしてボールゾーンに投げてしまう事です。投げ損なう確率が高い投手ほどダメな投手（勝て

ない）という事です。まずコントロールが一番大事と言う事になります。この場合のコントロール

とはストライクゾーンに投げるのではなく、捕手の構えたミットに投げられるというレベルのコン

トロールです。ストライクを投げるのは投手として当たり前です。 

ではミットに投げられなければどうするか？真ん中に投げても打たれないスピードを持つか、鋭

い変化球を身に付けるかのどちらかが必要です。スピードが無い、ミットに投げるコントロールが

無い、わかっていても中々打たれない変化球が無い、この場合はマウンドに上がらない事です。 

なぜか、必ず失点して負けるからです。ボールは遅くより速い方が良いに決まっています。そのた



めには基本的身体能力を高めなければなりません。走るスピードを上げ、体全体の筋力を上げ、関

節の可動範囲を広げる練習を続ければ必ずスピードは上がります。そしてコントロール、大事なの

はフォームです。同じことを繰り返せば同じボールが投げられます。 

そのためには下半身の強さが必要です。そして変化球、大事なのはストレートと同じように速く

強く腕を振って投げることです。タイミングをずらそうとして腕が振れなければバッターから空振

りは取れません。 

  いろいろ書いてきましたが、マウンドに上がればひとりでチームを背負いひとりで相手バッタ

ーに向かっていける精神力が勝負です。ピンチになればなるほど最高のボールを投げ込める、気持

ちでバッターを攻められる投手、段原クラブにそんなマウンドでカッコよく堂々と立っている投手

が現れる日が来ると良いと思います。 

 

 

第６１話/2013.08.12 

 

今、高校野球甲子園大会真っ最中です。 

私はバットを思いっきり振るチームが大好きです。浦和学院ＶＳ仙台育英はすごい試合でした。

両チームとも高校生としては好投手ですが、それをものともせずフルスイング、素晴らしいバッテ

ィングを見せてくれました。まだ、瀬戸内高校は登場していませんが、中国地方の他の４県のチー

ムは全て初戦敗退しました。それもほとんど点を取れずに負けてしまいました。私は常々言ってい

る、現代野球に取り残されてしまっています。バッターのスイングが弱い、打球が遅い、当然遠く

には飛ばない。トーナメントに勝つために投手を含めた守りの野球、バント、走塁、進塁打、少な

い得点で競り勝つ確率は良いかもしれません。しかし楽しくない、そして本物のチームには勝てな

い。 

 最近はプロ野球が初回から送りバントをします。これはファンに問題があります。あまりにも勝

つ事を求めすぎています。そして球団も長期的にチームを作ろうとせず、すぐに監督を交代させま

す。どんどん野球が小さくなっています。プロ野球はプロ野球選手にしか出来ない技術、プレーを

見せてお金を頂くところです。高校生でも出来るバントは最後の手段だと思います。 

 土曜日の新人戦２回戦で段原クラブはやっと１点差で勝ちました。内容は良くありませんでした。

まだ、３年生が残っているうちの新人戦なのでミスは仕方ないと思っています。５点取った中で３

点を犠牲フライで取りました。チームとして目指している野球、３塁ランナーを「打球を外野まで

飛ばして帰す」ことが出来ました。スクイズやエンドランではなく、打って帰すことで選手の力に

なる。コーチからの進言で私はスクイズとエンドランをやめ攻撃のサインを無くしました。 

 指導者の皆さん、自分の采配で勝とうとし過ぎです。私は選手の力で勝たせてもらいます。１年

生の時から目指して練習したことが試合に出て勝てると楽しいですよ。 

 中学生の正しい技術はシンプルに強く、速くだと思います。 

 

 

第６０話/2013.08.05 

 

８月４日(日)日刊大会チェーンリーグが終わりました。 

 ２チーム参加していたのでＡチームは３年生、Ｂチームは２年生と分けました。チーム力はダウ

ンしましたが、たくさんの選手が試合を経験出来たことは良かったと思います。特に３年生でレギ



ュラーではなかった選手にとっては練習試合とは違った緊張感のある打席、守備、走塁は身になっ

てくれたと思います。 

 今回はレギュラー論について書きます。私が決める基準は守備力です。守れる選手から使います。

今年のレギュラーもその守備位置で一番守れる選手が一桁の背番号をつけています。なぜか？守備

のミスはチームに迷惑を掛けるからです。そして失点するからです。野球というゲームは失点しな

ければ負けることはありません。守備に不安のある選手を先発で使う時には２打席目までに打って

くれなければ困ります。たぶん選手や保護者の中には、あの選手は打たなくても変えられないのに、

あの選手は変えられるそれはなぜ？と思ったことがあると思います。 

 理由は簡単です。守備力に差があるからです。試合の最後まで出たければ守れるようになること

です。そうでなければ圧倒的なバッティングで守備のマイナスをブラスに変えることです。 

 今の段原クラブの選手達は打たなければレギュラーになれないと考えている選手が多いように思

います。そのためバッティングにばかり気持ちが向いています。たしかに打つ練習は守ることに比

べ楽しみし苦しくありません。 

 段原クラブのチーム練習も打つ時間が圧倒的に長いです。でもその中でも考え方しだいで守備練

習はいくらでも出来ます。いつも言いますが強制的にノックを捕らされてもダメなのです。あくま

で自分から自分のために自分で考えて練習しなくては身につかないのです。バッティングは自分が

満足するためですが、守備はチームが勝つために絶対に必要です。投手力を含めた守備力で勝つか

負けるか決まります。チームとして勝利を味わいたければ、選手ひとりひとりがチームに役立つプ

レーとはどういうものなのか、何をしなければいけないのか、そしてそのためにどんな練習が必要

なのか考えるべきです。そして取り組むべきです。チームとして勝ちたければです。 

 最後にひとつ、人数の関係で２人２年生を３年生のＡチームに入れました。その内のひとりの母

親が試合中に一番、大きな声で３年生を応援してくれていました。我が子はチームの都合で３年生

の中に入れられ、ほぼ出場するチャンスがないのにです。チームで戦うというのはこういう事です。

私はベンチでとても温かく思いました。 

 本当に感謝します。そして必ずうけたものはお返しします。ありがとうございました。 

 

 

第５９話/2013.07.29 

  

高校野球広島代表は火曜日に決まります。 

 どちらが代表になっても好投手なので全国レベルのチームと対戦するのが楽しみです。しかし決

勝再試合のコンディションが心配です。私は何年も高校野球を見に行きませんでした。理由は段原

クラブ OB 全員を応援することが不可能だからです。よく中学のチームの選手や指導者が出身選手

の応援をする姿を見ます。しかしそれはほとんど勝ち上がったチームです。準決勝や決勝だったり

します。私には出来ません。応援に行くのなら出身選手全員の試合に行くべきです。１回戦で負け

てもベンチに入っていなくてもＯＢに変わりなく、その選手も３年間努力した事も事実です。勝ち

上がったチームの選手だけが頑張ってきた訳でも、えらい訳でもありません。勝つことが全てでは

ないのです。高校野球を３年間全うした選手達全員を評価するべきです。これからも私はたとえ甲

子園に出場するＯＢが出ても試合の応援に行くことはありません。もちろんテレビでは応援します

よ。 

しかし、今年１試合、マツダスタジアムに行きました。広陵・瀬戸内戦です。なぜかというとま

ず出身 OB が試合に出ていない、そして今年プロ野球のＯＢが学生野球を指導出来るようになる資



格回復研修があるので、広島県の高校野球のトップレベルと言われているチームを見ておきたかっ

たからです。私は途中から４イニング程度見ただけですが、瀬戸内高校の投手以外は少しがっかり

しました。トップと言われているチームの選手が当たり前の事が出来なかったからです。 

 指導していないのか、していても選手が試合で出来ないのか、わかりませんが残念なプレーが多

すぎます。私がいつもいっている技術は未熟で当たり前しかし頭のミスはダメです。 

 広陵の２番手投手は変わった回の送りバンドで３塁ベースカバーに走りませんでした。私はそれ

を見て当たり前の事が出来ない投手では接戦を勝つことは出来ないと思いました。次の回のバンド

処理のミスは予想された事です。その後の１、２塁の場面でも次の１点は勝負が決まってしまう１

点なのに左バッターに引っ張られました。その時のライトの守備位置もありえません。ヒットで２

塁ランナーを絶対帰してはいけない場面です。キャッチャーからもベンチからも外野を前に出す指

示はありませんでした。ありえない事です。とどめを刺されました。 

 瀬戸内高校も１、２塁からのライト前ヒットで広陵のライトは間に合わないホームに送球してい

るのに後ろのランナーが次の塁に進んでいないなどミスがありました。もっと楽に勝てた試合です。 

 結局、投手力の良いチームが勝つようです。広島はもっと野手のスイングの力強さをつけるべき

です。この部分が一番全国レベルと差があるように思います。 

 ３年間しっかり下半身を使ってバットを振り続ければ、横浜高校のように全国レベルの好投手を

ホームラン２本で攻略するような試合が出来ます。好投手の攻略はすぐに、右打ちだ、足だ、バン

ドだなんていいますが１番は１本で１点とるホームランです。花巻東の大谷投手もそれで夏負けま

した。 

 広島県にもそんなチーム出て来ないかな。 

 

 

第５８話/2013.07.22 

  

私は中学１年生の秋、左手を骨折しました。 

 野球部の練習をしばらく休んだのをきっかけに、心が野球から離れ、親のお金に手をつけるよう

になり、どんどん人生を転げ落ちていっていました。悪い事はバレます。父親の知る所となり、私

の人生で一番殴られた夜がやってきました。今でもはっきりと覚えています。父の手が痛くなった

からかギターで叩かれたギターは砕けました。次にバットを取ろうとした時、母が全力で止めてく

れました。私は殺されるかもと心の底から震えました。そして二度と同じ過ちを繰り返えしてはな

らないと誓いました。 

その夜から学生服を着せされ家を追い出され、家の店に勤めていた女性のアパートに２泊しまし

た。殴られ過ぎて顔が腫れていたので学校も２日間休みました。その後、父にもう一度土下座をし

て謝り、家に戻る事を許されました。しかし野球部に戻る勇気はありませんでした。同級生からは

辞めて欲しいと言われたし、まして先輩の前に出ていくのはもっと厳しいものがあります。そんな

時、野球部の先生が我が家にやってきました。私は怒られると思いました。先生は「野球部に鈴木

が必要だ。戻ってこい。つらいけど１ヶ月頑張れば何もなかったようになるから」と言って下さい

ました。泣きました。 

  私はその後、甲子園に出れたり、プロ野球選手になれました。本当に父と先生のおかげだと思

っています。あの日、殺されるかと思うぐらい本気で殴ってくれた人が私の父親で本当に良かった

と心から思っています。その日から高校の入寮までランニングと素振りは１日も欠かしませんでし

た。間違った時、本気で怒ってくれる人は恩人です。感謝。 



 

 

第５７話/2013.07.16 

  

硬式でも軟式でも中学生がクラブチームで野球をすればメリットとデメリットがあります。 

 メリットは練習の量と内容が濃く、高いレベルの技術指導が受けられます。１年の時から球拾い

やランニングだけでなく、しっかり練習でき１年生同士の試合も出来ます。大会の数が多いため年

間の試合数が多く色々な地域のチームとの対戦することが出来るし、レベルの高い選手をみること

が出来るなど選手として技術を高めるためには圧倒的にクラブチームに分があります。 

 しかし会費、遠征費などお金が掛かります。グランド作り、審判、大会運営など保護者の協力が

必要です。学校行事、テスト週間などに関係なく試合、練習があるなどデメリットもあります。 

 両方をしっかり理解し受け入れてクラブチームに入部したはずです。自分に都合の良い所だけを

利用するのは間違っています。 

 なぜがと言うと野球はチームスポーツだからです。個人の都合を優先するのはおかしいと思いま

す。野球のクラブチームに入部したのならチームを最優先に考えるべきです。部員がみんな個人の

都合で行動してしまえばチームは成り立ちません。練習は個人の技術を伸ばすためにありますが、

練習を休む選手に試合のチャンスがある訳がありません。 

 ３年生にとって集大成の７月～９月です。チーム全員（選手、保護者、指導者）の気持ちをひと

つにして、３年生に少しでも良い試合をして卒団してもらいたい。残り少なくなった試合に１打席

でも、１イニングでも多く出てもらいたいと全力をつくす時だと思っています。 

 メリットがあればデメリットもあります。良い所だけ欲しいは通りません。私は両方しっかり受

け止めてチームのために全力を尽くしてくれる親子と一緒に野球がしたいです。 

 そしてチームの誰が試合に出ていようと、どんな試合展開だろうと最後までチームのためにチー

ム全員が必死に走る、投げる、打つ、捕る、応援する、勝っても負けても心地良い試合がしたいで

す。 

 

 

第５６話/2013.07.08 

  

今週は大人の都合について書いてみようと思います。 

 私は小学生のソフトボールから今年で子供の指導をさせてもらって２５年になります。その間い

ろいろな連盟、団体、組織の大人達を見てきました。昨年書いたマツダスタジアムの大人達、軟連

の大人達、子供達の都合より、大人の都合を優先します。 

 今回は、試合が雨などで中止になった時の抽選について私の考えを書きます。 

 まず、大会をするのなら予備日を最低１日は用意するべきです。単独のチームでやる招待試合は

別です。特に勝ったチームに次のステージがある大会は絶対です。試合をせず抽選で勝ったチーム

が上の大会に上がるのはありえない事だと私は思います。予備日がない場合は、当事者チーム同士

でグランドを確保して代表を決めれば良いと思います。それでもなんともならない場合に限り、両

チーム同意のもと抽選するべきです。 

 なぜかと言うと、子供達には中学３年生という１年は１回しかないからです。その年のどの大会

も一生に一度なのです。それが、くじ引き！！私には考えられません。 

 大人達には何年も何度も毎年同じ大会があり、それほど重要だと思っていないように見えます。



子供達に関わっている大人達はもっと子供達の１試合を大切に思って下さい。来年は無いのです。

試合をしないで抽選をするのはやめて下さい。 

 子供達は大人を信じて練習をしているのだからお願いします。 

 

 

第５５話/2013.07.01 

  

６月２９日（土）福山８０ホークス、ＪＫＢクラブと練習試合をしました。 

 急に決まった試合でしたが私にはどうしても福山に行きたい理由がありました。今年の段原クラ

ブはピッチャーが思うように成長していません。特に６月に入ってから計算できるピッチャーは故

障者も出たりしていない状況になっていました。私にとって初めての経験で色々な練習方法を試し

てみましたが良くなる兆しがありません。 

 そこでプロ野球時代の先輩である山内和宏さんに助けを求める事にしました。私もピッチャーの

経験がありますし、今まで色々なプロ野球ＯＢの方々の理論、指導方法も勉強してピッチャーの指

導にもある程度、自信を持っていました。でも本物は違いました。まず、指導している姿や足を上

げて立つ姿勢がカッコいい、一流選手ならではの姿です。２、３年生のピッチャーにとってこれか

らの野球人生においてとても大きな１日になったはずです。 

 私にとっても反省と勉強をさせて頂いた良い日になりました。つくづく自分がまだまだ指導者と

して力不足であり、野球というスポーツの難かしさや奥の深さを常に子供達だけでなく、自分がま

ず勉強し続けなくてはいけない事を痛感しました。指導者との出会いで今まで以上に成長出来る可

能性のある子供達がたくさんいるはずです。段原クラブで本当に良かったと思ってもらえるように

自分の引き出しを増やし、いろいろなタイプの選手に対応出来る指導者になりたいと思います。 

１時間以上８人ものピッチャーを指導して頂き、本当にありがとうございました。チーム関係な

く心を込めて指導して頂いている姿に本物の野球人を感じました。自分のチームの選手だけでなく、

みんなが野球大好きになってくれる事を望んでいるのが野球人です。  

 私もその一人です。本当に心から感謝です。 

 

 

第５４話/2013.06.24 

 

 私は段原クラブの監督の他に、広島フルスイング塾というバッティング教室を主宰しています。 

 協栄電気工業株式会社様をはじめたくさんの方々の協力と銀行からの融資で倉庫を借り、土を入

れネットを張り、照明を付け防音の壁を取り付け、マシンとボールを用意しました。会員の方々の

会費で運営しています。段原クラブとはまったく関係ありません。ただ段原クラブの選手が多く会

員になっているので、お返しの気持ちで雨の日や数多くバッティング練習したい時など貸していま

す。あくまでも会員の方々の会費のおかげで段原クラブが使う事が出来ている事をお忘れなく。 

 チームの方はバッティング練習で工夫したり課題を持って練習し、試合で状況を考えている選手

達は内容のある打球が打てるようになってきました。相変わらず頭を使わず自己満足のためだけに

バットを振っている選手はチームの役に立つバッティングが出来ません。どんなに素晴らしい身体

能力も脳が正しい指令を出さなければ、良い結果は出せません。確率は上がりません。 

 「予測と準備」野球はボールが動いてない時間の長いスポーツです。その時間でどれだけ予測し、

頭の準備が出来るか、これが大事です。打ったと当たった、捕ったと入ったは違うのです。 



 ２年生の方が内容のある野球をしている選手が多くいます。３年生の皆さん、本能だけで野球を

やっても時間をかけたほどの結果は得られませんよ。もっと考えましょう、工夫しましょう、悩み

ましょう、そしてわからない事は聞きにくればいい。何度も何度も言っています。 

 野球は足と頭でやる先進国のスポーツです。 

 

 

第５３話/2013.06.07 

 

このコーナーも１年になりました。たくさんぼやいてきました。これからは出来だけ楽しい話が

書けたら良いと思います。 

土曜日の１年生のリーグ戦は雨で中止になり残念でした。小さい１年生が必死に食らいついてい

く姿を見てみたかったです。次が楽しみです。 

日曜日は日刊大会、３年生が A チーム２年生が B チームで２チーム参加させてもらいました。両

チームとも久しぶりに打つべき選手が打ち圧勝、失礼かもしれませんが、相手投手の力からしてこ

の程度は当然です。これくらいの力は段原クラブの選手は持っています。前から言っていますが、

練習での力は先輩達と同等です。それが試合で出せないだけです。練習で身に付けた技術を頭と集

中力と精神力で試合の結果に結びつける。それが野球です。 

今年の選手は頭と心が力不足です。練習内容を変え基本に戻りつまらない練習を全力でこなす。

少しずつ、投手も、守備も打撃も変わってきたように思います。ただ、はっきり言って明らかに力

の無い投手から点を取っただけです。走塁ミス、バントミス、捕手の送球、配球ミスの長打、２年

生の守備のミス、まだまだ当たり前のプレーを当たり前に出来ていません。 

段原クラブがやろうとしている野球とは、技術のミスは仕方ないが、頭のミスはしない、ストレ

ートに負けないスイング、自分達で考える野球、もっともっと自分に厳しく上を目指して欲しいと

思います。私はあきらめません。これからもグズグズ言い続けます。段原クラブは最後の試合が一

番強い、指導者はみんなそう思っています。 

２年生も３年生も保護者の皆さんがよく声を出して応援していただきました。チームがひとつに

なった時も学年が違っても同じようにチームが勝つために応援してもらえるとありがたいです。 

学年関係なくチームはひとつ、段原クラブはひとつです。 

 

 

第５２話/2013.06.10 

 

自分の体の衰えは感じていました。 

しかし、チームで一番足の遅く選手より私の足が動かなくなっていたとは、ショックです。練習

を見ていると本当に遅くて全力で走っているように見えないといつも思っていました。まさか自分

があれより遅いとは信じられない、挙句の果て肉離れとは情けない。 

今月で５４歳、若いつもりでいたのは気持ちだけで体は、特に足は確実に年相応に衰えていまし

た。選手達に厳しくしているのに自分には甘い、今取り組んでいる減量と並行して下半身のトレー

ニングも少しずつやらなければいけない。子供達に見本のプレーを見せられるようにしたいと思い

ます。まず、肉離れを治さなければ・・・。 

先週は守備の基本をもう一度やり直しました。今週の土曜日には１年生のリーグ戦、日曜日は日

刊大会、２，３年生２チーム出場出来るので、特に１，２年生は自分達の今の実力を測る事が出来、



これからの課題が見つかるはずである。今持っている力を全て思い切って出して欲しい。そしてこ

れから何をしなければならないのか？高校で野球を続けていくために今、何を身に付けなければな

らないか早く理解して、努力を続けて欲しいと思います。 

上達するためには、まずは沢山食べる、良く寝る、課題・目的をもってトレーニング、練習、試

合をするです。３年生あきらめるな！１、２年生大きな夢を持て、そしてやるしかない。 

 

 

第５１話/2013.06.03 

 

 今、段原クラブは段原スポーツ少年団として活動を開始してから１８年最も勝てないチームに

なっています。子供の指導を始めて２５年こんなに勝てないのは初めてです。指導者になってから

ずっとチームがある程度強かったので、私は自分の指導に自信を持っていました。技術の講習会に

参加したり、プロ野球のＯＢの方々から教えて頂いたり、進歩している理論も勉強し、正しい指導

をしているつもりでした。結果が出ないのは子供達の練習不足及び能力の無さだと思っていました。 

はっきり言って、私が教えて上達しなければ野球に向いてないのだとぐらいに感じていました。

今年のチームもこの春にはある程度の自信を持っていました。それが、まったく勝てない。なぜな

のか？私の思い上がり、勘違いが原因です。日曜日の夜、月曜日の仕事中もずっと考えました。私

のまちがいが練習の甘さにつながっています。基本をおろそかにした練習、厳しさのない練習、こ

れが確実に試合の中で当たり前の事が出来ないミスとして出ています。 

良く考えてみると去年から守備のミスが増えています。正しいキャッチボールから始まる基本、

私の思い上がりがそれを疎かにしてしまったのだと思います。子供達も打つ事だけに興味を持ち、

打てさえすれば試合に出られるという思いになり、守備の重要性を忘れていました。そして試合で

はヒットの倍の点を取られ、当然負けるこの繰り返しです。守備のミスはチームの足を引っ張りま

す。全て私の責任です。初心に帰り段原クラブを作り９人で始めた頃、手取り足取り一生懸命に汗

をかいて子供達と基本練習を繰り返していた頃を思い出し、謙虚にやり直したいと思います。本当

にチームは監督の器以上になりません。３年生には本当に申し訳なく思います。最後まであきらめ

ずチームを作り直したいと思います。 

これから面白くない練習が多くなると思います。今までより厳しくなると思います。最後にはみ

んなで良いチームになりましょう。 

あきらめない。 

 

 

第５０話/2013.05.27 

 

 私は段原クラブを発足させ監督になってから今日までずっと３年生の控えの選手に気をつかっ

てきました。試合の中で出来るだけたくさんの選手を出したいと思ってきたし、練習の内容、数に

差をつけないようにしてきました。野球というスポーツはレギュラーは９人です。部員がそれ以上

いれば、控えになる選手が出ます。１年生の時に１０人以上入部すれば、３年になった時必ず誰か

が控えになるのは最初からわかっている事です。私は背番号の１～９は実力以外で付けるのは間違

っていると思っています。１１以降はいろいろな思いや条件、理由で必ずしも野球の実力だけで決

めなくてもいいと思います。そしてそうしてきました。選手や保護者にも伝えてあります。背番号

を決め時には私だけでなくコーチの意見も聞き、練習、試合を一番長く見ている人間が話あって決



めています。 

 他のチームの事はわかりませんが、試合を見ている限り、段原クラブが一番多く控えの選手を使

っていると思います。そのような点から控えの選手、保護者から「気を使ってもらってありがたい」、

「実力が無いのに試合に出場するチャンスがもらえて嬉しい」と思ってもらっていると思っていま

した。しかし大きな間違いだったようです。どうも今年の３年生の保護者は自分の子供の実力を客

観的に判断出来ないようで、控えになっている事に不満をもっているらしい。特に２年生がレギュ

ラーをとっている事を良く思っていないそうである。なぜ？わからない、スポーツは実力の世界で

す。学年に何の意味があるのですか？私は入部の時、段原クラブには年功序列はありません。レギ

ュラーは実力のある者がとりますとはっきり伝えました。わかって入部したはずです。 

 はっきり言います。昨秋の新チーム結成以後の打撃成績１～４位は全て２年生です。今、３年生

で控えの背番号を付けている選手は全て１０位以下です。練習試合の１試合目と２試合目では投手

の実力がちかうのにです。当然、野球は打つだけではありません。守備、走塁、全ての能力を考え

て背番号を決めています。１試合だけを切り取れば１番力のある選手がミスしたり、打てなかった

りする事はあります。野球はそういうスポーツです。しかし１年をトータルすると必ず力のある者

が数字を残します。番付通りなのです。保護者は自分の子供は頑張っていると思っています。しか

し他の選手がどれほど練習時間以外で努力しているか見たことがありますか？知っていますか？

頑張っている、努力している当たり前です。それはスタートラインに立っただけです。やらない選

手がおかしいだけです。みんなやっています。レギュラーの選手ほど練習は数多くやっています。

子供達は、自分の実力をわかっています。チーム内の立場、位置を理解し少しでも上に上がろうと

努力しています。３年生だから何ですか？そんなものに何の意味も価値もありません。勝負の世界

で価値があるのは力です。それだけです。 

 ただ私は段原クラブを選んでもらい３年間頑張ってきた選手は好きです。なんとか勝って、喜ん

で欲しい、そして少しでも多くの選手をグランドに立たせたいといつも思っています。しかし勝負

の世界なのです。力があるのに２年生という理由だけで出られない選手の気持ちはどうですか？力

がないのに３年生という理由だけで試合に出て、その選手のミスで負けたらどうしますか。その選

手の気持ちはどうですか？ 

 良く考えて下さい。チームスポーツをやる限り必ずレギュラーと控えは存在します。みんなでお

手てつないで仲良く頑張ろうなどというチームは勝負の世界に入ってくるべきではないと思いま

す。ポジションは奪うものです。これが段原クラブの考え方です。納得出来なければ他のチームで

やれば良いと思います。 

私が目指している良いチームにはほど遠くなっています。残念です。 

 

 

第４９話/2013.05.20 

 

 段原クラブ非常事態宣言です。 

 今年新入部員が１１名だった時、少し不安に思っていました。冬を越して春になり、練習試合が

始まり公式戦へと移ってきました。例年より練習量は多いのに結果につながらない。 

 今まで以上にやっているのになぜ？いろいろな原因をずっと考えていました。私の中で結論がや

っと出ました。バッテリーの力不足です。やっぱり野球は投手力そして捕手力。過去の段原クラブ

のどの年より、投手はコントロールがありません。そして捕手も投手に対して愛情、気づかい、相

手打者の観察力、記憶力、リーダーシップそしてスローイング全て足りません。 



 結局野球はバッテリーの力がチーム力なのです。どんなに守備練習してもヒットは捕れないので

す。四死球は防げません。先に点を取られるので打者は常にプレッシャーがかかっています。それ

も１イニングに２点以上取られるので１点づつでは足りません。今年の投手は、まずストライクゾ

ーンに投げる事で精一杯、意識してボールを投げる余裕はありません。ファールを打たせてカウン

トをとる事も出来ません。追い込んでボール球を特に変化球を低く投げられません。ピンチの場面

でボールから入る気持ちの余裕がありません。投手はコントロールと精神力！！つくづく痛感して

います。今までの練習がバッテリーに甘かったと反省です。今までは選手に任せてきた事もこれか

らはベンチから指示しなければいけないと思います。私の持論に反しますが、今のままでは、他の

選手に迷惑がかかるので、配球も任すわけにはいきません。本当に残念ですが、同じ失敗を繰り返

すバッテリーでは仕方ありません。守備位置もベンチからいちいち指示が必要です。 

 野球というスポーツは打つだけではありません。ヒットを打つしか興味の無い選手の集団では、

チームが勝つ事はありません。守備、走塁、戦略、状況判断、配球、守備位置の変更、野球で勝つ

ためにしなければいけない沢山の事を考えられる選手になって欲しいと思います。 

 それが野球です。そして段原クラブの先輩達がずっとやってきた事です。 

 

 

第４８話/2013.05.13 

  

 １２日(日)福山の鞆の浦でプロ野球ＯＢクラブによる全国こどもの日野球教室がありました。 

３５０人程の小学生を相手に約 4 時間とても疲れました。段原クラブの１年生１０人も特別に参

加させていただきました。プロ野球のＯＢの方々から指導していただき何かひとつでも、プラスに

なってくれれば良いと思います。同じ事を言われてもいつもと違う人から言われると新鮮で頭に入

りやすいので意味があったと思います。毎回小学生を見て思う事ですが、はっきり言って何も教え

てもらっていません。キャッチャーは正しいキャッチボールが出来ない、当然セカンドベースに良

いボールが投げられる訳がない、ワンバンドは全く止められない。これは止める練習すらしていな

いと思われる。サインの出し方も、もちろん構えも出来ないのでピッチャーのボールは構えた所に

は来ない。 

 野球の形が出来ていないと思います。正しいキャッチボールを指導しないとケガをします。守備

位置がないので上にいってレギュラーになれません。 

 捕る事より、打つ事より１番大事な事は投げる事、大切なのはフォームです。正しい投げ方をす

れば正しいボールが行きます。フォーム、形が大事です。捕る事、打つ事は形も大事ですがそれだ

けでは結果は出ません。タイミング、捕る位置、打つ位置が大事になってきます。フォームが悪く

てもタイミングがあえば打ったり捕られたりします。投げる事は間違ったフォームでは正しいボー

ルは投げられません。 

 小学生の皆さん、正しいスローイング、自分を守るために１日も早く身に付けましょう。正しい

投げ方を身に付ける練習方法がわかっている指導者に出会える事を祈ります。 

 バッティングはいつものようにゴロを打てと指導されているかわいそうな子供達ばかりでした。

強く下半身を使ってバットを振り遠くへ飛ばす、子供達の可能性を消さない指導、勝つためのテク

ニックはプロ野球選手になってから覚えればいいのです。 

 強く速く基本の力を付けましょう。 

 

 



第４７話/2013.05.07 

 

 ３年続いていた県大会出場がなくなりました。 

 １－２での負け点数を見ると惜敗のように思いますが内容は完敗です。今年に入りバッティング

練習ばかりに時間を使い、今までのどのﾁｰﾑより数多くバットを振ってきました。そして練習では

すばらしい打球を打てる力をつけました。しかし試合では出す事が出来ませんでした。今年に入り

ずっと同じ失敗の繰返しです。２日間、私は原因を考えました。結局は判りません。他チームの試

合を２試合見ました。１０－９と４－２、負けたチームも中心バッターは打っていました。そして

後半反撃し意地を見せていました。段原クラブでは６，７回ランナーを出すことも出来ず、まして

７回は３、４、５番打者があっという間にあっさり打ち取られてゲームセット。私の思っていた中

心選手は中心選手ではありませんでした。指導者として正しく選手の力を判断出来ていませんでし

た。完全に監督に力不足です。練習でのパフォーマンスにだまされ本当の技術、精神力を見ること

が出来ず間違った背番号、ポジション、打順、選手起用になっていたのだと思います。 

 もう一度、原点に戻ってチーム内の競争の中で試合で力を出す事の出来る選手は誰なのか、本当

にチームのためにプレー出来る選手は誰なのか、しっかり見きわめられるように私自身が努力する

必要があります。対戦相手が決まってから２週間、左投手対策の為にたくさん投げてくれた東、橋

本に感謝します。結果が出せず申し訳ありませんでした。そしてありがとうございました。 

 たくさんのＯＢ関係者の方々にも応援頂きました。ありがとうございました。同じ失敗を繰返さ

ないために指導者としてしっかり反省し、練習方法、選手起用を工夫し勉強しなおしたいと思って

います。 

 本当に申し訳ありませんでした。 

 

 

第４６話/2013.05.01 

 

先日ある中学校の野球部の選手がフルスイング塾に体験にやってきました。 

 段原クラブのどの選手より良い体格をしていますが、まったく打てません。話を聞いてみると野

球部では全て反対方向(右打者はライト、左打者はレフト)に打たなければならず、それだけでなく

フライはヒットでもダメなのだそうである。意味がわからない。わざとアウトになる練習をしてい

るという事である。右打者の右打ちプロ野球選手でもとても難しい技術です。井端、内川、宮本一

流選手の技術です。それを中学生に要求するとは、ましてゴロ、点が入るわけがありません。 

 指導者の皆さん、いいかげんゴロを打つ指導は止めませんか？なぜヒットを打つ練習、少しでも

遠くに飛ばすための練習をしないのですか？相手がミスをして点が入ったり、勝ったりして楽しい

ですか？選手のためになるのですか？外野に打球を飛ばせない選手に次のステージがあります

か？なぜ選手の可能性を伸ばそうとしないのですか？バントやエンドランも同じです。サインを出

した瞬間、その選手はホームランを打つ可能性を奪われます。確かに試合の後半、点差がなければ

アリだとは思います。相手がミスしなければ勝てない野球では、選手に力は付きません。 

 まず個人の能力を伸ばしてあげるべきです。試合に勝つためのテクニックよりシンプルな力、速

いボールを投げる、強く速くバットを振る、これがその先の野球人生では生きてきます。 

 正しい基本と強い力と速いスピード、これを子供達に伝えるべきです。レギュラーだろうと控え

の選手だろうと同じです。みんなに可能性があります。 

 選手全員責任を持って同じように時間をかけて指導するべきです。出来なければ指導をやめるべ



きだと思います。勝てた方が指導者の鼻は高くなります。気持ち良いのはわかります。でも、もっ

ともっと選手達にとって必要な事があります。 

指導者の皆さん、まず選手達のために考えましょう。 

 

 

第４５話/2013.04.22 

 

 タバコを止めて体重が増えてきました。 

 先週の合宿では１日グランドに立っているだけで下半身が疲れてしまいました。体重を落としグ

ランドでもっと動けるようにするため自転車を注文しました。午前中の仕事の行き帰り２０ｋｍ程

度自転車で走ってみようと思っています。ユニフォーム姿のカッコ悪い監督では、チームも強そう

に見えません。目標１０ｋｇ減です。 

 段原クラブのＴシャツが出来ました。その年の選手達に意識してほしい事を背中にプリントして

います。今年は『チーム一丸、俺達はできる』です。今年のチームは練習をよくします。選手達は

良い子達です。新チームになり半年、確実に力をつけています。課題はその実力を試合で出す事が

出来るかという事です。自分達の練習と力を信じて思い切ってプレーして欲しいと思い、この言葉

にしました。 

 他のチームとはちがい保護者のＴシャツは自由に色が選べます。私はみんなが同じというのが嫌

いです。野球というスポーツも各自の個性が集まり強くなると思っていますし、チーム内の選手同

士がライバル心をむき出しにして競争し、個々の力を伸ばし、それが試合でひとつになり相手チー

ムと戦う、そんなチームが良いチームだと思っています。 

 子供達のＴシャツは紺色で揃えています。理由は、半袖のアンダーシャツの代わりになるからで

す。保護者の負担を少しでも減らせればと思っています。 

 それぞれまったく違う個性が一丸となりひとつの目標に向かって進んでいけたら良い思い出が

出来ると今年は期待しています。 

 

 

第４４話/2013.04.15 

 

 １３日（土）１４日（日）２日間、昨年の１１月に引き続き生名島で合宿をしました。 

 晴天に恵まれて予定通りの練習が出来とても満足しています。いつものようにほとんどバッティ

ングに時間を使いました。１１月の合宿の時にはとてもグランドが広く感じたバッティングでした

が、今回は全員の飛距離が出るようになり広く感じませんでした。半年間、バットを強く振る事を

ずっとやってきた練習が打球の強さに少しずつ出てきたように思いました。これが試合に出てくれ

れば良いのですが期待しています。 

２日目の午後は紅白戦をして合宿を締めくくったのですが、控えの選手がバッティングで何人も

結果を出してくれました。レギュラーがのんびり出来ない状況になってきました。チーム内の競争

が個人のレベルアップの為に一番必要です。とても良いチーム環境になってきました。ポジション

は与えられるものではなく奪い掴むものです。段原クラブは全員同じ量の練習をし全員にチャンス

を与えます。ぜひ掴んで下さい。 

 ２日間の合宿で準備、バッティング練習の球拾い、グランド整備、片付け、夜食など保護者の方々

にはお手伝いいただきありがとうございました。特にお父さん達は体中が筋肉痛になっている事と



思います。選手達も手伝う事が出来なかった保護者の方々も感謝の心を表してほしいと思います。

選手と指導者だけでは出来ない良い練習が出来ました。 

 本当にありがとうございました。 

 

 

第４３話/2013.04.08 

  

４月になりました。新入部員の体験も落ち着き今年は１１名の子供達を迎えることになりました。

人数が少ない方がしっかり練習出来るし、試合に出るチャンスがたくさんあるので、選手にとって

好ましい事だと思います。 

 今年もたくさん体験に来て頂きました。入部してくれた選手は１１名、段原クラブを選んでくれ

た事に責任を持ち全ての技術を３年間で伝えます。野球の難しさ、奥深さ、そして楽しさ必ず野球

大好きになります。縁がなく他のチームで野球をする事になった子供達も是非、３年後野球大好き

少年になり高校でも野球を続けていく事を望みます。 

 段原クラブの１１人は絶対に君達には負けませんよ。なぜかと言うと段原クラブで野球をするか

らです。たぶん他チームの１年生と試合をしたら今はどこにも勝てないと思います。これは毎年の

事です。しかし、２年間でどこのチームと試合をしてもや勝負出るチーム・選手になります。今年

の１年生もそうなります。ただ、彼らが今までの段原クラブの選手のように努力することが絶対条

件です。新１年生のみんな、せっかくの出会いです。大事にしましょう。私達スタッフ・チームは

君達のために全力を尽くします。卒業まで信じて努力し続けて下さい。 

 そして長く野球を続けていく選手になって下さい。全国大会も甲子園もどうでもいいです。目指

すはプロ野球選手、夢は大きく段原クラブは大きな夢を持った子供達が全力で楽しく野球をするチ

ームです。 

 

 

第４２話/2013.04.01 

  

 中学生が野球をする事が出来る場所は学校の野球部、硬式及び軟式のクラブチームと３つありま

す。段原クラブは軟式のクラブチームです。財団法人軟式野球連盟に加盟しています。いくつかの

中学校の子供達が集まっているので学校行事と試合、練習が重なる事があります。どちらに出るか

は各家庭に任せています。部員数には余裕があるとので休む選手がいても試合に参加出来ないとい

う事はありません。私はその時にグランドに出て来た選手で全力を尽くせば良いと思っています。

しかしながら過去に試合の当日、学校行事を理由に休んだ選手はいません。当然だと思います。 

 なぜなら、学校は休んでも誰にも迷惑を掛けません。本人だけの問題です。試合を休めばチーム、

チームメイト、チーム関係者たくさんの人に迷惑を掛けます。 

 野球はチームスポーツです。野球をさせている保護者もチームの中で人として成長していく事を

望んでいるはずです。個人の都合よりチームを優先させるべきです。なのになぜ、他のチームでは

学校行事を優先させる家庭があるのでしょう。最初に書いたように、学校に野球部があります。な

ぜ、クラブチームを選んだのでしょう。どちらにもメリットとデメリットがあります。良い所だけ

を利用するのはチームやチームメイトに失礼です。 

 チームは選手はもちろん指導者、保護者が思いをひとつにして同じ方向に向かって行かなければ

良くなりません。まして勝つ事は出来ないと思っています。新２、３年生は良い方向に向かってい



きつつあります。新 1 年生の選手、保護者の皆さんも段原クラブの考え方を理解してもらって、高

い目標に向かって努力しつづけて下さい。自分の意思で段原クラブを選んだのですから、そしてせ

っかく良い選択をしたのですから。最後までひとりも欠ける事なく、良い選手、良いチームになる

事を楽しみにしています。 

 それにしても中学校もチームやチームメイトのために学校行事を休むのですから、心よく頑張っ

て来いと言って欲しいです。教育ってそういう事だと思います。 

 

 

第４１話/2013.03.25 

  

 ２４日（日）から試合が始まり、いよいよシーズンイン 

 昨秋から取り組んできたバットを強く振る、これは中心の２人を除いて出来た。特に１年生の３

人は気持ちでも負ける事なく力を出していたと思う。何度も言っているが野球はメンタルスポーツ

です。いくら練習が出来ていても、その力を試合で出すためには頭と心が必要です。 

 段原クラブで中心を打つという事は、力があるという事です。その力を私が認めているという事

です。もったいない、本当にもったいないと思います。 

 試合になれば自信とプライド、そして頭の準備です。打席に入れば「いつでもおいで」です。チ

ャンスは相手のピンチこんな楽な事はありません。 

 自信がなければ、倒れるまで練習するしかありません。そしてプライドがなければ段原クラブの

ユニフォームを脱ぐ事です。力があるから重要なポジションを任せています。もっともっと苦しん

で、大きくなって欲しいと思っています。 

 １年生の成長は早いですよ！負けるな２年生（新３年生） 

 

 

第４０話/2013.03.18 

  

プロ野球はオープン戦とＷＢＣも終わり、公式戦まであと少しです。段原クラブも練習試合は１

７日(日)で終わり、理事長杯、リーグ戦、全軟予選と本番が始まります。 

毎年５月までに試合が出来るようにしたいと思い練習や練習試合で選手を試したり厳しくした

り、誉めたり、怒ったり、色々な場面を経験させて、技術的にも精神的にも強くしていきます。 

昨年秋から見ると１，２年生全員、力をつけてきました。練習ではスピード、パワー、テクニッ

クどれをとっても充分勝負出来ないレベルに来ていると思います。１年生は試合でも持っている力

をある程度出す事が出来る子供達なりました。残念なのは２年生です。前にも書きましたが、せっ

かく練習で身に付けた技術を試合で出せません。 

私がベンチにいると本当にダメです。弱い・・・・。理由は色々あると思います。先日ベンチ入

り２０名を子供達に一人一人書いてもらいました。1 年生は学年関係なく実力を見て書いてきまし

た。２年生は一桁のレギュラー番号ほとんど 2 年生を書いていました。こういう所です。甘い考え

方、私は常々「１～９番は学年関係なく力のある者が付ける」と子供達に言っています。ポジショ

ンは競争に勝ってつかむものです。 

 ２年生は１２名、１年生は１８名最初から競争という意識に差があるように思います。３年生

になれば背番号をもらえる、試合に出られる、そんな保障はどこにもありません。チーム内の競争

に勝った者だけが相手チームと戦う資格を得るのです。仲良しお坊ちゃんチームでは戦えません。 



 段原クラブのユニフォームを着てベンチに入り、試合に出るからには責任とプライドを背負っ

て下さい。特に一桁の番号を付ける選手はより重くなります。覚悟がなければ付けない事です。私

も責任とプライドを持って３０番を付けています。 

力は付いています。負ける気はありません。 

後はあなた達の心ひとつです。 

 

 

第３９話/2013.03.11 

 

 昨日、３年生の卒業試合とお別れ会がありました。 

 高校入試も終わり久しぶりに野球の試合を楽しめたと思います。段原クラブで指導している内容

は、高校野球でなにひとつ困る事はないので自信を持って堂々と進んでほしいと思います。 

 今の気持ちを大切に！！いい顔してました。 

 今野球はＷＢＣです。超一流の選手達がなかなか力を発揮出来ず苦しんでいました。特に今回は

２回連続優勝しているし、メジャーリーガーが出ない為より大きなプレッシャーを感じているはず

です。そして野球の恐ろしさ、トーナメントの一発勝負では、力のあるチームが必ず勝つとは限ら

ないところです。投手の出来で勝敗は変わります。台湾に苦しみながら勝った事により、やっと自

分達の力を出せるようになりました。私がいつも子供達に言っている「野球はメンタルスポーツ(頭

でやる)である」まさにその通りになりました。プレッシャーに勝つ、そして自分の持っている技

術を試合で１００％出す、そのためには何が必要なのか、私が今ずっと考えている事です。苦しい

練習だったり、試合に勝つ事だったり、１本のヒットだったり自信を持てるきっかけは選手それぞ

れと思います。前にも書きましたが、今年のチームはよく練習します。そして確実に力をつけてい

ます。でもそれが試合に中々出ません。よくよく考えたところ、プレッシャーの最大の原因は私で

はないか、私がベンチにいる事が選手のプレッシャーになっているのでは、打たなければ代えられ

る、ミスをしたら怒られる、今年の選手はおとなしい良い子達、私が同じ空間にいなければ力を出

せるのではないか、今そのように考えている。 

チームのために、選手のために私に出来る事「押してもだめなら引いてみな」結果が出なければ

何か変えなければいけない、私がいつも選手に言っている事です。 

自分自身も変えてみようと思っている。 

 

 

第３８話/2013.03.04 

 

 ３月２日（土）、３日（日）山口ミラクルズクラブの大会に行きました。 

 廿日市シニアクラブの大会とも重なっていたので３日（日）はＡチームに選ばれなかった１年生

１３名で参加しました。試合になるのか心配していましたが、全員が集中し２試合勝ちました。私

は勝つ事にこだわった試合をあまりしませんが、この日は全員にチームが勝つためにプレーをする

ように指示をしました。１年生だから負けても当たり前だとか、勝てなくてもしょうがないとか、

やる前からあきらめたような野球ではなく、がむしゃらに食らいつく野球を求めました。そして選

手達は集中し力を出しました。全員を誉めてあげたいと思います。 

 １試合目に対戦した地元の中学校の野球部との試合の後、多分その学校の関係者と思われるお年

寄りが、段原クラブの保護者に対して私の指導、言動が間違いであり、教育委員会へ連絡した方が



良いような指摘があったらしいです。 

 その点について私の考えを書きます。先に書いたように、この日の試合の目的は力不足の１年生

が気持ちを一つにして勝つために全員が全力で取り組む事でした。私が試合中に厳しく指導して選

手は、自分のヒットが欲しいためだけにプレーをしました。当然それが間違っている事を話し交代

さえました。言葉も厳しくしました。なぜなのか、まず野球がチームスポーツだという事を伝える

必要があります。次に選手の保護者もいたので状況がわかってもらえます。そして選手達は野球が

上達したいから段原クラブに入部しました。 

 私は監督として正しい野球の技術と考え方を伝える責任があります。その為に必要な事であり、

当然の事です。そして厳しく指導した選手は次にすぐチャンスを与えます。２試合目は先発メンバ

ーとして使いました。これが私の指導の考え方です。 

 前にも書いたことがありますが、技術のミスは構いません。選手達は未熟なのですから。しかし

考え方は間違ってはいけません。意識すれば出来る事をしない。逆に言わせてもらえれば、教育委

員会は問題にしなければいけないのは、毎日、無料で使えるグランドがあり、人数もしっかりして

いて野球部という看板を揚げているのに野球の技術も正しい理論も指導しない指導出来ない先生、

指導者として勉強もしない先生、仕事ですよ！そして１年生だけのチームに負けてします事だと思

います。中学校のクラブ活動がしっかりしていればクラブチームは無くていいのです。 

 私達は野球の指導は仕事ではありません。しかし責任を持って心を込めて生活の全てをかけてや

っています。子供達を上達させられないチームは無いほうが選手のためです。私のやり方が正しい

かどうかわかりません。毎日悩みが尽きません。選手達に厳する以上の努力と勉強を私はしている

つもりです。 

 意見があればいつでも直接どうぞ、しかしまず、人の事より自分の足元をしっかりした方が良い

と思います 

 

 

第３７話/2013.02.27 

  

疲れました。日曜日は東広島市に 1 日いました。 

 気温が低く、試合内容も寒くて身も心も凍りました。寒さとまだ 2 月という事で、沢山のミスが

出るのは当たり前です。特に投手のコントロール、守備の送球手が温まらないので難しいと思いま

す。ただ、頭の準備をすれば防げる可能性があります。ポケットにカイロを入れるとか、内野の守

備位置を少し前にするとか、中継の位置を近づくとか、攻撃中にも体を動かすなど色々な方法があ

ります。試合中、そのような工夫が見えません。バッティングでも体が冷えていればバットをいつ

もより短く持ちよりコンパクトなスイングで低い打球を打つ事を意識するなどやれる事がありま

す。 

段原クラブの目指している操り人形ではなく自分達で考えてする野球とは、グランド状態、風向

き、太陽の位置、気温など試合に入る前の準備も含まれています。監督コーチからいちいち注意さ

れなくても各自が考えて動き出せるチーム、声掛け合えるチーム、頭の中のレベルが高いチーム、

そして選手になりどんな指導者に出会っても自分の頭で考えて練習し成長していけるようになっ

て欲しいと思っています。私が選手達に常に言っている結果を出すという事は、そこにたどり着く

までにどんな事を考え、どんな工夫をし、どれだけ努力をしてきましたか？結局それまでの過程が

どれだけ見えているかと言う事です。 

 確実に１歩ずつ力をつけてきている選手がいます。1 年前より半年前より１ヶ月前より１週間前



より昨日より今日は変わろうとしたか、そして変わる事が出来たか、その為に何を考えて、何をし

てきたのか、私はそれを見ています。それが結果を出して見せてみろと言う事です。脳が動かなけ

れば体は動かないのです。考えて分からなければ指導者に聞けば良いのです。 

 子供達だけに苦労させる訳にはいきません。私も何かしようと考えました。明日から禁煙に挑戦

しようと思います。タバコに手を出したら注意して下さい。 

しかし私は自信がありません・・・・。自分には甘いので。早く暖かくなって欲しいです。 

 

 

第３６話/2013.02.18 

  

昨年のシーズン終了から今年の冬の間とにかくバットを振ってきました。 

 練習は打つ事しかやっていないという感じです。選手達の打球の速さ・強さは明らかに昨年の秋

に比べて変わりました。フリーバッティングでも１ヶ所打撃でも、今までの３年生の打球と比べて

全体的には今年の方が力強さを感じます。しかし、先週、今週の日曜日に対外試合をしましたが２

年生はまったく（特に中心として考えている選手が）結果が出ません。 

 対戦相手の投手が良くて打てないのではなく、打ち損じた打球ばかりです。確実に練習によって

力はついています。しかし試合では出せない。能力の高い選手ほど出せない。 

 原因はどこにあるのか？今までの指導経験の中で練習と試合でここまで別人のようになる選手

が多い年は初めてで困惑しています。１年生はだいたい持っている力が出ています。試合後、力を

持っているのにまったく出せていない選手数人に自分達がとても恵まれている事、それに甘えてい

る事、君達のプレーでは人に心を動かせない事、身体能力に恵まれていない選手が本当に頑張って

いる事など保護者にも聞いて欲しいと思いとても厳しい話をしました。 

 私は彼らに長く野球人生を送ってもらいたいと思います。その為には今がとても大事な時なので

す。彼らは高校野球はもちろんその先のステージでも勝負出来る素材だと思っています。 

 私も身体能力には恵まれていました。しかし自分に対する甘さで中途半端な選手で終わりました。

せっかくの環境、出会いを大切にして欲しいのです。「出来るのに！！」君達は自分の思っている

以上に力がついています。段原クラブの選手なのです。責任とプライトを強く持って胸を張って

堂々とプレーして欲しいです。そんな思いが爆発して厳しい言葉になりました。 

 今日、月曜日冷静になってみると試合で結果が出ない責任を全部選手にぶつけた事を恥ずかしく

思いました。指導者としての責任の方がはるかに大きいはずなのに、試合に力が出せないのは色々

な理由があると思います。１人１人ちがうのかもしれません。 

 私も謙虚に反省し、選手達と共に泥にまみれて本物の力を身に付けたいと思います。そして選手

達を信じていきたいと思います。 

 

 

第３５話/2013.02.13 

 

 クラブチームの運営は、選手達の会費とスタッフ及び保護者の労力によって成り立っています。

当然お金は必要です。しかしそれだけでは出来ない事があります。 

 荷物車の運転、練習中のネット・テントの設営、修理、審判、子供達の応援などたくさんの協力

が必要です。段原クラブでは、保護者の当番がありません。出られる人！もっと言えば協力したい

人にやってもらっています。当番を作る事により、無理をしたり、手伝えないために選手が入部出



来なかったりそういう事が無いようにしたいのでそうしています。 

 土・日・祝日、仕事の方もいるでしょう。弟、妹がいて中々出られない方もいるでしょう。自分

の休み、趣味が大事な方もいるでしょう。我が子の野球に関心のない方もいるでしょう。それは人

それぞれなのでかまいません。しかし、貴方の子供を誰が面倒を見ています？練習の時も試合の時

も誰か他人が必ず世話をしています。何が言いたいかというと、チームにそして保護者に感謝の気

持ちがありますか？あれば「中々お手伝い出来なくてすみません。いつもお世話になりありがとう

ございます」の一言が自然に出ます。毎回、休みのたびにチームのために働いてくれている保護者

に言いましょうよ。前夜飲み過ぎていても朝から頑張っている人がたくさんいます。 

 私は心から感謝しています。子供達とスタッフと保護者がひとつになって成長し戦うのです。極

端な事を言います。チームはお金と労力がいります。労力が出せなければ金を出せ、でなければ気

持ちぐらい表せという事です。もう一度言います。貴方の子供を他人の誰かが無償で面倒を見てい

ます。気になりませんか？感謝の言葉、当然いりますよ。 

 子供達は本当に良く頑張っています。今年も来年も必ず良いチームになります。その練習を見て

応援してあげて下さい。試合なんてどうでもいいです。子供達の成長、苦しみ、頑張り、色々な所

が見られるのは練習です。くどいようですが、グランドに出て来いと言っているのではありません。 

 一言あれば済む事だという事です。心の問題です。 

 

 

第３４話/2013.02.04 

 

 今の時期、小学校 6 年生が体験にやって来る。 

 毎年のことですが、私にはこの体験が良くわからない。前にも書いたがチームの何がわかるのだ

ろ？私達が中学生の頃にはクラブチームなどはなく、住んでいる中学校の野球部に入部するしかあ

りませんでした。そこが良いか悪いか、熱心な先生なのか、野球の指導が出来るのかなんて事は何

もわからず、疑問を持つ事も不安を感じる事もなく、ただ大好きな野球が出来るだけで大喜びで中

学に進学し入部しました。3 年間テレビで見るプロ野球選手と先輩を手本にして自分で考えて練習

したものです。極端にいえばどのチームに入ろうと誰が指導しようと本気な選手は上手くなります。

そうでない選手はどんな環境でも上達しません。まぁそうは言っても少しでも良いチーム、良い指

導者、良い環境で野球をしたい、やらせたい気持ちはわかります。でも入ってみなければ本当の所

はわかりません。指導者と選手の出会いは運です。どんなチームもどんな指導者も全ての選手に合

う訳ではありません。結局本人次第なのです。 

 段原クラブはとても良いチームです。最も良い所は指導者の心です。私は全ての指導者の心を信

頼しています。優しすぎるために勝負弱い所があるかもしれません。私はそれで良いと思っていま

す。たくさんの子供達が体験に来てくれるのはとてもありがたい事です。これからも興味がある選

手は何度でも参加して下さい。 

 しかし前にも書きましたが、入部するかしないかわからない選手より今いる選手が私は大事です。

参加する限りは真剣にお願いします。 

 それから、その後の連絡を必ずするのが常識だと思います。入部しなくてもかまいません。他の

チームに入部するのもかまいません。入部する時にはもちろん連絡しますが、入部しない場合体験

に来たまま何の連絡もない選手が毎年います。わざわざ今いる選手の練習時間をさいて練習をさせ

てあげたわけです。体験に来て頂いた訳ではありません。まして、小学校のチームでは教えてもら

った事もないような技術、考え方を指導してもらえます。保護者の常識を疑います。今年もいます。



まぁそんな事も出来ない保護者・選手には入部してもらいたくないですが、小学校のチームで何を

してきたのかと情けない気持ちになります。Ｕ東小学校のチームあなた達の事ですよ。毎年です。

強くも上手くもなる訳ありません。 

 保護者の姿勢、考え方、思いが子供のプレーに出ます。野球が何より一番で、段原クラブを信頼

してくれる選手・保護者が入部してくる事を楽しみにしています。段原クラブが良いチームなのは

歴史と卒団生が証明しています。 

私はチームに自信を持っています。 

 

 

第３３話/2013.01.28 

 

 体罰がどんどん出てきました。 

 高校のクラブ活動の指導者でどきどきしている方は沢山いるのではないでしょうか？ 

 今回の問題が大きくなり、私は色々な本を読んでみた。メンタルとは試合で持っている技術を発

揮するためにそして練習の中でその技術を身に付けるために必要な物です。 

 私の年代はスポーツの練習は怒られるのが当たり前、親にも当然で誉められた記憶がありません。

本を読むと全ての本が誉める事の重要性と怒る事のデメリットが書かれています。その考え方でや

っていたら私はもっともっと上手くなれたのでしょうか？ 

 毎日、練習を嫌々やっていれば上達はしません。それはよくわかります。明確な目標(短期・長

期)をたて、計画性のあるトレーニング、そのトレーニングの意味、必要性も選手がしっかり理解

してやる。やみくもに押しつけられた練習より上達していくのは当たり前です。 

 体罰が悪いのは当然です。自分の経験からも良くわかります。本を読んでいると全ての選手が向

上心を持って心を込めて練習を取り組んでくれている事が前提で書いてあります。 

 しかしやる気もなく他の選手の練習を妨げるような選手に対して指導者はどう対応していくの

か、きれい事、机の上の考え方だけで出来ない事も沢山あります。指導者としては大きな課題だと

思います。 

 おかげで今の段原クラブの 1、2 年生は、本当に心を込めて練習をしてくれています。私は今、

とても期待でもって楽しみにしています。 

 何が本当に正しいのか、技術もメンタルも時代と共に変化・進化しています。 

 高校野球の指導者の皆さんも、もちろん私も時代遅れの指導者にならないように日々、子供達よ

り以上の努力、勉強が必要です。 

 

 

第３２話/2013.01.17 

 

 体罰が問題になっています。 

 私達は人間を相手に指導をしています。当然言葉を話す事が出来て聞くことが出来ます。書いた

文字を読むことが出来ます。私は常に人間なのだから、言葉・文字で伝わるはずだと子供達に何度

も何度も言い続けています。 

 それにもかかわらず、チームの決まり事、意識すればだれでも出来る事をやろうとしない選手が

います。気の抜けたプレーでチームに迷惑をかける選手がいます。たった一人の選手のせいでその

他全員の選手が集中し、懸命に努力してきたものを台無しにしてしまいます。やろうとして出来な



いのではなく、やろうとしない選手がいます。 

 最初に書いたように何度も何度も言葉で説明してもです。その場合、私は今まで 1 年間に 2，3

度体罰をしました。平手で頬を叩きました。お尻を蹴った事もあります。良い事だと思ったことは

一度もありません。その夜は中々眠れません。しかし私にはそういう選手が許せません。 

 段原クラブは本当にみんな良い子供達でまじめに練習をします。その子たちの足を引っ張られる

のが我慢出来ないのです。野球というスポーツは一人勝つ事は出来ませんが、一人で負けることが

出来ます。たった一人の心無いプレーで頑張ってきた子供達が嫌な思いをしなければいけません。

それを防ぐために、当然何度も何度も人間の言葉で伝えようとします。それでも伝わらない時に手

を出しました。もう一度言います。やろうとして出来ない選手ではなく、あくまでも最初からやろ

うとしない場合です。 

 今回高校にクラブ活動で問題になっている体罰、あれは教育ではなく調教です。広島の高校野球

でも時々聞きます。人を何回も何回も叩く事が出来る人間は異常です。教育者以前に犯罪者です。

学校の敷地の外でやれば傷害で逮捕されます。 

 スポーツは修行ではありません。楽しくないと意味がないのです。もちろんルールはあります。

チームの中にもあります。精神論を語る指導者ほど叩いたり、負けたら走らせます。そんな事で野

球は上手くなりません。あくまで技術の勝負です。指導者は技術力を伸ばすのが仕事です。練習は

技術力の向上に努める場です。試合で出来ないのは指導者の力不足です。ですから選手達にペナル

ティーを与えるのは間違いです。 

 私は今度、体罰ではなく練習の場から排除し、チームと他の選手に迷惑がかからないようにしよ

うと思っています。私が望んでいるのはチーム全員で心を込めて楽しく野球し技術を向上させる事、

試合に勝てればなお良いと思います。せっかくの休日 1 日楽しくやりたいです。 

 高校野球の選手達、楽しくやろうよ、上手くなるよ。 

 

 

第３１話/2013.01.07 

 

 １月２日、段原クラブ恒例のＯＢ戦が行われました。 

 なんとＯＢ、現役、保護者、スタッフ総勢１９４名が参加しました。まず、準備から片付けまで

やっていただいた現役の選手、保護者の皆さんに心から感謝します。本当にありがとうございまし

た。年末に書いたように、高校、大学の選手達が少しでも本来の野球の楽しさを思い出すきっかけ

になってくれればいいと思います。 

 社会へ出て野球から離れた選手も、とても楽しそうにプレーしてくれていて見ていて心地良く私

も楽しめました。午前中、仕事を終えて駆けつけてくれた者や、東京など遠くから来てくれた者、

奥さんや子供連れの者、全員に心からお礼を言います。 

 本当に楽しい１日を君たちのおかげで過ごせました。ありがとうございました。来年もぜひ来て

プレ－して下さい。全員が楽しんでもらえるように試合方式なども考えていきます。良いアイデア

があれば知らせて下さい。現役の選手達も特に大学、社会人の選手達の力強さ、スピード、見習う

所がたくさんあったと思います。誰でも可能性を持っています。ＯＢも含めて全員で夢に向かって

努力していきたいと思っています。 

 今年の練習も始まりました。２年生の皆さん勝ちたければ、肉食動物に変わりなさい。１月２月

の２ヶ月、別人になって向かって来い。君達の野球人生の大きな１年になると思います。 

みんなで変わりましょう。 



 

 

第３０話/2012.12.26 

 

 少年野球もオフシーズンになり 6 年生が、そろそろ体験に来たり入部したりする季節となってき

ました。 

 段原クラブは体験会のようなものはしません。なぜかというと入部するかしないかわからない選

手のために現部員の練習時間をとられたくないことが一番の理由です。それからたくさんの人数で

やる体験練習では、本来の練習とちがい(入部してもらうためにいつも通りの練習はしないのでは

ないか？)意味がない。いつも通りの練習の中に入って(少ない人数で)はじめて体験練習といえる

と思う。そしてなにより多くの選手に入部して欲しいと思っていません。たくさん入部すれば、試

合に出られない選手が増えるだけである。練習の数も少なくなる、部費が増える以外にあまり良い

事はありません。 

 聞くところによると、良い選手がいると個人的に勧誘するチームもあるらしい、私には信じられ

ない、そんな事をしてなんの意味があるのだろう、勝ちたいから？ 

 指導者として声をかけた選手、そうでない選手、同じように対応出来るのだろうか。それでは高

校野球と同じである。小学生の時からスーパースターで結果を出して来た選手！私にはどうでもい

い事である。 

 段原クラブと私達の指導力を信じて、入部してくれればそれだけで充分です。野球の実力などど

うでもいいのです。それこそが指導者として力の見せどころです。 

 以上のような事で段原クラブは個人的に選手の勧誘などはしない。ぜひ１度練習の体験に来て下

さい。連絡をいただければいつでも結構です。 そして、心の底から野球大好きな少年、真面目に

一生懸命に練習する少年、まゆ毛を剃ったり、学校生活がいい加減だったりしない少年、私は、そ

んな子供達と一緒に野球がしたいと思っています。 

 ある高校の監督が真面目で勉強が出来る選手はここ一番の場面で力が出せないと言っていた事

がありますが、真面目でなにが悪い。私は指導者とはそういう選手の技術をしっかり伸ばして結果

を出させるのが仕事だと思っています。 

 いよいよ 1 月 2 日は恒例の OB 戦です。みんなの元気な姿を見るのが楽しみです。原点に戻って

高校生以上の現役の選手に野球本来の楽しさを思い出して欲しいと思います。 

 

 

第２９話/2012.12.17 

 

 毎週書いているが、新チームになって打てない試合が続いている。段原クラブは、バント、エン

ドラン、盗塁、スクイズなどサインがありません。 

 とにかく打つ、フルスイングをする。特にストレートには遅れない。強く速くスイング出来る選

手を育てる事を目的に練習、試合をしています。 

 今までその方針、考え方である程度結果を出して来ましたし、高校進学後の選手達も活躍してい

ます。 

 しかし今年の２年生は打てない。土曜日２年生も２年生も１試合づつ試合をした。私はベンチを

コーチに任せ、色々な角度から試合を見ました。 

 私が思った１番の問題は、ストライクゾーンが間違っている事、ボール球を振りすぎである。特



にインコースは来たボールは何でも振る当然ファールになる、そして追い込まれて又ボールを振っ

て凡打、三振する。私は考えました。「押してもダメなら引いてみろ」です。 

 強く振る、速く振る、ストレートに遅れない。これを子供達は右打者はレフト、左打者はライト

に引っ張ると理解しているのではないか、その為に体重はかかとにかかりステップ、体が早く開き、

インコースのボール球を打ちにいってしまう、外のボールを見逃す、こういう流れになっているよ

うに思う。 

 そこで、日曜日の練習から、力を抜いて、グリップ、ひじ、ひざ、体中の関節を柔らかく使って

打つという事をやってみました。少しいい加減に打つぐらいの気持ちで、いろいろなコース、高さ

にくるボールに対して柔軟に対応していく、バッティングを練習していこうと思います。 

 バッティングは、これが絶対正しいという打ち方は無いと思います。前中日監督の落合さん教え

ても中日は打てるようにならなかったのと同じで、全ての選手の感覚が違うので色々試して、その

中で選手達が自分で見つけてくれれば良いと思う。とにかく今は打てないのだから何かを変えなけ

ればいけない。柔らかく強く振れば、当然それが一番良いのですが。 

 指導者は諦める訳にはいきません。この冬は子供達ともがきます。いい春を迎えるために。 

 

 

第２８話/2012.12.10 

 

 土、日曜日、本当に寒かった。 

 グランド状態もあまり良くなかったが、みんなの協力で練習する事が出来ました。 

 新チームになって打てない試合が続き、いろいろな原因を考えさまざまな練習を試みてきました。

土曜日の練習で全員のスイングをじっくり見ました。 

 そしてハッキリした事がひとつ！！ 

 完全にスイングのスピード、力強さが不足しています。 

 今まで技術的な事、精神的な事いろいろと理由原因を探り練習をしてきましたが、一番の基本、

根本、バットを強く速く振る能力が足りないのです。何をやっても結果につながらないはずです。 

 この冬は体作りからです。たくさん食べて体重を増やしながら。しっかり練習してパワーアップ

とスピードアップを目指します。 

 食事も大事なトレーニングだと全員が自覚して体重 5Kg アップして欲しいと思います。(3 月ま

でに)  

 そして数多くバットを振る事も大事だが、1 回 1 回心を込めて全力で振る事を心がけ内容も濃く

する必要があります。1，2 年生の練習を見ているとがむしゃらさや、迫力は感じないが真面目に

一生懸命に取り組んでいます。 

 これがもう一つ心のランクを上げて後先を考えず、その時を全力でバカになって練習に向かって

来るようになれば、彼らは殻を破り良い選手、良いチームになっていけると思う。 

 これからの 3 ヵ月、選手達の野球人生のとても大事な 3 ヵ月です。自分に厳しく、春にはみんな

で心も体も大きく強くなりたいです。 

 

 

第２７話/2012.12.03 

 

 土、日曜日大会でした。 



 抽選に恵まれて４試合した。相変わらず打てなかったが、ベンチに入れた全員を試合に出す事が

出来全員自分の課題がわかったと思う。 

 ピッチャーはコントロールが必要だし、野手は守備、走塁、打撃全て力不足な事が身にしみたは

ずである。この冬は相当な練習をしなければ勝負出来るチームにはならないだろう。選手が本当に

勝ちたいのかは心の持ち方で練習が変わると思う。 

 私は３位決定戦に価値を感じないので全て控えの選手を使った。当然レギュラーがベンチにいる

事になる。試合中ベンチにいる選手が何をするのか、何を言うのかいつもずっと見ている。 

 土曜日に泣くまで怒られたキャプテンが、本当に心を込めてベンチの仕事をしていた。嬉しかっ

た。そして、他の選手の無さにがっかりした。 

 私はキャプテンの為に全力を尽くす。 

 寒い雨の中、やっと試合に出られたメンバーは力ないが心を込めて野球をしてくれた。それを見

て感じるもののないレギュラー達、勝てる訳がない。 

 試合に出る喜びを無くした者は上達しない、当たり前ではないのである。 

 心のある選手と心を込めた楽しい野球がしたい。私は日曜日、雨の中つくづく思った。３位決定

戦に出ていた選手達、そしてキャプテンに感謝！！ 

 

 

第２６話/2012.11.26 

 

 子供達の指導をするようになって２５年 最大の壁にぶつかっています。 

 今年の３年生は、それなりの取り組む姿勢の選手が多かったのでそれなりの成績であたり前でし

た。新チームになり１、２年生は、ほとんどの選手が真面目でよく練習しています。しかしそれが

試合に結果として出ません。 

 特にバッティングです。練習を見ているとまずまずバットを振れる選手がいますが、試合なると

別人のようなスイングをします。特に中心としてチームを引っ張ってくれると期待していた選手ほ

ど内容が良くありません。精神的な弱さと簡単に片付けていいものか？それとも技術的に未熟だか

らなのか？プレッシャーをかけているつもりもありません。練習の内容が間違っているのか？しか

しこれまでの選手は打っていました。色々試してみましたが変わりません。本当に困りました。 

 有難い事にシーズンオフになります。もう一度基本からやり直す時間があります。１２月、１月、

２月、３ヶ月間、もがくしかないと思います。 

 ひとつ気になる事は、２年生の自己評価で長所は優しい事だとほとんどの選手が言った事です。

ユニフォームを着てもおとなしくて優しい子は勝負に勝てません。グランドでは肉食動物の眼に変

わって欲しいと思います。 

 自チームの監督やコーチの顔色をうかがいながらではなく、相手チームと戦う選手、堂々と自信

満々な態度・表情で打席、マウンドに立つ選手と一緒に野球がしたいです。 

 いつも子供達に言っています。「試合に勝つ事はそれほど大事な事ではない。勝つ為に技術を向

上させるために努力する事、そしてそれを試合という発表の場で全てを出す事、それが大事な事で

ある」と段原クラブとはそういうチームです。だからサインはいらないのです。 

 選手のみんな段原クラブのプライド、自信、誇り、責任、体中にみなぎらせてギラギラした野球

をして下さい。 

 

 



第２５話/2012.11.19 

 

 今週はとても怒っています。 

 日曜日に大会があり開会式がマツダスタジアムでありました。しかし予定されていた試合はさせ

てもらえませんでした。 

 私は前々から使用する事は反対でした。なぜかというと、野球場なのにスパイクを履かせてもら

えない、靴で野球をさせられます。 

 意味がわかりません。ただただグランド整備をする人達がラクをしたいだけです。所有者は誰の

でしょうか？広島カープではありません。広島カープは管理を委託されているだけで市民の財産を

市民の好意で優先的に使わせてあげているだけです。 

 なにか勘違いしていませんか？ 

 本来なら子供達のために雨が上がればなんとか試合をさせてやろうと、精一杯グランド整備をす

るのが当たり前だと思います。 

 それがプロ野球の球団として、まして地方球団が地元に密着して、愛され応援されていくために

必要な事だと思います。野球をしている子供達のために、グランド整備などの仕事が出来ないなら

野球に関わらない方がいいと思います。 

 日曜日は他にも沢山のグランドを使用しましたが、全て朝早くから保護者、選手がグランド整備

をして、とても良いグランド状態で試合が出来ました。 

 なぜ一流のマツダスタジアムだけが出来ないのですか？底辺の少年野球があり、頂点のプロ野球

があります。もし広島カープそして選手がグランドをアマチュアに使う事を嫌がっているとしたら、

これからも優勝する事はないと思います。 

 

 甲子園はシーズン中に高校生に何週間も使わせますが、阪神タイガースはそして選手は何も文句

は言いませんよ。今の姿勢のままなら私はマツダスタジアムで高校野球も少年野球もやるべきでは

ないと思います。 

 球団の皆さん、ラクをしないで仕事しましょう。市民の球団でしょ。マツダスタジアムは市民の

財産です。そして少年達は国の財産、プロ野球の財産です。 

 私は怒っています。 

 話は変わりますが、年賀状の協力ありがとうございました。個人のノルマを達成しました。皆さ

んのお陰です。感謝します。しかし班のノルマがまだまだあります。これからも受け付けています。 

 

 

第２４話/2012.11.14 

  

 段原クラブ初の合宿を１１日（土）、１２日（日）２日間行った。 

 目的はバッティング、とにかく数多く打つ事。 

 日曜日の午前中は雨のため室内でバトミントンの羽根とプラスチックのボールを打つ事になっ

たが、土曜日は約８時間、日曜日は３時間グランドでバッティング練習が出来ました。 

 とにかく練習するための環境が素晴らしく、久しぶりにプロ野球のキャンプ並みの内容でとても

満足しています。子供達も最後まで集中していて、お金と時間と保護者の協力を使った甲斐のあっ

た合宿でした。 

 １日目はスピードや力強さを感じなかったスイング、打球が、２日目の午後の練習では明らかに



打球にスピードと強さが出来てきました。つくづくバッティングは本気で数多く打つと力がつくも

のだと思いました。 

 普段の練習では、なかなかそれだけの数を打つことは難しいのですが、今回の合宿のように集中

してバットを振ると確実に上達していきます。 

 毎回、同じグランドで同じメンバーで同じ練習だと新鮮な気持ちを持てず、つい気を抜いてしま

う事があると思います。 

 指導者としては、練習内容を工夫して子供達が常にワクワクして練習出来るようにする必要を感

じました。初めての事で保護者の方々には金銭的な負担と労力の協力をして頂きました。ありがと

うございました。 

合宿に来て練習を見て頂いた方にはわかって頂けたかと思います。確実に子供達にとって有意義な

２日間でした。私としては春にも合宿をやりたいと思っています。又、負担をかけるとは思います

が、協力お願いします。 

 しかし、本日私の体はボロボロ、クタクタです。久しぶりに心地良い疲れです。本当に良い練習

が出来ました。施設の皆さんにもお世話になりました。 

 心から感謝します。ありがとうございました。 

 年賀状の協力ありがとうございました。しかしノルマ達成まで残り１５００枚、まだまだお願い

します。 

 

 

第２３話/2012.11.5 

  

 新チームになって点がとれない。 

 打てない、全く打てない、たぶん段原クラブ史上最も打てないと思う。 

 打球が外野まで飛ばない、バッティングの数は今まで以上に打っているのに飛ばない。普通の打

撃練習では、段々バットが振れてきたように思うのだが、試合形式の練習になると前に飛ばない。 

 一番の問題は、ストレートを狙ってストレートに振り遅れる事である。 

 何故なのだろう。 

 変化球で泳いで三振してもかまわないので、とにかくストレートに遅れないようにと言い続けて

いるが、ほとんど振り遅れて打ちとられる。投手のスピードに関係なく遅れている。 

 何が悪いのだろう？今まで中心選手まで全員がこんな状況になった事がないのでわからない。 

 単純に振る力、スピードがないのか？バットの軌道が悪いのか？タイミングをとる能力がないの

か？ポイントがわかってないのか？ストレートを狙っているつもりでも出来ないのか？野球に向

いていないのか？こんな事まで考えてしまう。 

 私なら打席の位置を変えてみる、バットを短く持つ、上半身を止めてバットを先に出す感じで打

ってみる、振り出す時の力感をなくしコンパクトに振ってみるなど色々工夫して練習する。当然、

ティーバッティングで速打ちをしてスイングスピードを上げる。 

 今書いた事は全て何度も話をしている。しかしやっているように見えない。いつも同じ位置に立

ち、同じようにタイミングをとり、同じようにバットを長く持ち同じように振り遅れる。そして同

じ練習をする。理解出来ない。 

 わからなければ聞きに来なさいと言っているが、今年は誰も来ない、そして出来ない。野球が上

達したければ数多く練習しなければいけない。それも身体能力がずば抜けていなければ、誰より数

多くやらなければならない。しかし何も考えず意識もせずただバットを振ったりボールを投げたり、



捕ったりしても時間がいくらあっても足りない。 

 まず考える、工夫する、色々な事を試す、質問する、意識する、私がいつも言っている事ですが、

野球は先進国のスポーツです。頭の中身を使って練習、試合をした選手が勝ちます。 

 選手達、もっともっと野球の技術について考える時間を持って下さい。 

 

 

第２２話/2012.10.29 

 

  何年も我慢して来ましたが、あまりにひどいので書きます。審判の話です。 

 当然アマチュアなのでミスをします。間違えます。そんな事は最初から分かって試合をしていま

す。それにしても広島の西部地区は高いボールをストライクにとり過ぎです。私はルールブックを

見直してみました。ベルトと肩のの上部の中間、決して脇の下ではありません。大体、打ちにいっ

た姿勢のヒジの下のあたりだと決められています。 

 審判の講習会では高めをストライクにとるようにと指導されるとも聞きます。なぜなのでしょう。

ストライクゾーンを広ければ、当然試合時間は短くなります。 

 ほとんどの試合は時間制限がある中でやっているのたから意味があると思えません。 

 私達は投手に低く投げる事を指導しています。しかし試合であきらかに投げそこない高めに抜け

たボールをストライクに判定してしまえば投手は勘違いしてしまい上達を妨げます。 

 バッターも明らかにボール球を打ちにいかなければいけなくなりバッティングを悪くします。私

には百害あって一利なしにしか思えません。 

 子供達のレベルを上げるためには、まずストライクゾーンをしっかり正しく判定してあげる事だ

と思います。自分の判定をビデオにとり、確認するべきだと思います。子供達は本当に真剣に練習・

試合に取り組んでいます。それに関わる大人もボランティアという言い訳に逃げずレベルアップす

るため努力するべき（指導者を含め）だと思います。 

 父親たちが審判する事もあると思いますが、まず自チームの練習の中で判定の練習をして、子供

達のため努力するべきです。そして間違いはあります。間違ったら素直に認め、謝り、判定を変え

れば済む事です。間違えは正す、当たり前の事です。 

 アマチュアだから、ボランティアだからしょうがない、それは子供達と同じように努力してから

の話です。まず自分の判定を映像で確認して欲しいです。心の底からお願いします。みんな子供達

のためにやっているのですから。 

 きっとこういう事を書いたり言ったりすると快く思わないと思います。でも誰かが言わなければ

いけません。まず大人達全員が誰のためにやるのかしっかり考えるべきです。 

 大人の都合はどうでもいいです。子供達の都合が全てです。 

 

 

第２１話/2012.10.22 

  

 緊張して自分の持っている力が試合で出せない。 

 相手チームと対戦する前にプレッシャーに負けてしまう。 

 １、２年生は本当によく練習していると思う。特に今は試合に出る前に自チームの中の競争に勝

たなくてはならない時です。はっきり言ってレギュラーは１人しか決まっていません。 

 結果が欲しい気持ちは良くわかります。でも、今のような精神状態では身に付けた力を出す事が



出来ず、毎日の努力がムダになるとは言いませんが、本当にもったいないと思います。 

 今、私が試合で見ている事は結果ではなく、もっと根本的な事です。 

 投手はストライクが取れるか、牽制、クイック、ベースカバーが出来るのか、そして一番はバッ

ターに向かっていく気持ちがあるか。 

 バッターはまず強く速いスイングが１球目から出来るか、変化球が振れるか、ストレートに遅れ

ないか。 守備は思い切って前に出てこれるか、強いスローイングが出来るか。 

 ヒットを打つとか、相手をおさえるということは、まだ望んでいない。見ているのは可能性であ

り、がむしゃらに前に出ていく気持ちです。そういう選手で戦いたいと思っている。おとなしい良

い子は試合で戦えないのである。ユニフォームを着たら肉食動物のようになって欲しいと思う。 

 来年の春までは、みんなにチャンスを与えます。練習して力を見せて下さい。 

 話は変わりますが、今年も年賀状の季節になりました。大変なノルマを与えられています。電話

でけっこうです。現役、ＯＢの皆さん協力をお願いします。 

  

 

第２０話/2012.10.15 

 

 新チームになって約２０日、初めての新人戦が日曜日にありました。 

 結果は大野シニアに２-０で勝ち、広島スターズに０-１で負け、点が取れなかったのは私の思っ

ていた通りでした。 

 失点が予想より少なかった。これは、投手が良かったのではなく相手のバッティングが悪すぎた

ためである。練習してきたバント処理、捕手のスローイング、ランダンプレーが出来ない。状況を

考えた、投球、配球、守備、言い続けているがまだまだ頭が働かない。 

 いつも子供達に言っている「技術的なミスは未熟なので構わないが、考え方のミスはダメである。

わからなければ聞きなさい」が出来ない。出来るまで言い続けるしかない。 

 点が取れないだろうと思っていたが、中心打者がここまで内容が悪いとは思わなかった。旧チー

ムから試合に出ていた選手である。 

 原因はどこにあるのか？本人も指導者もしっかり考える必要がある。 

 私は新チームになりキャプテンを決める時に、この選手達がチームの中心として自分が引っ張っ

ていくという気持ちが見えなかった時に精神的弱さを感じた。ここ一番であまり頼りにならないか

もしれないと思いました。 

 野球はよくチームスポーツといわれます。しかし私は 1 人のスーパースターで小・中学校の野球

は勝てると思っています。「自分の力でこのチームを勝たせてやる」、「俺が打って勝つ」、「俺が絶

対打たせない」これぐらいの気持ちを持っている選手が私は好きです。 

 最後、試合はメンタル勝負、いくら練習しても、力をつけても、試合で出せる心、精神力です。

自分自身で強くなるしかありません。楽しみであり、不安であります。 

 話は変わりますが、フルスイング塾がＲＣＣ中国放送の取材を受けました。「元就」という日曜

日の１１時４５分からの番組です。アンガールズの山根さんが練習しました。 

 １１月２５日（日）の放送です。お楽しみに！！ 

 

 

第１９話/2012.10.10 

 



 １０月７日 日曜日、３年生の卒団式がありました。 

 今のところ一度も入部して選手全員が卒団を迎えられた年がありません。入部する時に最後まで

やりますと親子で約束するのに退部する選手がいます。 

 親の責任です。退部するのには親の了解がいります。約束したのに親が破ります。 

 皆さん、親としてしっかりしましょう。 

 

 卒団式は毎年つらい日です。今年は想うような成績があげられず、選手達に申し訳なく思ってい

ます。卒団生の言葉はどれもありがたいものばかりでした。 

 聞きながらずっと今の気持ちで野球に取り組んで来ればもっと良い結果が得られたはずです。今

の気持ちを忘れないで欲しいと思います。 

 これからの半年間が一番うまくなります！高校に入るまでに少しでも貯金が出来るように練習

に取り組んでください。 

 高校野球秋の中国大会にＯＢが２人出場します。他の先輩達も頑張っています。今しっかり力を

付ければ高校野球のスタートで差がつけられます。 

 もう一度言います！ 

 今の気持ちを忘れずに感謝の心を持って野球してください。必ず良い結果が待っています。 

 

 

第１８話/2012.10.01 

 

 ９／３０（日）総会が終わり本格的に新チームがスタートした。 

 今年のチームが６月をピークにチーム力が落ちていった原因をしっかりと考え、練習内容、指導

方法をもう一度見つめ直し、同じ失敗をしないチームづくり、及び個々の能力アップをしていきた

いと思う。 

 特に１、２年生は守備のスピード、正確性に欠けるのでこの秋は守備の練習に時間を多く割くこ

とになりそうです。私はあまり好きではありませんが、あまりにもレベルが低いので子供達のこれ

からの野球人生を考えた時、守備練習が必要だと思います。 

 ３年生はこれから高校選び、受験である。出来るだけ身の丈にあった（試合に出られる）高校に

行って欲しいと思う。その為には選べるだけの点数が必要になる。 

 どうなることやら。今年は試合内容と同じようにピンチがたくさんありそうです。出来るだけ力

になりたいと思っていますが、進学後きっちりと３年間、野球及び高校生活を全うして欲しいと思

います。それが段原クラブ及び後輩たちのためになるのだから。 

 話は変わりますが、広島県には公立高校の普通科でしっかり野球が出来る高校がありません。島

根県の浜田高校、大社高校、山口県の岩国高校、岡山県の城東高校、他県にはあるのになぜ？ 

 指導者の問題なのか？グランド環境の問題なのか？選択肢がたくさんある方が子供達のために

なると思うのですが、とても残念です。 

 

 

第１７話/2012.09.24 

  

9 月 22 日(土)に 3 年生最後の試合が終わった。 

 やはり当たり前の事が出来ない 1 年間だった。初回から送りバントを 2 塁手の 1 塁ベースカバー



が遅れオールセーフにし、3 塁・本塁ではさんだランナーを送球ミスで帰す。その後、キャッチー

のパスボールで 2 失点。やっと 3 点とって逆転しても、5 回に 1 死から 1 番打者を歩かす、2 番打

者のショートゴロの送球を 1 塁手が落球、またもエンドラン失敗で 3 塁・本塁にはさんだランナー

をアウトに出来ない。2 死 2,3 塁から前の打席にストレートを打たれた 4 打者にまた 2 ボール 1 ス

トライクからストレートを打たれ逆転負け、全て何度も何度も練習してきた事が最後まで出来なか

った。 

 今年はずっと、なぜわからないのか？なぜ覚えられないのか？そればかり考えてきた。考える力

や覚える気持ちがないのかと思っていた。負けた日一晩考えてみた。もちろん今年の選手の能力に

問題があった事は間違いない。 

 しかし、それだけではなく私の指導にも大きな問題があったように思う。最近、コーチがしっか

り指導してくれる事と、私の体力、気力の衰えなのか、グランドに立ち子供達に 1 対１でじっくり

指導する事をおろそかにしていたように思う。 

 イスに座って偉そうにふんぞりかえって指導していては何も伝わらないのだ。子供達も本気にな

らない。 もう一度、初心に帰って、子供達と一緒に汗をかき、口だけではなく体を使っていこう

と思う。まずは自分が変わらなければチームは変わらない。 

 ちなみに昨日半日の練習で私の体はいろんな所がパンパンです。久ぶりに心地の良い疲れを感じ

ています。 

 

 

第１６話/2012.09.19 

 

 ９月１７日（祝）海田運動公園で練習及び江波中との新チームの練習試合をした。 

 天候があやしかったが、なんとか１試合目は出来た。しかし２試合目の途中から強く雨が降り出

し、２試合目は中止になった。その時点で３年生はフルスイング塾に移動してバッティングして練

習を上がるように指示した。 

 １時間程けっこう強く雨が降りグランドは水びたし、それでも私は雨さえ上がればなんとか出来

るような気がしていたので１、２年生は待つ事にした。雨が上がり、保護者の方の努力もあり、そ

の後練習することが出来た。保護者に感謝！！ 

 今週の土、日曜日は運動会の中学校が多く、休んだ選手が多かった。紅白戦形式の練習をしたが、

休んでいた選手はまったく結果が出なかった。たった１日、２日でも練習は嘘をつかない。本当に

よくわかる１日だった。 

 １年生の中で入団した時は、ボールが当たるとバットがもどる程、力のなかった選手がいる。し

かし、その選手はチームで１番バットを振っている。半年で外野まで打球が飛ぶようになっている。

バッティングは振った数、打った数だとつくづく思う。 

 練習が終わりに近づいた頃、３年生３人が戻ってきた。何？と聞くと、もっと練習したいので戻

って来たそうだ。１人でも２人でも本気の選手がいれば、指導者はそれに答えなければいけない。 

 こんな事で私は今日１日一生懸命やって良かったと気分が良くなった。 

 今週３年生最後の試合、彼らの力が全部出せる事を望みます。 

 

 

第１５話/2012.09.10 

 



 私は監督として選手にとても甘い。 

 なぜかと言うと、人は失敗をすると思っているからです。その失敗の中から学び、成長してくれ

ると信じているので何度もチャンスを与えてきました。 

 口では使わないと言っても必ず試合に使ってきました。子供達はその事をわかっているのでなめ

ていると言われた事もあります。 

 それでも私は、必ず思いが伝わると信じてきました。今年も同じように何度も信じてきました。

しかし今年のチームには伝わらなかったかもしれません。 

 なぜのか？春からずっと考えてきて私なりに結論を出しました。 

 結局私は子供達から信用、信頼されてなかったのだと。そのような人間が何かを伝えようとどん

なに必死になっても、受ける側にその気がなけれは何も伝わりません。 

 その結果、今年の段原クラブは春からチーム力が伸びる事が出来なかったのだと思います。聞く

気がないのだから覚えない、やらない、そして同じ失敗を繰り返し負ける。そんな 1 年だったよう

に思います。だから私から見ると考えられないミスが毎試合出たわけです。 

 昨年までの段原クラブは最後の試合が一番強いチームでした。今年は 5 月がピークであとはチー

ム力が落ちてきました。練習しているのにあり得ない事です。 

 その全ての原因に私が子供達(3 年生)に、必要な人間ではなかったからだと思います。 

 指導者として同じ失敗を繰り返さないように、コーチ達ともしっかり話をして、新チームに望み

たいと思います。 

 3 年生は残り 1 大会(22 日、23 日)3 年間の集大成です。力の全てを出して欲しいと思います。最

後、ジャマだけはしないようにしようと思っています。 

 1 年間ひとりで全てを背負って頑張ってきた休のために勝ちたいです。 

 

 

第１４話/2012.09.05 

 

9/2(日)試合形式（紅白戦）の練習をした。 

 段原クラブは攻撃のサインも、投手の配球のサインもベンチからは出さない。自分達で考えてや

るようにしている。分からない時は、聞きに来るように言ってある。 

 状況判断の基準・考え方は、何度もミーティング・練習・試合の中で話している。しかし、今年

は考えられないプレーがとても多い。 

 １点差 2 死 2 塁の場合、四球を出しても構わないから２ストライクを取りにいかない事、まして

２ストライク後はボール球で勝負する事、何度も何度も繰り返し言ってきました。 

 それでも、２ストライク０ボールの場面で、ストライクゾーンにかまえる捕手がいた。 

 なぜなのか、私には全く分からない。 

 日本語（言葉）が通じないのか？覚えておくことが出来ないのか？最初から話しを聞いていない

のか本当に理解出来ない。 

 なぜかと聞くと黙っている。外野手の守備位置の移動も、間違っていいから思い切って動くよう

に何度も言っている。 

 自チームの選手相手なので、打球方向の癖は分かりやすいはずである。それでも、動かない。脳

が停止している。何度も何度も、本当に何度も言っているのにである。全く分からない。 

 私は、子供達の技術的なミスは、何とも思わない。ヘタなのだから当たり前である。しかし頭の

ミスはしてはいけないと思っている。それは教えているからである。 



 なぜ、覚えらえないのか？それとも覚える気がないのか？本当に野球が好きなのだろうか？上手

くなりたいのだろうか？勝ちたいのだろうか？ 

 今年は、本当に伝わらない。 

 練習は変わるため、出来ない事を出来るようにするためにやる。そして、試合はその身に付けた

事を発表する場所です。 

 野球というスポーツは、脳を停止させてバットを振ったり、ボールを捕ったり、投げては良い結

果が出ない。先進国のスポーツなのである。 

 小学生の頃に全て指示されて、あやつり人形のように野球をやってきた子供達は、自分で考え

る・覚える・工夫する力がないように思う。野球は、頭と下半身でやるスポーツである。 

 ある人から聞いた話で、「話しを聞く側にその気がなければ、何を話しても無駄である」がその

通りだと思う今年である。 

 

 

第１３話/2012.08.28 

 

段原クラブは広島市軟式野球連盟に登録している。 

連盟主催の大会は高校野球と同じように春と夏に２回ある。夏の大会は４月の終わり頃始まり８ 

月終わり頃の全国大会で終わる。 

春の大会は本来、秋から予選が有るべきなのに今年は７月７日から始まった。高校野球でいえば 

夏の甲子園の前に新チームの大会があるという事である。 

 おかしいと思いませんか。？ 

 なんでそんなに早くやるのか質問しました。グランドの都合だそうです。 

 連盟は誰のためにあるのでしょうか？選手のためではないのでしょうか？ 

 いつも大人の都合が最優先。雨の中試合をさしたり、他の大会では中止になると抽選で代表を決 

めたり、いつも大人の都合ばかり。投手の１日７イニングまでのルールなんて常識のある指導者な 

ら必要ありません。 

 １日２試合までのルールも一人の選手が２試合までにすれば簡単な事です。あまり試合に出られ 

ない選手にもチャンスが出ます。 

 なぜ本当に子供達の為に考えられないのでしょうか？ 

 みんなで誰の為なのか良く考える必要があると思います。新チームの大会は夏の全国大会が終わ 

ってからが当たり前だと思います。 

 

 

第１２話/2012.08.20 

 

段原クラブは入団の時に約束してもらう事がある。 

まず、辞めない事、毎日ストレッチをする事、そして野球ノートを毎日書く事。 

このノートは 1 日 1 回野球の事を考える時間を作る事が一番の目的です。もちろん、グランドで

練習した中で出来た事、出来なかった事そして、それはなぜなのか、意識しなければならない事、

覚えなければいけない事、技術的な事、精神的な事など、なんでも良いから書く事により、覚えや

すくなります。そして振り返って読み返す事でまた、身に付けやすくなるなど、色々な良い効果が

あると思っている。 



私も高校時代、プロ野球選手時代ノートを書いていました。今でも時々読み返す事で指導の参考

にしています。 

先週末 3 日間大会がありました。今年のチームは集中出来る試合とまったくダメな試合がはっき

りしています。日曜日はまったくダメな日でした。 

試合後のミーティングで「今日ノート提出」と言われたら出せる人を聞いたところ、3 年生はほ

ぼ全滅でした。昨年の秋、まったく勝てなかったチームが、一冬越してなんとか全軟の県大会にも

出場できて、どんなチームとやってもある程度の試合が出来るようになりました。本当に上手くな

ったと思います。 

しかし今年のチームはここまでです。誰でも出来るあたり前の事、やろうと思えば出来る事、チ

ームの約束事をやらない 3 年生は、結局この程度までしかなりません。段原クラブの組織の力で普

通以上の力はつきます。ある程度は勝てるようになります。しかし今年はここまでです。 

先週書いたように、親の責任です。一緒に約束したはずです。なぜ、ノートぐらいたった 1 日、

5 分から 10 分やらす事すら出来ないのか、当然それ以上の事をやっているはずありません。 

保護者の皆さん、しっかりして下さい。団体スポーツは一人で勝つ事は出来ません。しかし一人

のいいかげんな人間で負ける事があります。段原クラブのユニフォームを着てグランドに立つのな

ら、親子共々プライドと責任をもって欲しいと思います。 

 

 

第１１話/2012.08.14 

 

野球ってなんで丸刈りなんだろう？ 

私は中学校の野球部に入部して強制的に丸刈りにされてからずっと疑問に思っていた。 しかし、

指導する立場になって、なんとなくわかってきたような気がする。 

段原クラブでは丸刈りを強制していない。スポーツするのにジャマにならないスッキリとした髪

型にするように指導している。基本は私が判断している。 

数日前、段原クラブ始まって以来「髪の毛を伸ばしたい」という理由で３年生が一人退部した。 

とても悲しくなった。 

彼にとって野球は髪型以下のものだったのだ。そして両親もそれが彼のためだと判断したという

ことである。確かに価値観は人それぞれであるので、それについては意見するつもりはない。 

では、なぜ野球は丸刈りなのか？ 

私の２０数年の指導者としての経験から髪の毛や眉毛、私服などに時間や気持ちを使っている選

手の特徴は、 

１．練習中、試合中に集中力が続かない 

２．練習時間外の一人でやる練習をしない、私語が多い 

３．練習の準備、後片づけの手を抜く 

４．指導者が見ていないとサボる 

５．親が子供に遠慮して、親の仕事をしていない。 

以上のようなことで野球が上達しないのである。 

いろいろな事に気持ちがフラフラしていると子供は中々気持ちの切り替えが出来ず、野球に集中

出来ないので丸刈りにした方が良いという考えのように思われる。 

私は、精一杯、一生懸命、野球に取り組んでくれれば本当は髪型なんてどうでもいいのです。先

に述べた通り、ある程度の基準がないと親が子供の管理を出来ないし、子供達も自己管理が出来ず



歯止めが効かなくなってします。本来、必要がないのにチームで管理せざるおえないのです。 

そんなルールが必要ないような選手達と一緒に野球がやりたいです。どんなに楽しい野球が出来

るだろう。 

ちなみに、先週のありえない敗戦の責任として私は丸刈りにしました。 

 

 

第１０話/2012.08.06 

 

この数試合、考えられない守備のミスが続いている。指導者として経験した事のないプレーばか

りである。 

内野フライ、外野フライを落球する。イージーな送球をミスする。外野手がヒットを後逸する。

投手が簡単に四死球を出す。走ってくるとわかっている場面で盗塁される。 

はっきり言って子供会の球技大会に出ているチームレベルである。20 年以上子供達の野球に関

わっているが、こんなチームは初めてである。 

なぜなのか？ 

毎日考えてもわからない。技術的な問題？平凡なフライの取り方、技術がいるのか。バッティン

グも同じである。平凡なストレートとコントロール。変化球はほとんどボールこういう投手からチ

ャンスでストレートを空振りして三振する。 

技術的な問題？中学生ですよ、何年も野球をやってきて、100 キロ程度のストレートをわかって

いて空振り。 

なぜ？ 

本当に今年は初めての事ばかり、本人が本気にならなければ指導者がどんなに必死になっても、

何も身に付かないという事が良くわかった１年だったように思う。 

それでも夢と目標を持ちグランドに来る子供達もいるので、その選手のためにあきらめず伝え続

けるしかない。 

心が体を動かすという事を痛感している。おとなしい良い子はグランドでは役に立たない。練習

しない選手も同様である。 

今週はグチばかりである。指導は本当にむずかしい。 

 

 

第９話/2012.07.31 

 

高校野球広島県大会が終わりました。 

私がいつも言っている通り、一番正しい投げ方をしている投手、そして一番打球が外野に飛んで

いったチームが優勝しました。 

バントやエンドランやスクイズ、盗塁、出来るに越した事はありません。しかし全てはヒット以

下でしかないのです。ヒットを打てるチームが一番強いのです。長打が打てればもっと強いのです。 

今年もテレビ中継でフライを打ってアウトになると、ゴロを打った方が良いような事を言ってい

る方がいました。 

なんですか？野球は相手のミスを待つスポーツなのですか？悲しくなりました。相手が失敗しな

ければ勝てない野球、楽しいですか。私には考えられません。バットは下半身を使って強く振るも

のです。 



全国で最近甲子園から遠ざかっている名門校と呼ばれている学校がたくさんあります。年々進歩

している技術、考え方、練習方法に取り残されて結果です。 

はっきり言うと古いのだと思います。 

小、中学生の試合でもゴロを打つように指示している指導者を見かけます。 

なぜ、わざとアウトになるのですか？何のためにバッティング練習をするのですか？強く遠くに

打つためではないのですか。 

指導者は子供達の夢をお手伝いするのです。 

ぜひ、子供達の可能性を摘まないで下さい。 

 

 

第８話/201207.23 

 

高校野球の広島県大会が盛り上がっています。 

結局、投手力が安定しているチームが勝ち上がっています。私は 90％以上投手の力で勝負がつ

くと思っています。 

強いチームとは、まして甲子園に行けるチームとは、投手を育てる事が出来るチームだと思いま

す。 

30 年程前、池田高校が素晴らしいバッティングで高校野球を変えたように思われていますが、

その時も畠山、水野という 2 年続けてドラフト 1 位で指名さるた投手がいたから勝つことが出来ま

した。バッティングだけでトーナメントを勝ち上がる事は出来ないのです。 

私立の野球校と言われているチームが早々と県立高校に敗れていくのは、点をとられてしまうか

らです。 

なぜ？ 

当然そういう高校は、中学生の時に力を持っていた投手を何人も引っ張って入学させているはず

です。同じメンバーが中学生の時に試合をしていれば、間違いなく私立野球校のメンバーが圧勝す

る事でしょう。 

それが 3 年間(本当は約 2 年間)の高校生活で負けてしまうのか。練習量も練習の環境にも差があ

るはずなのに野球とは本当に難しく、恐いものだと思います。 

私は投手はフォームだと思っている。結局コントロールなのです。 

正しいキャッチボールがピッチングの基本です。困った時にアウトコース低めにストレートを投

げる事が出来る、これが投手の一番大事な能力だと思います。 

正しいフォームを身に付け、体の力を強くしていくことにより、ケガをしないでスピードアップ

する事が出来ます。 

結局、上手くなるためには、心と体を壊さないで練習する。こわさなければ必ず上手くなるのだ

から。特に心を壊さないで高校球児のみんな野球を楽しんで下さい。 

それから段原クラブ出身の高校 3 年生のみんな、3 年間本当にごくろうさまでした。特にベンチ

に入れなくても 3 年間頑張った選手達に頭が下がります。 

ぜひ練習の手伝いに来て、後輩に心と技術を伝えて下さい。楽しみにしています。 

 

 

第７話/2012.07.20 

 



段原クラブの試合は監督からのサインが無い。 

なぜかと言うと必要がないから。子供達は自分で考えバントが必要だと思えばバントをする。走

れると思えば盗塁をする。わかなければ、指示を聞きにくる。 

プロ野球選手にあこがれて夢を持って野球を始めた子供達のお手伝いをする。 

それが指導者の役目である。 

バント・エンドランが上手い、フォアボールを良く選ぶ、変化球を多投してバッターを打ちとる、

プロ野球選手になれますか？ 

私は中学生がやらなければならない野球は、力強く、思い切ってバットを振る、積極的な走塁、

アウトコース低目に速いポールを投げる事だと思っている。 

それから操り人形ではなく自分自身で状況判断して行動する。間違ってもかまわない、大きなミ

スは出来るだけ早くにやらかした方が良い。そのために試合に負けてもかまわないと思っている。

中学野球は通過点なのだからイニング、点差、アウトカウント、ランナー、打順を常に頭に入れて

自分の判断でプレー出来る選手になって欲しいと思う。 

そういう指導をしているつもりである。実際はとても難しいのでなかなか思い通りにならない。 

操り人形はひもが切れると動かない。指導者は子供達の成長の邪魔をしないようにしなければい

けない。親もしかりである。 

上手くなりたいから自分で考えて、自分で練習して、自分で試合する。 

そういう子供達を見ている時間が私は一番好きだ。 

 

 

第６話/2012.07.11 

 

7 月 7 日（土）新人戦の 1 回戦で段原クラブはチーム史上初めて 1 回戦で負けた。 

1 対 0 

私はこの結果をまったく予想していなかった。 

7 月の初めに新人戦というのは、私に言わせれば考えられない日程ではあるが、他のチームも同

じであるので言い訳にはならない。特に 4 人ほどは旧チームから試合経験をしている選手がいるの

で、この 4 人で点をとる事は当然出来ると思っていた。もちろんそれだけの力を持っている選手で

ある。 

しかし現実には、3,4,5 番バッターが何の役には立たなかった。なぜなのか？ 

3 年生を相手に試合の経験をして来た選手が同級生を相手に、力を出す事が出来ない、プレッシ

ャー？小学校の頃からいやというほど試合ばかりしてきて今更プレッシャー、いくら練習しても、

技術を身に付けても、どんな力があっても、それを試合のココ一番に出さなければ何もないのと同

じである。 

私は中高生の時、甲子園以外でプレッシャーを感じた事がないので、（打てないと思った投手に

あった事がない）わからない。 

指導者として技術を伝える事はある程度自信もあるが、心の問題はとても難しい。自分に経験の

ない事は勉強するしかない。 

私の大きな課題である。 

 

 

第５話/2012.07.02 



 

ここのところ、週末の天気が悪く練習をグランドでするか、フルスイング塾にするか、決断がむ

ずかしい。7 月 1 日の日曜日は南原の中電グランドで 1 日練習の予定。 

新人戦が 7 日(土)にあるので 1、2 年生の今持っている力を見るためにも試合形式の練習をどう

してもやっておきたかった。しかしグランドに着いて見ると、思いのほかグランド状態が悪い。 

そこへまた結構強い雨が降りあきらめかけましたが、必ず上がると信じて体育館でミーティング

をして雨が上がるのを待った。昼前には雨は上がってくれたがグランドが心配だった。 

しかし、父親達の頑張りのお陰で 2 面ともすばらしいグランド状態にしてもらい、ある程度思っ

ていた練習をすることが出来た。 

選手達には話をしたが色々な人達の協力、応援があり段原クラブは活動する事が出来ている。 

この事を常に意識しながら感謝の気持ちを忘れることなく練習、試合に取り組まなければいけな

い。選手達に出来る事は、精一杯心を込めて野球をする事。それが感謝の心を表す事だと思う。 

監督として子供達に全力をかたむけることで私は感謝の気持ちを伝えたいと思う。 

本当にありがとうございます。 

 

 

第４話/2012.06.25 

 

6 月 23 日(土)瀬野川球場で試合があった。  

私は 6 月になって試合ばかりで 1 日じっくり練習が出来ていなかったので、24 日(日)に 1 日練

習が出来るように下級生と、普段投げるチャンスのない投手をつれて試合に行った。試合の経験の

無い選手がどの程度力を出せるか見て見たかった。 

1 年生は私の思いより堂々と出来て満足している。しかし 2 年生は結果にこだわり、思い切りと

迫力がなく少し残念に思った。 

それよりも私がもっと残念に思った事がある。 

相手チームのショートの選手が、ランナー2 塁でケンセイのため 2 塁ベースに入った時、明らか

に故意にランナーがベースタッチ出来ないように、体を入れあげくにお尻で押すようにしてベース

を踏めないようにしタッチをしてアウトにした事である。段原のランナーは 1 年生で、遠慮するよ

うにベースタッチ出来ずアウトになった。 

何が残念かというと、子供は自分の考えでそんなタッチプレーはしない。指導者からそうするよ

うに言われ、そんなプレーをするようになったのだと思う。もし指導していないのなら、私ならそ

の場でその選手を呼び 2 度とそんな恥ずかしいプレーをしないように注意する。 

 

子供達に伝えなければいけないのは、試合に勝つためのテクニックではなく、本物の基本と速く

力強いボール、スイング、走塁という個人の力をつけてあげることである。 

何が本当に子供達のためになるのか指導者はしっかり考えるべきである。 

もちろん私自身も常に考えていかなければいけないと思っている。 

 

 

第 3 話/2012.06.18 

 

クラブチームってなんだろう？ 



私が中学生の時は、学校のクラブ活動でしか野球をやれる環境がありませんでした。当たり前の

ように何も考える事も無く、中学校の野球部に入部しました。他になかったから良いも悪いもなく、

野球をするためには、それしかなかったからです。 

今は、硬式も軟式もクラブチームがたくさんあり、強いチーム、そうでもないチーム、選手が多

いチーム、少ないチームそして中学校の野球部、自由に選ぶ事が出来る。まして、小学校の時に何

度でも何チームでも練習の体験が出来る。 

段原クラブも同様に何十人も体験にやって来る。チームを選ぶ基準は私にはわからないが、10

数人が毎年入部してくる。 

私はクラブチームに入部する選手は、親子ともども本気で、甲子園はもちろん、プロ野球を目指

しているものだと思っていた。 

みんな 1 年生の頃は夢を持ち、それを目指して努力する。2 年、3 年となるにつれて気持ちが野

球から離れていく子供が出てくる。 

私はクラブチームに入った親子は一生懸命やるのが当たり前だと思っている。 

なぜかというと、指導者は何の関係もない他人であり、報酬ももらっていない、大事な休日を他

人のために使うのである。いい加減な選手のおかげで、その休日がつまらない一日になるのである。 

学校の先生は仕事である。報酬が発生するのでいい加減な子供も指導する義務がある。 

私の思いは本気で一生懸命やる親子と楽しく充実した一日を過ごしたい、それだけです。 

野球が上手い、下手は関係ないのです。 

私はグランドでは手を抜きません。当たり前です。選手も当たり前、親も当たり前だと思います。

段原クラブに本気ではない親子はいりません。他にもたくさんチームがありますよ。 

指導者と考え方がちがう選手、親が同じチームでやるにはお互いに不幸だと思います。 

 

 

第２話/2012.06.11 

 

またまた、全軟広島県大会準決勝で負けてしまった。３年連続である。 

３年連続で県大会に出場しているのは県内で段原クラブだけであるが、今年も監督の思い切りの

なさ、精神的な弱さが敗戦の原因をつくってしまった。 

３対１でリードされた５回表、無死１、２塁、バッター６番、今までの私なら当然ヒッティング

でバントなどやらせる訳がない場面。なぜなら７、８番バッターよりも６番バッターの方が打つ確

率が高いからだ。 

しかし、私は前日（１回戦）から６番バッターの覇気の無さにイラついていた。大事な試合中、

自分の心をコントロール出来なかった事が選手交代、作戦の迷いにつながってしまった。 

今年も子供達の足を引っ張ってしまい、本当に申し訳ない。 

今年は例年に比べ、県大会の投手のレベルが低く、十分なチャンスがあったのに残念でならない。 

昨年 10 月に新チームのスタートを切ってから一冬を越し、確実にチームの力は上がっている。 

ケガ人が治り、３年生のチンピラの心が野球に集中し、監督がジャマをしなければ７月、８月の

試合が楽しみだと思う。 

まず、私がしっかりしなければ！！ 

 

 

第１話/2012.06.07 



 

１年生の試合を何試合かしました。 

段原クラブの１年生は結成以来毎年、ほとんど勝ったことがありません。 

なぜか？それは投手の変化球を禁止したり、３イニング以上投げさせないため、１試合で必ず３

人の投手が投げます。当然、力のない投手も投げます。（投手希望者全員）そして試合では負けま

す。 

他チームの投手が変化球を投げたり、５イニング以上投げたりしているのを見ると、私は心配で

なりません。練習試合の勝敗には全く興味がありません。 

３年生になった大事な試合で、そして高校野球で最高の力を発揮するために、練習そして練習試

合があります。 

他チームの投手が故障しない事を祈ります。 

 


